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[はじめに]

本稿は，大阪大学21世紀 COEプログラム 「インターフェイスの人文学」 ・ 「言語の接触

と混交」研究事業の一環である，ブラジル日系社会における日本語の実態に関する国際共同

研究成果の一部を公開するものである。

全体の構成は「論文・報告編Jr資料編」か らなるが，最初に本共同研究のあらましと研

究調査結果概略を， r論文・報告編」ではブラジル側研究班による研究発表を， r資料編」

では研究調査データを掲載している O なお，本稿の具体的な内容に関しては，平成15年度刊

行の大阪大学21世紀 COE報告書の方もあわせて参照されたい。

最初に，本共同研究推進に向けて作成された研究事業趣意書掲載の挨拶文 (日本班代表:

工藤真由美，ブラジル班代表 :Elza Taeko Doi)を掲載する。

研究事業の推進に向けて 工藤真由美

このたび，大阪大学21世紀 COEプログラム「インタ ←フェイスの人文学J. J言語の接

触と混交」研究班におきましては，ブラジル日系社会の言語に関する総合的研究を組織する

ことになりました。日本とブラジルとの関係は， 2008年にはフ:ラジル日本移民百年を迎える

など，今後ますます重要なものとなっていくことでしょう σ われわれは，この総合的学術交

流を通じて， 真の日本 ・ブラジル友好に貢献できますことを切に願っております。

本研究事業の特色は以下の三点あります。

第一に，総合的な言語調査研究を実施する点です。これまでのブラジル日系社会の言語研

究の成果を踏まえつつ，奥地農村と近郊袋村との比較という総合的な言語生活調査を実施す

るなど，本格的なブラジル日系社会の言語調査が計画されています。

第二に，言語調査と並行して，文化人類学や社会学，地域研究とい。った学際的見地から，

ブラジル移民に関する文献資料調査も実施される点です。特にブラジル日系社会の日本語を

記述 した言語資料の探索は 他の学問分野との交流を可能にする上でも大いに期待できると

ころです。

最後に，包括的で綴密な研究事業が組織されている点です。本研究事業は日本とブラジル

の日本語研究者が協力し合い，共同作業として歩調をあわせるという，人文科学研究にとっ

ても大変のぞ、ましい姿を先取りしているとも 言えましょう O

われわれはいくつかの試行調査や文献収集を通して，本研究事業のあるべき方向について

多くの検討を行ってまいりました。今後とも何卒皆様のご支援，ご鞭援を賜 りますよう宜し

くお願い申し上げます。
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Sobre 0 Projeto : A Lingua Japonesa da Comunidade Nikkei no Brasil 

Elza Taeko Doi 

Decoηido quase um 自己culodesde a chegada dos imigrantes japoneses ao Brasil， pode-

mos dizer que a lingua japonesa falada no Brasil， conhecida popularmente na comuni-

dade nipo-brasileira como Koronia-go (lit.“lingua da colania")， nao tem ainda merecido 

uma pesquisa abrangente que cobrisse as varias areas de estudos linguisticos. 0 que se 

tem verificado sao analises de alguns aspectos particulares da lingua 

Embora a imigracao japonesa tenha ocorrido tambem em outros paises 9 Estados Uni-

dos， Paraguai， Peru， Bolivia)， podemos dizer que nao ha ainda uma documentacao or-

ganizada do japones utilizado em cada um de呂田espaises. Alem do carater pioneiro no 

que se refere ao registro de japones fora do Japao， 0 presente projeto apresenta tamb白 1

uma importancia na caracterizacao de uma lingua que sobreviveu (pelo menosat岳 omo-

mento) como uma lingua minoritaria no contexto brasileiro， por quase um seculo. 

Alem de seu valor documentario， esta pesquisa traria contribuicoes para compreender 

a tr司jetoriae as mudancas so企idasna lingua japonesa ao longo da historia da imigracao 

japonesa no Brasil e， em uma perspectiva mais ampla， pa'ra a ref1exao sobre 0 comporta-

mento das linguas de imigracao no mundo. Nesse sentido podemos pensar tanto em ter-

mos de linguas de outra日 imigracoesno Brasil， como e 0 caso do italiano， alemao， 

polones e outros， quanto do japones em imigracoes japoneses a outros paises. 

Temos grandes expectativas de que 0 presente pr句eto，que ora se inicia como uma re-

alizacao conjunta com pesquisadores do Japao e do Brasil， venha a propiciar outros des-

dobramentos para pesquisas futuras que envolvam nao apenas a analise e descricao de 

fatos linguisticos， mas tambem a ref1exoes sobre a manutencao e ensino da lingua ; al邑m

de contribuir para a formacao de futuros pesquisadores na area. 

(共に研究事業趣意書より転載)
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[謝 辞]

本調査研究においては，様々な方々のお世話になった。とりわけ，言語生活調査と談話録

音調査を行ったアリアンサ，スザノ福博村の方々には，心よりお礼申し上げたい。また，文

献調査にあたっては，宮尾進氏(サンパウロ人文科学研究所)，大井セリア氏(ブラ ジル日

本移民史料館)，サンパウロ大学日本文化研究所のお世話になったo 国際交流基金サンパウ

ロ日本文化センターにもご尽力いただいた。柴田実氏 (NHK放送文化研究所)には談話収

録の件で温かいご支援をいただいた。記してお礼申し上げる次第である。さらに中川康弘氏，

今井美登里氏，飯塚往子氏，石田由美子氏，畠中みゆき氏，松田香織氏(以上，桜美林大

学)，熊崎さと み氏(信州大学)，大槻清美氏(京都外国語大学)，高木千恵氏， Paiboon， Pat-

jareesakul氏， Ponsan， Tana.n氏 (以上， 大阪大学)，岡田ひとみ氏(大阪外国語大学)に

は，調査の実施や事後の文字化作業な どにおいて大変なご尽力をいただいた。直接お会いし

てお礼を申し上げる機会がないま まに現在に至っているが この場を借りてお礼申し上げた

v、O

(工藤真由美)
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[記録・保存事業について]

本研究事業の名称は「ブラジル日系社会における言語の総合的研究および記録-保存事

業」である。ブラジル日系社会における日本語の実態について，ブラジル諸大学における日

本語関係学科所属の研究者と連携して遂行される国際共同研究として組織された。具体的に

は

( 1 )ブラジル日系社会の総合的言語生活調査研究

( 2 )ブラジル日系社会の日本語談話資料の記録保存不ぷ -ftiij調査結果概要

( 3 )ブラジル日系社会の言語および言語教育に関する先行研究・文献資料調査研究

( 4 )ブラジルにおける日本語研究業績紹介および日本における日系人の言語研究業績紹介

( 5 )ブラジル年少者に対する多言語下日本語教育の開発的研究

上記五項目を中心に，日系社会の言語に関する問題を立体的にとらえていこうとするもので

ある。はじめに，この研究事業についての概略を示す。

1.研究調査に向けてーシンポジウムについて一

研究調査に先駆けて， 2003年3月11日(火)に「越境する日本語 ブラジル日系社会の言

語をめぐって J (13:00-16:30 於大阪大学文学部中庭会議室)と題する国同研究会

(シンポジウム)が開催された。開会挨拶には五回信治(事業推進者)があたり，工藤真由

美(事業推進者)から次の特色をもった研究事業である旨の説明がなされた。(1)総合的

な言語調査研究を実施する点。これまでのブラジル日系社会の言語研究の成果を踏まえつつ，

奥地農村と近郊農村との比較という総合的な言語生活調査を実施するなど，本格的なブラジ

ル日系社会の言語調査が計画されていること。(2 )言語調査と並行して，文化人類学や社

会学，地域研究といった学際的見地から ブラジル移民に関する文献資料し査も実施される

点。特にブラジル日系社会の日本語を記述した言語資料の探索は 他の学問分野との交流を

可能にする上でも大いに期待できること。(3 )包括的で綴密な研究事、ごが組織されている

点。本研究事業は日本とブラジルの日本語研究者が協力し合い，共同作業として歩調をあわ

せるという，人文科学研究においても大変望ましい姿を先取していると言えること O 以上の

三点である。

各報告者から以下の題による報告がなされた。

馬瀬良雄「急がれるブラジル日系社会の言語研究」

Doi Elza Taeko Iブラジル多言語環境における日系社会の言語」

森幸一「ブラジル日系人の「日本語」と「コロニア語」をめぐる動向と主要言説~1908 
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年-1960年代まで-J

佐々木倫子「ブラジルと日本を結ぶ言語調査研究」

2.研究調査事業の流れと概要

初年度においては，共同研究者との第 l回研究会を2002(平成14)年12月15日に，さらに

日本では第5回研究会を2003(平成15)年 l月18日日，第 7回研究会を2003 (平成15)年2

月17日に実施し，次年度における本格的調査の準備を検討した。具体的には，在東京ブラジ

ル日系家族に対する予備調査を 1月に実施(中東矯恵，レオナ lレド・メロ)，昨年度にブラ

ジル側において収集された談話資料の一部文字化作業を試行しつつ，文字化原則の方法論を

検討(中東，李吉鋳) ，さらに社会言語学的見地から本格的に構成された言語生活調査票の

考案(エレン・ナカミズ，李)がなされた。また，ブラジル日系社会の日本語に関する先行

研究並びに文献資料の調査を実施{山東功) し，約100件の研究論文を収集 した。同期間中，

ブラジル側においても ElzaTaeko Doi (ブラジル側代表)の指揮下のもと，ブラジル内研

究者共同研究会が4団組織され，言語調査に関する具体的手順や方法論について討議が行わ

れた。 討議の結果，ブラジル日系社会の調査研究に関しては，談話録音事業と言語生活調査，

文献調査の三点が最重点項目であることが確認された。さらに，いわゆるコロ ニア文学と称

されるブラジル日系社会の文学作品や，日系日本語新聞， 日系移民一世の自伝や伝記といっ

た文献に対する予備調査もブラジルにおいて継続的に実施されている(森幸白) 02003 (平

成15)年3月10日には日本側とブラジル側との合同研究会を実施，翌 3月11日には，先述の

シンポジウムが開催された。以下に具体的な調査研究内容についての概略を示す。

1.ブラジル日系社会の総合的言語生活調査研究

表題研究は本研究事業の根幹を なすものであり，ブラジlレ日系社会における本格的な言語

生活調査研究と して位置付け られるものである。具体的な言語生活調査に先立って，在東京

ブラ ジル日系家族に対する予備調査を 1月に実施し，その過程で言語生活調査実施上の問題

点に関する総点検を実施した。この結果は中東靖恵，レオナルド・メロ「ブラジル日系社会

における言語の総合的研究に向けて(l)J (r岡山大学文学部紀要J39， 2003) で公表さ

れた。さらに社会言語学的見地から構成された言語生活調査票 (エレン・ナカミズ，李)を

考案した。

n.ブラジル日系社会の日本語談話資料の記録保存事業・予備調査結果慨要

ブラジル日系社会における言語の記述と分析に先立ち，ブラジル在住の日系 1世の談話録
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音資料(ブラジル・カンピナス州立大学所蔵:ブラジル側研究代表者 Elza Taeko Doi収

録)を文字化することになった。約 1時間の録音テープを 4名で分担し，文字化作業を行っ

た結果，ブラジル日系 l世のフォーマル場面における日本語運用と日本語とポルトガル語が

接触-混交することによって生まれた言語事象の実態について，その一部を明らかにするこ

とができた。

ill. ブラジル日系社会の言語および言語教育に関する先行研究・文献資料調査研究

ブラジル日系社会の日本語に関する研究史的定置とその検討を行い，成果の一部は山東功

「ブラジル日系人の日本語への視点J (r女子大文学Jl54， 2003) で公表された。ブラジル

日系人の日本語に関する研究についでは日系人の手による生活誌的記述から出発した関心の

時期(1960年代以前)から，日本からの研究者派遣による国語学・言語学的研究時期(1970

年代)を経て，社会言語学，日本語教育学的観点からの研究時期(1980年代以降)という展

開が見受けられる。また，本論文では書き言葉資料の有用性可能性についても言及した。

W.ブラジルにおける日本語研究業績紹介および日本における日系人の言語研究業績紹介

ブラジルにおける日本語研究業績についての紹介を主たる目的としている。ブラジルにお

ける日本語研究丈献は多数存在しているにもかかわらず，そのほとんどがポルトガル語によ

るものであったため，日本国内での紹介が十分になされてこなかった O 本研究事業は，世界

の中の日本語という観点から外国における日本語研究の意味を総括的に検討していく上でも

大いに有意義なものである。

V. ブラジル年少者に対する多言語下日本語教育の開発的研究

表題研究については，本格的な実施を平成16年度以降に予定しているが，本年度までに

「ブラジル年少者に対する日本語教育に関する調査研究」が2003年 1月に予備調査として

佐々木により実施された。

(山東功)
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[研究調査結果慨略]

I 言語接触・方言接触への包括的・動態的アプローチ

グローパル化の現在， Cambridge Approachesto Language Contactシリーズが刊行され

る等，世界の様々な地域での言語接触あるいは接触言語の研究が，大変盛んになってきてい

る。日本語を中心に考えれば， 現在これが最 もダイナミックに起こっているのは， Iウチナ

ーヤマトゥグチ」と「コロニア語Jというような名称が使用されていることから判断しでも，

圏内においては沖縄地域であり ，圏外においてはブラジル 日系社会ではないかと恩われる。

本プロジェクトは，ブラジル日系社会における，日本語とポルトガル語という系統の異なる

言語の接触状況に，包括的かつ歴史的(動態的)にアプローチしようとしたものである。

言語接触論をめぐつでは，大きく言えば次の 3つ(アイデンテイテイのレベルを分けると

すれば4つ)のレベルの相関性を考慮した上での「統合的アプローチ」が求められるであろ

つ。

① 政治，経済，社会的レベル

② 言語行動 レベル(言語使用と意識)

③ 言語構造レベル

また，これらの 3つの側面は，極めて単純化して言えば，①のレベルの変化が②のレベル

の変化をもたらし，②のレベルの変化が③のレベルの変化を促すことから， I歴史的・動態

的」に把握していく必要があろう。

さらに，言語の問題を中心に考えれば，ブラジルへの日系移民は， 2つの障壁に直面した

ことが考えられる。 1つは，ポルトガル語といっブラジルにおける優勢言語への対応の問題

である。もう lつは， (移民時の年齢や教育歴の問題等を考えても)様々な方言を母語とす

る移民間で日本語によるコミュニケーシヨンを行うにあたっての地域共通語としての日本語

の生成の問題である。従って，ブラジル日系社会では，単純な日本語とポルトガル語の接触

ではなく，日本語内部の方言接触とボルトガル語との接触が重層的に起こったと考えなけれ

ばならないのである。(なお，ポルトガル語内部でのバリエーシヨンについては，今回の調

査研究では取り上げる余裕をもたなかった。)

以上のことから，本プロジェクトは， 日本とブラジル双方の，文化人類学，社会言語学，

応用言語学(日本語教育学) ，狭義言語学を専門とする研究者による国際的・学際的プロジ

ェクトとして，予備調査を経た上で，次のような系統的調査を実施した。

( 1 )サンパウロ人文科学研究所において 20 0 0 ~ 2 0 0 1年にかけて実施されていた

『日系社会実態調査』に基づいた「言語生活調査Jの実施。

( 2) I言語生活調査」 に基づいた「談話収録調査」の実施とその文字化。
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(3 )同時並行的に，文献調査や日本語教育に関わる聞き取り調査等の実施。

精密な分析とモデル化等はすべて今後の課題であるが，以下では，日本語の側面を中心

に，世代差を軸とする「言語生活調査j と「談話録音調査jの結果の，現時点における概

要を示すことにする。なお，本データは暫定的なものであり，詳細な検討は今後の重要な

課題である。

n.世代の移行と日本語の動的諸相

極めて単純化して図式化すれば，次のようになる。

直\71~~Èl I
3世

マ日本語 三:ポルトガル語

図 A

闇ー話読
く，すむ

に

聞
く
J

一一可

話
す
三

宮
冗
4
J

二

呈

E
4
4

二:: 

書
く

3世

図 B

まず，左の図を見られたい。太線の逆三角形は「日本語jであり，細線の三角形は「ポル

トガル語jである。 11世J 12世J13世jごとに，日本語からポルトガル語への移行の

連続性が示されている。同時に，日本語とポルトガル語の能力と使用において 1世と 3世

が鏡像関係にあることも示されている。典型的なかたちで，日本語とポルトガル語の二言語

話者が生まれ，丈レベルのコードスイッチングが頻繁に起こってくるのは，網掛け部分で示

した 2世である。左側の「地域J1家庭J (1祖父母J)は， ドメインであり，右側の「複

文-連丈J1単文J 1単語」というのは，言語構造的側面である。ドメインの縮小化と言語

構造面での単純化が相関していることを示している。太線の逆三角形の上部は 4技能であ

る。複雑化を避けるため，これを取り出して図式化したのが，右図である。ここでは 1世

では 4技能が揃っていること，逆に 3世では「聞く j能力に限定されてきていることが示し

である。
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以下，上記のことを踏まえて，少し詳しく説明することにする o (ポルトガル語に関わる

言語生活科査の分析，ならびにブラジル側研究者によって実施された談話録音調査の整理が

まだ進んでいないため，日本語を中心に示す。)

(1)ここで 11世j としてあるのは， (現時点での分析結果において，成人移民と戦前の

子供移民の聞に顕著な差が見られなかったため)日本生まれの移民すべてを含んでいる。

(戦前の子供移民が，数育歴に関わらず，成人移民と変わらない日本語を身に付けているの

は，地域における日本語の機能やアイデンテイティの問題，あるいは国語としての日本語意

識の問題などを含んでいると予想されるが，この点の分析は今後の課題である。)この l世

の特徴は，次の 4点にある。

①家庭ドメインのみならず家庭外ドメインでも日本語を使用

②日本語は聞き話す能力のみならず，読み書く能力も備えている。

③上記の点と相関して，複雑な椛造をもっ丈を単位としての(日本における日本人と基

本的に変わらない)談話構成能力をもっている。

④出身方言は明示的に出てこず，様々な地域出身の移民間で地域共通語としての「コロ

ニア日本語」とでも言うべき方言接触による日本語のバリエーションが生成されている。

( 2 ) 1 2世」には，様々な様相があるのだが 1世寄りのタイプ 3世寄りのタイプ，そ

の中間の最も 2世らしいタイプに 3分類してモデル化している o 2世のバリエーションをも

たらす要因としては， (a)言語形成期の言語が日本語かポルトガル語か， (b) ブラジルに

おける教育程度の高低，が絡んでいるようである O 基本的に，言語形成期の言語が日本語で

あり，高くない教育歴の 2世は，日本語能力(聞き話す能力)が高く，言語形成期の言語と

してポルトガル語が関わり，ブラジルでの教育歴の高い 2世は，日本語能力は 3世に近くな

っている。大きく言って 2世の特徴は，次の点にある O

①ドメイン的には，日本語使用は「家庭内jへの限定化が進む。

②聞き・話しの 2技能への限定化が進む。

③上記のことと関わって，コミュニケーション活動の単位としての文の構造の単純化

(複文よりも単文を多用)が進む。そして逆に，ポルトガル語が，基本的に単語レベル

の借用にとどまっている l世とは異なり 2世では，文レベルの日本語とポルトガル語

のコードスイッチングが頻繁に起こってくる O 日常的な話題では日本語を，抽象的な話

題ではポルトガル語を使用するというような切り替えも見られる。

④「コロニア日本語」とでも言うべき接触方言としての日本語のバリエーションは

世と同様に使用されている。

( 3) 13世jになると，基本的に日本語からポルトガル語への移行が完成している段階で

ある o (ただし，今回の調査では， 3世の調査対象者数が少ないため，絶対化はできない)
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日本語能力に差がでてくる要因としては， (a) 日本語教育歴の有無，長短と (b) デカセギ

経験の有無，長短が，絡んでいるようである。 3世の特徴は次のようになる。

①「祖父母」がいる場合に， I祖父母」との会話において，日本語を使用，習得している

(これは， 日本語が一定のドメインで仁能しなくなっているということを意味しよう。)

② 4技能のうち，聞く能力が最後まで残っている。(逆に， 3世では，ポルトガル語は

4技能すべてが揃ってくる。)

③コミュニケーション活動は基本的にポルトガル語によって行われるので，日本語を話

せる 3世でも，文レベルの使用はできなくなっており，基本的に単語レベルの会話が中

心になってくる。(格助詞の使用の限定化，動詞の基本形とテ形の使用への限定化，終

助詞ネへの限定化などが連動している。これは，コミュニケーションの単位が文である

ことを考えると，もはや正常な意味での日本語使用ができなくなっていることを意味し

よう。)

以上が3世の特徴であるが，現実には祖父母のいる家庭が無くなりつつあることから 1

世における「圏語としての日本語」ではなく，言わば「外圃語としての日本語」教育が必要

な段階に至っていると言えよう。

E コ口ニア語をめぐって

マクロな観点からの「コロニア人アイデンテイテイ構築とほみ合うコロニア語の発見」へ

の弘史的プロセスについては森幸一論文を参照されたいが，ここでは， (社会)言語学的に

見た，現時点での概要を示しておくことにする。

コロニア語はブラジル日系社会の人々の間で， I日本語とボルトガ、ル語を混ぜて使用する

こと」と意識され，言語生活調査の結果では，肯定的，否定的，中立的な 3つの評価・態度

が見られる。(その実質的内容についての分析は今後に残されている。)

言語と言語が接触・?見交を起こす場合，単純化して言えば，①接触関係の質・程度と，②

それぞれの接触言語の実態とがまず問題になってくるであろう。①の点について言えば，大

きく，ボルトガ、ル語と日本語とに 2分割した場合では 1世における単語レベルの言わば浅

い接触段階から， 2世における文レベルのコードスイッチングが起こってくる深い接触段階

を経て， 3世におけるポルトガル語への移行が観察できる。(ただし，急いで 3世における

ボルトカゃル語使用のなかに，日本語の痕跡がどのようにあるかの点はまだ全く分析できてい

ないことを付け加えなければならないし，また，個人レベルの接触関係と地域社会レベルの

接触関係のきちんとした分析もできていないことも付け加えておかなければならない。)

以上のような考え方では，日本語内部におけるバリエーションは不問に付しているのであ

るが，上記のようなポルトガル語との接触とおそらく同時並行的に，日本語内部での言語
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(方言)接触，あるいはそれに伴う単純化や類推形式の生成などが起こったと考えられるの

である O ブラジル日系社会の l世， 2世の日本語に特徴的な点は，下記のようなものである。

(1) 東日本方言的要素(あるいは標準語的要素)と西日本方言的要素の混在-併用

イルとオルテルと~トルナイ(~ナカッタ)と~ン(~ンカッタ)など

( 2 ) 西日本方言形式のコロニア共通語化(1世の東日本出身者でも普通に使用)

~ヨル，ヨウ~センシキランなど

( 3 ) 単純化

すべての動詞の 5段活用化，ラ抜き可能形式や~シナイ(セン)デス形式の使用

男女差を示す諸形式の不使用

( 4 ) 類推による生成形式

行カンキャナラン(行かなければならない)のようなモダリテイ汗主式のイ更用など

(ただし，日本における方言における実態については未確認)

日本語内部の方言接触と同時並行的なポルトガル語との言語接触という重層的な展開プロ

セスを今後の分析においては考慮していかなければならないであろう。あくまでもまだ憶測

にすぎないが，標準語あるいは東日本方言としての~シテル形式が， i死による，行きよ

る， 12時になりよるjでは簡単に表せてしまう「変化過程」の意味を表すことができないと

すれば，ポルトガル語との接触状況において，この形式をコロニア共通語化したとしても不

思議でほない。昨年ブラジルを訪問した際， i日本語の死ンデイルは結果を表します」とい

う私の発言に対して， i今死ンデイルなら，死につつあるという進行の意味になりますね」

と確認した l世の方(長らく日本語教育に携わってきた)の質問は印象的で、あった。この事

実は，日本語内部の言語(方言)接触とポルトガル語との言語接触が，無関係に進行したの

ではなく，相互影響を引き起こしつつ進行していったのではないかという推測を促すのであ

る。

言語接触論は，最もマクロな政治・経済・歴史的観点から，最もミクロな複数の諸言語

(諸方言)の構造的実態の観点に至るまで，複眼的に追及していかなければならないであろ

つ。
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Abstract: This research project was designed to document the languages spoken in the nikkey 
community in Brazil， focusing especially on thePortuguese language spoken in the State of Sao 
Paulo. The research was conducted in Alianca (Mirandopolis) and Ipelandia (Suzano)， in the State of 
Sao Paulo， with 37 informants of 40 subjects selected. Using semi-structured interviews， we 
collected data for a linguistic analisis， as well as information about the awareness of these J apanese 
immigrants to Brazil about their feelings as nikkeis， their attitudes towards the language spoken in 
their communities， theirbilin伊 alcondition and their cultural values. 

1. Introdu写ao

Este projeto.e parte de umprojeto conjunto de pesquisadores japoneses e brasileiros 

denominado "Pesquisa sobre as Linguas Faladas nas Comunidades Nikkei do Brasil" que f:臼az

part巴 do

Lingi“i妊is坑ti印c∞o"，lid巴rado巴 f五inanci凶ad由op巴laUn凶1註iversiほdad由ed出巴 Os悶aka鳥， c∞om verba captada junto ao 

勤Mini臼日t悦6白n旬i白oda Educa号aoe Tecnolog♂ia do Japao. 0 presente relatorio refere-se a pesquisa 

desenvolvidaentre 21 de julho a 01 de setembro de 2003 nas comunidades nikkei de Alianca 

(Mirandopolis-SP) e Ipelandia (SuzanocSP) 

Como membros da equipe brasileira participaram nesta fase as. pesquisadoras Junko 

Ota e Leiko Matsubara Morales， da USP， Sonia Regina Longhi Ninomiya， da UFRJ e Elza 

Taeko Doi， da UNICAMP， al岳m de Arissa Saeki， graduanda da UNICAMP， como 

colaboradora. 

Os objetivos que motivaram este projeto especifico， desenvolvido pelo lado brasileiro， 

seguindo 0 mesmo enfoque do projeto geral， foram a documentacao das linguas portuguesa e 

japonesa faladas nas comunidades de imigrantes japoneses no Brasil e a organizacao de um 

banco de dados com as formas gramaticais e lexicais recorrentes que， disponibilizados， 
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viessem a servir de subsidio para 0 estudo， a pesquisa e a compreensao 1. da trajetoria e das 

mudancas sofridas na lin♂m japonesa ao longo da histor恒 daimigraφo japonesa no Brasil 

e， em uma perspectiva mais aIllpla， para a reflexao sobre 0 comportamentodas linguas de 

imigracao no mundo; 2. do registro falado da lingua por旬 guesados imigrantes e de seus 

descendentes. 

Considerado 0 pais ultramarino com 0 maior contingente de japoneses e seus 

descendentes， a imigracao japonesa no Brasil tem merecido a atencao tanto nos meios 

academicos， quanto em publicaφes de carater informativo e muitas vezes pessoal. Apenas a 

titulo de ilustracao， podemos citar 1. na historia da imigracao e do imigrante: Suzuki， 1969; 

Nogueira， 1984; Handa， 1987; Centro de Estudos Nipo-Brasileiros， 1988; Kiyotani e 

Yamashiro， 1992. Sociedade Brasileira de Cultura Japonesa， 1992; Mita， 1999; Sakurai， 

1999，2000; e outros; 2. na sociologiae antropologia: Willems， 1948; Saito e Maeyama， 1973; 

Saito， 1977， 1978; Mori， 2000，2002; Pereira， 2001; e outros; 3. na psicologia: Imai， 1956; 

Hashimoto， 1995; Car噌 nato，2002; e outros; 4. na lin割iistica，incluso tanto a abordagem da 

analise linguistica quanto a do ensino da lingua japonesa no Brasil: Doi， 1983; Kato e 

Barbara， 1983; Suzuki， 1984; Joko， 1987; Mase， 1987; Nawa， 1988; Suzuki， 1990; Takasu， 

1999; Kuyama， 1999， 2000; Jo， 2000; Takano， 2002; e outros. 

Em termos das linguas utilizadas pelos imigrantes japoneses， tem-se observado nas 

ultimas decadas， um interesse， nos meios acad色micos，no que diz respeito as questoes 

relacionadas com as diversas manifestaφes linguisticas， quer em termos de descricao e 

analise， quer em termos de ensino de lingua japonesa， contemplando a sua historia， a sua 

metodologia， 0 material didatico empregado. A presenca de pesquisadores com conhecimento 

em ciencia dalinguagem eque dominam as linguas utilizadas pelos imigrantes (0 portugues， 

o japones e suas variacoes) tem contribuido p町 a0 desenvolvimento desses estudos. Por 

outro lado， tendo os descendentes dos primeiros imigrantes chegado a quarta geracao， esses 

pesquisadores puderam incluir no espectro de suas preocupacoes tambem a lingua 

portu伊.lesautilizada por esta comunidade. 

Decorrido quase um seculo desde a chegada dos primeiros imigrantes japoneses ao 

Brasil (1908)， pode-se dizer que 0 japones e 0 portugues， aqui praticados， nao tem merecido 

um estudo sistematizado e abrangente， que fosse contemplado pelas varias areas da 

linguistica. Como anteriormente mencionado， analises de alguns aspectos particulares da 

lingua japonesa tais como， fonetica e fonologia， express白esde tratamento， empr白 timo，

mudanca de codigo e ensino ja tem sido realizadas， mas sao poucos os estudos no tocante a 
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lingua portuguesa por eles falada. Cumpr玖 assim，ressaltar 0 carater pioneiro do registro 

proposto， registro este， alias， que urge ser documentado antes que se percam as 

oportunidades diante da inexorabilidade do tempo. 

o presente projeto limita-se a documentacao das linguas faladas pelos imigrantes 

japoneses no Brasil e seus descendentes， mas espera-se que os dados coletados venham a 

propiciar outros desdobramentos em pesquisas futuras que envolvam nao apenas a analise e 

descricao linguistica， mas tambem possam abordar questoes que se relacionem de alguma 

forma com a condicao e 0 comportamento dos imigrantes japoneses no Brasil， 0 uso das 

linguas， a manutencao e 0 ensino da lingua japonesa， a manutenφo e a transmissao da 

cultura japonesa. 

2. Do objetivo e da metodologia da coleta de dados 

A equipe brasileira responsabilizou-se por coletar dados em portugues， 

preferencialmente， eem japones， em ambas as comunidades alvo・Alian伊 (Mirandopolis)e 

Ipelandia (Suzano) 

o objetivo desta coleta foi obter dados que propiciassem 1. uma analise linguistica do 

portugues falado pelos imigrantes e seus descendentes， e 2. uma analise do pano de fundo 

dessas realizacoes linguisticas que pudesse elucidar 0 que pensam os imigrantes e seus 

descendentes sobre a lingua japonesa， sobre a sua historia de aquisicao e aprendizagem da 

lingua japonesa e portuguesa， sobre a sua condicao de bilingue e sobre os valores e os 

costumes das duas culturas em questao. 

Para a coleta de dados， foi elaborado um roteiro (anexo 01) para as entrevistas que 

foram semi-direcionadas， mas que possibilitassem a expressao informal e livre do 

entrevistado sobre a historia da sua aquisi号邑odas linguas japonesa e portuguesa e sobre sua 

atitude em relacao as linguas e seus valores culturais. 

Foi elaborado um roteiro amplo e abrangente que pudesse garantir uma certa unidade 

das entrevistas a fim de propiciar um espaco para cada entrevistador propor perguntas 

abertas como: fale sobre... como era... etc.， tentando evitar， assim， que a entrevista se 

consubstanciasse em um interrogatorio com simples respostas a五rmativasou negativas. 

Na entrevista， foi solicitado ao entrevistado que assinasse uma da日duasautorizacoes 

(anexo 02) para que esses dados pudessem ser disponibilizados para pesquisas futuras. 

Acompanhando 0 roteiro， dispunhamos， tambem， de uma ficha biografica de cada 
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entrevistado selecionado， cujo conteudo resumia os dados coletados na primeira fase desta 

pesquisa， a Pesquisa sobre os Habitos Linguisticos das Comunidades Nikkei no Brasil 

(Gengo Seikαtsu Choosα) que fora implementado entre abril e maio de 2003， nas 

comunidades aqui especificadas. Dentre esses dados， podemos destacar， alem dos pessoais， 

os referentes a escolaridade， ao uso das linguas， a opiniao sobre valores linguisticos e 

cultur‘ais. Esta ficha foi importante， pois 0 conhecimento previo do entrevistado pelo 

entrevistador nao so contribui para direcionar a entrevista como tambem tornar 0 contato 

mais agil e proficuo. 

Foi estipulado um tempo maximo de duas horas para cada entrevista， contudo a 

conduta do entrevistador pautou-se pela concessao ao tempo e as formas de expressao de 

cada entrevistado. 

3. Dos informantes e dos criterios para sua escolha 

Da lista preliminar， elaborada conjuntamente pela equipe brasileira， constaram 

primeira e segunda opcao para entrevistados. A definicao do nome foi efetivada quando do 

agendamento telefonico， resultando em uma lista com dezoito nomes para Alianca e vinte e 

dois nomes para Ipelandia (anexo 03)ー

Quanto aos criterios que nortearam a escolha dos entrevistados para esta segunda 

fase da pesquisa， foram consideradas as seguintes varia可reis，tendo como apoio apenas as 

informacoes da primeira fase da pesquisa sobre os Habitos Linguisticos das Comunidades 

Nikkei no Brasil (Gengo Seikαtsu Choosα)， relacionadas com os dados pessoais e a auto-

avaliacao sobrea proficiencia em lingua japonesa no uso cotidiano 

3.1. Com relacao aos nisseis e sαnselS 

i) Embora a base para a analise dos dados fosse a lingua portuguesa， baseamo-nos 

primeiramente na proficiencia auto-declarada referente ao uso da lingua japonesa em 

contexto cotidiano. A escolha dessa variavel como um dos criterios para a seleφo dos 

informantes nisseis e sαnseis para a segunda fase， foi motivada pela hipotese de que， a 

partir da auto-avaliacao sobre a propria proficiencia em lingua japonesa no seu 

cotidiano， poderiamos ver a intluencia e 0 papel que essa lingua exerce no desempenho 

do portugues， em termos linguisticos e em termos de atitude em relaφo a esta lingua. 

Ou seja， poder-se-ia esperar uma relaφo entre as caracteristicas/marcas verificadas 
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na fala de algt必mque se auto-avalia como tendo uma proficiencia boa (os niveis 1 e 2 

do questionario)ou nao muito boa (os niveis 3 e 4) em lingua japonesa em relacao a 

sua proficiencia em portugues e a postura quanto a sua condicao de nikkei e quanto a 

cultura de seus ancestrais? Alem disso， em termos linguisticos， esta vari丘velpoderia 

apontar dados de mistura de codigo， emprestimos， organizacao frastica， etc; 

ii) Individuos com esse perfil foram selecionados por geracao ~ segunda (nissei) e 

terceira (sαnsei)-， idade e genero. Tais variaveis poderiam apontar tendencias 

dispares ou nao entre os grupos， nos aspectos linguisticos e na postura em relacao a 

cultura japonesa. Quanto a idade， no caso dos nisseis， a separacao em tr白 grupos，

com faixas etarias distintas， mas nao obedecendo a um espacamento uniforme de 

anos， se deveu ao fato de termos uma variacao grande de idades com poucos 

informantes em cada extremo. Assim sendo， tivessemos nos optado por uma divisa。
mais igualitaria， teriamos perdido muitos informantes que se mostravam 

representativos da faixa etaria. Quanto aos sαnseis， geracao mais jovem， foi fi巴ito0 

agrupamentoem apenas duas faixas et訂iastendo como divisor a idade de 35 anos 

3.2. Com relaφo aosjun-nisseis 

Foram duas as variaveis que consideramos na selecaode informantes jun-nisseis， 

de自nidoscomo aqueles que vieram ao Brasil com a idade de ate 12 anos: a) a 句ocada 

chegada -na pr岳-guerraou na pos-guerra -e b) a escolaridade no Brasil， tendo como 

pressuposto graus diversos de interferencia do japones em todos os niveis linguisticos do 

portugues， bem como a sua proficiencia em japon白 Alemdisso， como foi proposto no 

item 1， acima， um dos objetivos era conhecer， tambem， a postura do informante， 

enquanto nikkei， em r巴lacaoas linguas e as culturas japonesa e. brasileira com as quais 

tem contato. 

4. Da transcri写aodo corpus 

As normas para a transcriφo da lingua portuguesa foram discutidas e alguns criterios 

exercitados. Chegou-se， finalmente， a alguns criterios (anexo 04) para cujo estabelecimento 

serviu de base aqueles adotados para a transcri号邑odo corpus levantado pelo Projeto 

NURC/SP -Prq日etode Estudo da Norma Linguistica Urbana de Sao Paulo， realizado em 
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1987. 

No inicio de cada transcricao ha a identificacao do numero da transcricao， do tipo de 

inquerito， da data do registro， do informante e do documentador 

4. Da realizacao da pesquisa 

Com relacao a segunda fase da pesquisa， baseada em entrevistas， em cada 

comunidade， Alianca (Mirandopolis) e Ipelandia (Suzano)， a estrat句iaadotada para 0 

primeiro contato com os informantes foi diversa. 

Em Alianca (Mirandopolis)， apos a escolha e listagem dos possiveis entrevistados， foi 

estabelecido um contato com as liderancas locais para se formalizar a atuacao nas 

comunidades. Esse contato demandou duas viagens ao local， apos 0 que passou-se aos 

contatos telefonicos para 0 agendamento das entrevistas com os informantes que 

concorda呂 田m em oferecer dados mais aprofundados sobre al♂lmas questoes levantadas na 

primeira fase do projeto e outros. Naquele contato primeiro， foram dadas informa号白essobre 0 

projeto e sobre a importancia da colaboracao para a pesquisa. As entrevistas foram， entao， 

agendadas entre 22 e 26 de julho. Em um se伊 ndocontato telefonico， duas semanas antes do 

trabalho de campo， foram confirmadas as entrevistas e marcada uma hora mais adequada， 

segundo a conveniencia do entrevistado. No inicio da noite do dia anterior a cada entrevista， 

houve nova confirmacao de horario por telefone e feitos os司justesfinais para a pesquisa de 

campo. 

No caso de Ipelandia (Suzano)， a lista dos possiveis entrevistados foi entregue as 

liderancas locais em uma visita de corlesia em 05 de julho de 2003， quando foi formulado um 

pedido formal de apoio a pesquisa. As liderancas locais， portanto， se encarregaram de 

agendar as entrevistas entre 29 de julho e 01 de agosto. Tambem em Ipelandia as 

entrevistas agendadas foram confirmadas no inicio da noite anterior ao seu acontecimento. 

Dos quarenta informantes selecionados， foram entrevistados dezessete em Alianca e 

vinte em Ipelandia (cf. lista de entrevistados， anexo 03 ). Em Alianca， um importante sαnseL 

masculino nao pode realizar a entrevista devido a problemas no servico e nao houve tempo 

habil para a efetivacao do contato com 0 suplente. Em Ipelandia， dois informantes 

declinaram da entrevista por motivo de nojo familiar. 

Com relacao ao processo das entrevistas， podemos destacar que os isseis， com exceca。
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de alguns informant巴s，nao aceitaram falar em portugues alegando quase total inoperancia 

na lingua. Quanto aos nisseis 巴s α nseis， 0回sma泊i日 idoωsoωs s田er陀ec叩us回arama f:鼠'ala町rem poぽr加 gu 色白s，

fato que creditamos ao seu bom desempenho巴m lingua japonesa. Contudo， muitos foram 

extremamente cooperativos falando as duas linguas; inicialmente em japones (alguns com 

proficiencia regular) e posteriormente em portugues， lingua na qual， percebia-s巴， s巴ntiam-se

mais a vontade. Convem ressaltar qu:e alguns informantes dessas g巴r叫 oes，com boa 

proficiencia em portugues， mantinham a conversacao em lingua japonesa， nao obstante a 

mudan伊 decodigo para 0 portugues e a insistencia no novo codigo por parte das 

entrevistadoras. Nas discussoesda equipe sobre as entrevistas， foi aventada a hipotes巴 de

que， por se perceberem entrevistados por professoras de lingua japonesa， por se perceberem 

falantes tambem de japones e por ser uma pesquisasobre lingua， podem ter interpretado 

que 0 que se esperava d巴lesera 0 u日oda linguajaponesa 
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ANEXOO1. 

FICHA ROTEIRO PARA AS ENTREVISTAS 

NOME 

GERACAO 

IDADE 

Comentarios sobre a abordagem: 

( entrevistador: 

Preliminares: agradecimento pelo tempo cedido， explicacao sobre a nova coleta de dados 

aprofundar al♂lmas colocacoes e obter novos dados. 

1. Aprendizagem das linguas 

2. Uso das linguas 

3. Falar as duas linguas 

4. Valoracao da lingua japonesa / da condicao de nikkei 
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5. Manutencao dacultura e dos costumes de origem 

6.Incorporaφo dos usos e costumes brasileiros 

7. Sobre a participaφo na comunidade 

S. Oportunidade de retorno ao Japao / escolhas segundo a etnia 
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ANEXO 02-1. 

AUTORIZACAO 

Autorizo a utilizacao dos depoimentos de carater linguistico e documental， gravados 

em audio e/ou video， que prestei aos pesquisadores do Projeto“Linguas da Comunidade 

Nikkei do Brasil: Documenta号aoe Estudo Interdisciplinar". Esses dados poderao ser 

divulgados e publicados， para fins academicos， com a ressalva de sua integridade e indicaφo 

de fonte e nome do entrevistado， resguardando， porem， os dados particulares das pessoas 

comentadas na entrevista. 

Local e data 

Nome do entrevistado 
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ANEX002 -2. 

O
 

A
 

CB 
A
 

Z
 

官
圃
AR

 
O
 

T
 

U
 

A
 

Autorizo a utilizacao dos depoimentos de carater linguistico e documental， gravados 

em audio e/ou video， que prestei aos pesquisadores do Projeto "Linguas da Comunidade 

Nikkei do Brasil: Documentacao e Estudo Interdisciplinar". Esses dados poderao ser 

divulgados e publicados， para fins acad色micos，com a ressalva de sua integridade e indicacao 

de fonte sem， contudo， mencionar 0 nome do entrevistado ou das pessoas comentadas na 

entrevista 

Local e data 

Nome do entrevistado 
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ANEX003 

LISTA DOS INFORMANTES DE ALIANCA (MlRANDOPOLIS) 

Issei 
Issei 
Issei 
Issei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei...ー

82 anos 
79 anos 
76 anos 
76 anos 
72 anos 
70 anos 
60 anos 
57 anos 
44 anos 
42 anos 
35 anos 
48 anos 
39 anos 
35 anos 
32 anos 
30 anos 
30 anos 
24 anos 

Sunao Maeda 
Ai Ichikawa 
Massao Shimazaki 
Kikuno Tsutsumi 
Maria Kamano 
Rikizo Miyahara 
Teruno Yaoita 
Nobuko Hir叫 a
Clara Yumiko Kumamoto 
Hemi Shimoyama Honma 
Eduardo Yuji Hasuike 
Aurea Massako Koga Yamaguchi 
Airton Itsuo Omori 
Carlos Kamano 
Lucimeire Hosano Okui 
Luci Naomi Takehara 
Massaaki Shimizu 
Luciano Niizu 

Total de informantes : 18 
Total de entrevistados: 17 

Entrevistadores: 04 

LISTA DE INFORMANTES DA VILA IPELANDIA (SUZANO) 

Issei 
Issei 
Issei 
Issei 
Issei 
Issei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Nissei 
Sansei 
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -
Sansei -

89 anos 
86 anos 
85 anos 
76 anos 
53 anos 
49 anos 
66 anos 
61 anos 
60 anos 
57 anos 
54 anos 
48 anos 
41 anos 
42 anos 
31 anos 
46 anos 
46 anos 
46 anos 
35 anos 
28 anos 
20 anos 
19 anos 

Tomo Wakamatsu 
Masaru Tani 
Kenryo Doi 
Eruko Hirasaka 
Masanori Morita 
Machiko 1. U eno 
Thereza M.H.Watanabe 
Julio Okuda 
Maria Tieko N akamura 
J ose Masao Doy 
Elza Uwada 
Lidia M.Nemoto 
ShingoAya 
Amelia T.U. Shimada 
Arthur K. Shirakawa 
Jose Tanaka 
Mario 1. Kono 
Joao Kazuya Ishibashi 
Helena Koga de Almeida 
Meiko Hayashi 
Priscila Mitsuko Ishibashi 
Hugo Seiji Ishibashi 

Total de informantes: 22 
Total de entrevistados: 20 

Entrevistadores: 04 
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NORMAS PARAA TRANSCRICAO DO CORPUS 

(baseadas nas normas adotadas no Projeto NURC/SP) 

-Transcri号aoGrafematica 

1. nomes de pessoas e cidades: apenas as iniciais em maiusculo; 

2. numeros: por extenso; 

3. fenomenos fori岳ticos

a) ossegmentos serao transcritos ortograficamente; 
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b) as caracteristicas observadas na fala serao registradas， pois podem ser 

reveladoras da 

i. interferencia do japones/portugues. Ex.: non (nao)， firia (filha)， masu (mas)， io 

(eu)， enton (entao)， etc; 

ii. influencia de variantes do portugues (popular， regional). Ex.: assartado， costuma， 

ponhava， etc; 

c) segmentos especificos do japones a serem observados: 

i. as nasais， por N (noN)， 

ii. 0 tap r como r (fara)， 

iii. tsu， dzu， dj (dja， hodje， nihondjin)， 

iv. sokuon: registrar por consoante dupla (yappari); 

4. omissoes， supressoes e inserc凸es:nao restabelecer， registrando 0 que se o.uve 

Ex.: mais/masulmai para 'mas'，呂ufixosgramaticais (plural nominal， verbal， infinitivo) 

pra， pro， prum， po， oce ， ce， cade， comemo， tava， ta， etc; 

5. omissao de vocabulos gramaticais: nao restabelecer; 

6. hesitacoes， pausas (todas， inclusive aquelas que seriam representadas por virgula， ponto 

e virgula e ponto final): registrar com reticencias. Ex.: 0 caminhao passou...dedou ne... ; 

7. repetiφ0， abandono de palavras， do esquema sint乱ico:registrar acompanhado de 

reticencias. Ex.: soshite...， ta ruim...aqui ta ruim...; 

8. interrogaφ0: registrar com ?; 

9. alongamento do自白巴guimentose os 'yo:on': registrar com : ; 

10. incompreensao de palavras: registrar com ( ); 
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11. enfase: registrar em letras maiusculas; 

12. comentarios descritivos: registrar com ( ). Ex.: (risadas)， (tossiu)， (latidos)， etc; 

13. superposiφ0， simultaneidade: marcar dentro do enunciado por // //; 

14. faticos: para iniciar a conversa:ha， bom， entao， dai; preenchedores de espaco (五llers):

hum， hum， ha...， sei， dai， entao...， ne...; faticos interacionais: nao e/ num e?， Sabe?， Voce 

concorda?; 

15. japones: fazer a transcriφo na forma romanizada， em italico， e acompanhada por 

traduφo em portugues entre parenteses. Ex.: nippongo (linguajaponesa). 
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ABSTRACT: The purpose of this report is to present a general evaluation of the research conducted 
in Alianca (Mirandopolis) and Ipelandia (Suzano)， in the State of Sao Paulo. This evaluation is 
based on the information obtained from interviews， including the transcription of the interview 
Sample transcriptions of informants of both sexes for each of the three generations interviewed are 
attached. These data reveal preliminary differences in the speech of the members of the three 
generations in relation to expressiveness， as well as attitudes towards use and maintenance of 
Japanese， and the state ofbeing a nikk巴yinBrazil. 

1. Avalia守aogeral da segunda fase do projeto 

1. 1. Quanto as entrevistas 

Uma entrevista， como a que concebemos na fase preparatoria e pudemos comprovar 

ao longo dos trabalhos， e um estabelecimento de relacoes entre pessoas que， embora 

pertencentes a universos diversos， se encontram construindo um sentido atrav白 dodialogo 

De forma geral， podemos dizer que logramos atingir empatia com os entrevistados no 

processo das entrevistas. Mesmo a interrogaφo que suscitava a presen伊 deuma 

pesquisadora nao nikkei ou a acentuada diferenca de idade entre algumas pesquisadoras e 

alguns entrevistados nao trouxeram quaisquer implica号oespara os resultados pretendidos. 

o entrevistador nao se manteve passivo ou neutro， propos perguntas， dirigiu e 

tambem participou do processo da entrevista， na medida em que， a partir do roteiro， 

selecionou perguntas e temas a serem tratados， estabelecendo， assim， um di丘logoentre si e 0 

entrevistado. Procurou-se evitar juizo de valor e interferencias inquisitivas， mas optou-se 

por compartilhar com 0 entrevistado as proprias experiencias pessoais do entrevistador， 

tanto para facilitar 0 direcionamento das entrevistas quanto para estabelecer uma relacao 
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de informalidade com 0 entrevistado， julgada necessaria para se obter os dados e a qualidade 

de dados pretendidos desejaveis. 

Pelo fato de os membros da equipe brasileira nao terem podido participar 

integralmente de toda a primeira fase da pesquisa e portanto， nao terem tido um contato 

pessoal com cada um dos informantes， acrescido da nao disponibilidade dos dados gravados 

nessa primeira fase， 0 que levaria a uma escolha mais criteriosa dos informantes para a 

segunda fase， baseamo-nos em informacoes dos pesquisadores， registradas nos 

questionarios. Contudo， nem sempre essas informa号oeseram claras ou pertinentes sobre a 

adequa号aoou nao da pessoa como informante. Portanto， acabaram por ser selecionados 

al伊lnsnomes para a segunda fase cujo perfil desejado embora satisfizesse， nao se prestavam 

a uma conversa produtiva， cuja timidez e/ou falta de articulaφo levaram a respostas 

laconicas， comprometendo， assim， 0 alcance dos objetivos aos quais nos propusemos. 

Contudo， logramos obter um discurso oral expressivo， porquanto natural e espontaneo na 

maioria das entrevistas 

Embora houvesse， tambem， preocup叫 aocom a nao interfer白 ciana fala ou a emissao 

de juizo de valor para garantir a total liberdade de colocaφo da visao de mundo do 

entrevistado， por vezes os silencios longos ou os olhal'es perdidos nos levaram a falar ou 

justificar mais do que 0 necessario. Contudo， nao podemos ignoI・ar，nesse aspecto， a falta de 

experiencia de alguns membros da equipe brasileira para esse tipo de trabalho. Embora 

conhecessemos a teoria sobre 0 assunto， a parte pratica， a tecnica de entrevista estava sendo 

efetivada pela primeira vez. Essa falta de experiencia nos trouxe dificuldades na dosagem de 

neutralidade ou passividade na conducao do processo das entrevistas. 

Quanto aos aspectos fisicos das entrevistas， nao foi notado nenhum estranhamento， 

ou mesmo hostilidade em relacao aos gravadores， microfones ou as anotacoes feitas durante 

as entrevistas. Quanto as condicoes para a realizaφo das mesmas， por vezes nos deparamos 

com arra吋osnao ideais onde vozes infantis， latidos de caes， campainha de telefone e 

conversas paralelas proximas foram igualmente registradas. Contudo， a transcriφ0， pelo 

menos das amostras em anexo， pode ser realizada sem grandes problemas. Por falha tecnica 

uma das fitas k7 nao ficou gravada， mas 0 conteudo pode ser eficientemente recuperado a 

partir do MD. 
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1.2. Quanto a transcrica。

Para a transcricao， foram utilizadas normas proprias (anexo 04 -objetivos e 

Processos) estabelecidas a partir das normas adotadas no Projeto NURC/SP -Pr吋etode 

Estudo da Norma Linguistica Urbana de Sao Paulo， realizado em 1987. As normas ora 

estabelecidas se revelaram eficientes para satisfazer a nossa preocupaφo de termos um 

texto transcrito 0 mais fiel possivel aquele gravado. Assim， tanto a forma quanto 0 conteudo 

puderam ser registrados， tambem， graficamente. Os criterios utilizados para a transcricao 

podem sofrer altera号oesconforme prossigam os trabalhos para a transcricao total do 

material， quando questoes nao previstas podem ainda ocorrer， urgindo adequacoes das 

normas levantadas. 

N essa transcriφo grafematica， apenas para reiterar alguns cuidados tomados， as 

caracteristicas observadas na fala foram registradas tal e qual， pois sao indicadoras da 

interferencia das linguas ou da influ色nciade variantes do portugues， como mostram os 

exemplos abaixo: 

Assartado (assaltado)， quarqu邑(qualquer)，costuma (acostumar)， tamem (tambem)， 

extraidos da fala de um informante nissei， de 60 anos， com forte influencia da 

variante do portugues popular， conhecida como 0 falar caipira. 

-Masu (mas)， difishil (di五cil)， entoN (entao)， parabra (palavra)， extr叫 dosda fala de 

umjun一n~s“se叫i ， d血e77 anoω0日民， com fo白rt旬elnぱf但lu玲出色白n山lC口iado japo凶 sve目r也i

sonoros caracteri日ticosdo japone白.

Alem dessas influencias apontadas， e preciso tamb印 1considerar 0 estilo informal 

adotado pelos envolvidos nas entrevistas， 0 que vem favorecer a apreensao da variedade 

coloquial utilizada pelos informantes， dado que acabaria se perdendo sem a adocao das 

medidas tomadas 

o japon色susado dentro da fala em portugues foi transcrito em forma romanizada (e 

em italico)， acompanhado por traducao em portugu色sentre parenteses. 

“…..e…sim... so no domingo...ne... tinha domingo...oterade (no templo budista)" 

(informantejun-nissei， 49 anos， Suzano) 

“so: falava nihongo (japones) ne at邑irna escola" (informante nissei， 42 anos， Alianca) 
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“… como sensei (professor) fa:la as vezes eu falo...." (idem) 

Para efeitos deste relatorio， contudo， a traducao de sintagmas e periodos mais longos 

nao foi realizada visto que 0 trabalho detranscricao esta ainda em um estagio preliminar. 

Toda a equipebrasileira participou dos trabalhos de transcriφo das amostras， que 

passou por uma unica revisao， parcial， por absoluta falta de tempo e de pessoal. Ao longo do 

proce呂 田 pudemosperceber que， se necessariase faz a transcricao， esta sempre estara em 

desvantagem em relacao a gravacao no que diz respeito a elementos como 0 tom e a 

velocidade da voz， 0 interromper abrupto ou natural das pausas， dentre outros， que em uma 

analise linguistica podem vir a ser de grande importancia e signi五cado. Tornou-se claro， 

assim， que a transcriφ0， por mais que tente refletir fielmente a situacao de fala， nao se 

sustenta por si so， mesmo para uma analise conteudistica， havendo sempre a neces日idadede 

se ter disponivel para 0 trabalho ambas as representacoes， sonora e grafica. 

Cumpre ressaltar que os objetivos da transcricao das entrevistas gravadas sao 

disponibilizar 0 seu conteudo para futuras analises linguisticas e de outras areas que se 

interessam pelo assunto (como a sociologia， a antropologia， a psicologia， a historia， etc). A 

transcricao， a呂田im，assume papel crucial， pois nenhum filtro pode ser utilizado. As 

transcriφes tem que se auto-sustentar， muito embora， para uma analise fonetico/fonologica 

a audicao das gravacoes seja imprescindivel. Assim sendo， neste caso， procuramos nos ater 

fieis a expre呂田昌odo entrevistado 

2. Considera号oessobre os dados 

Juntamos ao relatorio， a titulo de exemplificacao， algumas amostras do material 

transcrito (anexo 01)， escolhidas aleatoriamente， duas de cada geracao e de generos diversos， 

cujos trecho呂田epre呂田m quer para uma analise linguistica， quer para uma analise socio-

historico-cul tural. 

Dessas amostras da transcricao do portugues falado pelos imigrantes e seus 

descendentes， podemos ressaltar caracteristicas tipicas de fala de diferentes geracoes， de 

escolarizados e nao escolarizados， quanto a expressividade -vocabulario e organiza写亘o

frastica， a fluencia， a mudanca e ou mistura de codigos -e quanto a postura sobre 0 u日oea

manutencao da lingua e de costumes etnicos， bem como a sua condicao de nikkei no Brasil. 

Com relaφo ao conteudo das entrevistas， de uma forma geral， pudemos observ-ar que 

as geracoes apresentam comportamentos e atitudes dispares quanto a saber uma ou outra 
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lingua e quanto a sua manutencao， ou melhor， sua transmissao. A escolar吐 ade，no Brasil， 

tambem aparece como variavel importante， dentro das geracoes， na determinacao de 

atitudes. As consideracoes abaixo， de carater geral， baseiam-se nos dados da lingua 

portuguesa falada pelos informantes. 

Por exemplo， os isseis (no nosso projeto， os jun-nisseis) com escolaridade mais baixa 

mostraram uma proficiencia limitada em lingua portuguesa， onde se pode observar uma 

forte influencia foneticae sintatica da lingua japonesa， bem como uma acentuada mudanca 

de codigo todas as vezes que sentulmlimitacoes no seu portugues. Certamente， a presenca 

de uma entrevistadora proficiente em lingua japonesa contribuiu para essas mudancas. Sao， 

tamb邑m，os que constituem 0 grupo dos imigrantes mais antigos (pre e pos-guerra). A 

malOr泊 temtendencia a relativizar as diferencas culturais e alguns deles nao acharam 

necessario 0 ensino de lingua japonesa para os seus descendentes. Os com escolaridade mais 

alta geralmente falam bem 0 portugues， apresentam interferencia fonetica e sintatica 

menor， mas ainda constatavel no nivel prosodico e a mudanca de codigo restringe-se ao nivel 

de vocabulos e conectivos. Sao tambem os que constituem 0 grupo de imigrantes mais 

recente (decada de 60). A maioria tende a ver como necessaria a transmissao de tracos 

culturais e da lingua japonesa para os descendentes. 

Qu但 ltoaos ni呂田is，os menos escolarizados， que tambem sao os de faixa etaria mais 

alta， trazem influencia da fo凶 ticae da sintaxe da lingua japonesa e do falar caipira em seu 

portugues. Apresentam grande mudanca de codigo na sua fala， sentem-se japoneses (“como 

os pais ensinaram ser")， tendem tambem a relativizar as diferencas culturais e acham 

importante ensinar a lingua japonesa paraos descendentes. Quanto aos mais escolarizados， 

tem um portugues mais fluente e sintaticamente correto，porem a prosodia sofre， ainda， uma 

influencia da lingua japonesa. Talvez possamos creditar essa influencia ao ritmo bimoraico， 

de que trata Doi (1997， 2000). A mistura de codigo se restringe a vocabulos， e a proficiencia 

em lingua japonesa， pelo menos daqueles entrevistados， e limitada. Contudo， acham 

importante falar e ensinar a lingua japonesa para os descendentes. 

Quanto aos sαnseis， nao foram percebidas diferencas significativas quanto a variavel 

escolaridade relacionada com a fluencia no portugues， mas com uma caracteristica peculiar 

na sua prosodia. Os mais escolarizados apresentam maior expressividade， com um dominio 

maior da linguagem mais culta. No entanto， como ja mencionado acima， dado 0 carater 

informal das entrevistas， a linguagem predominante foi aquela mais coloquial. A mistura de 

codigo raramente ocorre， mas quando se manifesta e a nivel de palavras relacionadas com 0 
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assunto tratado. Foram assim仕equentes，as palavras nihongo， nihonjin， gαkko， sensei， 

quando 0 topico se referia a lingua japonesa. A proficiencia em lingua japonesa邑limitada，

mas acham que se deve ensinar a lingua para os descendentes e anseiam pela cultura 

japonesa， embora nao tenham uma id邑iaclara do s吋aessa cultura. 

Resumindo， de forma geral e preliminar， apos a audicao das gravacoes， podemos dizer 

que a lingua portuguesa falada nessas comunidades apontam forte influencia da lingua 

japonesa， quer a nivel fonetico， pro凶dico，呂intaticoou morfologico， na fala dos isseis (jun-

nisseis， no nosso projeto). A medida que as geracoes se sucedem， a proficiencia em lingua 

portuguesa melhora ao mesmo tempo em que a em lingua japonesa decresce e a influencia 

verificada passa a ser a do registro regional do portu♂les. A rriudanca de codigo， tambem， 

vai se atenuando com a sucessao das geracoes e 0 declinio da proficiencia em lingua 

japonesa. Como ja foi observado acima， a recorrencia a mudanca de codigo pode ter sido， 

contudo， fortemente determinada pela figura do entrevistador， visto como interlocutor 

bilingue em portugues e japones. 

3. Considera号oesFinais 

Os dados coletados， pela equipe brasileira， nesta pesquisa， poderao ser insuficientes 

para 0 desenvolvimento de pesquisas de cunho qualitativo relacionadas com questoes que 

exigiriam elementos mais especificos， mas a rica variedade de elementos apresentados 

呂ervira，certamente， para se ter um primeiro contato com os problemas que se pretende 

investigar. Contudo， este pouco constituiuma contribuicao relevante para a tomada de 

contato e de compreensao dos fatos que envolvem a imigracao japonesa e seus 

desdobramentos， bem como a imigracao em geral. 

Quanto ao processo desta segunda fase da pesquisa， podemos， numa avaliacao geral， 

pontuar que， diferentemente da aplicacao de questionarios， como ocorreu na primeira fase 

da implementacao do projeto， pesquisas que se baseiam em entrevistas devem contar com a 

sensibilidade dos entrevistadores em relacao aos varios aspectos que envolvem e呂 田 trabalho

de campo. Ha que haver sensibilidade para com os objetivos， para com 0 contato com os 

entrevistados， para com as situacoes que exigem flexibilidade， dentre outras. Assim sendo， 

percebemos 0 tempo de planejamento desta segunda etapa um tanto curto e a equipe 

pequena e em condicoes adversas de operacionalizar 0 processo de planejamento. Os 

pesquisadores sao de diferentes e distantes localidades， nao se pode contar com apoio 



Da pesquisa sobre 0 portu伊lesfalado pelos nikkeis: avaliacao e resultados 37 
preliminares 

logistico para a execucao de comezinhas tarefas， nao houve tempo para 0 treinamento dos 

entrevistadores. E， somando-se a essas condicoes adver呂田， houve， tambem， a inexperiencia 

dos pesquisadores como entrevistadores. Embora uma boa cumplicidade tenha se 

estabelecido com os informantes， por vezes os objetivos nao se concretizavam devido a 

inexperiencia na conducao da entrevista. Por outro lado， 0 curto espaco de tempo para a 

preparacao das entrevistas e a impossibilidade de acessar os dados gravados por ocasiao da 

primeira fase， levou-nos a tomar como base apenas as informacoes， nem sempre pertinentes， 

dos pesquisadores sobre a acessibilidade ou nao de determinado informante a entrevistas. 

Contudo， no computo geral， a avaliacao desta segunda etapa da pesquisa e positiva pelos 

resultados obtidos e pela contribuicao que dara para futuros estudos sobre 0 tema. 
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ANEXOOl 

TRANSCRICOES (AMOSTRAS) 

Transcricao 1 

Tipo de inquerito: dialogo entre informantee documentador 

Data do registro: 23/07/2003 

Informante (Inf.): M.S.， issei， 76創 IOS，homem， Alianca (SP) 

Documentadora (Doc.): Sonia R. L. Ninomiya 

(Doc.) se 0 senhor tem que fazer um servico aqui na sua casa //ahsei seilJ encanador ou se 0 

senhor precisa ir a um medico... n岳?JJaha halJ dentista e se tiver um medico nikkei e 

um medico nao nikkei... qual medico 0 senhor escolhe? 

(Inf.)岳 eu...depende ne depende da hora da precisa ne doente depende e coisa de precisa de 

encano coisa quando conserta depende ne e si... portu...japones mais facilita mim n岳

Jlhum hum/J e mas tem um gozacon sabe? Jlhum hum/J la no Aracatsuba tem uma 

mecanico bom... ere e nascido RA nO...ra no...hum...como chama...e ra po..伊p..伊pones

meia esquisita.・目岳 bem raano pra ra do Kumamoto ken como chama.. .Amαm[ 

Oshimαtte iu tokoαrudesho (tem um lugar chamado Amami Ooshima， nao岳?)

(Doc.)Amαmi Oshimα 

(Inf.)αsukono hitotαchino kotobαgαmδ…bokurαniwαωαhαrαnαi nihongode (a lingua 

daquelas pessoas de la... em japon在日 quenos nao entendemos) 

(Doc.)αα…hogendαhαrαnee (e... por ser dialeto， ne) 

(Inf.) ee sorega (sim， e isso)Aracatsuba teve Aracatsuba mecanico bom ele que sentou bomba 

de agua aqui Jlhum hum/J e ... masu shi fara nippongo mais e呂田ocomprica... enton fala 

portugueis mais facirita porque e hoogen do hoogen do naquele Amami ooshima ra... 

non entende e…e naquere chama como que hein? e Amαmi Ooshimαno tokowα. 

nαnte ittαkkene (0 local de amami Ooshima...como e que se chama)naquere ken 

(provincia)? Ka.. . Kago.. .Ka Kagoshima Kagoshima depende lugaru nos non entende 

japon色sdo eres e nissei ja otro coisa fara devaga fara japones e eles devaga e enton 

da entende masu Kagoshimaken…puro puro non nos entende e difichil mesmo .. 

enton ele vem... fara portu♂les mais facirita (risos) gozado n岳
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(Doc.) interessante... e por exemp10 0 sr. sente que confia MAIS... no nikkei ou nao tem essa 

coisaつ

(Inf.) eu nao tem isso sente ne Ilhum humll e e e e Ilell porque e eu tem quatro firia e um 

自1hone Ilhum humll um filho quefica aqui e1e nongosta muitoestuda enton ajuda 0 

papai ne e… firia tudo uma nao estudou mas maioria estudou pouco ah…profisson 

tudo ta nO Sao Pau10 ne Ilah ell e e…e uma casou nissei…so fara por加 guesuma fara 

poquinho nippongo Oingua japonesa) n岳Ilhumhumll e uma fara bem nippongo masu 

nao sei vai 1a... tamb印 emema coisa ere non fara nippongo masu... ere conversa 

direi... devagarzinho e gente bom ne e e por isso que eu farei D. hum...coisa parabra 

non e ne para... gente bom ai fica... 

(Doc.) tranqui10 

(Inf.) tranquiro ne e e 

(Doc.) hum hum e verdade (邑)... de sono shisonnine nihongowo zehi oshietαitoiu kimochi， 

αrimasukα.(e， gostaria de ensinar 0 japones a seus descendentes?) 

(Inf.). ..antigamente eu teve... ne u.. .masu ima sonna kotowanaidesu imαittαyδnlne 

(atua1mente nao tenho mais， como acabei de dizer) 
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Transcricao 2 

Tipo de Inquerito: dialogo entre informante e documentador 

Data do Registro: 29/07/2003 

Informante (Inf.ぷM.I.U.，mulher， issei， 49 anos， Ipelandia， Suzano (SP) 

Documentadorl (Doc.l): Junko Ota 

Documentador2 (Doc.2): Arissa Saeki 

(lnf) familia...dentro da familia...nihongo (japones) 

(Doc.2 ) mas...voce...voce tem mais fluencia em que lingua? 

(lnf) ai yo (eu) falo mais 0 portugues ne...mas...aqui dentro da casa e so nihongo 

(japones)...porque eu moro com sogra 凶!

(Doc.2 ) //ah…ta...//nao....e que voce e tao fluente em portugues que parece que...//usa mais 0 

portugues 

(lnfρ) /.向/必e.….日..e怠en凶ta耐o/.爪/κ((凶nsos幻))na伽o.….日ι.忠巴n凶tr陀e巴印ue meumarid由oema剖ispo町r加 gu前1吟色白s 

(Doc.2) ah.…-一ι.ta.….口. 

(lnf) agora...entre eu e ela...a sogra e 0 sogro era tudo japones 凶

(Doc.l) e a senhora (e seus irmaos?) como fica ai... 

(lnf) meio-a-meio 

(Doc.l) //meio-a-meioワ//((risos)) 

(Doc.2 ) //meio-a-meio?// 

(lnf) meio-a-meio! e meia abrasileirado ne! 

(Doc.l) ah...e livre entao... 

(lnf) e livre... 

(Doc.l) eles tambem da mesma maneira? 

(lnf) isso， os filhos deles tambem nao falam nihongo (japones) 

(Doc.l) ah…nao falam? 

(lnf) e…estudou mas nao falam na。
(Doc.2 ) ah...entao ai tem que falar em portugues 

(lnf) e…os meus acho que fala mais do que eles porque eles que morava com の・itchαn(avo) 

bαtchαn (avo) direto...ne 



Da pesquisa sobre 0 portugues fa1ado .p巴10snikkeis: avaliacao巴resu1tados 41 
preliminares 

(Doc.l) ( ) tinham um contato maior ne.. .ai...quando a senhora es凶 triste...tacom raiva 

assim... (falam mais em que lin♂la? japones ou portugues? ) 

(Inf) yαppαnihongo dαne ((risos)) (realmente/de fato， e japones) 

(Doc.l)yαppαnihongo? (e japones， de fato?) yappari nihongoga deru (de fato sai japones?) 

(Inf) e・…

(Doc.l) (Yiα:ppαnnenαnαsαidαmonne (afinal， veio com sete ano日))

(Inf) (é…nαnαsα~mαde (ate sete anos) e ) 

(Doc.2 ) yume miru toki mo nihongo de miru hogα...(quando eu sonho， e.…emjapones) 

(Inf) ooi (e mais frequente)凶

(Doc.2 ) ooi (e mais frequente)? 

(In戸)ooi! yα:ppαri oi...(e...de fato， e mais frequente) //engracado ne// 

(Doc.2 ) //kαngαegoto// suru tokimo nihongo de kαng<αeterundesukα(quando pensa， tambem 

pensa emjapones)? 

(Inf) sou yo nαmotα... tαnomu koto demo hotokesan yαppαnihon (e…quando tenho algum 

pedido...buda...de fato...jap...) ne...pa...papai sogro tambem gostava falajapones 

(Doc.2) hum 

(Inf) ai...eu peco 

(Doc.l) oneg<αi suru? nαnikαoinoride (pede? atraves de oracoes) 

(Doc.l) agora...a senhora acha que...quando comecou a frequentar a escola...brasileira...acha 

que sofreu discriminaφo assim...pelo fato de ser japonesa? 

(Inf) e...pelo fato de ser japonesa...pelo meu nome em si...porque meu nome e Matchiko， 

mas escreve C-H-I-K-One 

(Doc.2 ) uhum 

(Inf) aI...em B.C....eu entrei numa classe de quarenta alunos...homens e eu so de 

mulher...porque nao sabia que era mulher 

(Doc.l) ah! ((risos)) 

(Doc.2 ) ah...ta! 

(Inf) Mαtchiko tte 'Chiko' tte naru desho (Matchiko nao fica Chico)? 

(Doc.2 ) ahan 

σnf) Mαtchikotte nαtte (白caMatchiko)...entao・..ai Francisco tokαsonnαnogαnitoru desho 

(nao parece nomes como Chico de Francisco.一)?

(Doc.l) e…as aulas eram dadas...separadamente pra...meninos e meninas? 

(Inf) nao! 



42 

(Doc.l) nao? 

(Inf) e…tinha classe mista...tinha classe masculina...tinha classe feminina. 

(Doc.l) tinha isso? 

(Iπf)岳!

(Doc.l) ah♂ 

(Inf)岳…antigamentetinha 

(Doc.1) que estranho 

(Inf) ai...entrei na classe dos meninos 

(Doc.l) e ai? 

(Inf) eu chorei ((risos))! nao sabia falar nada ((risos)) 

(Doc.2 ) //eles nao tiraram?// 

(Doc.l) //e dai?// 

(Inf) ai...ai...foi transferirada n岳

(Doc.2 ) ahan 

(Doc.l) ai meu Deus do ceu....coitada! 

(Inf) e…passei cada uma! ((risos)) 

(Doc.2 ) ai...e complicado ne 

(Inf)岳complicado

(Doc.l) aos sete anos entra no meio de quarenta meninos... 

(Doc.2) kαωαisoni (coitada!) 

(Inf) ai..・sotinha oito.. .nove anos ne… 

(Doc.l) terrivel nao? 

(Inf) terrivel...nao entendia nada... 

(Doc.l) ( )nao tinha ninguem com quem conversar emjapones 

(Inf) nao tinha...que a maioria era gαidjin (estrangeiro， mas neste caso， refere-se aos 

brasileiros) ne 

(Doc.1) ai...que horror....que situacao! ( ) ((ri呂田))

(Inf.) em casa...entre meus irmaos...eu que falo mais fluente 0 portugues 

(Doc.l) certo... 

(Inf.) outro e engenheiro formado...mas ele naturalizou...mas ele tem aquele sotaque porque 

ele e bem mais velho. ..n岳dezanos ja da aquele sotaque.. .ne 

(Doc.l) mas ele fala... 

(l.可) ele fala portugues tambem 
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(Doc.l) mas....e.…como e que eram os professores dessa escola brasileira? 

(lnf) ah....dava mais atencao pra mim porque...como nao entendia nふ.

(Doc.l) ahan... 

(lnf) tentava explicar assim...ne.回目加tα.gurushiikoto (coisas complicadas) 

(Doc.l) ( ) 

(Inf) e isso...isso 

(Doc.l) aI...dava pra entender um pouquinho? 

(lnf) ah...dava...ai...depois foi facil ne 

(Doc.l) hum. 

(lnf) depois que eu comecei a trabalhar de empregada dom白tica.. .foi mais facil 

(Doc.1) foi mais facil 

(lnf) ai ja fui destacando entre os alunos n邑

(Doc.1) certo...agora....aprender a escrever...comecou a apren...assim...qual que foi primeiro? 

japones ou portugues? 0 alfabeto? hirαgαπα(alfabeto fon邑ticojapones) e kαtαhαnα 

(alfabeto fonetico japones para gravar palavras estrangeiras) ou entao alfabeto...qual 

que foi 0 primeiro? as primeiras letras assim... 

(lnf) primeiro foi nihongo (japones) porque eu aprendi no Japao n邑

(Doc.1) ( ) 

(Inf) isso 

(Doc.1) ai depois comecou 0 alfabeto? 

(lnf) e... 

(Doc.l) ta...agora...assim...aqui em casa...a senhora falou que...fala mais japones 

(lnf)邑japones

(Doc.l) entre os irmaos meia-meia e...tem...fala outras lin♂J.as com outras pessoas fora de 

casa? 

(lnf) nao...so... 

(Doc.1) mais em casa mesmo? 

(Inf) mais em casa....em casa...kαikαn (associacao/ clube japones).・.assim...ne

(Doc.l) ah...entao kαikαn...seria mais japon在日?

(Inf) isso 

(Doc.1) e tem...e tem algumtrabalho ( ) 

(Inf) nao agora nao porque... ( )hyαkusho・moyαrαren...(naotenho nem como trabalhar com 

arroz) 
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(Doc.l) ah… 

(Inf) bαtchαng<α(avo) toca assim 

(Doc.l ) ah… 

σnf) so por prazer ne 

(Doc.l) ah ta... 

(Inf) so pra ela nao ficar doentinha 

(Doc.1) ah… 

(Inf) bom... 

(Doc.1) ( ) 

(Inf) nao...so quando tem muita colheita eu vou mas. 

(Doc.l) () senaoja () 

(Inf)ι.que agora meu marido comecou a trabalhar fora ja...nao...e tanto a minha 

obrigacao ficar no hαtαke (horta)・:seprecisar eu vou mas..・ne

(Doc.l) ahan...entao pra isso nao precisa ter contato com outras pessoas e…falar...( ) 

(Inf) //nao...contato eu teiJ.ho... ((tosses))//tem brasileiro que trabalhoucom a minha 

sogra.. .tem. ..tem estampador que.. .meu.. .meu marido tinha fabrica... tem 

ainda. ..estampa…aqui na no koyα(casinha) n邑 .eai tem um amigo dele que e nihonsei 

(7 do Japao) ele faz 

(Doc.l) ah… 

(Inf) ne…ai...o empregado estampador e brasileiro 

(Doc.l) ah...e brasileiro7 

(Inf) e 

(Doc.l) nessas horas tem que falar em portugues 

(Inf) e…portu伊白

(Doc.l) agora...((tosses)) a senhora acha que e importante saber japones... //seus filhos...seus 

netos...// 

(Inf) //e…bastante imporlante// 

(Doc.1) bastante importante... 

(Inf) inclusive meus filhos estao no nihon (Japao)n邑

(Doc.1) ah estao no nihon(Japao)7 

(Inf) e…estudaram ate...nihongαkko (escola de linguajaponesa) aqui... 

(Doc.l) ah... 

(Inf) foi bem proveitoso 
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(Doc.l) ah e 

(Inf) e...faz ate traducao 

(Doc.l) olha! estao contentes entao 

(Inf) e...tao...faz tres anos e meio ja 

(Doc.l) ( )e呂田etipo de servi号onao precisa ( ) pesado ne 

(lnf) e…nao sei que tipo e…parece que e sen司oleve ne mas... 

(Doc.l) ( ) 

(lnf) nihongogαωαhαrukαrαtαsukαrutte iukedone...(por entender 0 japones， dizem que 

民juda，mas....) 

(Doc.1) ah.. .agora... 

(Doc.2 ) e…mas a senhora acha que...para uma pessoa...como um descendente nikkei e 

importante saber japones? 

(lnf) e logico! minha mae sempre falava nihondjinno kao shitara nihongo shyaben.目.(setem 

'cara de japones， conversar em japones) ne...apesar de que os neto dela nao falam 

((risos))so kαtα:gurushii koto (coisa rigida)ne…so pra batchan entender eles falam mas 

assim entre as tias assim na。
(Doc.2 ) isso mais seria no sentido de manutenφo da cultura? 

(Inf) isso 

(Doc.2 ) e...o que a senhora acha de...dos casamentos entre nao-descendentes que ta 

acontecendo h句e?

(Doc.l) (descendentes e nao descendentes) 

(Doc.2 ) isso...descendentes e… 

(lnf) e...isso e de cada um ne，..eu acho...sendo feliz 0 casal ta bom mas meu marido nao 

aceita de jeito nenhum gaidjin (estrangeiro) 

(Doc.l) ( ) nao gosta ( ) 

(lnf) nao...inclusive minhas filhas sao tudo casadas com nissei (descendentes de japoneses) 

(Doc.2) ah…e pela senhora...teria preferencia? 

(Doc.1) ah...tambem prefiro niss...nikkei (descendente dejapones) ne 

(Doc.2 ) ahan..mas por que? porque causa que...perderia a 

(Inf) nao posso falar muito porque tenho um filho solteiro ainda ne (risos) 

(Doc.2 ) ( ) 

(lnf) e...e…entao. ..mas sempre desde pequena papai gα(e 0 papai que...) aceita sen 

(nao)...djitchαn (avo) tambem ne 



46 

(Doc.2 ) ahan 

(Iηf) nao que seja racista mas. ..ne…o casamento em si...nao sei se sao casados com 

brasileiros mas...ai fala queαωαn (nao combina) ne 

(Doc.2 ) ah...nao seria por causa da...porque perderia a cultura...a tradicao...seria mais por 

combinar? 

(Inf) e...tambem ne…a cultura tambem inf1ui bastante 凶…acho

(Doc.2 ) ahan... 

(Inf) mais tarde...tαbemonogαtchigαukαrα(porque a alimentacao e diferente).. .ne.. .acho 

que complicado...tem bastante tomodαtchi (amigo) casado com brasileiros separados 

ne 

(Doc.2 )ahan 

(Doc.1) separados por causa. ..nao por causa de ( ) 

(Inf) nao...nao...(risos)αωαnno ne yα:ppαri kαngαekαtαgα tchigαu (nao combina， de fato， 

porque 0 modo de pensar e diferente) 

(Doc.1) kαngαekαtαgα tchigαu (0 modo de pensar e diferente)? 

(Inよ)n岳

(Doc.1) ah… 

(Doc.2 ) mas no caso entao a senhora e….e....se tivesse que procurar um servico de um 

profissional seja e…medico...advogado... 

(Inf) prefere nihondjin (japones) 

(Doc.2 ) prefere? 

(Inf) e…medico da minha sogra e nihondjin (japones)…advogado que ta fazendo inventario 

邑nihondjin(japon白)…

(Doc.2 ) ah ta.. 

(Inf) e.. .sem querer a gente vai凶 (risos) 0 dentista que eu vou hoje e nihondjin (japon色目)

(Doc.2 ) ahan...por causa de que? d色?

(Inf) ah...dentista e amigo tambem...advogado tamb臼 1e amigo...m付 icotambem ela 

confiou mais no nihondjin (japones) porque nihongo gαωαhαru kαrα(por entender a 

lingua japonesa) ja sente mais a vontade ne 

(Doc.2 ) ahan 

(Inf) vai com gαidjin (estrangeiro) assim nao entende 0 que fala entao fica 

qui....parede...ne…・

(Doc.2 ) mas no caso da senhora nao teria PI油 lemaem portugues 
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(Inf) nao mas eu tambem prefiro nikkei (descendente de japones) 

(Doc.2 ) confian号a?

(Inf) e...mais...eu acho...sim sim 

(Doc.2) ah…ta---

(Doc.l) agora...a senhoraja esteve no Japao? 

lnf nao...nunca fui 

(Doc.l) ah nunca? 

(lnf) nao...so eU...da minha familia so eu 

(Doc.l) ah e? 0 resto da familiaja esteve? 

(Inf) sim...ate minha sogra nunca foi tambem 

(Doc.l) nao? 

(Doc.2 ) a senhora nunca teve vontade? de ir? 

(Inf) nao...eu tive vontade e…ate esse ano eu ia ne…mas eu reformeI a casa...primeiro pagar 

a divida primeiro (risos) depois quem sabe mais tarde...eu ia levar bαtchαn (avo)民

(Doc.2 )ahan 

(Doc.l) agora... assim...acha.que 0 Japao e igual aquele Japao que voce lembra. 

(lnf) eu acho que nao 

(Doc.l) acha que nao? 

(lnf) acho que nao que muita gente fala mo: furusαtogαnαkunαttαttekαrα(porque falam 

que a terra natal ja acabou)...vai... ja...nao邑aquelaimagem que a gente deixou ne 

(Doc.l) //ah...// 

(Doc.2 ) //uhum...// 

(Doc.l) mas lembra de muita coisa? 

(lnf) nao... .eu lembro so sitio...de casa....estrada que ia pro gαkko...gαkko (escola...escola) 

em si...so::ai depois meu日irmaosforam trouxe shashin (foto) tudo mas tudo mudado ja 

ne 
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Transcricao 3 

Tipo de inquerito: dialogo entre informante e documentador 

Data do registro: 29/07/2003 

Informante (Inf.): No. J.O.， homem， nissei， 61 anos， Vila Ipelandia， Suzano (SP) 

Documentadora 1 (Doc.l): Arissa Saeki 

Documentadora 2 (Doc.l) : Junko Ota 

(Doc.l) e 0 que 0 senhor acha da SUA condicao de ser um nikkei ... nihondin (japones) diria 

. aqui no Brasil? 

(Doc.2 ) 0 senhor se achajapones…nao japones? 

(Inf) Bom…EU ( ) ser japones ne…mas io companho a lado japoneis que meu pai ensinou 

。eitode nihongo ne) 

(Doc.l) hun hun 

(Inf) ma: japoneis no ho: ni ( ) mas ( ) io to: aqui trinta .. quarenta ano ma nunca entrei no 

nihondinkai (a呂田ociacaode j aponeses do bairro) ne ( ) (risadas) 

(Doc.2 ) 0 senhor nunca entrou no nihondinkai? 

(Inf) nao ( )… sore wa {isso) io da ne sempre vai falar ... hitori dattara: (como sou sozinho) 

utino (diz 0 nome da esposa incompreensivel)) tamem falou… hito:ri dattara shigoto 

su:ru hima ga: nai (te) (como e sozinho e precisa trabalhar， nao tem tempo) 

(Doc.2 )αh…so: nαno?(昼間sim?)hun 

(Inf) e.. sempre (vai) ter que ir no lado do nihondjinkωasslm… qualquer COISA tem que 

comparece:…se nao comparece...eles acha mal (risadas)…ta errado ... entao…nao 

tem jeito de trabaia 

(Doc.2) ( ) entao 0 senhor nao acha legal ... nao acha bom participar ( ) 

(Inf) ( ) nao acho bom participa nihondjinkαi ... e BOM participa ma nao acho bom por 

causa do que io nao posso larga servico .. e pro ( ) coisa pra e pro servico nao tem … e 

io preciso do servico ne ? /lhum hum// 

(Doc.2) e 0 senhor tem que priorizar 0 servico ne? 

(Inf) e ... priorizar 0 servico e depois 0 ... nihondjinkω 

(Doc.l) e 0 que 0 0 acha assim…de ser nikkei aqui no Brasil? assim…( ) descendentes ne 

//ah ah// de japoneses aqui no Brasilワ… osenhor sente a diferenca de ser um 

nikkeidjin (japoneses e seus descendentes) aqui? 
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(Inf) nao…nao acho diferenca nenhum…eu…pra mim tudo igual ne 

(Doc.l) igual com que? ... com relacao aos ... buradirudjin (brasileiros)? 

(Inよ)e… porque... ninhondjin (japon色s).・./lhumhum/I fala que e nihondjin mas nihondjin 

VEIO no Brasil…mms…a gente tem que respeitar mais Burcιdjiru (Brasil) ne ... mai 

nihondjim…fala eu sou nihondjin: nao pode mandar aqui no Brasil tamem…entao 

TUDO tem que ser igual…pa nao ter discussao ne 

(Doc.l) h t丘… querdizer…o senhor ve a diferenca que eles fazem…mas pelo senhor ( ) 

(Inf) nao PODE fazer diferenca ...Ilhum hum/I tem que levar normal 

(Doc.l) hum …bem…entao ... quanto a lingua japonesa…o senhor …o que 0 senhor acha 

…da diferenca que existe…da lingua japonesa ... tem a diferenca nao tem? a lingua 

japonesa AQUI do Brasil …e la do Japao... de agora? 

(Inf) tem tem isso ai tem ... ne ... tem diferenca mas e minimo nao e MUITAS coisas ne… 

Ilhum hum/I porque nihondjin ... tem muitas palavra que ta errada aqui no Burazil... 

ma muitos palavras do Burazil tamem ta errada no nihongo tamem…ne…entao ... a 

gente leva assim meio chutado no meio… Ilhum hum/I EU acho que tem que levar 

chutado 

(Doc.l) entao 0 senhor nao acha que um e melhor que ooutro? 

(Inf) nao ... tudo i伊 alne…・… tαdα nihondjinno seito buradirudjin no (seitogα) tigαudαke 

ne (so tem diferencαentre osαlunos j，αponeses e os brαsileiros ne)…mais AGORA … 

NESSE gαkko: (escola) que eu estudei no nihongαkko (escola de japones) e ESSE 

gαkko que ta teno agora t丘tenopouca diferenca…ne .../lhum hum/I que nihondjin 

quando antigamente quando tava indo pra nihongαkko... sensei (professor) era rigido 

. ne... falou mal do sensei quarqu邑coisa... ja ... levava… papai 凶…Ilhumhum/I e 

pai chegava ... e agora nao…ima no gakko parece que ta meio lado do gaidjim…Ilhum 

hum/I num ta? (risadas) … ・・ eu acho que ta MEIO lado do ( ) 

(Doc.l) ( ) se comparar com a 句ocado 0 …Ilah ahll 

(Inf) porque ... ( ) antigamente ERRADO e ERRADO…ne ... antigamente…agora non 

errado demo …tem que costuma…ai minha mulher日coubrava com a minha filha… 

ne… por QUE coisa errada tem que costuma… se e errado fala po sensei que e errado 

.. ne num pode costumar coisa errado ... leva certo ... ERRADO e errado 

(Doc.2) errado em que sentido? e…fala e町 adoou fazer coisa errada? 

(Inよ)nom …fazer coisa errado 

(Doc.2 ) fazer coisa errado ... que a crianca faz alguma coisa errado e a ( ) 
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(Inf) sensei fala que tem que costuma com esses coisa ... tem que leva tudo normal 

(Doc.l) ( ) aceitar 0 que a crianca faz de eηado? 

(Inf) e…6…que nem teve…houve um probrema tam印 1com nosso gakko…no呂田osensei 

… esse …日enseidaqui ne... 

(Doc.2 ): () atual 

(Inf) ai…ta com minha filha…entao (tossiu) se fala assim nome acho que e ate ruim 

(risadas) ma tem um gakusei ( ) que ponhava lapis do outro sensei…do outro gakusei 

(to) que ponhava no da minha filha ENTAO minha filha ficava como DOROBO 

…(ladra) Ilahll (agora) isso ta errado… ai .. .fala que minha filha pego e levo pro 

sensel… ai sensei faloαh ta um pOUcO ... essas coisa tem que COSTUMA nao PODE 

custuma essas coisas... se e ERRADO品ERRADOne ... ai minha filha ... minha 

mulher falo errado e errado tem que fala pO sensei…ai…nesse dia que nois tava 

falano assim com minha mulher tava discutino…ai …discutindo nao ... tava 

conversando…e igual discuti ne…ai tava conversano ... tava falano…ai …eu falei… 

non non pode ser assim ... enton…tem que fala com sensei ai logo …a …T…acho que 

foi... e sim foi ele ligou pra mim ... tem um reuniao no (latido) tem um reuniao no 

sensei…no nihongαkko mai eu non TAVA sabeno…( ) treis meis ne…nao tava 

sabeno ai eu falei pO T (kore) T ... esse negocio ta ERRADO…manda sensei embora ta 

errado ... ai nonera (esse) MANDA embora… SENSEI que nao queria伍camais 

(Doc.l)， Doc.2: senseigα…(risadas) kαωαisoni (coitada)…porque teve problemas depois 

dissoワ

(Inf) ( ) nom nom esse ai nao era esse negocio…ma eu nao tava…tava levando por mal 

tamem ne…porque (eu pensei que)お veisminha f百hafalo al♂lma coisa... a:i T as 

veis ligou pra nois ai... num era ... era outro probrema era pr油 remade nihondjinKAI 

com sensei ai eu falei bom ... T. io non vou aparece la no gakko: io sou sozinho non 

posso sai daqui…ai io falei pra ele…sensei ionon pOSsO…o QUE os outro resolve ta 

resorvido ... pra MIM sensei ta bom porque…dois mes demo ninenseini nattorune (a 

filha esta no se伊 ndoano mesmo com dois me呂田)ta bom dimais…ne ta aprendendo 

bem 0 (nosso) sensei…ta ... acho que ta bom dimais…pra mim…do jeito que os 

outro faze ta bom ai acho que todo mundo entro na minha conversa todo mundo foi 

bomai…acho que esse sensei vai continua ... eu acho bom tam佃 1…continua…nao... 

ate eu pra da educacao na minha filha e duro … agora mande deis pessoa pra da 

educacao ( ) coisa mai duro 
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Doc.1E: senseimo tαihen desuyone: (0 proD回目ortambem sofre ne) (risadas) 

(Inf) entao ( ) (risadas) ( ) esse negocio 
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Transcri号ao4 

Tipo de Inquerito: dialogo entre informante e documentador 

Data do registro: 25/07/2003 

Informante (Inf.): H.S.H.， mulher， nissei， 42 anos， Alianca， Mirandopolis (SP) 

Documentador (Doc.): Arissa Saeki 

(....・H ・.....…)

(Doc.) voce aprendeu 0 ( ) 0 portugues na escola? 

(Inf) is日O

(Doc.) em casa voce so usava a linguajaponesa? 

(Inf) nao…岳… naminha familia a gente e ... batchan (vovo) e djitchan (vovo) moravajunto 

ne ..， que meu pai era filho mais velho entao batchan e djitchan sempre morou junto … 

entao ... batchan e djitchan at岳falava... assim ... nihongo (linglユajaponesa) um pouco 

com a gente ne mas como tinha funcionario…tudo era brasileiro ne…entao mesmo 

batchan e djitchan ja misturava n岳… ecomo a (gente tambem) ja fazia varios anos 

que tinha vindo pro Brasil ne entao eles ja sabiam um pouco (na) lingua brasileira e 

como tinha bastante mais contato com brasileiro ne entao mesmo batchan e djitchan 

com a gente eles falavam ... assim…basTAnte portugu在日 e tambem um pouco nihongo 

. agora meus pais ja falavam MAis portugues so com a gente entao e a gene foi 

aprendendo e… mais (bras...) portugues mesmo ne 

(Doc.) mas voce fala bem 0 nihongo mas voce consegue assim responder e …( ) 

(Inf) e que eu falo errado ... eu falo…como e que fala eu sou meio…… eu nao tenho muita 

vergonha ne…(岳 que)minha sogra aqui…6…aqui岳ocontrario quando eu vim pra 

ca ne que eu casei faz seis anos e eles sao issei…eles vieram acho que com vi::nte e 

poucos anos ne entao eles ja vieram ... ha ... e eles praticamente so falam nihongo 

MEsmo eu que vim pra ca depois que casei eles falam so nihongo comigo entao ai eu 

fico ... ai a gente come伊 amesmo errado vai… tem que se comunicar ne mais eu falo 

assim bastante errado e juro que ela nao ( ) que eu falo pra ela assim quando eu tou 

falando errado e …me corrige ne (entao) coitada aquela correria tamb岳mn岳(entao)

ela ha entendi e fica tudo (por isso mesmo) (risadas) 

(Doc.) entendeu ta bom (risadas) 

(Inf) (risadas) e que ela entende muito mais facil ne as veis a gente faz um gesto ou outro e 

…e acho que ela pega a conversa…sei la (so sei que) ela fala que entendeu ai .. 
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(Doc.) hum hum... e acaba ficando por isso 

(lnf) mas meu nihongo e muito…6…asslm n邑...muito falho ne eu falo uma pala::vra… 

depois falo outra…(tao)日ca…tudopelo. 

(Doc.) (entao) mas isso e uma caracteristica assim…do nihongo faLAdo aqui no Brasil ne 

(lnf) ah e que tem muitagente MEsmo pessoas que e ... tem um pouco de estudo…ou…6 

. eles misturam muito ne 

(Doc.) hum hum …e porque ... ( ) (uma forma assim) que (parece que) e…de identificacao 

ne…( ) a gente ve assim pessoa falandoe TUDO misturado…e e uma forma normal 

de comunicacao ne ... mas voce ... voce acha (assim que) que seujapones nao e bom? 

(Inf) ah (eu cresceu assim) porque eu levo ah minhas duas filhas vai no yo・tchien(jardim da 

infancia) n邑jafaiz dois a:nos… mais de dois anos ... (entao eu v句on邑)como sensei 

(professora) fa:la as vezes eu falo uma COisa e ai ela repete 0 que eu falei na forma 

certa ai e BEm diferente n岳

(Doc.) a sensei corrige( )? 

(Inf) ela nao cor・rigeela fala ah se ta falando isso fala em nihongo ne…ai eu vejo que e bem 

diferente n邑… aforma ... assim logico ne… a forma da colocacao do verbo a palavra 

falada…da maneira correta ne ... mas邑bomque ... eles nao ligam n邑assim... eles 

falam que ... e ate incentivam邑muitomelhor falar errado e tentar falar do que… tem 

muitas pessoas que por vergonha de falar u:ma palavrinha errada ja …se fecha ne 

nao fala nada n邑

(Doc.) entao isso que e 0 problema ne ( ) a pessoa na verdade sabe mu:ito mas ... ( ) 

(Inf) nao fala ne eu e 0 contrario eu sei muito pouco e falo ai…( ) (risadas) 

(Doc.)油 ta(risadas) (nao porque) eu pensei n邑(elanao) ela nao queria em japon色smas ela 

fala ta:o bem (risadas) 

(Inf) (risadas) assim eu…como e que fala ... ah ... pra se (apresentar) alguma co:isa ou pra 

falar pra pessoa entrar ne ... ( ) (e assim) 0 Mlnimo uma coisa bem minima ne 

(Doc.) hum hum ai e (e) tranquilo 

(Inf) ai depois que a coisa fica dificil (risadas) 

(Doc.) ah ..邑 entaona sua…na sua familiaquando foi criada ... e…os seus pais ti吐lam

preferencia assim…da lingua pra voc白 aprenderem?ou era so portugues e tava bom? 

(Inf) 邑que…om:eu pai e issei (de primeira geracao) ele veio com oito anos…ne…e: 

onde a gente nasce:u e foi ...criado ne ... e ... tinha acho que po・ucasfamilias 

japonesas ... meu pai tinha assim pare:ntes amigas mas eram…nao eram assim 
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vizi:nhos ne nao eram na mesma… ah ... como e que fala? bairro entao assim… a 

gente (tinha) ma:is contato com brasileiro me:smo…e a minha mae ela ja e nissei 

entao pra minha mae tamb岳mera mais dificil ne…6…entao e assim ... ah meu pai ( 

) meu paie assim ele tem (louc) ele ... ele岳japonesassim…daqueles ... e …sabe? que 

orgulha ( )... pra ele 0 J apao e 0 melhor pais e…( ) pra ele ele ado:ra ser japones n岳

. ele at岳achoque gostari:a mas era dificil n岳agente era peque:na e ele tambem 

tinha que trabalha:r ne entao assim…ele sempre teve essa vontade mas ... desde 

crianca ele nao tinha assim mu:ito ... nao podia ... e ficava 0 tempo todo fora 

trabalhando ne entao era dificil ne pra ELE poder incentivar a ge:nte a ensinar ne 

(Doc.) hum hum mas 0 gakko (escola) voce frequentava? 

(Infぅhumate…eu acho que na:o tinha a cidade onde eu morava era assim be:m pequena 

tinha assim bem pouco…assim japoneses descendentes…o que eu me lembro nao 

tinha escola japonesa 

(Doc.) ah ta…queregiao? ( ) 

(Inf) ) pertence a A so que era uma cidade meia hora de la…岳… unstrinta quarenta 

minutos ( ) 

(Doc.) ah ta岳pequena

(Inf) ( ) e ( ) deve ter.cinco mil…treis a cinco mil habitantes eu acho ne…e uma cidade 

be:m piquinininha ai DEpo:isla nos moramos…depois que (no caso) eu:: nasci ate os 

deis ate //ate quantos anos?//... ate onze anos ai depois nos mudamos pra uma cidade 

um pouco maio田re la tambem tinhapoucos japoneses so que…como ja tinha dito 

anterior n岳 tinhaum um senhor que ele queria ensinar para as pessoas os 

descendentes de japoneses ne ai ele tentou ensina:r a gente ia era aos domingos so que 

ele sabia so nihongo ele nao ele ia explicar pra ge:nte ai ele fala:va como e que fala ele 

a gente falava que quer dizer i:sso ne ele NAO conseguia traduzi:r 

(Doc.) ai entao vocesnao conseguiam entender 0 que ele falava porque voces eram uma 

turma assim que nao usavam 0 nihongo dentro de casa 

(Inf) nao era muito ( ) como era assim tipo so e konnitchiwa: (boa tarde) sayo・nara・(adeus)

assim coisa MI:nima ne agora conversar: mesmo eramuito pouco ne ai esse //senseil/ 

senhor nao era sensei ai tambem ele desistiu ne a gente tambem ficou desestimulada 

ne nao tava conseguindo aprender: crianca assim ne ai foi 0 que…alguns me:ses so ai 

nao teve mais nihongo ne 0 po:uco que eu trouxe comigo foi do meu vo paterno que a 

gente morava ju:nto entao batchan e djitchan sempre ne…algumas coisas…e que 
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basta:nte ela falava em nihongo e a gente tambem entendia: ai na convivencia ne pelo 

menos al♂lma coisa vai aprendendo ne ( ) mas mai:oria ( ) coleguinha de esco・la... 

e tudo era brasileiro entao era dificil assim ne aprender nihongo mesmo ne 

(Doc.) quer dizer nao ( ) tinha opφo no caso ne ... ( ) seu pai valorizava muito 

(lnf) sim: ele se:mpre nossa ele so que na Epoca ele nao ... ele tambem nao tinha tempo n邑

ficava 0 dia inteiro fora chegava so de tardezinha ai a gente tambem era crianca 

pequena logo depois ja dormia: entao nao era mui:to contato ne 

(Doc.) ( ) mas voce hoje voce usa as duas linguas 0 japones e oportu♂les porque voce e a 

sua sogra ela fala em nihongo ne ( ) quer dizer dentro de casa voc岳temesse ( 

habito e seus filhos… 

(lnf) entao… com e:la e pou:co porque incrivel ne que nem 0 meu: marido que e fi:lho dela 

entao ele foi criado des:de crian写aso nιhongo ( ) pelo que eu saiba os pais dele quando 

ele era crian写aso: falava nihongo ne ate ir na escola ( ) e ate hoje os pais dele so fala 

nihongo com ele ... e aqui dentro de casa ne entre eu e ele e as crianca ele so fala em 

portugues entao eu falo assim pra ele ( ) porque la no gakko ( ) os senseis falam ne 

pra estimula:r pras criancas aprende:r ne e ... e tudo isso n邑aieu falo pra ele vamo eu 

sei pouco mais 0 pouco que eu sei eu tento passar pra elas ne e eu falei assim e voce 

pode ate me ensinar ne voce sabe bem mais ne e ensinar a elas tambem sei la se e 

rece:io se邑faltade habito ne acha que e so com os pais que pode falar nihongo a gente 

acha que tem que ser com 0 portu♂les ne entao as veis at邑eengra伊 doas veis ( ) fala 

papai ohayo: (bom dia) ah bom dia eu falo ( ) (risadas) entao e aqui dentro agora como 

elas estao ja indo no yo:tchien entao e sensei ensina um pouqui:nho ai eu tento .. 

apesar da co町田iane crianca atrasa escola eu tento…岳… comoe que se fala ... firmar 

n邑ai( ) eu falo e como e que e isso em nihongo ne uma fruta de manha falo pra elas 

cumprimentarem em nihongo e com batchan as veis fa:la tambem alguma coisinha ne 

mais e pouco tamb印 1…elastambem assim…nao e assim muito e tambem como 

estao em yo:tchien ainda nao e parte escri:ta e mais parte de … aprende uma mu目白lca

em nihongo n邑aprendeco:r e ... algumas palavri:nhas 

(Doc.) ( ) voce ... voce gostaria que suas filhas soubessem nihongo ne ( ) 

(lnf) eu acho que seria bom ne porque…uma que e…como e que fala crian伊 temuma 

facilidade grande n岳deaprender e tem vontade ne e …e …( ) e uma ling1ユaque e ( ) 

a origem da gente ne entaoja aprendendo a linguaja a …( ) vai aprendendo a cultura 

tambemne 
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(Doc.) ( ) entao voce acha que para ser um nikkei e imporTAnte saber a lingua? ajaponesa? 

(Inf) ( ) sim 

(Doc.) por causa que saber a lingua ( ) e saber a cultura? 

(Inf) e... acho que ... isso principalmente n岳porque... acho que a Ct此urajaponesa assim 

ela ... ela tem muita coisa ...assim bo:a ne .. coisaassim…bonita pra aprender ne em 

termo de cultu:r・aporqueatrav白 dalingua voce vai aprender a cultura ne e…ent副長

bom que elas aprendam ne e outra e origem delas ne entao e acho que e importante n岳

e cnanca…cria:nca adulto acho que quanto mais voce ensina…por que crianca nao岳

so (aquele) '" ah .. quer passear entao vamos…quer comprar i呂田 entaocompra…nao 

e ... essa coisa e muito…vazia ne ... so ficar naquele mundo de…comer dormire …e 

brincar e acabou…ne acho que a vida e…pra voc岳aprend:erpra voce conhece:r ne… 

entao desde crianca assim se voce estimu:la ne… acho que e importante (e acho que) a 

linguajaponesa porque e origem da gente ... a descend岳山ia凶() 
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Transcri号易05

Tipo de inquerito: dialogo entre informante e documentador 

Data do registro: 29/07/2003 

Informante: J.K.I円 homem，sansei， 43 anos， Suzano (SP) 

Documentadora: Elza Taeko Doi 

(Doc.) por outro lado 0 senhor acha important巴 que0 d巴sc巴ndent巴 falejapones? 

(σlnfρ) b加om.一…-一.nih加ongo(ja叩pon前6呂ω).….. eu acho qu田巴 .….一 1S呂B叩o.….一.eh.….日.ja fi白azpa訂rt旬巴 neι..f:白azpa訂rt肱e.….口.eu 1 

preciso aprimora mais…mais como... a g巴nte...quando a gente e crianca... assim... 

n岳...eu poderia te me esforcado mais um poquinho... mais... n岳...pra t邑mais

facilidade... mais... aprofunda aprofunda mais na na lingua na escrita ne Ilseill no imi 

(significado)... no kαndjι(ideogramas chineses)... assim... sabe... essas coisas mais 

mais complexas... ne ... mais ai Ilacho que...II e uma coisa da circunstancia... tambem… 

ne...nao e porque nao precisou... ne... nao precisou naquele momento... ne Ileh.. 

talv.../I eh…eu acho que sim... eu acho que aquilo... naquela句ocaque eu... que a 

gente foi... eu estudei... eu me formei em mil... novecentos e setenta... historia... 

historicamente falando... a gente fala assim... fala em historia IIsei... seill...em historia 

do Brasil Ilseill entao 0 Brasil tava...tava...assim... numa situacao economica muito 

boa... ne...sessenta... setenta... ne... enton... jamais a gente.. iaimagina que 

futuramente ia se necessario .de uma manera... vamo dize profissional.acho que foi 

mais 呂田o.Ilah.../1 no meu caso IIah.../1 no meu caso Ilsei... seill agora... eu acho que 

agora ta mudando muita coisa...nesse sentido... n岳IIeh… ehll 

(Doc.) e…porque por outro lado... ne... fico pensando... sabe... preserva a lingua dos... 

ancestrais... ne.../I ah…sim... sim... e 11 isso 0 senhor acha que e importante…n♂ ou 

que... na.. .nao ha necessidade...邑issoque eu tava fazendo a pergunta. 0 senhor acha 

isso importante ( ) 

σnf) ah... sim a pergunta... eu acho que fuji um poco... ne. ../1 ma nao tem portancia... nao 

tem portancia II eh…geralmente eu acho que e uma... quando a pessoa tem orgulho... 

dentro da gent巴… aquele....fala eu so ... nao NEGA... n岳..nao nega... 0 que a agente e 

eu acho que a gente tem que pelo menos... pelo menos... sabe... ne…alguma coisa... 

ne... eh... em termos... nao vou dize eu... eh... como a gente fala hoje de uma 
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identidade dos negros... os negros fala assim... nao... eu so…so. entao euacho que a 

gente tem que... nao vou fala... eles tao descobrindo isso hoje // hum...// agora... 

recentemente...mais 0 .. .acho que as otras racas // hum /1 acho que isso... eh...isso... e 

uma coisa natural... sabe... da gente acha..;que... a gente GOSTARdo pai /1 hum // a 

gente…isso e uma coisa natural... ne! // hum...// gosta do pai e da mae... ne // eh! // e 

gosta do djitchαn e da bαtchαn... ne // hum // isso e uma coisa natural que a gente 

nasce com isso... porque a gente vai... vai crescendo... a gente v岳odjitchαn... batchαn 

sempre junto com a gente… entao a gente... a gente vai gosta dele... N亘!elogico... n岳.

se 0 djitchαnbαtchαn de ... 0 devido afeto，.凶 !lsei // entao acho que... por mim foi... e 

natural... nao tem como eu fala nao. isso邑umacoisa nata... ne. naovo fala... eu na。
posso discuti isso em termo de... de... vamo dize... de logica... ne... talvez邑umacoisa 

nata..前//sei // que ta dentro da gente... ne // sei... e uma coisa mais // e uma coisa 

que desde pequeno... quando oce nasceu... ne // coisa mais afetiva... tambem... ne //邑…

talvez.. talvez… entao... n孟oposso discutir esse lado... ne... porque... eu aprendi. 

(Doc.) entao... nesse sentido... 0 senhor... entao tem respeito... gosta... n岳//gosto... gosto // e 

pretende passar... tambem・..para os seus filhos... ne? 

(lnよ) ah! sim... sem duvidas... ne…coisas boas... n邑 coisasboas a gente tem que 

transmiti…ne // sei... sei // eh!co ( ) eh…tenta... ne…tenta... pelo menos... ne…(risos) 

//Hum// 

(Doc.) bom... 0 senhor que conhece... ne BEM... tanto a cultura japonesa quanto a cultura 

brasileira... n邑//ah.. 日im// agora eu gostaria de fazer algumasperguntas meio 

assim... sabe …// ah! sim 1/ do que que 0 senhor acha assim... BOM... assim..・oque que 

o senhor acha que admira. ..acha bom... etecetera... eh…do lado... das coisas japonesas 

(tosse) e depois eu gostaria de sabe (tosse) das coisas brasileiras... 

(Inf) (tosse) eh...uma coisa que eu admiro da... bom poderia fala... ne…eh…como e uma... 

cultura que existe ha... eh… tem muita historia...前… temmuita historia... muita 

coisa pa gente... a gente…eu acho que a minha vida..・minhavida intera... eu nao vo 

consegui descubri 0 que seria uma cultura... da culTURAjaponesa... ne! // eh!// mas... 

resumindo... resumindo... eu gosto e da …(estalo de lingua) e ( ) existe alguma coisa... 

a gente fala assim: nao. 日岳 japoneise diferente…ne. e uma coisa... eh…talvez…eh… 

uma coisa que eu acho interessante... nao vo dize que eu gosto... n邑… maisque eu acho 

muito... e enryo (cerimonia... acanhamento)… sabe // hum...//邑… euacho isso dai uma 

coisa... sabe... num... num... quere ultrapassa... sabe... // certos liMItes... ne // e… 
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enton... eu acho isso ai..・ umacoisa muito..目 puxa...eh...eh... que…isso e... e... eu 

admiro... sabe... nesse sentido... ne. e…e…principa1mente tamem... ne... 0... a 

dedicacao ao traba1ho... ne // sei... sei // que isso dai ja... isso ja faz parte... ne... ha... 

ha... eh... eh...vamo dize... eh…tentar ser correto... ne…nao e... nao vo dize... eu nao 

sei se posso dize ser honesto... .ne. mais ser correto... ne //essa atitude de1es que e1es// ( 

) ah sim sim... e. a.cho isto e umacoisa que... que ta dentro do nihondjin (japones) ne! 

ta dentro... eu acho que ... sabe... e fazer enηo (cerimonia... acanhamento)... enryo eu 

achoque... e uma coisa assim... cerimonia...凶//eh... e... e um respeito... ne // e…e...// 

eu acho que e um respeito pe10 outro // isso ai e uma coisa... eu acho que e…ta1vez e 

que sai de dentro do…nihondjin(japones). Isso dai eu acho…uma coisa..・umaCOlsa 

que eu a ( ) admiro bastante..目 bastante....eh.eu acho que e do japoneis // sim // do 

japoneis // sim // 

(Doc.) agora... .do brasi1eiro... que que 0 senhor acha que rea1mente isso e 1egal... 0 senhor 

acha que seja... assim... a1guma coisa assim ( ) 

(Inf) bom... do brasi1eiro... eh... bom eu adquiri isso ne //日i//se espontaneo ne //seil/ a 

espontaneidade .eu acho que e a primera coisa que... ne... ne...eh…se espontaneo e .. 

nao sei se e porque a gente vive num pais tropical... ne // sei // de ... de ( ) e 

gera1mente 0... e...como peixe... sabe... como peixe... ne. peixe... aves... ne. gera1mente 

peixes... aves tropicais sao maisco1oridos.... ne... entaosao mais a1egres // sei... sei // 

entao ... isso acho muito bao... acho muito bao essaparte... ne.. entao... cor... e essa... 

sabe... e essa a1egria... espontaneidade e a1egria... ne. eh…eh.. tamem... e…eu acho 

que existe tamem .eh目・・ bom… eu acho que podia fa1ar do nihondjin (japones) e do... 

como e um ser humano e…ai seria... eu acho que todo mundo tem bondade...凶 //sei...

seil/…bondade acho queuma coisa que todo mundo TEM... ne //tem ne// entao num 

posso nem fa1a... mais eessas duas parte eu acho quea espontaneidade e a a1egria ne 

//e se tivesse// eh... e um povo tamem..・umpovo honesto…tudo... ne…tamem... mais... 

entre aspas... ne //sim//亘 //sema1guns assim...// e //e mais de maneira gera1…ne// de 

maneira gera1 eu acho que as duas coisa. .Eu acho que ... particu1armente eu acho que 

um povo…o brasi1eiro em si... ne…obrasileiro... ne.. tamem no meu caso... no nosso 

caso... ne... a gente... eh.. .eh... ta adquirindo... ta adquirindo... essa... 

//espontaneidade...// espontaneidade... ne... fa1a: nao・. tomei banho... to assim .. 

ne…to cansado... ne.. e nao fa1a assim... tenta... tenta... fa1a nao...ce... vive a situacao 

de uma entrevista e eu to assim...凶… tranqui1o...ne // sim... eu ... eu reconheco... 
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tambem・..sabe // i呂田 euma coisa..・umacoisa do Brasil... ne! // e ! porque japoneses. 

// acho que nao... acho que talvez nem... pra nos…nao to... nao sei..目 naosei... ne. 

mms ... 

(Doc.) e…mas apenas... agora... esse tipo de coisa... 0 senhor …e uma coisa que 0 senhor 

pensa sempre ou e uma coisa que 0 senhor ja vinha pensando... ou agora... assim 

com a minha pergunta e que 0 senhor... sabe...eh...//que...eh...assim...eh...// sim... 

porque sao conceitos... sao conceitos //hum... huml/ que 0 senhor ja tem claros na 

cabeca //hum... sei... sei... seil/ nao sao todos que tem esse tipo de conceito ja //huml/ 

claros... eu gosto disso gosto daquilo //ah sei seil/ poucas pessoas ja PENSAM de呂田a

maneira... ne... entao uma coisa que eu eu acho que 0 senhor ja adquiriu esse contacto 

tanto com japoneses como com brasileiros acho que aos poucos 0 senhor ja foi 

sedimentando ne esse tipo de pensamento ne? sera que nao? 

(Inf) 邑...talvez... porque eu... eu tenho muito contato ... eh... no ceasa... por exemplo... ne… 

eu tenho muito contato com nihondjin (japones) //sei// e…gaidjin (estrangeiro) 

tamem...//seil/…gαiのin...uns piaozada //sei... seil/ eu VOU //seil/ me inTEgro com 

eles... sabe...//sei... seil/ das duas parte... como ... eu me expresso das duas manera 

ne // E // eu num sei... talveis eu sou um camaleao... sabe (risos).・.ne!Nesse sentido de 

// Sei... sei // de... de entra assim …eu ENTRO na cunversa... quer dize... respeitando... 

e logico... ne. enton... ah... eu percebo... n岳… numsei... entao talveis s句aa minha ... // 

a coisa especial que 0 senhor tem //... ah…num sei... num vo dize especial... mas e que 

eu v吋0...fazendo minha analise...ne. 

(Doc.) sei. agora... uma vez que eu perguntei sobre a admiracao... parte positiva // hum // 

posso pergunta... tambem... a parte negativa? 0 que 0 senhor acha da...// parte 

negativa...// parte negativa de CADA UM  deles... 0 que 0 SENHOR acha? 

(Inf) bom...//com relacao ao japones ( )// bom em relacao ao nihondjin (japones) ma . 

hum...Bom eu acho que e…e…tem que se mais espontaneo ne…mai呂田simmais 

eu acho muito sabe …//kitchikitchi (apertado... duro)// e e e muito... nao vo dize 

fechado mais deveria…eh... num sei a gente podia qui expressao a gente poderia 

usa... n♂ se mais aberto... num sei... num e aberto... mais um poquinhoma... eh… 

eh…relaxa mais... num sei... mais num e relaxa tamem //eu sei num e no sentido 

negativo de relaxar// e...//品..sai um pouco daquela daquela coisa ja prふmoldada...

前?//e…e uma coisa que... e... sabe... nao e regras tamem mas e... eu acho muito... 

acho muito bom esse... esse lado sabe de... hoje... ne…hoje a gente ta vendo que regras 
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sao muito importantes ne gente…se abri MUITO ah nao pode faze isso pode faze 

aquilo vira uma bagunca 11e/1 como ta…como viro viro esse pais... Ile II mais e um 

poQUINHO mais de...//de maleabilidadell e…se mais ne se mais Ilseill ( )… e muito 

polido ne... comoふ.e num sei a gente fala: 0 ingles e. assim... 0 americano e mais 

aberto. e…talveis seja alguma coisa desse tipo... ne. como a gente…ta... vamo dize... a 

gente... seria 0 americano // Isso... isso // e a…ne... num e? II 0 japones seria 0 ingles... 

por exemplo II e 0 ingles e…seria alguma coisa nesse sentidQ…num e?且queeles 

podia se mais...ne... e os japoneis la fala... que eu tenho meu tio fala assim que 0 ingles 

nao americano americano fala totalmente DIFERENTE... a proNUNcia 0 JEIto n己

enton ele fala assim... meu tio fala assim 0 americano e um aluno MAL de ingles sabe 

porque ele fala difeRENTE ne Ilsei... seill eh... eh.. num pronuncia do mesmo modo 

entao talvez seria uma coisa de呂田etipo mas eu acho que 0 americano e mais 

esponTNEO ne 0 ingles e mais polido mais…segue mais a regra ele e mais assim ne 

eh... eu acho que deveria fica mais ne um poquinho mais“relax" ne! Ilseill五camais a 

vontade ne… Ilseill nao ... fica assim... porque no Japao 0 pessoal se apega tanto ao 

trabalho... bom... se bem que eu tamem... ne... mais eu tenho muitas horas de folga. 

sim... eu relaxo um poco... mais ... eu tamem tenho muito esse negocio de lado japones 

de trabalha... trabalha... pensa nao eu tenho que ( )familia sabe... 
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Transcricao 6 

Tipo de inquerito: dialogo entre informante e documentador 

Data do registro: 23/07/2003 

Inf.: Informante: A.K.Y. mulher， sansei， 48 anos， AliaI時a(SP) 

Doc.: Documentadora: Sonia R. L. Ninomiya 

(….) 

(Doc.) e hoje... A…por exemplo... pra usar as duas linguas…ne…japones e portugues... ne… 

ha... por exemplo... quando voce fica muito triste... assim ne...voce:.. voce expressa 

essa tristeza em japones... por exemplo... ou em portugues? ou quando voce ta muito 

alegre... ou quando voce ta BRAva... como e que e essa reacao? em que lingua que voce 

reageワ

(lnf) ah... bom... ora em japoneis ora em portugueis... ne…lIah…6…11 e lIem que... depende 

da situacao?1I e…depois…depende da situacao... ne… 

Doc. por exemplo... e um determinado assunto que faz voce reagir de uma maneira ou de 

outra ou邑… assim...uma companhia? 

lnf e uma companhia... ne lIah...(risos)1I uma companhia... ne...I/seil/ num sei se purque 0 

mar吋 ota nu Japao... as vezes a gente sente aquela saudade em japoneis mesmo... ne 

//hum... hum// e... e varia muito... ne... //hum... sei... sei...// 

Doc. e para dar bronca nas criancas... que lingua voce usavaワhojeja nao da mais bronca... 

ne! ja //e… hoje// ( ) // sao mocos... ja... 

lnf sabe que quando meu sogro era vivo... a gente ate pa da bronca tinha que fala em 

nihongo (japones)...//ah...// e //ele fazia questao...// num sei... ele era muito rigoROSO... 

sabe... e hoje... gracas a Deus... os menino aprendeu por causa disso... ne…//hum... 

hum// e aqui como tem nihongαku (escola de japones) e tudo... eles... aprendeu a le e a 

escreve e fala um poco... 

Doc. ah! voce os mandou para a escola…escolajaponesa... tambem? 

lnf mandei..巳 eaqui na tercera alianca... ne... //ah…seil/ eles estudaro desde 0 prezinho ate 0 

colegial //hum... e! Poxa... que bacana... hein// e hoje... gracas a Deus…eles sabe le 

sabe escreve... ne…se um dia precisa i no Japao... ne num tem poblema... ne //hum.. 

hum// da pra se vir・a. 凶//hum...//e! // com certeza...// ah 邑muitobom... ne 

Doc. e…por exemplo... quando voce faz conta... eh... voce faz em japones ou em porlugues? 
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lnf em portugueis... 

Do町c.巴m poぽr加 gu前1泌e白s?(肘n日印osι).….日.c印er吋toι，ρ..eh … por exemplo... se voce uma.. ・uma amlga … ou um 

amigo que seja nikkei... tambem... e... e voce quer discutir um assunto assim... voce 

nao concorda com. ele e quer falar sua opiniao... assim.. .impor sua opiniao... voce 

escolhe uma das linguas? 

lnf ah目..a gente mistura... ne // mistura? // mistura ne // han... han...// e mesmo assim... na 

associacao." no fujinkai (associaφo de senhoras)... e... uma hora fala portugueis... otra 

hora fala emjaponeis // emjapones.../le... ne. 

Doc. entao depende muito mesmo da pessoa... ne // e // com quem voce esta falando... // e... e // 

nι.. por exemplo... se voce vai fazer compra. ..comprar alguma coisa numa venda que 

seja de japoneses…voce tende a falarρtem que fala japoneis // japones…n岳//isso... 

e…e // ai nao tem problemas // nao // voce fa // nao // la tranquilo... 

lnf e... qui nem esses palavra comum... a gente consegue... ne.... agora... quando fica assim... 

mais na gramatica...ja e meio dificil... ne... mais normalmente... assim comum da pra 

intende… i fala tambem... ne // hum... hum // 

Doc. eh... voce acha que e importante saber falar japones…Aワ

lnよah!eu acho... heim... e muito... ne... muito... ainda mais hoje... ne… que a gente.. .eu acho 

que tem que fala e aprende…ne... 

Doc. por que isso? 

lnf ah! porque acho que a lingua... assim... 0 Japao e um pais muito... e um pais do primeiro 

mundo... ne! E principalmente as crianca... eu acho que e importante ne // hum // 

aprende... fala e assim…emprego tamem... ne // hum // se tive e consigui fala 

japoneis... acho que ajudaria muito... ne 

Doc. mesmo aqui no Brasil? um emprego aqui no Brasil? 

lnf e... mesmo aqui no Brasil... nel/ hum... hum // mesmo aqui no Brasil...凶//hum:... certo 

// 

Doc. entao voce fez questao que as criancas fossem para a escola japonesa... ne? 

lnよah.一…-一.s幻im.….一.neι.口….一.c∞omonao t“lV巴 0叩po町r加 nidade...ne... mas os filho fiz QUEStao de aprende 

// hum... certo // 

Doc. voce acha que para ser nikkei... para se sentir nikkei... voce tem que saber falar 

japones? 

lnf ah! precisa... ne…// hum // precisa e muito... ne // hum... hum // eu que fico com prigui伊

de i aprende…mals... 
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Doc. mas voce fala! (risadas) II mas eu.../I (risadas) por isso ( ) voce fica com preguica... 

lnf: mais que tem escola aqui a noite pus pais... n岳… IIah e? ai que interessante!11 E a gente 

como trabalha 0 dia inteiro…assim... quando chega a noite ja cansado... ne... ma 0 

sensei (professor) ate que da... ta dando aula... assim... sabe... uma hora assim... duas 

veis na semana...//ah e?11岳…

Doc. e da para ir a pe daqui da sua casa? 

lnf da... da pra i... Ilolha!11 e... II que interessante!11岳quee. ..no comeco eu tavaindo... 

depois... ah...(estalo de lingua) a gente trabalha 0 dia inteiro... chega a noite...ta 

cansada... e ai desisti II hum... hum II mais e bom sim... aprende e bom sim II hum.. 

hum II parece que a cabecaja num ajuda mais ( ) (risadas) 

Doc. ah! que e isso A…voce e muito jovem Ilah! ai... ai II voce tem quarenta e oito anos.../I e 

isso... quarenta e oito岳../1e muito moca ainda... 

lnf e que eu to querendoi pru nihon (Japao)…e eu fico pensando... ne... ai precisoaprend岳.

preciso aprende mais... ai 0 diavai passando...vai passando... 

Doc. hum... hum...(risadas) e que voce ja fala ne…se fo呂田etotalmente zero... ne... entao ai 

acho que voce II acho que e II acho que voceiria... n♂ e que voce ja fala... ne... entao e 

…e normal... ne…e voce participa... aquina comunidade ? 

lnf e.. participo...das festas II das festas II das reunioes//das reunioes... dos fudjinkai 

(associacao das senhoras)... ne II ha: II e ...participo muito.../I ha:… 

Doc. de...sou iuu...nanka... ne…(e dentre essas... nao e) fudjinkαi ni deruto...(indo a 

associacao de senhoras. ..) yappαri nihongoni nαtchαu desu... ne (como nao poderia 

deixar de ser... e japones... nao e?) II e…e II h亙:… doudesukα? (que tal?) souiu tokoro 

he dette...tαnoshii? (comparecendo a um lugar assim..ゑ divertido?

lnf Jibunde tαnoshii... yo... (nossa... eu me divirto) eh....tαnoshiiyo (eh...e divertido... viu) II 

ha.../I 
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Breve perfil historico das escolas japonesas das 

Comunidades Aliancas (municipio de Mirandopolis) 

e Fukuhaku-mura ou Vila Ipelandia Cmunicipio de Suzano) 

I. Introducao 

Leiko Matsubara MORALES 
(USP -Brasil) 

Junko OTA 
(USP -Brasil) 

o presente artigo ira se centrar nas descric凸esde escolas japonesas das duas 
(1) 

comunidades estudadas pelo grupo de pesquisa : a primeira， 0 grupo de comunidades 

Alian伊 s，nucleo、densode imigrantes， em que 0 ensino de japones e amparado por incentivo 

do governo japones， localizado na regiao noroeste do estado de Sao Paulo， no municipio de 

Mirandopolis， a 600 km da capital， Sao Paulo; a segunda， Fukuhaku-mura (Vila Ipelandia)， 

comunidade localizada no municipio de Suzano， a 50 km da capital Sao Paulo， em que 0 

ensino da lingua japonesa e financiado pelos moradores locais 

Apresentamos um trabalho descritivo dos primeiros resultados obtidos a partir das 

leituras de textos produzidos pelas comunidades， anuario de edic呂田 comemorativas，
(2) 

revistas， jornais e sobretudo do trabalho de campo， que consistiu em coleta de depoimentos 
(3) 

dos moradores locais ， como professores em exercicio， professores aposentados， ex-diretores 

de escolas primarias， gαkumuin“diretor responsavel pelo呂田suntoseducacionais"， pais e 

alunos -figuras que， em graus e perspectivas diferentes， atuaram no processo de ensino de 
(4) 

lingua japonesa . 

(1) Projeto: Linguas na comunidade nikkei do Brasil: documentacao e estudo interdisciplinar， liderado pela 
Profa. Dra. Mayumi Kudo， coordenadora geral e financiado pela Universidade de Osaka. Do lado brasileiro， 0 
projeto e coordenado pela Profa. Dra. Elza Taeko Doi， da Universidade Estadual de Campinas 

(2) A pesquisa de campo foi feita em duas etapas: do dia 17 a 24 de abril e 28 de julho a 1 de agosto de 2003 na 
comunidade Fukuhaku; de 1 a 5 de maio e 21 a 26 dejulho de 2003 na comunidade das Aliancas. 

(3) Gostariamos de manifestar nossos profundos agradecimentos pelo apoio dado pelos lideres， moradores e 
professores das 1 a， 2a e 3a Aliancas， Comunidade Yuba e Fukuhaku (Vila Ipelandia)， que gentilmente 
acolheram toda a equipe de pesquisadores， propiciando suporte logistico e preciosas informacoes， sem medir 
esforcos. U m registro especial de agradecimento ao sr. Fumio Oura， de Fukuhaku. Sem a colabora'cao destas 
pessoas， nao teria sido possivel este trabalho. 

(4) No total， foram entrevistados 23 informantes (7em Fukuhaku e 16 nas Aliancas)， em depoimentos que 
duraram em media de 3 a 4 horas 
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N 0 caso das A1ian伊 s，as edicoes comemorativas apresentam um retr叫 ovivo de sua 

historia， principa1mentea. do 100 Aniversario， que traz. descri号oesminuciosas da vida da 

comunidade nos seu日 primordios，expondo com clareza 0 modus vivendi e as emoφes 

cotidianas dos co1onos. Nao foi possive1， assim， evitar que certos periodos， dada.a abundancia 

de dados， fossem mais densos que outros， que， ainda， estao por reconstituir 

11. AS ALIANCAS 

2.1. Primeira A1ian号a

Cumpre registrar que os imigrantes desbravaram florestas， tornando a mata virgem 

minimamente habitave1， derrubando arvores， construindo hospedarias， postos de saude， 

armazens e .estradas de acesso -tratava-se 1itera1mente de um empreendimento para povoar 

uma terra nova. As primeiras familias， Ogawa， Suzuki， Shinohara e Kamijo， chegaram em 

agosto de 1925. Depois de um ano， a fase embrionaria das esco1as japonesas comeca com 

uma esco1a dominica1 insta1ada pe10s co1onos， senhores Ishido e Hosokawa， no dia 4 de ju1ho 
(5)，(6) 

de 1926 . Assim， os primeiros passos rumo a educaφo podem ser atribuidos as esco1as 

dominicais. 

Nos primeiros meses， nao havia sequer uma sa1a de au1a; 0 professor e os a1unos 

improvisavam“esp叫 osao ar 1ivre， sob 0 sol forte e esca1dante， onde as fo1has de mamoeiras 

e bananeiras aco1hiam as criancas para 0 estudo". Embora tive呂 田mconcluido a nomeacao do 

quadro de funcoes de diretor， professor eassistente， nao havia objetos que caracterizassem 0 

ideario da educacao: 1apis， giz e quadro negro nao faziam parte daque1e cenario. 

Depois de a1guns meses， 0 ensino passa a eng10bar materias como a lingua patria 

。apones)，matematica e educaφo mora1 -0 que configura uma mudanca de caracteristica 

para um mode1o esco1ar do Japao deixado por e1es e nao propriamente de orientacao 

re1igiosa. As preocup叫 oesdos co1onos quanto a construcao de uma esco1a eram constantes， 

como pode ser observado num fragmento de carta enviada ao Japao por um morador， 

re1atando a situacao da esco1a: 

(5) Edicao comemorativa dos 10 anos de imigracao das Aliancas (1936) 
(6) A influ釦 ciado fundador da Alianca， sr. Hisashi Nagata， da Rikkokαi， pode ser observada na formacao das 
escolas dominicais， sempre presentes nas Aliancas. Na fase de formacao do nucleo， muitos japoneses eram 
cristaos protestantes， que tinham em mente 0 esforco individual para 0 sucesso， a formacao humana atraves 
da educacao e a dedicacao de corpo e alma a sociedade. 
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“[...]A escola邑divididaem niveis b創刊0，intermediario e avan号ado.Ha classes de iniciantes 

mas a distancia mais proxima da resid色nciaate a escola e de 2 km， 0 que dificulta muito 0 

acesso de criancas menores. Sao cerca de 20 alunos e depois das aulas dominicais， ha ainda a 

escola primaria， mas por ser uma unica vez na semana，己 praticamentedestinada para 

manter 0 conhecimento adquirido. [. ..] Rezo para que construam uma escola 0 mais breve 
(7) 

possivel. [...]" 

Quando foi atingido 0 numero de 20 alunos， os pais passaram a administrar uma 

pequena escola， solicitando auxilio ao escritorio da Associacao Ultramarina de Shinano， que 

ofereceu a garagem para ser usada como sala de aula durante 0 dia. Em 28 de marco de 

1931， os pais decidem administrar diretamente uma escola， fazendo-a independente da 

escola dominical -a qual sera conhecida mais tarde de“escola central'¥ 

Nessa epoca， foram escolhidos dois representantes para se filiarem a Zaihαku 
(8) 

Nipponjin Kyoikukαz“Associacao Educacional dos Japoneses Residentes no Brasil" . Era 

comum os gαkumuin“diretores educacionais" liderarem na escolha de professores e na 

definicao de diretrizes da escola. No periodo pre-guerra， observ命日 queum numero grande 

de mor・adoresda regiao das Alian号aspossuia formaφo no magisterio no Japao， enquanto 

que os professores locais contratados de lin伊 aportuguesa nao tinham a mesma formacao， 

razao pela qual no momento de oficializacao das redes acabavam perdendo os seu日 cargos，

sendo substituidos por professores licenciados. 

A gestao escolar se dava mediante arrecadacao de mensalidades; entretanto， quando 

as mesmas mensalidades nao eram suficientes para cobrir os salarios， 0 gasto excedente era 

rateado entre os moradores da regiao， 0 que atesta 0 papel importante da associaca。
comunitaria na divisao de despesas e nos tratamentos de assuntos locais. 

Alem da escola central， segundo relato de antigo morador da 1 a. Alianca， foram 

construidas outras. Uma delas era a unidade sucursal da escola central (bunkδ)， localizada 
(9) 

na 2a secao， onde ficava 0 escritorio da cooperativa e outra independente， na 6a secao ，no 

km 32， administrada pelos pais de alunos residentes nessa secao， majoritariamente de 

(7) Edicao comemorativa dos 10 anos de imigraφo das Alian号as(1936) 

(8) No dia 14 de mar号ode 1929， durante tres dias， realizou-se 0 primeiro encontro dos representantes de escolas 
japonesas e dos professores no Consulado Geral do Japao em Sao Paulo， por iniciativa do consul geral 
Al王amatsu.Para maiores detalhes， vide nota de rodape no. 26 do livro de Chiyoko Mita (1991). 

(9) Segundo a ediφo comemorativa， em 1930， por questoes politicas， 0 60 Distrito da 1 a Alianca abre sua 
. propria escola 
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imigrantes oriundos dos EUA， de a1to poder aquisitivo -e por isso， recebiam 0 nome de 

Secao Norteamericana (Hokubeikul. Nesta u1tima， quando as criancas atingiam um certo 

nive1， os pais transferiam seus filhos para a esco1a centra1， onde a formaφo dos professores 

era superior a de outras esco1as. 

Ressalte-se 0 fato de， no caso das Aliancas， 0 nucleo ter um carater mais permanente， 
(10) 

uma vez que， com 0 incentivo instituciona1 e financeiro do governo japones ， muitos 
(11) 

imigrantes ja haviam adquirido suas terras . A1em disso， a formaφo esco1ar e profissiona1 
(12) 

dessas pessoas era invejave1 em compara号邑oa outrosimigrantes. 

Em  1929， com os subsidios recebidos do governo japones， era construida a primeira 
(13) 

insta1aφo esco1ar de 吋010， onde se formaram os primeiros cinco a1unos. A esco1a ja contava 

com uma centena de a1unos matricu1ados. Nesse periodo， come号amas primeiras 
(14) (15) 

divergencias quanto ao reconhecimento oficial ou nao da esco1a . Mudar a categoria da 

esco1a para pub1ica implicaria， segundo a opiniao de a1guns pais，“uma educa号aodestituida 

de formaφo ideo1ogica japonesa， com va10res e preceitos proprios do povo japones". Ha 

registro do pensamento do presidente Yuba da Associaφo A1ian伊 da句oca，cravando sua 

postura pro-educa号邑oniponica: 

“[...l nao gostariamos de ver a nossa liberdade (de educar os filhos) tolhida. Al岳m disso， 

sabemos da dificuldade de nao poder contar com professores brasileiros altamente 

qualificados para terras longinquas como a Alianca como tambem nem os brasileiros que aqui 

ficam nao possuem uma cultura elevada， assim， por mais que seja sacrificadoi nao podemos 

delegar por completo ao estado brasileiroa educacao das geracoes nissei que sustentarao a 
(16) 

comunidade no futuro [...l. " 

(10) No caso das Aliancas， para a formacao da comunidade， houve uma participacao do governo japones， seja de 
ordem financeira， seja de construcao de primeira infra-estrutura， como a construcao de hospedaria para 
imigrantes recem-chegados， na instalacao de postos de saude， s句ana prestacao de servico， como os p戸rime白1roro .唱o 

S回oc∞or町ro白spara 0田sr児ecω邑白印m
Shinano， a叫tua剖1provi血nc口iade Nagano， que mais tarde viria a ser coordenada pela BRATAC， Brasil Takushoku 
Kumiai， a Cooperativa de Colonizaφo Brasil. 

(11) Para entender melhor a politica de implementacao de envio de imigrantes， vide trabalho de Reimei 
Yoshioka (1995) 

(12) Vide Handa (1987:417) sobre 0 detalhamento da formacao escolar e profissional dos imigrantes que foram a 

regiao de Alianca. 
(13) Saliente-se 0 fato de que， nessa句ocaas resid邑nciasde colonos eram construidas de pau a pique e sap岳
(14) Na descricao das escolas da comunidade，邑 comumencontrarmos denominacao escola particular nao-(ou sem 
reconhecimento) oficial， particular (com reconhecimento) oficial， publica e oficial， como tamb邑macontecer de 
um mesmo estabelecimento ter salas sob a jurisdicao estadual， municipal e particular 

(15) Vide trabalho detalhado da DEMARTINI (2000) sobre as diferentes categorias de escolas paulistas 
existentes. 

(16) Edicao comemorativa dos 10 anos de Imigracao (1936:118) 
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Assim， todos os pais concordaram em manter a escola particular com reconhecimento 

oficial. Preocupados com a educacao espiritual das criancas， houve tentativa de estabelecer 

feriado sabatico， tendo em vista que os alunos frequentassem a escola dominical， mas muitos 

pais preferiram desvincular a orientaφo espiritual da escola. 

Em julho de 1930， por motivos politicos internos， a primeira ruptura balancou as 

estruturas da escola unificada. A 5a seφo se rompe da Associacao das Alian伊 se da 

Associacao Ultramarina de Shinano e passou a administrar sua propria escola. 0 mesmo 

rumo tomou a 6a secao que instalou sua escola sucursal， alegando dificuldades de acesso. 

Em 21 de julho do mesmo ano， esta ultima passou a ser reconhecida oficialmente como 

escola primaria agricola. 

Nem sempre a escola central situava-se em local de facil acesso para todos os 

moradores， sendo assim a distancia 0 fator determinante na abertura de uma nova unidade 

escolar. Somaram-se， ainda， as dificuldades financeiras， geadas que assolaram a regiao e a 

crise economica de 1930. Quanto a administraφo escolar， conflitos entre os professores 

japoneses e brasileiros eram comuns， como tambem aumento de inadimpl岳nciano 

pagamento de mensalidades. 

Observa-se nos relatos a alta rotatividade dos professores， independentemente da 

intervencao do Estado na educacao escolar dos imigrantes， havendo， por vezes， a 

substituicao antes de se completar um semestre. 

Em 28 de junho de 1931， a escola primaria central foi municipalizada， levantando 

debates em torno desta questao. 

Cabe registrar aqui a iniciativa do Ministerio das Rela号oesExteriores do Japao que 

designou a Cooperativa de Imigracao de Shinano para a formacao dos professores japoneses， 

enviando-os a escola normal de Sao Paulo， com vistas a obtencao de certificado para 

oficializar a contratacao desses professores pelo governo brasileiro. Subjacente as discussoes 

em torno dajurisdicao escolar， a ordem do dia era a politica de homogeneizacao da populacao 

e a onda de nacionalizaφo imposta pelo regime politico da句oca.Nao obstante a distancia 
(17) 

que a separava da capital， Alianca seria alvo de perse♂licao ，por ser um nucleo densamente 

povoado por japoneses， que， al白 1de constituir uma etnia minoritaria， eram considerados 

lnlmlgos 

(17) Edicao comemorativa dos 10 anos de Imigracao (1936:126) 
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(18) 
Em 1934 ， 0 cerco contra os japoneses comecou a ficar mais intenso， culminando nas 

medidas nacionalistas do Estado Novo. Diante da hostilidade oficial， buscando resguardar os 

ideais niponicos de educacao， a prudencia recomendava a alteraφo da condicao da escola 

para um ensino publico e oficial. Foi nesse contexto que， em rapido retrospecto， em 21 de 

julho de 1930， a escola foi reconhecida oficialmente como escola primaria agricola particular; 

em menos de um ano， em junho de 1931， passou para a escola municipal; em 15 de julho de 

1932， uma parte foi reconhecida como estadual e em 10. de abril de 1935， passou a ser 

chamada Grupo Escolar Estadual. Atrelada a essa forca conjuntural， havia， por outro lado， a 
(19) 

demanda dos alunos . 

Nos bastidores dessa mudanca， as questoes domesticas eram marcadas por discussoes 

da transferencia da administracao escolar da Associacao Ultramarina de Shinano para a 

associacao de pais， marco importante que caracterizou a tomada de responsabilidade e 

controle por pais. 

Segundo relatos de Eizo Niizu， 88 anos， depois da 2a Guerra， as aulas de japones 

voltaram a ser ministradas por volta de 1947， na 10 secao， pelo pastor Kenji Irukawa， na 

escola“Casa da Uva"， em sua propria residencia， frequentada por cerca de 40 alunos. As 

aulas duraram aproximadamente 10 anos. Alem desta escola， na 70 secao， tambem havia 

aulas com Osamu Sato. No km 32， na 60 secao， havia dois professores: Iwamoto e Mizokami， 

cada um ministrando aulas numa extremidade da s句ao，ambos na sua residencia， a noite. 

Essa situacao durou mais de 10 anos. Mesmo quando as aulas .de japones foram retomadas 

na 1a Alianca， na regiao Central， nem todos podiam frequenta-las: devido a distancia， a filha 

do sr. Niizu， por exemplo， frequentou os dois primeiros anos da escola brasileira a pe e nos 

dois seguintes， a cavalo. 

No final da decada de 50， na 6a. Secao， Sobe Iwamoto deu aulas por cerca de 4 anos. 

Esse curso era frequentado por .cerca de 30 alunos de todas as idades. As aulas eram aos 

domingos， entre 10 e 14h; naquela句oca，0 almoco era servido cedo， por volta das 9h e apos a 

refeicao， as crian伊 siam estudar. As aulas consistiam basicamente da leitura e escrita. Os 

livrosdidaticos eram Atαrashii Kokugo da Editora Tokyo Shoseki. As mensalidades nao 

(18) A constituicao de 1934 foi a primeira a dar tratamento sistematico a educacao， a qual dedicou 0 Titulo II do 
titulo V (artigos 148 a 158)， alem de definiーlacomo “ensino primario integral gratuito e de frequencia 
obrigatoria， extensivo aos adultos" (capitulo II， artigo 150， paragrafo也nico，letra a). Vale notar que essa 
mesma constituiφo previu， pela primeira vez， que 0 ensino seria ministrado em portugl.1es (capitulo II， artigo 
150， paragrafo unico， letra d) 

(19) Em marco de 1932， alcancava-se 0 numero de 175 criancas matriculadas， das quais， 99 alunos estavam 
matriculados na escola central， 42 alunos na 6' secao e 34 alunos na 3' secao 
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eram cobradas e os pais retribuiam com uma pequena gratificaφo 

Niizu recorda-se que， desde que a “Casa da Uva" foi extinta em 1950， juntou as 

criancas da secao onde morava (10a secao) para come伊 ra ensinar， pedindo ajuda para a sua 

mulher， quando 0 grupo excedia os vinte alunos. Seus netos foram todos educados na sua 
(20) 

S句邑oe quando havia eventos gerais da regiao N oroeste ，participavam junto com as 

criancas da 1 a. Alian号a，como tambem de la lhe eram emprestados oslivros didaticos. Assim， 

as aulas intermitentes， se somadas， continuaram por entre 30 e 40 anos. Com a queda no 

numero de alunos desde 1996， atualmente so ensina 0 seu bisneto. Niizu recebeu a visita do 
(21) 

prof. dr. YoshioMase ， que ficou sensibilizado com a situacao e trabalhou em prol da coleta 

de livros didaticos usados no J apao. Os materiais didaticos foram enviados a comunidade 
(22) 

com 0 auxilio da JICA ，que arcou com as despe呂田 depostagem 

Noriko Niizu， 63 anos， ainda recorda-se que durante osanos 55 a 58， na 10a. 呂町ao，

seu pai， Eizo Niizu， TaketoHaneda e Shigeo Honma revezavam-se para ensinar a leitura e 

escI・itapara mais de dez criancas da secao， no espaco cedido por Kudo. As aulas ocorriam 

duas vezes por semana， por cerca de duas horas..Lembra-se que na regiao Central， onde se 

localizava aatual escola japonesa， as aulas foram reiniciadas pelo pastor Nakamura， por 

volta de 1966 a 1967. Durante as decadas de 70 e 80， 0 filho do antigo pastor Irukawa， 

Nozomu Irukawa， ensinou japones. Novamente nos fins dos anos 80 para inicio de 90， 0 

pastor Shinokuwaya retomou aulas de lingua japonesa， com alguns assistentes -assim， a 

presen伊 destespastores supriu a falta de professores de japones durante um periodo. Dos 

anos 89 a 95， aproximadamente， a associacao local contratou uma professora. 

Em 1998， na falta de professor e com uma contingencia de 40 alunos， Noriko Niizu e 

Agnes Kanna Yuba， da comunidade Yuba， sao solicitadas adar aulas temporariamente. 

Desde entao， Noriko acabou ficando na escola e Agnes Yuba，por sua vez， foi se especializar 

no curso de formacao para professores， de dois anos， promovido pela JICA no Japao e 

retornou a escola. Durante este periodo， em abril de 1998， a comunidade recebeu 0 professor 

Tetsuhiko Kimura do Japao， que trabalhou por um ano， num programa de intercambio. 

Desde 1999，a JICA envia bienalmente um professor de japones. 0 atual professor， prof. 

(20) A regional Noroeste inclui紅白 subdivisoes:a primeira， congrega as escolas japonesas de Pereira Barreto， 

Mirandopolis， Andradina e as tr品sAliancas; a segunda， Ara号atuba，Valparaiso， Birigui e Guararapes e a 
terceira， Bauru， Promissao e Lins. 

(21) Linguista e dialetogista japones da Universidade de Shinshu. Na ocasiao， entre 1986 e 1987， 0 professor 
Mase esteve no Brasil como professor visitante da Universidade de Sao Paulo 

(22) J apan lnternational Cooperation Agency， orgao vinculado ao Minist岳riodas Rela号oesExteriores do J apao 
A partir de 1 de outubro de 2003， passou a ser orgao do.governo independente 
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Yukawa，岳 aterceira pessoa enviada pela JICA. A 1a. Alian伊 aindaconta com subsidios 

oferecidos pela provincia de Nagano na contratacao de professores， desde ha 

aproximadamente 15 anos. Assim， 0 quadro atual e constituido de dois professores e duas 

assistentes. 

Cerca de 30 alunos estao matriculados， desde a idade prふescolarate 0日 17anos. As 

aulas sao separ句adasem turmas de diferentes niveis， com 0 acompanhamento de quatro 

profi田 sores，que se revezam a cada 30 minutos. 

As aulas de pre-escola sao dadas duas vezes por semana， cada aula com uma hora de 

duraφ0; os de idade escolar， duas vezes por semana， com duas horas de duraφo. As sextas， 

o horario de aula岳destinadoa pratica de atividades recr句eativascomo jogos e musica， e a 

noite， a participaφo e livre para treinar tenis de mesa. A escola adota dois livros: Hiroko-san 

no tαnoshii nihongo no. 1 e 2 da Editora Bonjinsha e Nihongo do刊 -mi，editado pela JICA. 

A escola dispoe de materiais de apoio como cartoes ilustrativos e de kαnji， cadernos de 

caligrafia para hirαgαnαe kαtαhαnα， fitas cassetes para compreensao oral， videos com 

desenho animado， musicas infantis e de adultos para traducao e compreensao 

As reunioes entre os professores sao feitas quinzenalmente; e no final de cada 

semestre， realiza-se uma reuniao com os pais. A escola dispoe de boa infra-estrutura， como 

copiadora， computador e um acervo bibliografico， doado anualmente pela JICA. 

As atividades extra-aulas sao complementadas com concurso de oratoria， 

acampamento escolar (rinkαngαkkδ)， concurso de tenis de mesa， caligrafia， gincana 

poliesportiva (undokαi)， festival de musica， participaφo nos testes de proficiencia em lingua 
(23) 

japonesa (nihongo noryokushiken ) e testes para as criancas (kodomo nihongo tesuto)， 

promovidos pelo Centro de Estudos de Lingua Japonesa. 

A metodologia visa atender a expectativa dos pais， que desejam ver seus filhos 

falantes de lingua japonesa; durante a aula， bS professores evitam ao maximo 0 u日ode 

porlugues e procuram dar enfase na conversacao e na escrita. As professoras assistentes sao 

responsa、reispelo acompanhamento dos exercicios da escrita， tomam a tarefa dos alunos e 

leem os livros infantis. Outros eventos， como 0 dia das maes， cerimonias de inicio de aulas e 

formatura sao mantidas， com premiacao aos melhores alunos e aos mais assiduos. Os 

preparativos demandam esforcos dos professores que podem se estender ate aos finais de 

(23) Exame de proficiencia em lingua japonesa， promovido pela Fundacao Japao e Associacao Japonesa de 
Educacao Internacional e realizado no Brasil desde 1984， nos primeiros anos pela Alianca Cultura Brasil-
Japao e posteriormente pelo Centro de Estudos Japoneses (Nihongofukyusenta) 
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semana. 0 sistema de promocao para as classes superiores e feito de acordo com a 

capacidade da crianca 

Segundo relatos da profa. Agnes Kanna Yuba， "e dificil exigir dos alunos uma 

dedicaφo constante e exclusiva， ja que as aulas da escola brasileira tomam muito tempo" 

Como atividade呂 deatualizacao dos professores， fazem visitas periodicas a escola-
(24) 

modelo de Ara伊 tuba，como tambem outras escola呂 daregiao e participam dos cursos de 

atualizacao， promovidos pelo Centro de Estudos da Lingua Japone呂a.

Uma nova atividade introduzida na regiao e a chamada kαnzume kyδshitsu， um tipo 

de aprendizagem em “imersao" que foi realizada pela primeira vez em julho de 2003 na 

comunidade Yuba， durante 3 dias. Neste ano， houve participacao de 16 professorese14 

alunos (2 alunos de cada escola daregiao Noroeste de Sao Paulo) 

Ainda， na 1 a. Alianca， nao podemos deixar de fazer uma menφo especial a 

comunidade Yuba， que tem a sua propria escola de japones， com cerca de 21 alunos， desde a 

idade pre-escolar ate os 18 anos 

A comunidade inteira; desde os mais jovens ate os de idade mais avancada， sem 

excecao， fala fluentemente a lingua japonesa， como primeira lingua de aquisicao， num 

contexto brasileiro em que a lingua materna deveria ser 0 portugu在日.N um sistema de 

insulamento， a comunidade subsiste a globalizaφ0， adotando 0 modelo comunitario em que 

se fala basicamente 0 japones. Em Yuba， a primeira lingua e 0 japon白， onde as criancas 

passam a ter contato com 0 portugues somente aos sete anos， 0 que a difere das comunidades 

vizinhas， onde 0 portugues e a primeira lingua. 

Respeitando os principios norteadores do fundador Isamu Yuba， a comunidade 

procura preservar a lingua como elemento fundamental para a continuidade da cultura 

japonesa. Observa-se um ambiente dinamico para a aquisicao do japones， de modo natural e 

sem percalcos. Desde a pratica esportiva e artistica de diversas modalidades， incluindo bale， 

piano e teatro， brincadeiras infantis ate tarefas comunitarias， tudo e feito usando a lingua 

japonesa. Alem disso， a comunidade dispoe de recursos para a manutencao da lingua como 

uma biblioteca， a rede de transmissao NHK etc. Este ano， especialmente， a comunidade 

recebeu uma professora que veio do Japao num programa de intercambio， encarregada 

atualmente das aulas para as criancas da comunidade 

(24) As escolas-modelos localizam-se em Bel邑mdo Para， Manaus， Rio de Janeiro (capital)， Brasilia， Goiania， 

Vitoria (ES)， Salvador， Londrina， Curitiba， Porto Alegre， Sao Joaquim (SC)， Dourados (MS)， Marilia， 
Aracatuba， Mogi das Cruzes e Colonia Pinhal， totalizando cerca de 16 escolas que recebem subsidios da JICA 



74 

2.2. Segunda Alianca 

Diferentemente da 1 a目 Alian号a，a 2a. teve a participa号邑odeduas associacoes na 

formacao do seu nucleo， a Ultramarina deShinano e Ultramarina de Tottori， em abril de 

1927， que comecaram 0 povoamento pelas regioesde Travessa e Cotovelo. Assim，o bairro foi 

dividido primeiramente em 4 secoes e comecaram a aparecer as primeirasescolas primarias 
(25) 

com caracteristicas de um terαkoyα. 

N a regiao de Cotovelo， em abril de 1928， tem-se a noticia da primeira escola， 

simultaneamente com a escola dominical. As aulas eram ministradas duas vezes por 

semana，as quartas-feiras e aos domingos， das 8h as 12h e as disciplinas eram educacao 

moral， lingua patria (japones)， matematica， canto eeducacao fisica. As mensalidades eram 

base da sua administraφ0， entretanto， havendo saldo negativo， era rateado por todos os 

moradores. A divisao das classes seguia 0 modelo japones de seis series no primario， com 

cerca de 39 alunos matriculados no total. 

Em 1929， novas familias vieram constituir 0 nucleo， nas 5a. e 6a. 呂町oesde Cotovelo 

(km 29)， como tambem iniciava a colonizacao da 3a Alianca， nucleo vizinho. 

Consequentemente， os pedidos de ingresso na escola aumentaram， tornando necessaria a 

ampliacao de salas. J a nessa句oca，a administracao escolar' era formada por quatro 

gαkumuin“diretores educacionais"， um diretor de escola，uma professora e um professor da 

escola dominicaL Assim， as aulas aumentaram para 3 Vezes semanais (domingo， quarta e 

sexta)， das 8 as 12h. As materias eram educacao moral，lingua patria， matematica， canto， 
(26) 

ginastica， lingua holandesa e leitura de textos. 

Os alunoseram divididos em dois' grandes grupos: de 1a a 3a e de 4a a 6a series. Para 

atender ademanda， em 1930， na 6a secao e na 3a Alian伊 foramabertas novas escolas 

primarias. Entretanto， em 1931， ha 0 decr白cimodonumero de alunos， como reflexo de corte 

de custos decorrente de forte geada e da crise mundial， atingindo diretamente a educacao. 

Ha registros de que， nao obstante ofato de os salarios dos professores serem irrisorios， 

(25) Denominacao dada as instituicoes de ensino basico para as criancas em idade pr岳escolarde classe menos 
abastada durante 0 periodo Edo (1600-1867) e inicio de Meiji (1868-1912). 0 ensino era voltado para a 
formllcao basica， a comecar com a alfabetizacao， dos caracteres fonograficos， 0 uso do abaco e sua 
administracao ficava sob a guarda dos monges， dos senhores feudais ou dos medicos， Nos primordios do 
periodo Kamakura (1185-1333) e Muromachi (1338-1573)， a educacao do povo era ministrada nos templos 
budistas (tera) e por isso a adocao desta denominacao 

(26) E interessante Observar aqui a heranca do periodo Edo， durante a politica de isolacionismo・oJapao 
mantinha contato somente com a Holanda， de onde absorvia a cultura OcidentaL Assim， a lingua holandesa 
era a lingua de intermediaφo entre 0 Japao e 0 Ocidente， 
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houve ainda drastica reduφo de custos， obrigando-os“a se sacrificarem voluntariamente em 
(27) 

prol das futuras geracoes da colonia" 

Na regiao de Travessa， em setembro de 1928， foi construida a 1 a. escola entre as 1 a; e 

2a. sec凸es，num esforco conjunto entre pais e voluntarios. As aulas eram dadas 3 vezes por 

semana， 4 horaspor dia eos professores foram escolhidos entre os moradores da regiao. A 

grade curricular era composta de materias como lingua patria (japones)， matematica e 

holandes. A escola iniciou com 36 alunos， divididos em duas classes， e funcionou ate 1931 

Em agosto de 1931，asassocia号oesShinanoe Tottori foram dissolvidas e a escola de 

Travessa sofre as consequencias de um impasse politico， perdendo 0 espaco ate entao 

utilizado -durante meio ano， as.aulas foram provisoriamente ministradas naresidencia do 

prufessor， fato que acabou reduzindo 0 numero de alunos para 21. Retomando 0 espaco 

inicial e suportando firmemente todos os obstaculos financeiros e politicos， a escola manteve 

suas atividades ate concretizar a unificaφo das escolas primarias da 2a Alian伊， em

fevereiro de 1932. 

Com a chegada de mais familias， a. sucursal da 6a secao ganhou autonomia， 

desvinculando-se da escola de Cotovelo， construindo seu proprio centro comunitario que 

abrigou a escola japonesa. Havia aulas de lingua patria e matem亘ticana residencia de um 

professor， tres vezes semanais， 4h por dia; cerca de 23 alunos estudavam nesta unidade， 

divididos em tres grupos. Com a dissoluφo das associacoes， foi possivel organizar a escola 

central， juntando os alunos que vieram da 6a. secao e alguns da regiao da Travessa. A escola 

central foi instalada num dos comodos da Cooperativa de Imigraφo de Shinano. Havia nesta 

escola cerca de 29 alunos; as materias eram linguas patria e holandesa， alem de 

matematica， dadas em tres vezes semanais. Com 0 professor contratado da 1 a. Alianca， a 

escola funcionou por um ano e meio ate a unificacao. Assim， uma verdadeira rede de escolas 

se descortinava， parecendo reproduzir a popularizacao do ensino ocorr吋ono periodo Edo no 

Japao. 

Em 1930， quando a escola primaria de Cotovelo foi anexada a Central， a dominical 

entrou em declinio， somente voltando a operar plenamente em 1932， com a inauguracao do 

centro comunitario de Cotovelo. 

A comunicacao e a regulamentaφo eram itens falhos neste sistema de escolas sem 

unidade. A disputa na localizacao de construφo da escola primaria parece ter tomado 

(27) Edicao comemorativa do 100. Aniversario de fundacao das Aliancas (1936) 



76 

proporcoes danosas para 0 processo da unificacao. Com tres longos ano日 em discu呂田昌0，

日omenteem maio de 1931 as divergencias foram superadas， com 0 ultimato do Consulado 

J apones， alertando que se nao houvesse definicao do local ainda naquele ano， haveria 

suspensao de subsidios. De fato， definir a localizacao era uma questao crucial para os 

moradores da regiao， ja que 0 percurso poderia variar de 2 a 7 km cada trecho. 

Ainda， sof民ndoa dissolucao dasduas cooperativas， foi instalada uma comissao de 

assuntos pertinentes a educacao e a saude. Assim， uma diretoria definia todas as diretrizes 

educacionais. Em fevereiro de 1932， uma parte da escola foi transformada em municipal. 

Diferentemente da 1 a.Alianca， que mantinhafirme a postura de uma educacao sob os 

moldes niponicos e resistia a oficializacao， a 2a Alianca nao se mostrou relutante em 
(28) 

transferir a administracao escolar para 0 governo brasileiro . 

Naquela epoca， um mesmoestabelecimento escolar podia ter salas sob jurisdic品目

diferentes， podendo uma sala ser estadual， outra municipal e/ou particular. 8endo de 

jurisdicao maior， naturalmente os beneficios eram maiores， enquanto que， sendo particular， 

independente de ser oficializada ou nao， os gastos corriam por conta dos imigrantes. 

Em marco de 1932， ja havia 121 alunos matriculados na escola central， dos quais， 48 

estavam no 10. ano， 39 no 20 e34 no 30. ano. Foi neste ano que houve uma reforma 

educacional brasileira ampla， provocando restricoes no numero de aulas de lingua japonesa 

em todas as escolas. 80b essa pressao， uma parte da escola primaria foi transformada em 

municipal em fevereiro de 1933. Como medida de ajuste do quadro docente， houve demissoes 

suce呂田ivase enviosde novos professores licenciados para a regiao -reflexo.da oficializacao 

daescola. 

Outra mudanca na comunidade foi a transferencia da administracao da Associacao 

Ultramarina de Tottori para a 80ciedade Colonizadora do Brasil Bratac em fevereiro de 

1934. Em 10 maio de 1934， a comissao de saude e de educacao foi di呂田olvida，em funcao do 

decreto governamental que proibia os alunos de idade inferior a 10 anos serem educados em 

lingua estrangeira. 

Um dos moradores mais antigos da 2a. Alianca， sr. Hidetaka Nakao， nascido em 

1931， relata que so pode estudar ate a 3a 目白ie，pois a escola primaria completa， 

denominada de grupo escolar， ficava na 1 a. Aliancaー longedemais para ir a pe. A呂田im，os

estudos foram interrompidos e retomados somente quando completou 14 ou 15 anos. Mesmo 

(28) Edicao comemorativa dos 10 anos de imigracao das Aliancas (1936:257) 
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assim， essacontinuidade nao se deu nas escolas brasileiras， foi preciso formar grupos de 

jovens da redondeza para reinaugurar os dias de estudo -assim， 0 estudo de japones foi 

retomado，de umlado， devido a omissao do Estado， que， apesar de impulsionar a criacao de 

escolas primarias com a obrigaφo das aulas em lingua portuguesa， nao havia dado conta do 

contingente de alunos que se formariam em 4 anos de estudo basico， nem da vontade dos 

mesmos de ter prosseguimento nos estudos 

Nakao lembra-se dos dias que se seguiram como 0 grupo dejovens que estudavam a 

neite， a luz de lampiao a gas， em dias alternados， na casa de sape， lugar onde se criavam 

bichos-da-seda. As aulas.duravam cerca de 2h por semana. Nao se lembra do material 

didatico， mas acredita que era confeccionado no Brasil. 

Com 0 numero de formandos aumentando e sem a possibilidade de dar continuidade 

aos estudos， houve na 1 a. Alianca varias tentativas de estabelecer um local， visando a 

instalaφo de ensino secundario. Com 0 objetivo de atender todas as Alian伊 s，em 1928， foi 

instalada uma .escola sabatica -formada por dois engenheiros e um professor， mas por falta 

de adesao da comunidade local， nao conseguiu prosseguir adiante. Em 1930 ou 1931， na 4a 

secao， tem-se noticias de formacao de curso particular， porem， com poucas adesoes， acabou 

tambem fechando as portas em um ou dois anos 

No comeco dos anos 40， haviaum curso de japones chamado Futaba， que foi aberto 

com a iniciativa e a solidariedade dos moradores， em pequena escola construida a. toque de 

caixa. Passados alguns meses， 0 professor teve uma indesejavel visita do diretor do grupo da 

1 a Alianca e mais alguns guardas que vieram vistoriar olocal. AIguem havia denunciado a 

existencia da escola japonesa. Por nao ter sido no horario de aula， as criancas nao foram 

f1agradas， mas depois desse incidente， a pequena escola foi forcada a fechar. Entretanto， a 

semente do desejo plantada na memoria dos pais da 1 a secao de Moremoto acabou 

germinando mais tarde. Finda a guerra， comecam as aulas noturnas. Os pais eram os 

proprios professores. Kssa atitude das pessoas resultou num sentimento de uniao， muito 

positivo entre os moradores da secao. Aqueles que tinham alguma habilidade ou 

especialidade passavam a ensinar: havia， entre eles， vetsados em assuntos de astrologia， 

fisica， matematica， historia natural， redacao e agricultura. A reuniao parecia uma“pequena 

chama de vela por ser apenas uma vez por semana. Os pais e as criancas， cada qual no seu 
(29) 

papel， haviam reservado aquele horario para estudo proficuo" . 

(29) Edicao Comemorativa do 450. Anviersario da 2a Alianca (1974) 
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Como resultado dessas reunioes， foram coletadas redacoes dos alunos. Assim， atitudes 

como esta ganharam a aprovacao e incentivos das maes que comecarama demonstrar mais 

interesse. A coletanea foi denominada de Futaba e os proprios estudantes eram 

encarregados de sua produφ0， chegando a um numero de 20 edicoes. Cada familia pa呂田oua 

ensinar um grupo de criancas， separando-as em basico， intermediario e avan号ado.0 sistema 

era tao bem programado que， enquanto as criancas estavam no basico， ou seja aos 6 anos， 

antes de entrar no primario， ensinavam-se todo 0 silabario japones (hiragαnαe kαtαhαnα)， 

tabuada e conta de multiplicacao. Enquanto as criancas estavam no grupo escolar (7 a 10 

anos)， 0 ritmo era mais lento para nao sobrecarrega-las no呂田tudos; depois acelerava-se 

novamente. Somente as redaφes eram de carater permanente. 0 progresso era 0 aumento 

da frequencia das aulas noturnas， que passou de uma para duas semanais. A escola 

dominical de Holiness tambem desempenhou funcao importante， pois a educaφo espiritual 
(30) 

delas era feita na linguajaponesa 

Ha registros de escola dominical organizada pelo padre Yuba， na ocasiao de ocupar 0 

posto da igreja do km 42. Assim， as escolas dominicais tiveram um papel importante na 

educacao espiritual e formacao do carater das crian伊 sda comunidade， vindo suprir a lacuna 

deixada pelos pais， que nao tinham tempo para educar seus filhos. Cada vez que 0 padre era 

promovido， a呂田umindojurisdiφo maior， as aulas eram reduzidas. Durante a 2a. Guerra， ate 

mesmo as escolas dominicais foram fechadas. Em 1948， ja se tem noticia de que as escolas 

dominicais retomaram 0 andamento， com cerca de 30 alunos 

Nas memorias de Akira Oto， na decada de 50， as atividades em escolas japonesas 

voltaram a ser retomadas nos dominios seccionais， nos quais um grupo pequeno de pais 

ficaram incumbidos de reunir criancas da vizinhahca para lecionar voluntariamente. 

Reuniam-se cerca de uma vez por semana， a noite， para estudar a leitura e escrita， sem 

nenhum livro didatico. Praticamente a metade do tempo era destinada as atividades udicas. 

Durante 0 dia，仕equentavama escola brasileira， que ocuparia um periodo do dia. Depois de 

terminado 0 primario， quem quisesse continuar os estudos tinha de ir at邑acidade de 

Mirandopolis， 20 km dali distante. 

Assim， com a reducao do numero de familias na呂田ecoes，em 1959， foi criada uma 

associaφo de moradores da 2a. Alian号ae as aulas de lingua japonesa passaram a ser 

(30) Edicao comemorativa do 450. aniversario da 2a. Alianca (1974: 243). 
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ministradas na regiao central， no antigo centro comunitario 

Nas palavras de Kimie Morita:“Lembro-me de ter estudado nos anos 60 e tive pelo 

menos quatro professores diferentes. Estudavamos cerca de 2 a 3 horas por dia， uma vez por 

semana. Cheguei a estudar ate 0 segundo ano do ginasio equivalente ao do Japao (8 anos de 

estudo); as aulas eram voltadas para a leitura e escrita， com enfase na redacao. Como eu 

gostava muito de estudar a lingua japonesa， meu pai sempre me incentivava comprando 

livros para mim， desde mαnga“desenho em quadrinhos" ate algumas revistas， mesmo depois 

de me tornar adulta". 

Fujio Akabane， 58 anos， atual g，αkumuin da 2a. Alianca， relata que as aulas de lingua 

japonesa que frequentou durante os anos 60 a 65 consistiam basicamente na leitura e escrita 

de kαnji. Retomouos estudos， depois de alguns anos de termino de escola primaria 

brasileira， quando entao tinha 14 ou 15 anos. As aulas dejapones eram ministradas durante 

a tarde e lembra-se de ter estudado com livro didaticodo Japao， chegando a terminar句 olivro 

de 20. ano do ginasio japones. Recorda-se de ter tido aulas com professores Koyama e 

Manjome. Lia muito mαnga (revista em quadrinhos japones) e livros. Akabane lembra-se 

que se.u pai， no periodo de pos-guerra， deu aulas as criancas da vizinhanca por cerca de 10 

anos. 

Entre os anos 1961 e 1966， ha relatos de pais preocupados em aprimorar a didatica do 

professor contratado， e para aperfeicoa-la， assistiam sistematicamente as aulas e 

encaminhavam os comentarios ao diretor educacional. 

As criticas que se fizeram as aulas do professor da 句ocaforam: conversar demais nas 

aulas e nao avancar 0 livro; 0 mau comportamento dos alunos; a importualidade no inicio das 

aulas; a falta de leitura sistematica doscapitulos do livro; tambem fizeram pedidos de 

aumento de licoes de casa e aplicacao de prova呂田 finaldo m白.Tudo isso， a nosso ver， 

reflete a falta de didatica e de preparo previo por parte do professor. 

A partir de 1966， as aulas passaram a ser ministradas at邑aossabados， visando 

atender alunos que frequentavam a escola de Mirandopolis; houve tambem abertura de 

cursos de ferias， evitando-se 0 periodo letivo da escola brasileira. 

Segundo relatos， as aulas foram conduzidas pelo prof. Hiramatsu， entre os ano 70 e 

90. As crian伊 sestudavam algumas vezes por semana， 2 a 3 horas por dia. Como 0 professor 

era grande apreciador de musica， ele ensinava os alunos a cantar e montava coletanea de 

redaゆes.Levando em conta 0 horario da escola brasileira， a escola japonesa funcionava no 

periodo alternativo. Em 1986， foi construido um novo centro comunitario e as aulas de 
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japones eram ministradas numa sala de reuniao， em anexo ao centro comunitario. No 650. 

aniversario da fundacao da 2a. Alianca， em 1989， a comunidade recebeu a visita do 

governador da provincia de Tottori e nessa ocasiao 0 pedido de envio deprofessor foi 

formalizado， mas concretizado somente no 700 aniversario， em 1994. A atual escola foi 

construida em 1997. 

E preciso registrar aqui que， em datas imprecisas， os antigos moradores recordam-se 

das escolas dominicais na regiao de Moremoto， como tamb岳m da influ岳nciada igreja 

Holiness na orientacao espiritual das criancas do bairro. E importante ressaltar que， embora 

nao fossem propriamente escolas de japones， toda a orientacao religiosa era feita na lingua 

Japonesa. 

Atualmente， a 2a. Alianca conta como Prof. Kanji Obayashi， 60 professor enviado da 

Provincia de TottorI. Os alunos somam um numero de 32， desde a idade pre-escolar ate os 17 

anos. A noite， os adultos vem a escola estudar， cujafaixa etaria varia desde 30 ate 70 anos. 

Ha duas turmas， de dois niveis diferentes， uma vez por semana， das 19h30 ate as 21h. 

As aulas diurnas acontecem diariamente， divididas em grupos， duas vezes por semana 

para cada grupo e na sexta， 0 horario e destinado para atividades que congregam todas as 

turmas. Nos niveis elementares 1 e 2， as aulas sao baseadas em musica， jogos tradicionais 

como“itomαkimαki"， "genkotsuyαmα no tαnukisαn"; nos niveis 3 e 4， faz-se muita revisao 

com 0 intuito de recordar e treinar 0 japones com uso de cartoes ilustrativos; a noite， para 

adultos， usam-se artigos de jornais e revistas， formacao de frases (tαnbunl， musicas para 

criancas e adultos. 

Segundo 0 professor， para as classes noturnas， com cerca de 12 alunos，日ua

preocupacao se centrase em selecionar artigos de jornais ou revistas que s吋aminteressantes 

e atuais. Como sao textos densos escritos em kαnji， 0 professor os apresenta na versa。
escrita em hirαgαnαpara facilitar a leitura. 

As atividades extras sao complementadas com aulas de redacao， concursos da oratoria 

(ohαnαshitαikαil， acampamento escolar (rinkαngαkkol， testes de escrita (kαkikαtα 

chikαrαdαmeshil， karaokes e festivais de educacao fisica (tαiikusαi). Co田tumahaver reunioes 

aos sabados com os pais， quando ha algum evento 

Para 0 professor， 0 papel da escola esta em introduzir aos alunos os costumes 

tradicionais da provincia， desde a musica ate a danca. Para proporcionar aos aluno日 uma

“atmosfera japonesa"， cuida detidamente da arrumacao da sala de aula， desde a decoracao 

alegre ate a exposicao de trabalhos dos alunos， para 0 incentivo de seu aprendizado. 
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Segundo sua filosofia， 0 ambiente agradavel e as atividades divertidas devem fazer 

com que os alunos tenham vontade de vir a escola， mesmosem a pressao dos pais. Na 

parede， observam-se mapas do Japao， com destaque a provincia de Tottori. Outros materiais 

comp凸em0 alegre cenario de aulas: instrumento musical como orgao， videos， livros 

ilustrados， vasto material didatico， cartoes ilustrativos etc. que parecem reproduzir 

fidedignamente 0 cenario das classes do primario japones 

2.3. Terceira Alianca 

o povoamento da 3a. Alian伊 come号ouem 1927， sob aorganizaφo da Cooperativa de 

lmigraφu de Toyama. Em 1928， ja se ubservou um contingente de 34 moradores e 20 

criancas. Nesse ano， introduziu-se 0 sistema seccional e foram eleitos os diretores de cada 

seφ0， os responsaveis pela educacao e 0 diretor de saude. No. final do mesmo ano， estava 

concluida a construφo de um espaco provisorio para aulas. 

No ano seguinte， em janeiro de 1929， comecaram as aulas com 24 alunos e um corpo 

docente， constituido de um professor de japones e um assistente responsavel pelas aulas de 

lingua portuguesa. 

Inicialmente， a associacao de pais administrava a escola， que mais tardepassou a 

cuidar dos assuntos educacionais. Nessa mudan伊 deadministraφ0， houve demissao de 

antigos professores， com a contrataφo de novos. No final do ano de 1929， os alunos ja 

somavam 54 e em 1930， 58. 

Em 1930， recebendo subsidios de 33 contos do governo japones， iniciou-se a construφo 

da escola propriamente dita. Nesse mesmo periodo a comunidade recebeu do Japao um 

professor enviado do especialmente da Cooperativa de Toyama. Em 29 de abril de 1931， na 

mesma data em que se comemorava 0 aniversario do Imperador， foi inaugurada a nova sede 

da escola japonesa 

Em setembro de 1932， chegaram os professores de lingua portuguesa para 

ministrarem aulas de portugues， 0 que deu impulso ao verdadeiro ensino de lingua do pais目

Mas， a permanencia desses professores nao era facil. Al♂lllS alegavam dificuldade de acesso 

ou chuvas para justificar suas faltas. 

Entretanto， nao faltavam iniciativas locais para implementar a continuidade do 

estudo. Em 1930， foi aberta a escola dominical na escola central， mas nao houve adesao por 

dificuldade de acesso. A partir de 1931， novas escolas dominicais foram instaladas na Escola 
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Agricola de Watanabf，naS4a e 5asecao，mas悶 natingir a prosperidade dos primeiros 

tempos. Em marco de 1932， aparecem propostas para aulas aos domingos. Foram levantadas 

as disciplinas como assuntos de conjuntura mundial， quimica， fisica， matematica， lingua 

patria (japonesl， lin♂Ia brasileira e educacao agricola. Para manter um ensino sustentado e 

subsistente， os idealizadores pretendiam que as aulas fossem dadas por voluntarios， ma呂

田 saatividade tambem nao vingou， funcionando somente por um ou dois anos 

Em 1932， houve demissao sucessiva de professores. Provavelmente foi 0 reflexo da 

medida politica， adotada contra as escolas de linguas estrangeiras， que atingiu os 

professore呂田m licenca. Apesar das tentativas fracassadas， 0 numero de alunos aumentava 

gradativamente， e em 1934 ja havia 116 matriculados. Uma das alternativas de educacao 
(32) 

dos imigrantes foi a construcao de uma biblioteca em 1935 

“[…ldevido a diferenca de lin忠ra，livros， jornais e revistas brasileiras eram bens inacessiveis e 

os que tinham sido trazidos do Japao ja tinham sido lidos， 0 que nos fazia sentir pr討adosda 

cultura geral -essa era a realidade das terras colonizadas. Para eliminar as mazelas e a triste 

realidade， nao havia outro caminho a tomar -se nao 0 da instalacao de uma biblioteca. A 

biblioteca nao seria somente um lugar de cultivo espiritual e formacao do carater， mas serviria 
(33) 

tambem para a educacao e at岳umconforto psicologico aos adultos. […l' 

Sabe-se que a iniciativa vingou e， no final de 1932， foram reunidos mais de 3.000 

livros. Os maiores doadores foram Editora Iwanami de Toquio， Setor de Assuntos Culturais 
(34) 

deRikkokαi e a Cooperativa de Imigracao de Toyama. 

Em 1935， um novo retrato da colonia emerge: a escola primaria da 1 a. Alianca passa a 
(35) 

ser Grupo Escolar ， reflexo da implantacao da politica educacional que investiu cerca de 20% 

dos impostos arrecadados de cada estado para a educacao. 

A pratica ate entao era de que as escolas primarias reservariam uma mat邑riapara 0 

ensino de lin♂la portu伊lesa，entretanto， 0 novo regime proibia que as criancas com menos 

(31) Empreendimento da Rikkok田 queadquiriu 200 alqueires de terras， onde se constru iram alojamento e 
acomodac凸esaos solteiros nao possuidores de glebas 

(32) Neste periodo， apos cinco anos de colonizacao， de acordo com a edicao comemorativa dos 10 anos da Alianca， 
o nucleo ja contava com 100 familias e 500 habitantes 

(33)Ediφo comemorativa do 100. Anivもrsariode fundacao das Aliancas (1936:293) 
(34) De acordo com Yoshioka Reimei (1995)， Rikkokαi foi fundada por Hyodaiyu Shimanuki， pastor protestante， 
nos自naisdo seculo XIX que tinha como propositos treinar e enviar jovens ao exterior 

(35) Anuario do 250. Aniversario da Colonizacao da Aliancas. (1952). 
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de 14 anos tivessem acesso ao ensino de lingua estrangeira. Para agravar ainda mais a 

situacao， corriam noticias de que a escola japonesa da Colonia Tiete tivera suas portas 

fechadas por ordem de uma fiscalizacao. Tambem noticiavam que a escola primaria nao 

oficializada do km 42 foi fechada， e a do km 32 so conseguiu se manter alegando dificuldade 

de acesso at邑aescola central. 

Em um discurso de posse do corpo docente formado por professores brasileiros， 0 

diretor teria dito: 

“[...]enquanto as escolas de Aracatuba contavam com quatro series，nao obstante 0 fa句 dese 

localizarem em terras distantes， a Alian号atinha 0 privilegio de ter uma escola com sei自民ries，

o que deveria ser motivo de jubilo para os moradores da colonia e por esta razao， cumpria 
(36) 

mostrar resultados melhores que a cidade" 

A nova administraφo escolar， liderada pelo diretor brasileiro， solicitou 0 apoio dos 

pais para agilizar a comunicacao e para aquisicao de material didatico e foram criadas 

cooperativasde varejo para levantar verba na aquisicao de material didatico， enquanto que， 

para a formaφo dos jovens， foi incentivada a organizacao de grupos de escoteiros. Nesse 

clima de construφi:J de uma boa parceria， foi instalada uma associacao promotora de 

educaca。
Em 10. de outubro de 1938， as Aliancas se unem e a educacao passa para a 

cooperativa comunitaria， surgindo a escola primaria municipal.Em 10. de junho de 1938， 

entra em vigor 0 decretoque proibia 0 ensino de lingua estrangeira para menores de 14 anos. 

Em fins de dezembro， as escolas japonesas da colonia foram todas fechadas. 

Alguns dirigentes tentaram encontrar alternativas como as aulas itinerantes， mas a 

pratica era inviavel， ficando assim a cargo dos pais educar seus filhos， sobrevivendo apenas 

as escolas dominicais e noturnas. 

Apesar de um longo periodo de silencio antes e apos 0 termino da 2a. guerra， a 3a. 
(37) 

Alianca recebe em abril de 1956 0 sr. Hisashi N agata， que introduziu a filosofia 4 H aos 

jovens， comecando， assim， uma nova fase da escola japonesa. As propostas dessa escola 

(36) Anuario do 250. Aniversario da Colonizacao da Aliancas. (1952:72) 
(37) Denominacao dada ao movimento de filosofia americana de incentivo aos jovens， principalmente aqueles 
que se dedicavam a agricultura. Os quatro H representam heαd“cabeca" que tinha 0 sentido metaforico de 
pensamento e inteligencia; heart “coracao" de sentimento; hαnd“四五0"de trabalho e health“saude"ou“vigor 
fisico" 
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visavam educar jovens de idadeentre 10 e 17 anos， faixa etaria que carecia de uma educacao 

mais sistematica; alem disso， visava introduzir os conhecimentos basicos de agricultura e 

ensinar a lingua japonesa. As aulas eramdadas uma vez por semana， duas vezes ao dia， 2h 

na parte da manha e 2h na parte da tarde e 1h de trabalho dedicado no lugar de 

mensalidade. 0 curso durava dois anos e as materias ensihadas nesse periodo foram 

matematica， ciencias sociais， geografia e historia japonesa， estudos agricolas， democracia， 

cooperativa， os objetivos da vida， assuntos religiosos etc. Nas aulas de lingua japonesa， 

foram utilizados os livros didaticos Atαrαshii kokugo， da editora Tokyo Shoseki， 

Shogakukokugo e Nihongo; editado呂田 Brasil， para concluir 0 curriculo escolar equivalente 

ao ginasio do Japao. Os alunos organizavam a edicao de jornal chamado W，αhαbα， que 

complet ou 4 edicoes. Escreviam-se diarios todos os dias. Assim， alem das disciplinas 

escolares， os alunos encontravam-se para discutir os projetos pessoais e coletivos 

quinzenalmente， as sextas feiras. Em termos a此isticos，havia 0 teatro e 0 canto. As meninas 

participavam e expunham suas producoes artesanais， como pratos de culinaria， tapetes， 

almofadas etc. 0 destaque desse movimento e 0 dialogo que se estabeleceu com outros grupos 

do Clube 4H， passando a promover encontros regionais e com os jovens da capital; alem 

disso， havia viagens de visita t忌cnicapara outros paises como EUA， Japao etc 

o numero de alunos diminuiu progressivamente a partir de 1962， e a partir de 1965， a 

maioria de alunos passou a仕equentar0 ginasio. 

Nagata deixou a Alianca nos anos 70. A partir de entao， as aulas da escola japonesa 

passaram a ser ministradas pela profa. Kazumi Baba Sato， ate a chegada do professor， 

enviado pela provincia de Toyama em 1977. A profa. Kazumi Baba chegou a ensinar por 50 

anos， se contar 0 tempo da escola dominical. Segundo ela， que ensinou tanto com livros 

nacionais quanto com importados， os nacionais eram melhores， por destacarem os valores 

brasileiros. 

Similarmente aos depoimentos. anteriormente colhidos; na falta de um professor， 

buscava司 sealguem da comunidade. Assim， as aulas eram distribuidas， em niveis e dias 

diferentes. As classes eram divididas por moradores voluntarios da propria comunidade. As 

aulas eram voltadas exclu日ivamentepara a leitura e a escrita. As vezes， em forma de 

incentivo， aplicavam-se provas no final do mes e concediam-se premios aos melhores alunos. 

o atual professor e 0130. enviado da provincia de Toyama e， se伊 ndoseu depoimento， 

o numero de alunos atual esta em torno de 30， na faixa etaria de 5 a 18 anos. Os alunos do 

primario e de series superiores estudam 3 h por dia， 3 vezes por semana， totalizando 9 h 
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semanais. Os alunos do p尚一primarioperfazem 1h por dia， 4 vezes por semana， totalizando 4 

horas semanais. Os materiais dos iniciantes sao confeccionados artesanalmente e se baseiam 

na escrita fonografica (hiraganαe kαtαhαnα) e cumprimentos diarios simples. Os mais 

avancados utilizam 0 livro de tarefas Shin nihongo no kiso“Novo japones basico" -niveis 

elementar e intermediario. Como 0 professor nao fala 0 portugues， obriga os alunos a 

falarem com 0 professor em lingua japonesa durante a aula. As atividades extra-aulas sao 

Rinkαngα主ko，Ohαnαshihαppyokαi， Undokai， Piquenique e Shugaku ryoko que sao 

atividades predominantemente tradicionais na coloniajaponesa do Brasil. 

(38) 

2.4. Fukuhaku-mura (Vila Ipelandia) 

Diferentemente das Aliancas， a colonizacao de Fukuhaku-mura (Vila Ipelandia) 

comecou por iniciativa particular. As familias de Keida Harada e seu cunhadoSadatoshi 

Koga foram as primeiras a chegar， em marco de 1931. Apos dois anos， ja havia dez familias 

japonesas， que formaram a primeira associacao local， denominada Nichiy品 αi

Em outubro de 1934， as primeiras aulas de lingua japonesa foram mini日tradasna 

residencia da profa. Nobue Hattori， com 14 alunos 

Em 30 de abril de 1935， inaugurou-se a primeira escola japonesa da vila e esta data 

foi comunicada a Zai SαnPαuro Nihonjingαkko Fukeikαz“Liga dos Amigos da Escola 

Japonesa de Sao Paulo" e foi celebrada na presenca do sr. Sato， doutor em literatura， 

representando a autoridade japonesa， enviado especial do consulado geral do Japao no 

Brasil. No dia 5 de maio， comecaram as aulas de Portugues e Japones. Em dezembro de 

1936， e realizada a primeira formatura com cinco alunos 

Em junho de 1937， pbr causa das divergencias no sistema de aprovacao adotado， 0 

professor e demitido. Enquanto 0 professor adotava um rigido sistema de aprovacao e de 

classificacao de turmas， levando em conta a competencia efetiva dos alunos， os diretores 

(38) 0 atual nome Vila Ipelandiaveio a substituir a denominacao Fukuhaku em 1967， apenasconhecida no meio 
dos japoneses. A associacao dos jovens mocos realizou um concurso para a escolha do melhor nome que 
representasse 0 bairro， com 0 intuito de oficializa-lo junto a prefeitura. Ate entao， Fukuhaku era conhecido 
pelos brasileiros nao-descendentes como Cooperativa de Suzano， nome de antigo estabelecimento que 田astia
na entrada da vila目 Nofinal da selecao， restaram dois: Suzanopolis e Vila Ipelandia. Na邑poca，no' caminho a 
vila， havia muitos pes de ipes nas margens do rio proximo ao bairro， 0 que acabou sendo decisivo na escolha 
Entretanto， com a poluicao， as flores nao mais floresciam como antigamente. Os moradores， na tentativa de 
fazer jus ao nome， decidiram plantar dois pes de ipe na entrada da vila. Segundo a impressao de um antigo 
morador， sempre floresce primeiro 0 p邑maisproximo邑entradada vila， e quando este perde suas p邑talas，0 

outro comeca a florescer. 
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educacionais nao podiam manter 0 funcionamento da escola com os mesmos crit岳rios.Ap白日ar

da saida do pro:fi白日sor，os alunos lembram-se do saudoso educador que transcendeu os limites 

da sala de aula. 

Depois， ch白goua escola um jovem professor， Joji Kozakai， de 25 anos， de 

personalidade bem mais maleavel que seu antecessor. Conhecia artes e sonhava em ser 

artista. Ele era um professor“liberalヘgostavade contar hi日toriase白nsinavamatematica， 

historia e geografia， sem 田 limitarao ensino da lingua. 

Todos os dias， os alunos eram submetidos a um novo numero d白 hαnji.Durante as 

aulas， costumava se ouvir do professor a explicacao do significado， pois nao havia dicionarios 

na epoca. A memor匂 acaodos caracteres era feita mediante um intensivo exercicio d白

repetiφo que pod白riaser de tres paginas para um mesmo kαnji. As aulas eram dadas 

diariam白nt白， das 8h at岳ofinal da tarde， com 0 almoco intercalado. 

Especialmente na premiacao do melhor aluno do primario， premio concedido somente 

no ultimo ano de estudo， a Cooperativa Agricola de Cotia enviava 0 certificado e 0 premio， 

uma vez queFukuhaku tinha muitos moradores filiados a Cooperativa. Em 1937， na 2a. 

formatura， 9 alunos concluiram 0 curso. Alguns pais e mestres， sentindo a necessidade de 

criar um nivel ainda superior， fundam as classes superiores (kotokα) para aqueles que 

terminaram 0 primario. Em fevereiro de 1938， as aulas de classes superiores foram 

ministradas pela primeira vez no centro comunitario dos jovens mocos， que nao era ocupado 

duran正ea semana. Enquanto 0 primario era admini日tradopela Associacao Japonesa， as 

classes superiores ficaram exclusivamente sob a administracao dos pais que tinham seus 

filhos matriculados. 

Durante 0 periodo da guerra， as escolas funcionaram a surdina em locais de dificil 

acesso， em cabanas de sape que podiam ser derrubadas a qualquer hora. De uma certa 

(39) 

forma， segundo depoimento de Fumio Oura ，79 anos， gracas a postura diplomatica de Keita 

Harada， foi possivel manter a neutralidade num momento de muita turもul岳ncia.Havia 

pouca fonte de informacoes acerca da ♂lerra， pois somente algumas pessoas possuiam radios 

e podiam ler na lingua portuguesa. 

(39) Fumio Oura chega ao Brasil com 6 anos， mora at邑os11 anos em Mogi das Cruzes e depois fixal sua 
resid畠nciaem Suzano 
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(40) 

Os jovens conhecidos como junnisseis que， apesar de possuirem nacionalidade 

japonesa， em certa medida， ja diferia dos “autenticos" japoneses， haja vistaque recebiam boa 

parte da educaφo escolar no Brasil， comecaram a se organizar nadianteira da reabertura 

oficial da escola japonesa. Os pais ainda mostravam perplexidade e receio em mandar os 

日lhosa escola japonesa. A呂田m，como medida de discricao， os moradores， em comum acordo， 

decidiram criar句 escolassucursais em 4 dominios seccionais. Diferentemente da construφo 

da escola em 1935， de tijolos， que na句 ocaera sinonimo de opulencia， as escolas 

recome号aramno periodo pos-guerra com casas de.sape para facilitar 0 desmanche na hora da 

emergencia. Assim， surgiram as unidades escolares conhecidas como Central， Palmeira， 

Baruel e Tijuco. As aulas eram multisseriadas (fukushiki jugyo)， em que um professor 

passava de turma em turma para orienta-las e os alunos， enquanto uma turma fazia 

exerciciosde escrita， outra lia ou fazia reda号邑o.

Assim， em fevereiro de 1938， a escola recebe mais um professor， Shin Sato. Esse fato 

marcou a，epoca， uma vez que nao era comum haver dois professores em uma so escola: 

Em Suzano， pelo menos， nao era forte aindao nacionalismo de Vargas. Fumio Oura 

lembra司 seque seus amigos iam a escola mista e frequentavam no horar吐oalternativo a 
(41) 

escola japonesa que tinha classes mais adiantadas . Enquanto na regiao as escolas 

japonesas so funcionavam aos domingos， Fukuhaku se orgulhava de manter uma escola com 
(42) 

aulas diarias . 0 professor Kozakai usava， alem do livro principal， muitos outros materiais 

de complementaφo. Oura， que foi seu aluno， lembra-se de ter lido Naoya Shiga e outros 

autores de literatura japonesa. Enquanto Kozakai orientava literatura， Sato ficava com as 

aulas de exatas. Escreviam-se tamb印 1muitas redacoes 

No periodo anterior a 2a Guerra， a escola era organizada por NihonjinkαL， mas os 

salarios dos professores erampagos com as mensalidades; com pretensoes de retornar ao 

(40) A definicao de junnissei e diversa， no entanto， aqui vamos adotar a afirmacao do proprio Oura， que se 
considera um legitimo junnissei， sao japoneses que vieram antes ou sem completar a educacao primaria 
(primeiros 6 anos de educacao fundamental) no Japao. No caso， Oura deixou 0 pais aos 6 anos， permaneceu at邑
os 11 na cidade de Mogi e depois mudou-se para Fulmhaku em 1935. Assim， sao pessoas de nacionalidade 
japonesa， mas de formacao nipo-brasileira. Destacamos 0 papel dos junnissei na construcao de uma nova 
comunidade que buscava uniao com a cultura brasileira， que sempre procurou um meio termo， no sentido de 
complementar， de criar algo novo que nao seja nem propriamente japones， mas nem totalmente brasileiro -
sao pessoas que conseguiam enxergar coisas boas dos dois lados. Assim， os jovens que faziam parte da 
Associacao de Jovens Mocos， a maioriajunnissei， entendiam， no seu intimo， que a educacao japonesa poderia 
ser um novo componente para enriquecer a cultura brasileira 

(41) Quem terminasse a escola mista， nao tinha como dar continuidade nos estudos por falta de um grupo na 
regiao. Oura recorda -se que a filha do fundador Keida Harada， na邑pocacom 10 anos， andava 11 km de cada 
trecho， ou seja， 22 km por dia para企equentar0 Grupo Escolar que ficava somente na cidade de Suzano 

(42) Nos anos30， nao era comum haver escolas que ministrassem aulas todos os dias， exceto as escolas Taisho 
da capital， de Cotia e de Bastos. 
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Japao， a educacao japonesa era um item necessario na vida da colonia， e nao mediam 

esforcos para pagar as mensalidades， mesmo que esses pesassem no or号amentofamiliar. 

A primeira formatura das“classes superiores" viria a ocorrer em 1939. Nesse ano ja se 

fazia notara pressao de autoridades brasileiras contra as aulas de lingua japonesa no centro 

comunitario. Os alunos que haviam tomado gosto pelo estudo nao podiam mais dar sua 

continuidade. Alguns mais dedicados canalizaram esse desejo a leitura de livros. Oura 

lembra que as aulas de Kozakai eram movidas com 0 espirito de que os japoneses do Brasil 

eram tao bons quanto os do Japao. Assim， a identidade desses jovens era construida no seu 

imaginario， sempre com os olhos voltados aos jovens japoneses， mas com os p白 fincadosno 

Brasil. Paralelamente ao estudo em sala de aula， a leitura foi fundamental no 

desenvolvimento da lingua japonesa dessa geracao. Na epoca， os livros podiam ser 

adquiridos diretamente na livraria ou tomados de emprestimo dos vizinhos. Assim， a cultura 

da leitura crescia e constantemente atualizada. Yonen Kurabu， Shδnen Kurabu e Kingu da 

Editora Kodansha faziam parte das leituras dos jovens da epoca. 

o pendor ao nacionalismo era uma tendencia mundial. Assim， os imigrantes viviam 

no interludio de dois nacionalismos， de um lado 0 japones， deixado nas terras de origem e 

longe dos olhos， mas muito presente no coracao; por outro， 0 nacionalismo brasileiro， que era 

hostil aos imigrantes estrangeiros. Antes， os imigrantes tinham a liberdade de construir 

escola呂田tr百 1geirase ensinar sua lingua patria， mas， a partir de 1935， 0 nacionalismo 

brasileiro comeca a tomar dimens凸esmaiores. 

Em dezembro de 1938， forma-se a 3a. turma da escola primaria. Entretanto， em julho 

de 1939， as aulas das“classes avancadas" da 2a turma foram interrompidas e os professores 

perderam seus postos. Em 1941， Japao entra em guerra. 

Desde a decada de 40， os japoneses tiveram de suspender suas atividades sociais， 

ficando apenas dois pilares de sustentaφo da comunidade， sendo. uma associaφo de pais 

para a administracao da escola brasileira e outra， as reunioes promovidas pelas cooperativas 
(43) 

agricolas . Apesar de sofrer restricoes， ainda havia restado canal para comunicaφo. Nas 

palavras de Oura: 

“Ainda assim， criamos um tipo de escola aos domingos nas casas dos jovens voluntarios que 

montavam uma sala de aula no fundo do barracao， para onde vinham cerca de 20 pessoas. Os 

(43) Na epoca， nem todos os moradores pertenciam a uma mesma cooperativa， uma vez que dependendo do 
produto agricola era mais vantajoso fazer parte de uma cooperativa do que de outra. Assim， apesar de grande 
parte pertencer a Cooperativa Agricola de Cotia， outros pertenciam a de Mogi e a de Suzano. 
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pais sabiam ond巴巴 quandoeram realizadas as aulas. A noit巴， iamos com lampiao a pe passar 

or巴cado.Durant巴odia， tinhamos qu巴trabalhar.Com a escola funcionando， conseguimos ate 

r巴alizar0 undokαi， no meio do mato， com umas 30 p巴ssoas".

(44) 

Em 1943， durante a guerra， Oura recebe a visita de Keida Harada ， lider do bairr玖

em traje formal， na sua residencia. Era um pedido para 0 jovem Oura， com 23 anos na句oca

para， ser assessor de gαkumuin， cargo normalmente ocupado por pais de familias com filhos 

em idade escolar para tratar de assuntos pertinentes a escola. Na邑poca，Oura era 

presidente de Seinenkai (Associacao de jorens de sexo masculino)， representava no seu 

entender， a continuidade e a lideranca do bairro transferida as maos de jovens junnissei da 

句oca.Esse fato torna-se um marco fundador na conducao de boa relacao que vai se 

estabelecer ao longo do tempo com a escola brasileira -sempre marcada pela iniciativa de 

aproximacao， sem， contudo， configurar em prejuizo de perda da caracteristica japonesa 

Oura lembra que， como Keida Harada morava proximo de sua residencia， comentava 

frequentemente sobre os seus "grandes ideais teoricos" que so mesmo um jovem que na。
tivesse filhos podia idealizar. 

“As professoras diziam que os alunos so falavam em japones e me pediam que parasse d巴falar

nessa lingua. Os alunos nao qu巴riamaprend巴r0 portuguお Umadas professoras mais 

radicais disse: eu sou descend巴ntede italianos e por que voces nao se adaptam logo? Eu 

respondi qu巴 acultura latina era difer巴nteda ori巴ntal，desde r巴ligiao，alfab巴toe tudo era 

diferente， 0 que dificultava naturalm巴nt巴 aassimilacao. 0 japones come com palito， escreve 

em linhas v巴rticais，budismo e diferente do catolicismo， entao， quando em contato com uma 

cultura difer巴nte，0 que era necessario para a assimilaφo巴ra0 fator tempo， eu disse，巴

acrescentei: se a gente errar 0 mom巴ntoc巴rto，pode traz巴rconsequencias piores". 

Naquela句oca，90% dos alunos da escola brasileira eram descendentes japoneses e as 

criancas sofriam， quando entravam no primario， na escola brasileira.“A escola e 0 primeiro 

passo da socializacao das criancas， entao a escola japonesa deveria cumprir um papel de 

intermediacao desse processo de socializacao"， observa Oura. Estudar a lingua japonesa nao 

significava abortar a cultura brasileira， mas sim， promover， atraves dela， a assimilacao da 

(44) Keida Harada foi lider do bairro desde 1931 ate 1949. 
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cultura brasileira. A absorcao da literatura estrangeira tamb岳mseria possivel， uma vez que， 

naquela epoca， logo depois da 2a Guerra， a traducao de literatura estrangeira para 0 

portugues era praticamente nula. Nesta linha de pensamento， 0 estudo do japon岳snao 

deveria ser feito em surdina， e sim com orgulho. Assim， a escola japonesa deveria ser um elo 

de ligacao com a brasileira. A ideia foi amadurecendo entre os jovens mocos da 句oca，

formando um proposito claro， com relacao ao papel da escolajaponesajunto a brasileira. 

Assim， a pedido de uma autor包acao，Oura foi conversar com 0 subdelegado de Suzano， 

que era chefe da estacao， para sondar as possibilidades de reabertura da escola e depois de 

muito explicar suas ideias， a resposta do delegado foi:“nao ouvi nada e nao sei de nada" e 

estendeu-lhe a mao. Compreendeu este ato como sinal positivo e assim levou adiante a ideia 

de atribuir um papel para a escola japonesa， mudando sensivelmente a sua funcao， de 

harmonizar-se com a sociedade brasileira. 

As jovens professoras italianas di:ziam naoentender 0 porque dos japoneses nao se 

adaptarem a cultur百 brasileira.Oura lembra que， embora nao obtivesse aprovacao delas， 

via na diretora， uma senhora ja com os seus 50 anos， uma luz de esperanca. Assim， solicitou 

que fosse nao so estabelecido um dialogo permanente e proficuo entre os professores das 

escolas japonesa e brasileira， como tambem criada uma sociedade de pais e mestres para 

harmonizar 0 clima hostil e de pouca compreensao. 

Por outro lado， os jovens mocos passaram a discutir a necessidade do retorno a escola 

japonesa unificada. As escolas sob os reconditos da aldeia nao iriam formar mentes abertas. 

Era dificil obter a aprovacao dos pais， uma vez que cada secao ja estava organizada 

administrativamente， constituindo forcas antagonicas contra a unificaφo. Para isso， a 

primeira aproximacao surgiu na forma de uma exposicao que congregasse todos os trabalhos 

de alunos das unidades escolares. Em 1947， foi organizada a Exposicao de Artes dos Aluno日

Nipo-Brasileiros (Nippαku jidδsαkuhinten)， que， pela iniciativa dos jovens mocos， reuniu 

tamb白 1os desenhos dos alunos da escola brasileira. 

A guisa de informacao， Oura lembra-se do episodio em que a diretora ficou intrigada 

com 0 titulo escolhido -nippαku “nipo-bra日ileiros"，argumentando que os alunos eram 

todos brasileiros， sem excecao. Nao se lembra dos motivos que alegou， mas conve 
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minimizaφo dos conflitos inter-etnicos. Atitude como esta conquistou a compreensao dos 

professores brasileiros. Ainda， a promoφo de artes possibilitou 0 contato com os intelectuais 

japoneses da capital como Tomoo Handa， Kikuo Furuno， que ajudaram na seleφo dos 

desenhos para a sua premiaφo 

Assim， Oura lembra que na 2a ou 3a edicao da exposicao geral dos alunos， um dos 

gαkumuin da 句oca，Saburo Toida， formado pela Universidade Imperial de Tohoku， escreveu 

sua opiniao:“pesquisar as pessoas da comunidade e importante， mas tambem seria 

interessante verificar a flora da regiao". Esse comentario estimulou os interessados a sairem 

a campo com as criancas， coletando as plantas existentes na comunidade e catalogou-as com 

nomes cientifico e comum -trabalhos conservados ate hoje. Na concepcao de alguns 

estudiosos， esta atitude aparentemente simples e importante para firmar 0 sentimento de 

vinculo com 0 local e aprofundar 0 conhecimento sobre a vila por parte dos moradores， nao 

bastando plantar tomates ou repolhos para 0 sustento. 

Em 1947， a escola que havia fechado subitamente em 1941 as portas tentava 

recuperar 0 folego. Em marco de 1947， as aulas na escola Central sao retomadas de forma 

ainda nao oficial， ocupando uma partedo deposito no terreno de Nakamura. Caixas de 

tomates foram usadas para servirem de carteira. 0 lugar era de dificil acesso para quem 

quisesse chegar， localizado estrategicamente numa topografia ingreme， cravada num vale 

onde corria um cor・rego-uma escola sob 0 perigo， com caracteristicas semelhantes de uma 

guerrilha 

Ideologicamente， enquanto as escolas japonesas da pre-guer・ravisavam formar 

japoneses para um dia retornarem ao seu pais， as escolas ressurgidas no pos-guerra 

atendiam a necessidades locais. Os j町misseique estavam na dianteira do movimento ja nao 

tinham em mente retornar ao J apao， mas fazer de Fukuhaku a sua terra natal. 

At邑arealizacao do 30 Undokai em 1938， foi usado 0 campo da escola japonesa. A 

partir de 29 de abril de 1939， ou s句a，do 40 Undokai ate 0 60 ， foram realizados no centro 

comunitario onde dispunha de espa写omais amplo目 Em8 de dezembro de 1941， eclode a 

Guerra do Pacifico e os nikkeis (japoneses e seus descendentes) foram proibidos de promover 

qualquer tipo de aglomeraφ0， e com isso Undokai foi banido das atividades sociais. As 

quatro secoes， Central， Palmeira， Baruel e Tijuco， retomam as atividades mas em sistema 

de escolas descentralizadas， bunkδ. No mesmo ano， para a realizaφo do Undokai， as quatro 

escolas se reuniram em 01 de maio de 1947， mas ja sob a nova denominacao Kazoku Ian 
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(45) 

Undδhαz“Festa poliesportiva para recreacao familiar" . 

Undδhαi岳umaatividade intimamente ligada as escolas japonesas e nao podia ser 

esquecida. Segundo levantamento de Oura，“undokai e a atividade mais antiga que os 

imigrantes japoneses trouxeram ao Brasil， propagando-se rapidalllente. 0 termo undδkaise 

adaptou na lingua portuguesa e deve continuar por longos anos. Desde que 0 Japao surgiu 

como uma nacao moderna， no novo governo estabelecido em Meiji， em 1887， 0 primeiro 

mlnl日troda educaφo e cultura Arirei Mori estabeleceu nao so aeducacao intelectual， mas 

tambem a educacao fisica como uma das bases do desenvolvimento do ser humano， um dos 

itens ensino obrigatorio. Assim， tendo como publico as crian伊 sdo primario e do ginasio， as 

eS.colas japonesas passaram a ter. amplos campos de esporte， apesar da sua escassez de 
(46) 

terreno" . 

Em marco de 1958， e inaugurado 0 novo centro comunitario dos jovens (seinenkαikαn). 

Era uma construφo arrojada para a 句oca.No Undδhαi daquele ano， estava programada 

uma apresentacao de ginastica acrobatica em grupo. Por causa da chuva， 0 chao estava 

molhado e， ironicamente， as roupas dos ginastas eram brancas. Um fato surpreendente 

aconteceu aos olhos de expectadores. No momento em que， Matao Taniguchi， treinador e 

professor de japones， tocou 0 apito， os alunos deitaram-se no chao molhado， sem nenhuma 

hesitacao， formando um colchao de pessoas para iniciar a ginastica acrobatica. Esse episodio 

lembra a capacidade do professor na organizaφo e no treinamento dessas apresentacoes que 

transcendia os limites da aula -e eram essas as qualidades que os japoneses bu日cavamnos 

professores: disciplina， organiza号且oe uniao目

Em 1958， formou-se a Associacao Geral Esportiva e Cultural da Grande Suzano. 

Havia cerca de 11 associacoes na regiao. E 0 lider Kiyoshi Takabatake afirmava a 

necessidade de construir uma colonia japonesa unida e solida para propositos politicos. Foi 

naquele ano que pesquisadores de Sao Paulo vieram fazer pesquisa de campo， 0 que勾udou

na criacao de uma associacao que congregasse a regiao da Grande Suzano ando， form-se uma 

comissao de comunicacao entre as escolas japonesas da regiao na qual se filiaram 11 escolas 

(kyδshi renrαku kyδgikαi). Uma das atividades dessa comissao era a organizacao de 

exposi号白esde pintura dos alunos， que durou cerca de 10 anos. 

(45) No periodo pr岳guerraera denominado de Tenno tαnjobi hoshuku Undokαz“Gincana em congratulacao ao 
aniversario do Imperador" ， comemorado no dia 29 de abril 

(46) 0 texto se encontra na “Programacao do 600. Undokαi， em homenagem ao 700， Aniversario de fundaφo de 
Fukuhaku'ヲ
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Finalmente， depois de mais de dez anos de luta， em 1963， a escola japonesa e 
(47) 

unificada， excluindo somente a secao Tijuco . De cada sucursal veio um professor 

responsavel，日candocom tres professores na escola unificada. Para convencer os moradores， 

Oura lembra que escreveu um artigo sobre a necessidade de unificacao e fez mais de cem 

copias no mimeografo para distribuir entre as familias. Embora 0 movimento para a 

unificacao tenha levado mais de dez anos， ele acredita que foi importante esse tempo de 

amadurecimento， e se nao 0 tivesse esperado， teria sido prematuro. 

o ano de 1970 foi 0 apogeu da escola， chegando a 170 alunos matriculados e com 80 

jovens filiados a associacao de mocos. Estudava-se cerca de 2h30 a 3h por dia， em classes 

multisseriadas. Em depoimento， Yoshimune Watanabe， 74 anos， relata que foi gakumuin 

durante 6 anos， no comeco dos anos 70， e nessa epoca discutia-se muito a necessidade de 

manter 0 ensino de matematica ou nao na grade curricular das escolas japonesas， resquicio 

do periodo em que as escolas japonesas exerciam 0“p'apel da socializacao" das criancas. 

Alguns pais， mesmo com a mudanca dos tempos， viam utilidade e eram contra a sua 

extincao. Os proprios alunos eram a favor da manutencao porque eram elogiados na escola 

brasileira， mas os gαkumuin nao tinham intencoes de“agradar" a escola brasileira. A escola 

japonesa tinha de ter a sua autonomia. Esta nova postura revela a mudanca de paradigma. 

Enquanto as antigas escolas japonesas funcionavam para dar suporte aos alunos da escola 

brasileira， nos anos 70， nao se observou mais a mesma tendencia. 

De um lado， com 0 acentuado aumento de novos japoneses imigrantes de pos-guerra 

nos anos 58， que nao conheciam a realidade dos imigrantes do periodo anterior a guerra， a 

vila passou por um processo de revitalizacao. Assim， um ato simbolico caracteristico desta 
(48) 

mudanca e a extincao da declamacao do kyδiku chokugo“Rescrito Imperial da Educacao" 

que era feita durante a cerimonia de festejo ao Imperador no Ano Novo. A intensificacao de 

um ensino mais voltado para a formacao integral do ser humano， conhecido como 
(49) (50) 

josokyδiku ， comeca a aparecer em meados dos anos 70 para inicio dos anos 80. A escola 

(47) E uma secao que五cageogra五camenteno extremo da vila， separado por um corrego da regiao Central， Como 
recebia novos integrantes， passaram a congregar cerca de 50 fam乱ias，assim， ganhou forca e independencia， 
desmembrando e constituindo uma nova associacao chamada de Tijuco Preto. A escola Tijuco Preto tornou-se 
independente. Em 1949， na secao Tijuco Preto foi criado 0 Nihonjinkαi .Em maio de 1956， separa da 
associacao do bairr司 deFukuhaku (sonkαi). Em 1997， dissolve 0 Nihonjinkai e em 1999， volta a pertencer a 
Fukuhαku sonkα!. 

(48) Para maiores detalhes vide trabalho de Hiromi Shibata (1997:39). 
(49) Educa号aoque prioriza 0 cultivo de senso estetico， da apre口句亘ode musica e artes em geral. 
(50) Numa perspectiva macro， nos anos 80， os professores de japones que eram enviados ao Japao pelo programa 
de treinamento subsidiado pela JICA， os professores enviados faziam 0 curso na Universidade de Tamagawa， 
onde valorizava essa linha de educacao 
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japonesa visava preencher uma lacuna deixada pela escola brasileira， que nao tinha 

disciplinas voltadas para essa formaφo. As crian伊 sja nao apresentavam nenhum problema 

com a lingua portuguesa. Assim， a escola chegou a adquirir ate um piano para promover 0 

ensino de musica， contrariando al♂lns paisque acreditavam ser gasto desnecessario. 

Em 1980， os sinais de queda no numero de alunos podem ser explicados por diversos 

fatores， como a desapropriacao de terras planas na localidade para construφo de represa， 

provocando a saida de muitas familias; a saida de jovens que seformaram em faculdades e 

nao retornaram a vila; 0 fenomeno dekαssegui para 0 Japao con1o tambem a diminuiφo geral 

de numero de filhos por casal impulsionaram 0 grande岳xododa vila. 0 numero de alunos 

comecou a decair e hoje estao matriculados menos de 30 alunos. Como medida de estanque， 

ha um ano， a associa早邑ointroduziu a flexibilizacao na matricula das criancas na escola， 

aceitando filhos de ex-moradores do bairro， mas ainda assim， 0 numero estagnou nos 

mesmos patamares. Assim， os efeitos perversos foram devastadores e hoje discute-se ate a 

possibilidade， no futuro， de realizacao do tradicional Undδhαi de Fukuhaku em coniunto com 

os bairros da Grande Suzano， devido a queda no numero de alunos. 

Segundo registros da comunidade， a decada de 80， 0 ensino tinha um proposito mais 

claro， visando odominio da escrita e da leitura. Era geral 0 movimento para prestar 0 exame 

de proficiencia em lingua japonesa， conhecido como nδryokushiken， que passou a ser uma 

meta. A obtencao do certificado poderia司judarnas promocoes como tambem na obtencao de 

emprego junto as empresas japonesas. 

Assim， do. ponto de vista da formaφo dos professoies， cumpre afirmar que a escola 

tambem passou por momentos criticos: alguns professores de qualificacao duvidosa， 

professores que acabam se esquecendo da sua principal funcao docente， em detrimento de 

cargos que ocupavarn nas associacoes de classe， que pregavam uma metodologia de ensino 

contrastivo com 0 portugues， mas acabavam provocando a ira dos pais nisseis， por usar 

demasiadamente um portu♂les incorreto e sem formalidade; profissionais de pouca etica， de 

formacao insuficiente etc 

Em carta datada de 20 de janeiro de 1992， um professor questiona um fato curioso， 

reavivando as mesmas discussoes de 1937， ao levantar 0 sistema de aprovaφo automatica 

como uma questao problematica na conducao de classes. Bas 

curso. 



Br巴veperfil historico das巴scola日japonesasdas Comunidades Aliancas (municipio de Mirandopo!is) 95 
e Fukuhaku-mura ou Vila Ip巴landia(municipio de Suzano) 

o professor argumenta que 0 livro japones Atαrαshii kokugo foi produzido sob 0 

parametro de criancas japonesas， que ja tem na sua bagagem um cerωnumero de vocabulos 

antes mesmo de entrar na escola， 0 que nao岳ocaso dos alunos brasileiros. Por isso， a 

promocao nao deveria ser automatica; no entanto， nao se introduz nenhuma mudanca em 

concreto ou mesmo substituicao do livro. Questiona-se 0 sistema de aprovacao， mas nao sao 

apresentadas solucoes que atendam os aprendizes sem conhecimento de lingua. 

Ao nosso ver， nao raras vezes， os professores avaliam，呂emmuita discriminacao e 

criterios， baseando-se na sua subjetividade， os alunos que trazem algum conhecimento da 

lingua cultivada com a sua familia， criando um ambiente injusto e pouco motivador na 

aqmslφo de lingua， muitas vezes desencorajando aqueles com interesse. 

Desde 1998 ate 0 presente momento， a escola esta sob a orientaφode uma 

professora， moradora do bairro. Atualmente， a escola esta com 26 alunos matriculados. As 

aulas sao dadas todos os dias， das 7h as 10h e das 13h30 at岳as16h30， com 30 minutos de 

intervalo. As de sextas-feiras sao diferenciadas， visando promover atividades como desenho， 

ongαmi， diario com desenho e leitura de livros infantis. Os livros didaticos adotados sao 

Atαrαshii kokugo“Nova lin♂la patria" da editora Tokyo Shoseki e Kiso Nihongo“Japones 

Basico" e Rαbo Nihongo“Japones Laboratorio" da autoria de Yoko Kashimoto. As classes 

seguem a divisao do primario japones， que vai desde 10. ate 0 60. ano. A faixa etaria dos 

alunos e de 5 a 16 anos e as turmas sao divididas por nivel. Segundo a professora， procura-se 

utilizar a lingua japonesa 0 maior tempo possivel durante as aulas， restringindo 0 uso do 

portugues para as explicacoes e avisos. Permite-se 0 uso de dicionarios durante a aula. 

Nao ha li弱esde casa， pois， segundo a professora， e impossivel conciliar com as tarefas 

de outros cur呂田 como ingles， computaφ0， Kumon (matematica) etc. Durante as aulas， 0 

livro didatico Atαrαshii kokugo e utilizado para exercitar somente a escrita， fazendo copias 

As atividades extra-classes sao undokαi， piquenique， concurso de caligrafia (escrita a 

caneta e em pincel)， redaφ0， pintura infantil， festival de musica japonesa， com grupos 
(51) 

masculino e feminimo (kohαkuutαgassen) e festival de yakisoba (Yiαkisobαmαtsuri)" . Nao 
(52) (53) 

promove ohαnαshitαikai e nem supiichi kontesuto . Nao ha classes de pre-primario e nem 

(51) 0 lucro obtido com a venda de yαkisobα邑usadopara promover viagens com os alunos acompanhados da 
familia. Nos anos anteriores， junto ao festival， foi organizada uma apresentacao de atividades artisticas dos 
alunos， como teatro， exposicao de desenhos etc 

(52) A primeira realizacao do ohαnαshitαikαi de ambito nacional aconteceu em 1965， organizado por 
Nichigαkuren， antiga H，αh妨kokuιu九uhongoreng白hαie desde 1998 n亘ose realiza ma田.isem ambitωo nacion工na剖1，五C阻 d白o 

s回o叩rr田 nt白eo回sc∞o凹n旧1C叩urso凹sr問egio凹naI日s 

(53) Este evento existe desde 1979， sob 0 titulo de Benron tαikαi e primeiramente foi organizado pelo antigo 
Nichibunren 



96 

aulas notUrnas. A escola tambem realiza a cerimonia de enc旬、ramentono final do ano e 

alunos com bom desempenho no ano saopremiados， como tambemaqueles que concluiram 0 

curso recebem 0 certificado. Como ha formatura e usual a participacao dos pais， costuma-se 

preparar alguIIl tipode apresentacao de teatro，coral e leitura de redacoes escritas pelos 

proprios a:lunos 

Baseado nos depoimentos， e possivel observar a falta de uso de recursos audiovisuais 

durante as aulas， como fitas-cassetes， CDs ou videos， 0 que certamente dariaum carater oral 

e direcionado para a conversacao. Enquanto os pais nao veem resultados otimistas no 

desempenho oral dos filhos， a professora， na cOhtramao， queixa-se de que as criancas nao 

falam mais 0 japones nas suas casas e assim vem para a escolasem compreender a lingua 

Enquanto de um lado os pais desejam ver 0目白lhosfalando，exatamente 0 que nao se pode 

fazer em suas casas， ho imaginario da professora， e forte 0 papel alfabetizador da escola， no 

sentido mais genuino do termo， de educar para ler e escrever e nao propriamente de falar a 

lingua. Como esta registrado no seudepoimento: 

“A escola japonesa e um lugar para ler e escrever. Ate a crianca aprender a falar vai 

levar muito tempo...[..l Eu acho que os pais tem interesse na educacao japonesa dos 

filhos， mas se eles ainda falassem ojapones em casa [em tom de lamentacaol..." 

Assim，岳 precisoesclarecer os propositos da escola como um todo -professores， 

diretores educacionais e pais de alunos deverao estar em sintonia: se a conversaφo e um 

item importante num aprendizado， e preciso redirecionar todo 0 esquema de aulas para tal 

finalidade. Por parte do professor e necessario， sem duvida， um treinamento eficiente para 0 

dominio de tecnicas de ensino， metodologias condizentes para diferentes faixas etarias， 

escolha e utilizacao adequada de livros didaticos， elaboracao de exercicios motivadores， 

material de apoio etc. e a escola， como instituicao， oferecer ferramentas de trabalho 

necessarias， como computador， copiadora， impressora， cartoes de desenhos etc. para tornar a 

tarefa diaria do professor a menos desgastante possivel e， por fim， principalmente， 0 apoio 

dos pais no estimulo verbal e comportamental atuante nas horas de sentar para a licao de 

casa e em relacao ao valor que se atribui em aprender a lingua dos antepassados. 0 processo 

para 0 aprendizado de uma lingua estrangeira requer uma s邑riede fatores que nao se limita 

apenas ao esforco isolado do professor. Os pais deverao ter consciencia e praticar atitudes 

favoraveis ao ensino de lingua japonesa -0 ensino de lingua estrangeira nao deveria ser 
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so.mente de finalidade utilitaria， mas de fo.rmacao. pe日日o.al，de enriquecimento. cultural e 

呂o.bretudo.de co.nhecimento. de suas raize呂田

Em classes multisseriadas， e interessante que haja co.mputado.res e co.piado.ras para 

que 0. pro.fesso.r po.ssa co.nfeccio.nar o.u selecio.nar previamente 0.呂田町cicio.s.Seria ainda 

melho.r se as salas fo.ssem divididas em niveis proximo.s， para que esse pro.fissio.nal pudesse 

o.timizar 0. ensino.， ja que e a co.nversacao. que esta em jo.go.; 0. impo.rtante e que 0. pro.fesso.r 

po.ssa desenvo.lver essa atividade co.m presenca e o.rientacao.. E impo.rtante salientar que， em 

classes multisseriadas， fica a cargo. do. pro.fesso.r administrar co.m maestria a distribuicao. do. 

tempo.， a quantidade e a qualidade de exercicio.s e atencao. ao.s pequeno.s grupo.s de aluno.s. 

III. Conclusoes parciais 

A despeito. das diferencas co.nstitutivas das tres Aliancas e de Fukuhaku， po.demo.s 

verificar semelhancas na pro.gressao. das esco.las japo.nesas. 

A primeira句o.cae desde 0. nascimento. das esco.las ate a entrada do. Japao. na Segunda 

Gerra Mundial em 1941， quando. as esco.las tiveram uma dinamica co.m caracteristicas 

marcadamente niponicas， desenvo.lvendo.-se sem a impo.siφ0. do. Estado.， ainda co.m 

dificuldades financeiras. No. caso. das tres Aliancas， a “po.pularizacao. do. ensino." e mais 

evidente， devido. as fo.rcas po.liticas internas de cada bairro. e muitas vezes， agravada em 

deco.rrencia da distancia entre a casa e a esco.la， principalmente co.mo. na 2a Alianca. A 

divisao. de terras adquiridas pelo.s primeiro.s co.lo.no.s em sistema seccio.nal parece imitar um 

mo.delo. do. antigo. sistema feudal do. perio.do. Edo.， 0. sistema de ensino. terakoyα. 

A ansencia de infra-estrutura educacional pam dar co.ntinuidade ao.s estudo.呂田s

esco.las brasileiras e um fato. visivel. N a falta de curso.s secundario.日 queabso.rvessem a 

demanda， aqueles que quisessem ver seus filho.s estudarem teriam de sair do. bairro.. 0 

co.ntingente de criancas crescia， co.mo. resultado. deco.rrente da po.litica de imigracao. e de 

aceitacao. impulsio.nada pelo.s do.is paises. Assim， a esco.la japo.nesa passa a ser uma 

alternativa na fo.rmaφ0. desses jo.vens. Desde 0. inicio.， o.bserva-se 0. auxilio. do. go.verno. 

japo.nes -as tres Aliancas receberam apo.io. institucio.nal， financeiro. ate no.envio. de 

pro.fesso.res no.s primeiro.s ano.日 deseu estabelecimento.. Observa-se， tambem， a iniciativa do.s 

proprio.s imigrantes em estabelecer esco.las info.rmais， a fim de co.mpletar a educacao. do.s 

五lho.s

N a 1 a. Alianca， o.bservo.u-se 0. embate entre 0. grupo. a favo.r de uma educacao. 
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totalmente entregue ao ensino brasileiro e outro， mais consciente da nece目白idadede impor 

uma politica mais agressiva para a manutenφo de sua lingua e da cultura. A unificaφo da呂

escolas japonesas， de uma certa forma， teve intervencao do Estado， culminando na 

“nacionalizacao" e no desaparecimento da呂田colasjaponesas， que pode ser observado 

simbolicamente por meio de sucessivas mudancas de denominacao・escolaparticular sem， 

primeiramente， e depois com reconhecimento oficial， escola parcialmente municipal， escola 

municipal e finalmente， escola estadual -gradativamente， ate perder por completo as aulas 

de lingua japonesa. 0 clima da epoca nao permitia 0 ensino de lingua estrangeira， obrigando 

os imigrantes a deixarem suas raizes，entrando no processo de homogeneizacao. 

A ultima forma de resistencia pode ser observada na comunidade Yuba que manteve 

por meio de insulamento a continuidade da lingua e a preservacao dos valores culturais 

]aponeses. 

o processo similar a 1 a Alianca e observado em Fukuhaku: enquanto a escola 

japonesa ia de vento em popa， com a instalacao de“classes de nivel superior"，自ubitamentea 

escola e fechada 

o periodo do silencio perdura entre os anos 41 e 47， quando 0 ensino de lingua 

japonesa ficaconfinado as residencias， em que somente alguns pais conseguiram 

acompanhar 0 ensino de seus filhos. Muitos nao puderam fazer com exito， razao pela qual as 

CI泊 ncasque estavam no primario nessa fase nao terem conseguido aprender 0 japones， 

sobretudo a escrita. 

Observou-se uma diferenca marcante nas duas comunidades， Aliancas e Fukuhaku， 

quando se tratava de relacoes com a escola bra自ileira.Enquanto na 1 a. Alianca observou-se 

maior relutancia na oficializacao da呂田colas，como tamb白 1um silencio sem igual frente a 

escola brasileira， no caso de Fukuhaku， a iniciativa era tomada pelo lado japones， liderada e 

representada pelos jovens junnisseis. Alem disso， Fukuhaku， por ser uma vila formada de 

iniciativas privadas， nao recebeu司judado governo japone呂

No caso das Aliancas， finda a guerra， as aulas de lingua japonesa foram retomadas 

pela iniciativa particular de pastores e voluntarios， distribuidos em dominios seccionais， 

como tambem nas escolas dominicais， pequenas cla目白esmontadas nos reconditos dos lares. 

Em Fukuhaku， observa-se a iniciativa dos jovens junnisseis que， por medida de seguranca， 

dividiram deliberadamente as escolas em unidade呂田ccionais.

Ap白 aguerra， em geral， as escolas japonesas enfrentaram 0 exodo， decorrente da 

saida de pe呂田asrumo as capitais 'em busca de uma educacao melhor para 0呂田hos.Mesmo 
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nas descricoes das escolas nas edicoes comemorativas das Aliancas， percebe-se uma 

acentuada mudan伊 defoco: as descricoes das escolas brasileiras ganham mais destaque do 

que das japonesas. Para 0 japones， a educacao ocupa um lugar especial， mas nao se observa 

uma atitude en邑rgicacom relaφo a lingua， voltada para a manutencao da sua lingua de 

heranca， com excecao da comunidade Yuba. Em Fukuhaku， e importante salientar que a 

chegada de imigrantes do pos-guerra， que acabaram fixando com suas fllmilias na vila， 

ocasionou a revitalizaφo da vila. Novamente， em Fukuhaku， os junnisseis sao os 

protagonistas na unificaφo das escolas que nao se deu de maneira abrupta， mas sempre 

trabalhada e dialogada (por cerca de dez anos)， nao so com a comunidade brasileira， mas 

tambem com a propria mentalidade dos pais japoneses de gera号oesanteriores. 

Atualmente， as Alian号asparecem estar num momento de calmaria. Entretanto， este 

estado de coisas pode nao representar a verdadeira face dos pais， dos alunos e dos 

professores. Diferentemente das grandes capitais em que ha escolas de ensino de japones 

como lingua estrangeira， as Aliancas mantem 0 sistema tradicional. A nosso ver， a concepcao 

da lingua， bem como a conduφo do ensino' da lingua japonesa， parece estar confi伊 radamais 

como uma lingua de heranca do que estrangeira. Nao se observa， ainda， uma adoφo 

sistematica de metodologias de ensino de lingua estrangeira. 

Essa postura reflete a atitude dos dirigentes: os professores nativos sao enviados 

periodicamente do Japao para acompanhar 0 ensino da lingua japonesa administrado por 

cada centro comunitario. A la. Alianca recebe um professor enviado pela JICA， a 2a. da 

provincia de Tottori e a 3a. de Toyama. Com exceφo do professor enviado da JICA， os dois 

ultimos sao professores nas escolas do ensino fundamental do Japao， acostumados a lidar 

com cria町田 falantesde japones como lingua materna. E importante， a nosso ver， salientar 

que， se a comunidade quiser formar falantes competentes， sao nece呂田昌rios，treinamento e 

atualizaφo do professor como um profissional de linguas. 

Se 0 ambiente familiar ja nao e mais um lugar propicio para 0 fomento da lingua，邑

preciso que a escola passe a ser um espaco de promoφo da lingua， com metodologias 

condizentes e atividades eficientes para a!cancar esse objetivo. Porem， essa responsabilidade 

nao deve ser atribuida exclusivamente ao professor. Cabe uma conscientizacao mais firme 

dos pais， como 0 aprendizado da lingua que nao vise unica e exclusivamente fins utilitarios， 

promocao profissional， mas de formacao pessoal， de enriquecimento cultural e sobretudo do 

conhecimento de suas raizes. Nessa esteira de raciocinio， estamos na mesma opiuiao de 

Sasaki (2001)， que afirma nao poder restringir a responsabilidade somente na metodologia 
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de ensino dos professores， e preciso uma atitude comunitaria e consciente dos pais. 

Nessa esteira de raciocinio， a comunidade Yuba esta privilegiada， ja que consegue 

manter um ambiente dinamico de aquisicao da lingua japonesa. E uma questao de atitude 

lingui日tica.亘quaseimpossivelmanter uma lingua de heran号aviva num pais em que 0 

portugu色s，detem日uahegemonia linguistica， ainda mais uma lingua tipologicamente 

distante como 0 japones 

Fukuhaku， por sua vez， esta numa fase em que requer uma revisao de metas da escola 

japonesa. A diversidade de geracoes da comunidade， bastante rica， pode suscitar 

divergencia日 quantoa forma de ensino， mas deve haver um dialogo intenso e sincero e um 

canal aberto entre os envolvidos os pais， professorese diretores， buscando uma otimizacao de 

ensino. Se a conversa号品oe a aquisicao da lingua japonesa ora sao os desejos dos pais， e 

preciso incluir no programa curricular as atividades voltadaspara a fala， como exercicios de 

fala， ou， se preferirem， mesmo participacoes. em ohαnαshihα>ppyokαi e spiichi kontesuto， 

assim como as atividades culturais japoneses. 

E lastimavel observar que os professores ficam desamparados， sem nocao exata do que 

fazer quando se veem no fogo cruzado de interesses， muitas vezes， antagonicos de pais e 

diretores educacionais (que cobramresultados e bom desempenho dos alunos) e dos proprios 

alunos， nem sempre motivados pelo estudo da cultura e lingua japonesa. A necessidade de 

formacao e atualizaφo dos professores e uma questao bastante discutida hoje nas 

comunidades nipo-brasileiras， que veem as novas geracoes cada vez mais distantes da ligua 

de heranca de seu antepassado. Acreditamos que a capacitacao dos profi日sionaisde lingua 

日eriaum caminho para， junto com os pais e responsaveis d，a escola japonesa， visualizar e 

viabilizar um ensino de qualidade， 0 caminho da motivacao para os alunos. 
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FFLCH -USP， tese de doutorado. 
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Sao Paulo， FFLCH聞 USP，tese de doutoramento 
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mestrado 

2.2. Estudos sobre 0 ensino do japon畠s

TAI弘 NO，Yuko (2002) Tensao diglossicαnααq山 sicaode linguαs: um estudo de bilingues nipo-brαsilienses 

Brasi1ia， UnB， dissertacao de mestrado 

TONGU， Erica Ayaco Sacata (2002) Resistenciαde sedαー umestudo preliminαr sobre αnαCLonαlizαcao dos 
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TAKASU， Fumiko (1999) 0 silencio na interacαo entre descendentes e nao-descendentes nαsαIα de αula de linguα 
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GONCALVES， Sebastiao C. L. (1997) Aquisicao do portugues como segundαlinguαo cαso dαs cnαncαs Yubα 
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3.1. Descricoes e estudos 

2003 
IWAKAMI， Laura Tey. Da oralidade a sistematizacao da escrita -0“eu" identificado. Anαis do XIV Encontro 

NαClonα1 de Professores Universitarios dαLin{<uα， Litenαturαe CulturαJαponesαAssis， UNESP，2003 

JO， Cecilia Kimie. A interferendia da lingua japonesa na lingua portuguesa falada por nipo-brasileiros. Estudos 

de aspecots da concordancia nominal e verbal. Anαis do XIVEncontro Nαcionα1 de Professores 
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Professores Universitarios dαLinf{uα， Liter，αturαe Cultur，αJα~ponesαAssis ， UNESP， 2003 

MORALES， L. M.， NINOMIYA， S. R. L. e SUZUKI， T. As funcoes linguisticas em Watanabe Minoru. Anαis do 

XIV Encontro Nαcional de Pro戸ssoresUniversitarios dαLingu民 Literaturae Cultura J.αponesαAssis， 
UNESP， 2003 

MUKAI， Yuki. 0 morfema叩 αdecontraste. Anαis do XIV Encontro N，αcional de Professores Universitarios dα 

Lingua， Literαturαe Cultur，αJα:ponesαAssis， UNESP， 2003. 

OKATA， Grace Rie. As expressoes metaforicas quebrar e kowasu: um estudo contrastivo entre 0 portugues e 

japones sob a perspectiva da semantica cognitiva. Anαis do XIV Encontro NαCLonα1 de Professores 

Universitarios dαLinguιLiterαturαe Cultura J，α:ponesαAssis， UNESP， 2003 
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Japonesa - an邑lisee contraste com 0 portugues. Anαis do XIV Encontro N.αcional de Professores 

Universitarios dαLingu叫 Literαtur，αeCulturαJα~ponesα. Assis， UNESP， 2003. 

SUENAGA， Eunice Tomomi. Problemas envolvend a traducao de Genji Monogatari para 0 portugues‘Anαis do 
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UNESP， 2003. 
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Un日JersitariosdαLingiα" Literαturαe CulturαJαponesαAssis， UNESP， 2003 
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DOI， Elza Taeko et al. As teorias gramaticais do japones: Yamada e Hashimoto. Estudos Linguisticos. V.32. Sao 

Paulo， Grupo de Estudos Linguisticos do Estado de Sao Paulo(CDROM) 

KIKUCHI， Wataru. 0 papel social e a interacao na sociolinguistica interacional. Anαis do XIII Encontro 

NαC'lonα1 de Professores Universitarios dαLinguα， Literαturαe CulturαJα:ponesαCampinas， 

EDUNICAMP. 

KUDO， Mayumi. Conversaφo e tempo. A，旧日 doXIII Encontro NαCLonα1 de Professores Universitarios dα 

L白19ua，Liter，αturαe CulturαJαponesαCampinas， EDUNICAMP. 
Nihongogαku e 0 ensino da lingua japonesa. Anαis do XIII Encontro N，αClonα1 de Professores 

Universitarios dαLingua， Literαturαe Cultur.αJαponesα. Campinas， EDUNICAMP 

MORALES， Leiko Matsubara. Os predicadores de qualidade -keiyδshi e keiyodoshi. Anαis do XIII Encontro 

Nαcional de Professores Universitarios dαLinguα， Literαtura e Cultura Jα:ponesα. Campinas， 

EDUNICAMP 

MUKAI， Yuki. 0 morfema de topicalizacao wa -um breve historico. Estudos J，α:poneses. no. 22. Sao Paulo， 
Centro de Estudos Japoneses da USP 

。omorfema de topicalizacao wa， do ponto de vista da estrutura informacional. Anαis do XIII Encontro 

NαC'lonα1 de Professores Universitarios dαLinguα， Literatura e CulturαJα:ponesαCampinas， 

EDUNICAMP 

OKATA， Grace Rie. Analise do significado dos verbos quebrar e kowαsu sob a perspectiva da semantica 

cognitiva. Anαis do XIII Encontro NαCLonα1 de Professores Universitarios dαLinguι Literαturαe 

CulturαJα:ponesαCampinas， EDUNICAMP 

SAITO， Miyoko. Lexicos metaforicos nas expressoes idiomaticas em japones. Anαis do XIII Encontro Nαcwnα1 de 

Professores Universitarios dαL仇guιLiteraturae Cultura J，α:ponesα.Campinas， EDUNICAMP 

SUZUKI， T. ，NINOMIYA， S.R.L. Proposta de terminologia da gramaticajaponesa， em portugu白 AnαisdoXIII 

Encontro Nαcionα1 de Professores Universitarios dαL仇guα，Literαturαe CulturαJα:ponesαCampinas， 

EDUNICAMP. 

YOSHlKAWA， Mayumi Edna Iko. De， ni e 0 como indicador de lugar. Anαis do XIII Encontro Nαcional de 

Professores Universitarios dαLingua， Literαturαe Cultur.αJα:ponesα‘Campinas， EDUNICAMP 

2001 

DOI， Elza Taeko. 0 ritmo do japones e a unidade hαku proposta por Bekku. Estudos J.αponeses. no. 21， Sao 
Paulo， Centro de Estudos Japoneses da USP 

DOI， Elza Taeko. Pesquisas em lingua japonesa. Anais do XII Encontro Nαcional de Professores Un叩 ersitarios

dαLinguα， Literαturαe CulturαJαponesαe II Encontro de Estudos J.α:poneses.. Porto Alegre， UFRGS 

HOSHlKAWA， Edna ，Mayumi Ikko. Expressao de convite -mαsenkα. Anαis do XII Encontro Nαcwnα1 de 

Professores Universitarios dαLinguα" Literαturαe CulturαJαponesαe II Encontro de Estudos J.α:poneses 
Porto Alegre， UFRGS 

KIKUCHI， Wataru. Consideracoes sobre 0 estudo da inter-relaφo lingua e cultura japonesa. Anαis do XII 
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Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios d，αLinguα" Literαtura e Cultur，αJα'Ponesαe 11 Encontro 

de Estudos J，α:poneses. Porto Alegre，UFRGS 

MUKAI， Yfiki. Os morfemas finais ne e yo da linguajaponesa， a luz das funcoes de kyujoho(informacoes dadas) e 

shinjoho(informacoes novas). Estudos J，α:poneses. No. 21， Sao Paulo， Centro de Estudos Japoneses da 

USP 

MUKAI， Yfiki. As funcoes de kyujδho (informacoes dadas) e shinjoho (informacoes novas) na estrutura 

discursiva da lingua japonesa em contraste com a lingua portuguesa. Anαis do X11 Encontro Nαcwnα1 de 
Professores Universitarios dαLinguα， Literαtur官 eCulturαJαponesαe 11 Encontro de Estudos 

Jα:poneses.. Porto Alegre， UFRGS 

NAKAJIMA， Toru. Lingua japonesa 'das criancas brasileiras que viveram no Japao・informacaopreliminar 

Anαis do X11 Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios dαLinguα:， Literαturlαe Cultur，αJαponesα 

e 11 Encontro de Estudos J，α:poneses..Porto Alegre， UFRGS 

NAKAYAMA， Haruka; Terminologia bilingue (japones-portugues) e equivalenciaconceitual: estudo de caso dos 

termos de ikebαnα Anαis do X11 Encontro Nαcionα1 de Professores Universitarios d，αLinguα， Literaturα 

e Cultura J，αponesαe 11 Encontro de Estudos J.αponeses.. Porto Alegre， UFRGS. 

PERElRA， Fausto Pinheirn. Pequeno estudo comparado das onomatopeias das linguas portuguesa e japonesa. 

Anαis do χ11 Encontro NαCLonα1 de Professores Universitarios d，αLingu凪 Literaturae Cultura J，αponesα 

e 11 Encontro de Estudos J，α'Poneses.. Porto Alegre， UFRGS. 
SAITO， Miyoko. Jodoshi 'desu' ejodoshi 'mαsu' como marcadores de polidez. Anαis do X11 Encontro Nαcwnα1 de 

Professores Universitarios dαLinguα， Literαturαe CulturαJα:ponesαe II Encontro de Estudos 

Jα:poneses.. Porto Alegre， UFRGS 

2000 

AZUMA， Shoji. A lingua na sociedade: estudos de casos de mudanca de codigo e de atitude lin伊iistica.Anαis do 

X1 Encontro NαCLonα1 de Professores Universitarios de Linguα， Literαturαe CulturαJαponesαe 1 

Encontro de Estudos J，α:poneses. Brasilia， UnB. 

DOI， Elza Taeko. As onomatopeias do japon畠s:reflexoes sobre a sua traducao. Anαis do X1 Encontro Nαcional 

de Professores Universitariosde LinguαJ Liter.αturαe CulturαJαponesαe 1 Encontro de Estudos 

Jα'Poneses. Brasilia， UnB 

DOI， Elza Taeko. Estudos Japoneses no Brasil: lingua. Anαis do X1 Encontro NαCLonα1 de Professores 
Universitarios de Lingu叫 LiterαturαeCulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α:poneses. Brasilia， 
UnB 

KANASHIRO， Cecilia K.J. Interferencia da lingua japonesa na lin♂la portuguesa falada por nipo-brasileirosー

aspecto da concordancia nominal. Anαis do X1 Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de 
Linguα， Literαturlαe CulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α:poneses. BI'asilia， UnB 

KUNO， Mariko. As feic白esdo falar de Toquio -da variedade regional avariedade de geracoes. Anαis do x1 
Encontro Nαcionα1 de Professores Universita'rios de L仇guα，Literαtura e Cultura J，α:ponesαe 1 Encontro 

de Estudos J，α:poneses. Brasilia， UnB. 
KUYAMA， Megumi. Fatores sociais e frequencia de emprestimos do portugues nojatonesfalado pelos 

imigrantesno Brasilー ocaso、doDistrito Federal. Estudos J，αponeses. No. 20， Sao Paulo， Centro de 

Estudos Japoneses daUSP， pp. 69-85 
KUYAMA， Megumi. 0 emprestimo lexical do portugues' no japones falado pelos imigrantes: a mudanca de 

codigo situacional. Anα日 dox1 Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de Linguα:， Literαturαe 

CulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α:poneses. Brasilia， U nB 

MUKAl， YUki . A coesao e a coerencia na lingua japonesa， a luz das funcoes de kyujoho (informacoes dadas) e 

shinjoho (informacoes novas)， em contraste com a lingua portuguesa. Anαis do x1 Encontro Nαcwnα1 de 

Professores Universitarios de Linguα， Literlαturαe CulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α:poneses. 
Brasilia， UnB 

NAKAMIZU， Ellen. 0 discurso bilinguedos jovens nipo-brasileiros residentes no Japao -com enfoque na 

mudanca de codigo. Anαis do x1 Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de L仇:guα"Liter，αturαe 

CulturαJα'Ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α'Poneses. Brasilia， U nB 

NISHIKITO， Elisa M. Meαnmgαnd understαnding in conversαtions: the listener's contribution to fiαce-tiJ-fiαce 

m 
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deL仇guα，Litenαturαe CUltU1αJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos J，α:poneses. Brasilia， UnB 

DOI， Elza Taeko. Consideracoes sobre 0 japones falado pelos brasileiros. Anαis do X Encontro Nαcwnα1 de 
Professores Universitarios de Linguα.， Literαturlαe CulturαJα:ponesαRio de Janeiro， UFRJ 

NAGAMINE， Catarina. Mudan号ade valores -interferencia dos tracos da LM nos da LE. Anαis do X Encontro 

NαClOnα1 de Professores Universitarios de L仇guα)LiterlαtU1αe Cu/tunαJα，pones. Rio de Janeiro， UFRJ. 
NAKAYAMA， Haruka. Terminologia bilingue e transferencia de conhecimento. Anais do X Encontro N，αcional de 

Professores Universitarios de Linguα， Literαtura e Cultur，αJα:pones. Rio de J aneiro， UFRJ 
NISHIKITO， Elisa M. Bαck chαnnels in J，αpαneseαnd Portuguese conversαtionsりntαcticcontext of occurrence 

α凡dimplicαtions for the dynαmics of interαction. Estudos Jα:poneses. N o. 19， Sao Paulo， Centro de 
EstudosJaponeses da USP. 

OTA， Junko. Um estudo preliminar sobre expressao -toiu no sintagma nominal (SN) da linguajaponesa. Anα日

do X Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de L仇guα，Literαturαe CulturαJα:pones. Rio de 

J aneiro， UFRJ 

SUZUKI， Tae. Interrelacao lingua e literatura. Anαis do X Encontro N.αcwnα1 de Professores U niversitarios de 

Lingua， Litenαturαe CulturαJα'ponesαRio de Janeiro， UFRJ 
SZATROWSKI， PollyEllen. Sobre as estrategias discursivas de convite na 1inguajaponesa. Anαis do X Encontro 

NαClOnα1 de Professores Universitarios de Lingu仏 LitelαturαeCUltU1αJα'ponesα. Rio de Janeiro， UFRJ. 

YAMAZAKI， Mayumi. 0 filtro perceptivo -uma analise atrav岳sda fonetica acustica. Anαis do X Eneontro 

Nαcwnα1 de Professores Universitarios de L白19Uα.，Literαturαe CulturαJα，pones. Rio de Janeiro， UFRJ 

1998 

CARVALHO， Nanci E. S. As interjeicoes japonesas. Anαis do IX Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios 

de Linguα， LiterαtU1αe CulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos Lαtino-americαno. Assis， Unesp 
DOI， Elza Taeko. 0 Papel da Silaba e da Mora na Organizacao Ritmica do Japon邑s.S仇teseConjunturαe 

Cenarios， vol. 3， Unicamp， Campinas. 1998 
KANASHIRO， Cecilia K. J. Interfer邑nciado japon色sno portUg1は畠sfalado pelos descendentes japoneses bi1ingues 

Anαis do IX Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de Linguα， LitelαtU1αe CUltU1αJα:ponesαe 

1 Encontro de Estudos Lαtino-americαno. Assis， Unesp 
KUYAMA， Megumi. 0 empr邑stimolexical no japon白 faladopelos imigrantes -a integraφo do portugues ao 

japones. Anαis do lX Encontro Nαcwnα1 de Professores Universitarios de Lingua， Liter.αturαe Culturα 

Jα:ponesαe 1 Encontro de Estudos Lαtznoーαmencαno.Assis， Unesp. 

OKASAKI， Catarina Nagamine. Um problema de comunicaφo sob 0 ponto de vista fonologico -choon -sokuon 

Anαis do IX Encontro Nαczonα1 de Professores Universitarios de Linguα， Literαturαe CulturαJα'ponesαe 

1 Encontro Lαtinoαmencαno. Assis， Unesp 

OTA， Junko. Koto e mono enquanto elementos coesivos do texto. Anαis do IX Encontro N.αcwnα1 de Professores 
Universitarios de Linguα， Literαturαe Cu/turαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos Lαtino-americαno. 

Assis， Unesp 
OTA， Junko. 0 sistema de escrita na 1ingua japonesa e alguns aspectos dasua historia. Revistαde Estudos 

Orientαis. No. 2. Sao Paulo， FFLCH-USP. 
SAITO， Miyoko. Conjuncao(setsuzokushi) como elemento importante nas frases. Anαis do IX Encontro NαcwnαJ 

de Professores Un日!ersitariosde Linguα， Liter.αturlαe CultunαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos Latino 

αmericαno. Assis， Unesp 

TASHIRO， Elisa Atsuko. A declinaφo dos nomes segundo Pe. Joao Rodrigues e os joshi. Anαis do IX Encontro 

N，αcional de Professores Universitarios de L仇guα，Literatura e CulturαJα:ponesαe 1 Encontro de Estudos 

Lαtznoαmencαno. Assis， Unesp. 

WATANABE， Minoru. A 1ingua e 0 sentimento do Japao. Anαis do lX Encontro Nαcional de Professores 

Universitarios de Linguα， Literαturαe CUltU1αJα'ponesαe 1 Encontro Lαtinoαmencαno. Assis， Unesp. 

1997 
CARVALHO， Nanci S. A particula de proibicao nαhαrelnαnαiso. Anαis do XII1 Encontro NαClonα1 de 

Professores Universitarios de Linguα， Literαturlαe CUltU1αJα:ponesαSao Paulo， Centro de Estudos 

Japoneses da USP 

FUKASAWA， Lidia Masumi. Valores intencionais e persuasivos da linguajaponesa. Estudos J，α:poneses. No. 17， 

Sao Paulo， Centro de Estudos Japoneses da USP， pp.111-118. 
OTA， Junko. A tradicao historica dos estudos de keishikimeishi. Estudos J，α:poneses， no. 17， Sao Paulo， Centro de 

Estudos Japoneses da USP. 
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OTA， Junko. Considerac白essobre os keishikimeishi koto e mono. Anαis do XIII Encontro NαC1，onα1 de 

Professores Universitarios de Linguα" Literαturαe CulturαJα:ponesα. Sao Paulo， Centro de Estudos 

Japoneses da USP. 

SAITO， Miyoko. Kdto e nocomo nominalizadores nas frases.Anais do XIII Encontro Nαcwnα1 de Professores 

Universitarios de LinguιLiterαturαe Cultur，αJαponesαSao Paulo， Centro de Estudos Japoneses da 
USP 

1996 

CARVALHO， N. E S. 0 modo condicional nas gramaticas de Rodriguez. Anais do VII Encontro Nαcwnα1 de 

Professores U niversitarios de Linguα， Literαturαe CulturαJαponesα. Sao Paulo， Centro de Estudos 

Japoneses da USP. 

DOI， Elza Taeko. 0 Papel dos Dados Limite na Avalia号邑odas Analises Propostas pela Fonologia Metrica para 0 

Ritmo do Japones. Letras de Hoje， 104. Porto Alegre: PUCRGS 
JO， Cecilia K. Comportamento linguistico e paralinguistico entre os japoneses e os nipo-brasileiros -a posicao 

dos olhos dos interlocutores durante 0 di亘logo.Anαis do VII Encontro Nαcionα1 de Professores 
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(2) Fonte: 
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ブラジル日系人の「日本語」を巡る
状況と言説

1908年から1980年代末まで一

森 幸

123 

(サンパウロ大学文学部-FFLCH-USP)

はじめに

ブラジルへ最初日本移民が到着して一世紀，この時間は異郷の地への日本語の離散の歴史

だった。移民とともにブラジルに「旅」した日本語は異郷の文化と接触しどのような変容を

; (げたのであろうか。そして，日本語は異郷の地にあって，移民やその子孫たちの自らの起

源(ルーツ)への帰属意識やアイデンテイティの'，，}築にどのように関わってきたのだろうか。

さらに， 日本語をめぐる日系人の思考や感情の構造はいつ頃，どのような状況を契機としな

がら，いかに変化してきたのであろうか。本研究で，ブラジルの日本語を巡る動向や言説を

トピックとしながら，それらを移民の生活(生存)戦術 移民社会における意味や価値シス

テム，移民社会の構造の変化一地域共同体と家族など一，エスニック・アイデンティティ構

築の歴史的変遷，さらにこれらに多分に景草を与えるブラジルの国家-国民文化観 特に移

民に対する国家政策，グローパリゼーシ三/などと関連させて解釈し，日本語観を通じてみ

た移民の精神史を考察することを課題とすら。本稿はこうした問題関心から現在実施してい

る研究の，現時点での成果(アウトライ L を示すことを目的とするものである O

本研究では， 1908年に始まるブラジル^ )日本人移民とその言語をめぐる考察を行う際に

時代を大きく戦前期と戦後期に区分し，そ工ぞれの時代を移民の生活の変化やそれに伴う言

語生活の特徴，日系社会の組織化などを主事としながら，さらにいくつかの時期に区分し，

それぞれの時期の日本語を巡る動向や言~ 2上記のような視座から記述考察していく O

本稿では戦前，戦後期の日本語を巡る一向や言説を考察するために，戦前期(1941年ま

で)を便宜的に，①短期的出稼ぎ戦術/コーヒー・ファゼンダ (Fazenda)時代 初期移民

の言語生活 (1910年代)，②中・長期的出稼ぎ戦術/植民地・在伯同胞社会 「日本語j共

同体の誕生(1920年代)，③二つのナショナリズムとく国語〉イデオロギーの台頭(1930年

代)に区分して，この時代区分に沿って，それぞれの時期の「日本語J(を巡る諸状況)に
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ついて記述していきたいと考えている O

一方，戦後期に関しては，①永住戦術/日系コロニアの「誕生」と日本語教育機関の再組

滋化(1950年代)，②〈コロニア人〉アイデンテイティの構築とコロニア知識人によるくコ

ロニア語〉の発見(1950年代以降)，①くコロニア語〉によるエスニック日本語教育意識の

出現 コロニア版教科書製作運動とコロニア文学運動(土着性議論) (1950年代後半から70

年代末)，④グローパル化とブラジルのく日本語〉 アカデミアによる「コロニア語]の発

見と「真正な日本語]観の醸成一(1970年代以降)という時代区分を便宜的にもちいつつ，

所与の課題に関する記述，考察を行なう O

1園戦前移民社会における日本語を巡る状況

1固 1園 短期的出稼ぎ戦術/コーヒーファゼン夕、時代一初期移民の言語生活 (1910年代)

図表 1はブラジルへの日本移民入国者数を1963年時点まで四つの時期に分けて示したもの

である。これによると，戦前期は約19万人の日本人移民がブラジルに入国しているが，戦前

の場合，移民入閏数は第 2期に全体の64，6% (戦前のみで言えば， 83%)が集中している O

この時期における移民の急増には1925年より日本政府がブラジル移民全員に渡航費補助を行

なうようになったこと(換言すれば国策移民となったこと)や日本，ブラジル双方の状況の

変化などが関連している。

図表 ブラジルへの日本移民入国数

時代区分 入国数 比率

第 l期(1908-1923) や 32，266 13，3% 

第2期(1924-1941) 156，349 64，6% 

第3期(1942-1951) 151 0，06% 

第4期(1952-1963) 53，405 22，1% 

合計(1908-1963) 242，171 100，0% 

ごく初期の戦前移民の特徴は ほとんどの移民が契約移民としてサンパウロ州のコーヒー

耕地の反軍労働者として生活を開始したこと，サンパウロ州政府の日本移民政策としてコー

( 1) 1920年代からのブラジル向け日本移民増加にはいくつかの理由がある。ブラジル側の理由としてはイタ
リア政府が労働条件の劣悪さからブラジル向けのイタリア移民送出を禁止し，サンパウロ州内のコーヒー
耕地の労働力が不足したこと，日本側の理由としてはまず第ーに，日露戦争の反動で1905年から13年頃ま
で日本社会は農村部を中心に不況が継続し， 1918年には米騒動， 20年には世界恐慌発生にともなう圏内景
気の更なる後退， 23年には関東大震災も起こり，囲内景気が継続的に悪化していたこと，第三に政府は景
気対策と人口問題解決の一環として移民を奨励したのであるが，肝心の移民先が徐々に制限されていたと
いうことがあった。例えば， 1908年には日米紳士協定により，日本からの北米向け移民は自粛され， 1907 
年にはカナダとのルミュー協約によりカナダ移民を自粛，さらには排日運動の高揚などもあり， 21年には
米国が日本からの移民に完全に扉を閉ざしてしまった。こうして，北米を中心とする移民制限・禁止措置
を背景に南米，特にブラジル移民が注目され， しかも政府による[移民]事業が国策として推進されたこ
ともあって，数多くの移民がブラジル向け渡航したのである O
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ヒー耕地での定着率を上げる目的で単独移民を排し， 12歳以上の労働力三名以上を含む家族

移民を原則とし， しかも契約期間を原則として一農年としたことなどを挙げることができる

だろう。こうした特徴は日本移民の移民としての社会的性格を強く規制することになった。

ごく初期の移民にあっては，サンパウロ州政府の提示する条件をクリアするために，新たな

「家族」を構成するものが多かった。出稼ぎによる貯蓄という目的に沿って， I家族J労働

力を構成するために，弟や妹，甥や姪，近隣の若者や，赤の他人までを養子縁組し「家族J

を作った。この結果，この時期の「家族」は相対的に稼動年齢層を多く含み，男女比におけ

る男性の卓越があったが女性も 4割程度合まれていたものとなった。女性移民(それも 10代

前半の)を多く含んだ移民構成はその後のブラジル日系集団の形成に大きなファクターとな

って機能し，移民の定着化，日本人同士の結婚・家族生活，言語習得などに大きく貢献する

ことになった。

図表2は戦前期におけるブラジル移民の渡航時における家族内地位を整理したものであ

る。この図表から1910年代末までのごく初期移民において， I子供」という家族内地位をも

った存在は少なく，それに比較して構成家族員の占める比率が高 くなっているという特徴を

看取できる O この初期の特徴は時間経過に伴い，子供の増加，構成家族の減少が起こり，構

成された家族から「正常」な家族の増加へと変化していった。

図表 2 ブラジル移民の渡航時における家族内地位

1908-1912 1913 -1917 1923-1927 1933 -1937 

夫婦 34，6% 37，3% 21，3% 18，5% 

子供 21，8% 22，6% 46，8% 48，2% 

構成家族員 42.1% 39.9% 26，2% 27，5% 

内訳近 親者 30，9% 26，5% 23，5% 26，5% 
他人 11，3% 13.4% 2，7% 1，3% 

その他 1，4% 0，3% 5，7% 5，8% 

合計 100，0% 100，0% 100.0% 100，0% 

実数 3295人 9733人 18862人 51854人

[出典]前山隆 (2001) I同伴移民，委移民，子供移民 ブラジル日系女性移住体験を中心にー」
「阪南論集 人文ー自然科学編]第36号第3号 4頁

以上のような特徴をもった日本移民の大半は 4，5年から10年という短期的な出稼ぎ戦術

をもって，サンパウロ州内陸部のコーヒー耕地にコロノ (Colono:農業賃金労働者)として

就労した。コーヒー耕地という空間は当時ブラジル人労働者(及び所有者など)をはじめ，

ヨーロッパ各国からの移民集団を同時に抱え込む多人種-多民族的構成を特徴としており，

これらの集団との日常的直接的な接触の中で，日本移民はポルトガル語の語棄を覚え，その

(2 )前山隆 「同伴移民，妻移民，子供移民 ブラジル日系女性移住体験を中心に 」阪南大学学会編 『阪
南省集 人文自然科学編j第36巻第3号 2001年1月 ( 1 -14頁) 4頁 5頁

( 3) Teiiti Suzuki， The J，α:penese Immigrant in Blαzil: Nαrrative p，αrt， Tokyo; The University of Tokyo 
Press. 1969 pp189 
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語棄を日本語の中に借用していった。つまり，ごく初期のコーヒー耕地において， I日伯混

成語J (ブラジル日系人の話す日本語)の原型が生成されていったのである O

この時期は(少なくともごく初期においては)短期的な出稼ぎ戦術が卓越していたこと，

その「家族」構成的特質(相対的に学齢期の子供少ない)などと交錯して，子弟の(日本

語)教育に関してあまり強い懸念は生じなかった時期であった。「瑚珠園移民」の子弟教育

の状況(大正時代半ば頃の状況)を輪湖俊午郎は次のように記述している。

「大正七年の初頭，当時私(輪湖)が『ブラジル時報』の編集に携って居た頃，自身の興味から

リベイロン・プレートを中心とした邦人家族の子弟教育に関し，之が調査のため四十余日を費し行

脚したことがあります。即ち其頃日本人は，未だ瑚珠園移民の域を脱せず，従って多く比地方に在

住していたからであります。調査耕地は四十数所，一千家族近かったのでありますが，日本語教育

などして居る所はーヶ所も無く，而かも父兄の希望は如何にしてブラジル語を習得せしむるかにあ

り，しかも其のブラジル学校さへ大耕地を除く外は，殆ど存在しなかったのであります。其時の私

の結論児主主教育を中心とする以上，一日も早く土地を所有せしめて集団せしむる外上策はない

と云う事でありました。

もともと出力ぎに来たのであり，又当時の境遇は望んでも許されなかった点もありますが，先づ

以て子弟教育に関する限り，及ばぬ事と諦めて居る者が大部分で，稀には全く無関心の如く見ゆる

人々もあったのであります。当時ノロエステ地方には，既に平野植民地及ピリグイ植民地等が開設

されて居り，此等邦人集団地に於ては自然教育問題も進展し，所々に寺子屋が設けられていたので

すが，然し教育の根幹的方針などは勿論なく，伯園政府または児童教育に関する限り，極めて無頓

着であり，田舎へ教師など派遣する誠意など毛頭なかった為，其好むと否とに関わりなく，日本式

に教育をやって行かねばならなかったのであります。瑚排園移民中には，稀に此児童教育に痛く心

配し，当時邦人唯一の組織的植民地として知られて居たイグアペ植民地を，小学校あるが故に選ん

だ者もあったのであります。…(略〉…」

この時期における日本移民たちの懸念は子供たちがいかに「ブラジル語」を習得するかで

あったと輪湖は論じているが， 1910年代末の在伯同胞社会では既に子弟教育をめぐって邦字

(4 )この借用の過程に関しては半田知雄[1970Jのフアゼンダでの生活に関する記述の中で断片的に記述さ
れている。半田知雄(1970)r移民の生活の歴史J家の光社 戦前において，すでにブラジル人，外国人移
民との接触の中で，日本移民は『ボルトガ、ル語混じりの日本語jI日伯混成語」を生活言語として発展さ
せ，さらにコーヒー耕地から植民地へと生活戦術を変更し，ブラジル滞在をより長期化する中で，その
「日伯混成語Jをより「洗練Jされたものへと発展させていた。しかし，駿前期において，自らの集団が

話す言語に関する言及はほとんど存在していない。その中で例外は半田である。半田はすでに1928年に
「日伯混合語の使用」という論考を聖州義塾機関誌『塾友』に発表している。これがおそらく移民による
自らの言葉に対する最初の言及であろう。半田は「日本語，ポルトガル語ともに文法的に正しいかたちで
混ぜることが大切」と主張し「パパイ (Papai) はナ・ロージャ (NA LOJA) にいるのナ (NA) はいら
ない」といった例を示している。移民たちが自らの話す言葉を新たに「コロニア語」というレッテルを貼
札発見するのは戦後50年代のことであった。

( 5 )輸湖俊午郎 (1939)rパウルー管内の邦人Jサンパウロ
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新聞の社説などが「伯主日従主義」的な視点から論じている。この子弟教育(児童教育)に

関する最初の言及は1918年11月の伯刺西爾時報の社説においてであった。この社説ではブラ

ジjレの教育令に従う教育を先ず受けさせ， I日本人の長所美点を身につけさせる」ために，

「補習教育(日本語教育)Jを施すことも重要であると論じられている O つまり，日本語は

日本人の徳目を身につけさせるための手段(道具)と考えられていたのであった。また，こ

の杜説では日本と国情を全く異にする伯固に存在する児童には，日本人の長所美点がよく理

が必要とも主張されている o 10年代末からは，社説に限ら

ず，邦字新聞紙面にはたびたび子弟教育を巡る言説が取り上げられているようになる O

この当時(1910年代から20年代後半にかけて) ，子弟教育のモデルは伯主日従主義に基づ

く，国粋主」ム円、、 、 、 x 、 ロ"回てをほとんど受けない子弟教育論であったことが共通の

特徴であろう O そして，伯国教育の補助教育としての日本語教育は「徳育教育に尽くし日伯

合金の善良なるブラジル国民養成jを目的としてもったものでもあった。また，この時代の

邦字新聞に出現する議論を考察するとすでに短期的な出なぎではなく，永住を前提にしたも

のであることを共通の特質としているように思われる (8)

この時期にはすでに記述言語として，当時既に発行されていた日本語新聞の中に「日伯混

成語」が登場するのであるが この言語を巡る言説は存在していない O

1圃 2. 中・長期的出稼ぎ戦術/植民地・在伯同胞社会一「日本語」共同体の生成 (1920年代)

コーヒー神地時代に続く 1920年代には短期的出稼ぎ戦術に代わる中・長期的な出稼ぎ戦術

が様々な状況の変化を条件に移民の聞に析出されはじめた。移民たちはコロノ制度が実は奴

隷制の代替的制度であり，この制度下では貯蓄が不可能であるという事実を認識しはじめた。

この当時にはサンパウロ州奥地で大土地所有制が崩壊し始め，日本移民を始め外国人移民

たちに農地(土地)獲得の可能性が出現していおり，こうした状況の変化を条件として，新

たな生活戦術が析出されたのである。新しい生活戦術は借地農，自営農となって，時間をか

けて貯蓄を行い，日本へ「錦衣帰国」を行なうというものであった。この戦術の実践の舞台

(6 )例えば， 1918年11月12日付けブラジル時報には展南生が「植民地の児童教育jという寄稿文を，また同
年12月20日の時報紙にじ 葉彦平(平野己平の実弟)が「子弟の教育はどうするか」という寄稿文が載せ
られている。

( 7)馬淵至宏(1927) 11: j子弟教育論j
(8 )この当時の新聞の論 は永住主義を基本としていたが，これは一部移民知識人 ιあるいはエリート層の
拠ってたつ視点であり，庶民としての移民間では永住という意はほとんど存在していなかった。移民間
では帰閣を前提にしつつ，無教育のままに学 【 一 、 ， て念が最大のものであり，しか
も一方では伯主日従主ーは日本へ帰圏した際の， 応，日本人としての資質といったものと密接に関わ
っていたし，他方においてはブラジルという園家"ーの規制も受けつつ，析出されてきたものといえるだ
ろ号。また，サンパウ口市のような都会において， 10年代から20年代にかけて，日本語教育に従事したの
は「日本キリスト教Jともいえるべき宗教者たちであったことは注目すべき事実であるように思われる。

(9 )このサンパウロ州内における大土地所有制の崩壊過程やそれに伴う日本←'民の植民地形成に関しては，
斎+賢志(1960)rブラジルの日本人J丸善に詳細な記述がある。
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となったのが日系人の地域エスニック共同体植民地であった。

こうした植民地はすでに1910年代に出現しているが，植民地形成が活発化 Lたのは1920年

代，そして質量的に最盛期を迎えるのは1930年代であった。植民地というエスニック集団地

のタイプは様々であり， r移民80年史Jl (1991)によると，①自然発生的な入植，②移民など

によって分譲された土地への入植，①日本の民間資本によって分譲された土地への入植，④

連邦ないし汁|政府造成植民地への日本移民の大量入植などがあった。

植民地は日本のムラ組織をモデルに社会組織化が行なわれ，そこには擬似ムラ意識のよう

な感情も後には醸成された。植民地の社会組織の主要な機能は一方において共同体としての

道路，衛生，冠婚葬祭，農業などの領域の管理運営であり，他方においては子弟教育の実施

にあった。子弟教育は植民地が奥地の未開地に形成されるケースがほとんどであったことか

ら既存の教育…関もない中でゼ、ロから出発しなければならなかった。前節で概観したように，

若い労働力を主体にする「構成J家族がブラジルで解体し，青年層による新たな家族が形成

され子供が誕生するようになったこと， 1920年代からは家族構成の中に多くの子供が含まれ

るようになること，しかも20年代半ば以降国策移民として移民数が急増していく中で，植民

地においてはこれらの子弟を巡る教育という問題が出現し，原始林を開墾した新開地の中で

教育を受けずに成長する第二世たちの教育問題は日本に帰国するにしろ，当面第二世たちを

どのように育てていったら良いのかという問題が基本であった。前述の輪湖によれば，瑚排

圏移民から脱して植民地形成熱が勃興した際，子弟教育は俄かに大問題となっていったが，

子弟の教育方針に関しては確固たるものが定まらなかったという O

「其後植民地熱が勃興し，邦人集団地が到る所に族出するや，教育問題は非常に強力な力を得，

i斬次之が植民地の中核的問題をなすに至ったのであります。然しブラジル教育か，日本教育か，そ

れともチャンポン教育かに就いては，移住者自体に確固たる方針が定まらぬため，議論は百出して

帰趨を知らずという状態が永く続いたのであります」

しかし， 1910年代後半から20年代半ばにかけての時期は邦字新聞に見る限り，子弟教育に

関する，非常に鮮明なスタンスが認められる O それはブラジルへの永住を前提とする伯主日

従主義に基づくブラジル教育の重視と「徳育教育」を中心とする日本語による補習教育の必

要性の主張であった。

(10)最も古く形成された植民地はイグアベ植民地で1913年から開拓が行なわれている。これは東京シンジケ
ートがサンパウロ州政府から州有地を無償で交付され，そこに植民地を創設したもの。日本の民間資本に
よる植民地造成のケースである。

(ll)移民八十年史編纂委員会編(1991)rブラジル日本移民80年史』 ブラジル日本文化協会 51-52頁
(12)第二世という概念はフォーク概念であり，ここには日本生まれの子弟とブラジル生まれの子弟がともに
包含されている O 第二世が内部的に分裂をし，準二世と二世という新たな範惇とアイデンテイティを析出
するのは後iのことである。

(13)輪湖俊午郎(1939)rバウルー管内の邦人』
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ブラジル時報紙は1921年8月三回にわたって，社説において「児童教育は何ぞや」を論じ

ている。この社説の論説は子弟教育はブラジル式を主体とするが，ブラジルの教育には人間

教育としての「修身j教育が不在であり，この道徳、をどうするかが問題であり，日系社会に

あって「修身教科書」の編纂が急務であると主張している了)そして，翌年 7月には社説で日

系児童向けの修身用教科書編纂に関して，かなり具体的な意見が開陳されている O このブラ

ジル式を主体とし，人間教育としての，日本語による徳育教育を従とする教育モデルの析出

は多分に，その当時，植民地に創設された教育機関をめぐる状況とも関連していた。植民地

においては第一次世界大戦中に南部三州のドイツ入学校が当時のブラジル教育令(10歳未満

の児童への外国語教授の禁止とブラジルの地理・歴史教授の義務)に従わずに問題をかもし

出したことを勘案し，学校を設立してはそれを「州または郡に寄付し，係官の監督の下にこ

れを経営したのである O 邦人小学校は，そのやうにして州又は郡の公認を得，また有資格の

ブラジル人教師を得」るというかたちを取る場合が多かったのである。換言すれば，植民地

の学校はその初期よりブラジルの公認の小学校としての形式をとっていたのであり，いわゆ

るニ言語教育体制が敷かれていたのである。このニ言語教育体制は基本的に午前中はブラジ

ル教育省のカリキュラムに沿った「ブラジル学校J，午後からは「日本語学校J(補習教

育)という構造をもつものであった。

1920年代のに邦人小学校に関する資料はほとんど存在していないが， 30年代初頭の移民社

会の子弟教育の状況については伯刺西爾時報社編『伯刺西爾年鑑~ (1938)がつぎのように

比較的詳細に記述しているので，それを引用しておこう。

「各校日本語部の教授様式は概ね日本式で 6学年帝IJを以てし，中には高等科以上を設けて居るも

のもある。学科目は国語，修身，算術，地理，歴史，理科，体操，唱歌で，教科書は日本の固定教

科書に依る為め，伯国で生まれた児童に説明しでも諒解されぬ事が多いという O 葡語部は学科目等

すべて聖州教育令によって行なわれ，両部の授業は午前と午後に別けて行なわれている。

議に注意すべきは日本人教師と伯人教師との教授法，児童訓育に対する理念，規律，訓練等が異な

る為め往々にして午前一方の教師に受けた訓導を午後他方の教師により全然産される様式に依り訓

線さるる為め遂に去就に迷わしめられ，ひいては日伯商語教師の反目を来す如き現象を度々見る事

があるj

(14) ブラジル時報 1920. 7. 30日付けから同年 8.13日付けに三回にわたって掲載された社説「児童教育
とは何ぞや」

(15) ブラジルにおける日本人発展史刊行委員会編『ブラジルにおける日本人発展史j(下巻) 198頁
(16) この学校の経費はしかしながら，公認小学校となっても，その大部分を邦人側が負担しなければならな
かった。経費の支出は植民地における主生産物であったコーヒーが採取できるようになって初めて解決し
たのであり，公認小学校となるのは植民地形成後4，5年を経てからであったという。

(17)伯刺西何時報社繕(1938) r伯刺西爾年鑑J サンパウロ 108頁
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20年代半ばには，外国語としての日本語を子弟に教えるべきだという主張が日伯新聞に見

られた。日伯苛聞のスタンスも伯主日従主義にたつものであるが ブラジル時報紙が日本語

による修身教育(徳育教育)を主張するのに対して，日伯新聞は， I日本教育と日本語教育

を取り違えて」はならないという点から「日本語は一つの外国語」として教えることが肝要

と主張している。)また，日伯新聞ではこうしたスタンスから徳育教育よりも，子弟の専門学

校以上の学校への進学の重要性も説かれている。

伯主日従主義による子弟教育というモデルは1920年代半ばまでかなり卓越したものであっ

た。もちろんブラジル時報の説く「修身教育による」徳育教育=日本人教育，日伯新聞新に

よる「外国語としての日本語教育」といった伯主日従主義の内容における多様性はあったも

のの，移民社会ではブラジル時報の主張が一般的な心の件まいであった。

1920年代，ブラジル・ナショナリズムは具体的なかたちで移民一般，または集団地へと影

与えることはなかったが，ナショナリズムは法案審議などの報道を通じて，一部エリー

， (出先官憲，教育現場，新聞社など)の聞では大きな懸念となりはじめていた。こうし

~_J きは外部からの圧力に対して，固まりかけた子弟教育のモデルを揺るがすことになった。

この動揺による「混乱jを懸念した日本政府の出先官憲・サンパウロ日本国総領事館は1925

年にはじめて「子弟教育問題懇談会jを開催し，移民社会における子弟教育のあり方を討議

する場を設けている。

当初 [20年代半ば頃]の，日本政府の日系子弟弐育をめぐるスタンスは北米などの排日運

動の経験，ブラジルのナショナリズムへの懸念から，伯主日従主義に徹したものだった。 1925

年 7月19日コチア小学校新築校舎落成式の総領事代理原口七郎は「特に小学校の先生，我が

忠君愛国主義は当伯固にまさいては，教育すべきものにあらず。総て伯国を背景にした教育の
(20) 

出ず可きなり。宣しく伯国の法規に随いて教育するを要す」とこの立場から訓示を述べてい

るo

この懇談会開催を契機にして，在伯同胞社会のなかに，子弟教育をめぐる中央機関が設置

されていった。子弟教育の中央機関は1927年にサンパウロ市に「在伯日本人教育会jが設立

され， 1929年にはこの機関が社団法人「サンパウロ日本入学校父兄会j に改組され，各地に

部会を設置することで，各植民地の「小学校jを中央れ関に統合していった。そして，父兄

(18) この日伯新聞の主張は当時としては斬新な主張であったが，同胞社会では受け入れることは出来ないも
のであった。こうした主張をF""，ム」山人としては半田知雄やアンドウゼンパチなどがいる。アンドウ
は思想誌『文化』の中で同化r.....，…山町}いう立場から，日系二世への日本文化 f伝承のための「外国人
教育としての日本語教育j という主張を開陳している。アンドウのこの視点は当時の同胞社会一般には受
け入れられなかったものの，戦後1958年に『二世とニッポン語問題』という小冊子を出版し，戦後のコロ
ニア版日本語教科書製作運動に大きな影Jを与えた。

(19)日伯新聞 1925. 8. 7日付け社説「第二世教育の根本基調」
(20)石原辰雄(1979)rコチア小学校の50年 ブラジル日系児童教育の実F;(1916ー 1966)J サンパウロ

[私家版 p25
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会は1930年には定款の一部を改正し「ブラジル日本人教育普及会」へ，さらに1938年にはみ

たび「ブラジル日本人文教普及会jに改称・改組されている。

植民地形成とともに高揚した子弟教育に関する懸念は植民地での子弟教育機関(小学校)

を創設させることになった。 1920年代半ば (26年)現在，植民地の「小学校」数はサンパウ
(田)

ロ総領事館管内30校，パウル 領事館管内31校 ，合計61校に達している。そして，その数は

5年後の1931年には総数122校収容生徒5千人に達している O

子弟教育をめぐる中央一地方組織の創設は散在する植民地がネットワークで結ばれ，それ

が総領事館に置かれた中央機関へと統合され，日本という国家と繋がったことを意味するも

のであったが，こうした植民地聞のネットワークを補強し「在伯同胞社会」という想像のエ

スニック共同体(あるいは日本語共同体)や「在伯同胞」というエスニックアイデシティテ

イの生成に大きな役割を果たしたのは邦字新聞を中心とするエスニック・メディアの整備と

流通体制の確立であった O ブラジルの邦字新聞は1916年の週刊南米と日伯新聞の発行をもっ
(24) 

て開始され，その後様々な新聞が発行されている O 主要新聞社は1932年当時，それそ L自前

(21) Iブラジル日本人教育普及会」は1937年に『日本語読本J全八巻とその教授用参考書入巻を編一，発行
した O この教科 はポルトガル語の翻訳をつけて州当局へ提出され認可を受けた，ブラジル初の日本語教
科書であった O しかし，当時の軍国的色彩や国家主義的思想は認可を伴うものであったことと関連して，
極力抑制されたものとなっており，当時の邦人社会からはあまり歓迎されなかった。

(22) この小学校は「何れも其の設立当初より充分の設備を有していたものでなく，寺子屋式のささやかなも
のが多く，その教師の如きも，これを本職とする者は極めて稀で，多くは当該集団地に於ける青年又は家
長であり，教育放任を座視するに忍びずとして立った人々である」ブラジルに於ける日本人発展史編纂委
員会編『ブラジルに於ける日本人発展史 下巻J197頁

(23) この汲字は1934年発行の『サンパウロ日本人小学校父兄会会報第二号Jに掲載されているもの，換言す
ればその時点で存続していたものであり，実際にはもっと多くの「小学校」が創設されていたと思われる。

(24) 1933年5月当時，在イ白同胞社会において発行されていた主要な定期刊行物を示したのが図表3である

図表 3 在伯同胞社会における主要定期刊行物ーマ (1933年5月現在)

定期刊行物名 発行 週刊/月刊 ページ数 備考

伯刺西川時報 ブフジル時報社 週2函 12p 購読料年30ミル

日伯新聞 日伯新聞社 週刊 8p 年30ミル

聖州新報 聖州新報社 週2回 8p 年30ミル

日本新聞 日本新聞社 週刊 6p 年30ミル

アリアンサ時報 アリアンサ時報社 週刊 4p 年12ミル

物産週報 日伯物産通信社 月刊 20p 
農業のブフジル 農業のブフジル社 月刊 100p 年30ミル

波紋 波紋社 月刊 100p 娯楽誌

ポプフ ル リンス通信社 月刊 70p 少年少女向娯楽

青空 サンパウロ父兄会 月干Ij 4p 父兄会十関誌

若人 農業のブフジル社 月刊 スポーツ専門誌

力行の叫び 力行会聖市支部 月刊 19p 機関誌

更新 更新社 隔月刊

角笛・おかぼ新天地 アリアンサ時報社 月刊

家庭と健康 互生会 月干Ij 8p 衛生関連雑誌

郷友 耕地通訳協会 月刊 50p 衛生関連雑誌

[出典]サンパウロ人文科学研究所編『ブラジル日本移民・日系社会史年表J1996 76頁
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の印刷設備を所有し，新聞印刷を行なっていた。 38年には主要邦字新聞は 4頁から 8頁の日

刊となった。 1933年当時の最大発行部数は 8千部程度であったが， 38年には日伯新聞 l万 9

千 5百部，伯刺西爾時報 l万7千部，聖州新報9千部，日本新 聞5千部，アリアンサ時報

(37年にアラサツーパに移り，日伯共同新聞と改称) 5千 5百部，ノロエステ民報 (34年に

北西民報と改称) 4千 5百部に達した。この当時の日系世帯数は約 4万世帯と推計されてお

り，邦字新聞が移民たちの問でいかに読まれていたかが看取されるだろう O 輸湖俊午郎が

1939年に実施した「邦人の新聞並びに雑誌講読数」に関する調査では，調査対象者数11567

世帯に対して，邦字新聞購読世帯数10154，男子雑誌5967，婦人雑誌1168，子供雑誌1078とな

っており， I新聞の如きは 9割に達し，将に新聞の天下と言ふを得べき」普及率であった。

また輪湖は「さらに驚いたことは一高五千家族，伯国在住年数平均十一年と言ふに拘らず，

伯国語の雑誌などは一冊もなく，新聞が僅かに百部内外であったが，大部分は都市生活者の

インテリ層に限られていると言ふ貧弱さである。これでは伯国政府が心配し出す(日本人移
(25) 

民不同化論)のも無理はない」と述べている。また，当時，サンパウ口市内だけでもサン ・

ジョゼー，博友堂，日本堂という日本語印刷所も存在， 10年代後半から生成されてきた日本

語共同体では30年代に，これらの印刷設備を利用して定期刊行物以外にもさまざまな出版物
(26) 

が出版されるようになった。

日本とブラジルの国境を超えた刊行物を含む商品の流通体制は移民船貿易を通じて支えら

れていた。ブラジルには日本移民導入前から日本に本庖を持つ商庖が進出していたし，移民

渡航後は移民自らが多くの商屈を開業した。これらの商庖には1919年開庖の瀬木商庖をはじ

め， 20年代から30年代初頭にかけて，中矢，遠藤，国井，羽瀬などの商庖が開庖し，移民船

貿易は植民地での経済的安定や上昇をある程度達成した移民たちの需要に対応してきた。商

品の中には数多くの日本書籍も含まれており， 警籍輸入を専門とする業者も出現している。

日本書籍の中心的な購入者が各植民地に組織された青年会であった。「移民八十年史』は

その様子を次のように記述している。

「青年会には修養部という部門が設けられていて夜学，日曜学校を主催するほか，青年雑誌(例え

ば大日本雄弁会講談社(現在の講談社の前身)の「雄緋J，評論雑誌『現代t娯楽雑誌の [キン

グ.1， r講談倶楽部.1， r婦人倶楽部.J，少年少女向きの 「少年倶楽部，少女倶楽部』などが青年会の

(25)輪湖俊午郎(1939)rパウル 管内の邦人J
(26) 1934年以降には， 34年「商工業の友JI学友J(以上雑誌)， Iノロエステ民報J(新聞)， 37年「地平線」

「南十字星JI羅針盤J(以上雑誌)， 38年「産業のブラジルJI文化J(雑誌)， 39年「植民J，40年「自然j
等が発行されている。

(27)移民船貿易の概観に関しては，森(1998)I(食〉をめぐる移民史(1) 戦前のコロノ・植民地時代
J r人文研JNo. 2 サンパウロ人文科学研究所編 48-70頁参照のこと。
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経費で購入され(サンパウロの書籍輸入居から)会員聞で回覧された。

日本雑誌の回覧によって，植民地の青年の読解力が進んだことは想像外のものがあった筈である。

と同時に，これらの雑誌に網羅されている日本の風潮が，そのまま青年たちの情緒や指揮を形成す

るのに大きく与ったのであった。 1930年代に入って，日本の"国粋主義"的思想、と行動が高まり，

軍の発言力が強くなって来ると，諸雑誌の内容もこれを反映迎合したものとなり，それが植民地の
(28) 

青年たちの思考を左右し縛り付けることになった」

以上のように，在外公館の主導による子弟教育をめぐる植民地問ネットワークの生成と邦

字新聞や日本からの輸入書籍，邦人社会における出版物などを中核とするエスニック・メデ

ィアの整備(増加)と流通体制の確立を主要な条件としながら，ブラジルに「日本語」共同

体が生成されていき，特に1930年代には，この構造を通じて，日本のナショナリズム，国粋

主義的思想、が植民地を席巻し 杉民や農村青年たちの思考や行動 価値観などに大きなイン

パクトを与えるようになるのである。

1圃 3面 二つのナショナリズムと『国語』イデオ口ギーの台頭 (1930年代)

既に述べたように，日本政府による渡航費補助(1924年)に，日本経済の疲弊，イタリア

政府の移民禁止に伴うサンパウロ州のコーヒー産業における労働力不足などを背景に， 1920 

年代半ば日本移民が急増し， 30年代初頭にそのピークを迎え， 33・34年当時，日本移民のサ

ンパウロ州への外国人移民数に占める比率は 4割を超えた。こうした大量の移民流入や先着

移民の経済的な安定などを条件としながら， 1930年代は植民地=地域日系共同体は全盛時代

を譲歌することになった。

また， 30年代は日本語教育分野のみならず，各地域に散在していた各植民地は在伯日本人丈

化協会や日伯産業組合中央会などの中央機関を通じてその頂点である在外公館に統合され，

それを通じて日本(天皇)へとつながる構造の中に位置付けられていった。当初，週一回の

発行であった邦字新聞は漸次発行回数を増やし， 1938年には日伯，ブラジル時報，聖州新報

の主要三紙は日刊!となり，移民たちにさまざまな情報を伝え，移民の『心の拠り所Jのーっ

となっていった。これらの新聞は移民たちにブラジルの園内情報，移民消息，集団地事情，

農産物の傾向や市況，日本語教育界の動向など幅広い情報を提供した。それに加えて，新聞

は祖国日本の動向も盛んに伝え，特に満州事変以降の軍国主義的日本に関する一連の報道は

異国にある移民たちの心情に強い影響を与えることになった。

そして，この心情は移民の子弟教育(日本語教育)へと具体的に跳ね返っていった。 20年

(28) 移民八十年史編纂委員会編 前掲書(1991) 82頁
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代までの植民地における子弟教育は伯主日従主義を基本とするものであったが， 30年代初頭

より，そのモテ会ルは国粋主義的イデオロギーを基盤とする日主伯従主義，和魂伯才主義へと
(29) 

大きくシフトしていくことになった。この当時の状況を「移民70年史Jは次のように記して

いる。

「日本の秀れたものを子弟に継承させる方法は日語教育をおいてはないと信じ，世界無比の皇統

連綿の神国，世界を導く選ばれたる民族，悠久の大義，八紘一宇，東亜共栄圏，絶対不敗の皇軍，
(30) 

といったことを環境とは全く無縁な次元で手弟に注ぎ込む努力が続けられたJ

「明治この方の国家至上主義教育を受け，天皇即国家，天皇は父，国民は子，世界に冠たる日本，

という思想、は移民たちが既に身につけて来たものであったが，日本が異常な事態に突入するととも

に，移民たちは改めてそれを自分のことと感じて心情的な傾斜を深めたのであった」

日本臣民を生成するための教育あるいは「臣民jであることの確認のために， 1930年代に
(32) 

は植民地において，前山が天皇崇拝シンボリズムと呼ぶ儀礼コンプレックスが創造された。

この天皇崇拝儀礼コンプレックスの中核的な場が「日本学校」に他ならなかった。前山はこ

の「日本学校」とそこで行われる天皇崇拝儀礼コンプレックスについて次のように記してい

る。

「それ(日本学校)は今日のごとき単なる語学教育の場ではなかった。子供も，青年男女も，そ

して親たちもそこで真の「日本人」となり，真の「人間j となることが期待された。そこでの行事

に参加しない日本人は集団の一員と見なされず，日本人とも見なされなかった。日本学校は日本人

会によって運営され，そこには必ず「御真影」が安置され，教育勅語が備えられていた。日本学校

は子弟教育の場であると同時に，日本人会の集会場であり，青年団・処女会の活動の中心であり，

(29)勿論，少数派ではあったものの，子弟への日本志向教育を反対するものたちもあった。それは同化主義
に基づくものであり「ブラジル生まれの子供はブラジル人」という認織から出発し，ブラジルの教育を尊
重し，ブラジル社会へ同化させるのが先決とする考え方であった。アンドウゼンパチや半田知雄は1930年
代の三世像に関していくつかのタイプを析出している。半田(1996) はこの当時の二世を， 1)植民地に
生活の根を張った，準三世や一世と同じ立場を取っている二世であって，日本語もよく出来，日本の思想、
に反発しない種類のもの。 2)日本人の社会に生活している以上，日本人の話すこと考えることに接触
的に反対はしないが，ブラジル人的気持ちを充分持っていて，ブラジル人たる義務感を失うまいとする種
類の二世(ブラジルの教育も中学程度及びそれ以上のもの 3)二世として最も純粋なもので，ブラジ
ル人としてのアイデンテイテイを持つととに努め，ブラジルを祖国として生きょうとし， I日本精神」に反
発する者のグループ(大学生，大学卒インテリ) である。半田知雄 (1996)r今なお旅路にありーある移
民の随想J 太陽堂書肩 144頁

(30)移民70年史編さん委員会編前掲誓(1980) 77頁
(31)移民70年史編さん委員会編前掲書(1980) 77頁
(32)前山によれば，天皇崇拝儀礼は「日本学校が氏神であり，祭社であった。天皇が御神体であった。経典
は教育勅語であった。」という。前山隆 (2∞1) r異文化接触とアイデンテイテイ ブラジル社会と日系人
j 御茶ノ水書房 55頁



ブラジル日系人の「日本語」を巡る状況と言説 135 

さらには産業組合の事務諸であったりした。新年の四方拝，紀元節，入植記念祭，天長節，卒業式

などに際しては，生徒だけでなく，植民地の全員が参列して，皇居遥拝 (1東方遥拝」とも言って，

「日本遥拝」を意味した)，御真影への最敬礼，勅語奉読，君が代斉唱などの儀式が，大抵の行事
(坦)

に先行して行われた」

こうした天皇崇拝シンボリズムを通じて移民個人は植民地の日本人会一中央統括機関←在外

公館という象徴構造のなかに位置付けられ，日本の天皇へと直接に結びつけられていった。

20年代に日本人の徳目を継承させる徳育・修身教育の手段であった日本語は， 30年代，特

に後半になると，日本臣民/民族を構成する必須条件としての「国語」へとその意味を大き

くシフトしていった。そして，このシフトには子弟教育中央機関に対する様々な補助(学校

建設補助金，教師の派遣，奨学金など)を行なうことを通じて，日本という国家(の遠隔地
(34) 

ナショナリズム)もまた強く関わっていた。

30年代，日本語は「日本民族の本質」と同ーなものとして認識され，国粋主義的な民族

(精神)観，国語観などが生み出されていくことになった。こうした国粋主義的な「国語」

観は1935年にサンパウロ市ビンニェイロス地区に暁星学園という実務学校を創立した岸本昂

ーの思想の中によく認められる。岸本は1947年という戦後の早い時期に出版した『南米の戦

野に孤立して』という著書の中で，日本語教育や外国語学習などに関して自説を展開してい

る。

岸本によると， I日語教育とは単に文字を教えるということだけではない。日本歴史をた

て糸として生成発展して来た民族の精神建設をいう」。そして，岸本は続けて「日本語は日

本人の血液を持つ者にとっての大地であり，太陽であり，水であり，空気であるのだJr日
本語の中には，民族の純粋至高なる脈博，流れて止むこと無き壮大雄揮なる歴史が呼吸して

いるのであって，言葉の響 きの中に，文学のー匂一節の中にも祖先の血管が脈々と波打って
(36) 

居り，その精神が泌み込んでいるのだ」と主張し， I国語」なしの海外発展は「民族の本

質」を失って形骸だけを止めることになってしまうと結論づけ，日本民族は世界の果てにい

っても ，I国語」 とともに永遠に行き続けていかねばならないと主張した。

岸本は国粋主義的な「国語」 観を強くもっていたが，日本民族の子弟にとって外国語学習

(33)前山前掲杏 (2001) 55頁
(34)二世の教育の関する日本政府の干渉はブラジルにおける排日運動の材料に使われる怖れがあると危倶す
る意見もこの当時存在していた。安東義喬は「二世の教育をば日本の外務省が，出先官憲をして扱はせる
ということは表面のみならず又実質に於いても非常に向こうの反対を受ける所でありまして，所謂内政干
渉とでも謂えば言はれる所であります」と語っている。また，日本政府の干渉は当時の二世インテリたち
の，ブラジルナショナリズムの影響を受けたナショナルアイデンテイティとの聞に相克を起こし，いわゆ
る「菊花事件」 を起こすこ とになった。

(35)岸本昂ー (2002)r南米の戦野に孤立して 200頁
(36)岸本 前掲瞥 (2002) 201頁
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(この場合ポルトガル語)を不必要とは考えていなかった。逆に岸本は日本民族は積極的に

外国語を学ばねばならないと主張している。その理由は「彼等を啓蒙し，強化し」そして

「私たち自身を，そして日本を，世界的に押しひろげてゆく」ためであり， I人として必要

な学問技術」だからである。こうした認識から岸本は日本民族精神建設に不可欠な「国語」

と，実際的実用的な技術のために不可欠なポルトガル語の双方を子弟に教育するという立場

を主張したのであった。

このような立場は，この当時，邦人社会の中で流布していたフォーク概念でいえば， r和
魂伯才論Jであり，それはちょうど20年代の伯主日従主義を逆転させた立場であったといえ

るだろう。岸本の， r国語Jl=民族精神， Iポルトガル語J=実用的拡能という「和魂伯才

論jは決して彼独自のものではなく，当時の移民たちのなかでかなり共通する，内部矛盾す

る子弟1日であったといえるだろう。

もちろん，こうした移民の心情は日本ナショナリズムからの影響によってのみ形作られた

ものではなかった。 30年代はまた，ブラジル・ナショナリズムの高揚した時代，盛んに外国

人移民の同化政策が展開された時期であり，こうした二つのナショナリズムのく狭間〉とい

うポジションから立ち上がってきたものであったと解釈するのが的を得ている。

植民地が全盛期を迎えた30年代は，日本移民にとって受難の時代でもあった。ブラジルの

ナショナリズムは1920年代から徐々に台頭し， 20年代には様々な外国人移民制限法が実施さ
(37) 

れた。 1923年の第一次排日運動から始まり 1934年に「移民二分市Ij限法」が国会で可決される

までの時期は日本移民導入反対論が急速に高まった時期であった(すでに見たように，この

時期が戦前移民の全盛期であった) 1930年ナショナリゼーション政策を打ち出すゼツリオ・

バルガスが革命で政権を奪取し，臨時大統領に就任した。その 4年後バルガスは国内労け者

や定グしている外国人労働者の利害を守るという観点から大統領令19482号，いわゆる「移

民二分制限法」によって 外国人移民の入国を制限する法案を一 ー一一会に提出している O

バルガス政権のナショナリズム政策に先だって，日本移民へ直接影響を与えた政策決定を

行ったのは日本移民の大半が居住していたサンパウロ州政府であった。それは主に教育領域

におけるナショナリゼーション政策ともいえるべきものであった。サンパウロ州政府は次の

ような内容をもっ州教育令を公布した。(1)外国語以外の科目はすべて教授すべし。

(2) 10歳未満は年齢の如何にかかわらず，国語文盲者に外国語を教授することを禁ず¥

(3 )ポルトガル語及びブラジルの地理・歴史の教授は監督課より指定する時間数を以て，

生来のブラジル人ポルトガル人又は帰化人の有資格者により担任せらるべきこと， (4) 外

(37) 1920年代から30年代にかけてのナショナリゼーション政策と日本移民の動向に関しては，三回千代子
(1995)や移民70年史に詳細な記述がある o 三田千代子 (1995) 11 ブラジルの外国移民政策と日本移

民Jr日本ブラジル交流史一日伯関係100年の回顧と展望J 日本ブラジル中央協会 93ー116頁
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国語の教授は検定試験合格者たること， (5)外国語の教授に使用する教科書は予め監督課

に許可を得たものに限る O ブラジル国民静止の酒養に有害なる影ーを与える教科書の使用を

禁ず， (6) 幼稚園及び育児所の学校担任者はブラジル人たる教員に限る。但し正確なるポ

ルトガル語を話し得る外国人はその助手たることを得る O

もっともこの州教育令は，それほど大きな影響を植民地内の「小学校」に与えたわけでは

なかった。まだ，この法令に外国語教師の資格試験受験，使用教科書の認定などを通じであ

る程度の対応が可能であったからである。

ナショナリゼーション政策が直接，移民の生活や子弟教育などに影響を与えるようになる

のは， 1937年11月のクーデターを経て，独裁政権を樹立したバルガス大統領による，中央集
(38) 

権的なエスタード・ノーボ体制が確立された後の， 1938年以降のことであった。 38年から39

年にかけてはナショナリゼーション政策の立法が活発化し，外国人移民とその子弟に対する

強硬な同化政策が実施されるようになった。その政策は移民の入国，居住，植民地形成，初

等教育，商工業活動など移民の生活全般に及ぶものであったが，特に，日本13民にとって大

きな痛手であったのは，初等教育活動の規制と出版物規制であった O

(39) 

1938年 8月，外国人入国法の施行細則が交付されたが，その第93条には，農村地帯におい

ては14歳未満の者に対する外国語教授禁止(サンパウ口市及びサントス市は農村地帯ではな

かったので11歳未満)のほか，①教師はブラジル人に制限，②教科すはすべてポルトガル語

で記述されたもの，授業はすべてポルトガル語へ制限，③初等・中等科ではブラジルの地理

・歴史教授の義務化などが細則として盛り込まれている。さらに，この翌年の1939年 9月に，

サンパウロ州政府は州内私立学校を対象に「サンパウロ州内学務官憲に対する訓令」を発布

し，ナ卜|民あるいは州内に居住する子どものブラジル化を推し進めようとした。この「司I[令j

の骨子は①教室内に非国家的意識を与える表象物の設置禁止，②国家・国旗の歌及び愛国的

唱歌の授業義務化，③外国語授業の制限(1日二時間まで)，④私立学校の催し物のプログ

ラムのなかに外国語や外国精神を高揚するが如き種目の挿入禁止からなるものであった。

こうした一連の外国人移民及びその子弟に対する同化政策は「本国的色ぷを失うこと極め

て急速なるものjがあったし 70年史によると， I法令に従う限り，子弟に日本語を教える

(38) 1937年に成立したバルガス政権下のナショナリゼーション政策では，ブラジル精神 (Brasilidade)と国
家主義の高揚，国民の形成とその統合が目的とされ，そのために一連の外国移民同化政策が採用された。
さらに1940年には37年の政策をさらに進め，①外国人やその子弟のーかれた社会的地理的隔離状態の除去，
②同系統の外国人のみの集団地創設禁止，③外国人集団地へのブラジル人家族入植促進，④ナショナリゼ
ーション促進のL______，などを骨子とする一連の法令を発布している。

(39)ここでいう農村地帯というのは司法施行細則第275条において，連邦府 州の首都及び外国人入国港の
境界内に含まれざる領土の全部と規定されている。したがってサンパウロ州では州都であるサンパウ口市
と外国人入港地で5あるサントス市以外はすべて農村地帯ということになる。

(40) 70年史のよると， 1938年12月にはブラジル全土の外国語学校に対して閉ii命令が下され，サンパウロ州
内にあった日本語学校294校が閉鎖に追い込まれたと記述されている 前掲書75頁

(41)ブラジルにおける日本人発展史刊行会第 前掲書 200-201頁
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ことはこの時点でもはや不可能になった」という。サンパウロ州政府によると，外国人入国

法施行細則のうち，農村地帯小学校に関しては，その条項のために，学校経営不能に陥り，

当局より閉鎖命令を受けた学校が235学校に達し，そのうちの219校が日本人関係であったと

いう O そして， 1938年12月には，ブラジル全土の外国語学校に対する閉鎖命令が公布され，

サンパウロ州内で294校，そしてブラジル全国では476校の日本(語)学校が閉鎖に追い込ま

れることになった。

また，ブラジルにおける日本語教育の中心的機関であった「ブラジル日本人教育普及会J

は1938年10月に定款改正を行い「ブラジル日本人丈教普及会」と改組され，従来の事業を拡

大しようとする矢先，前述の外国人入国法実施細則が公布され，傘下の日本語学校の閉鎖と

いう事態に直面したのに加えて，外国人団体取締法(第 6条)により，外国の政府-団体又

は外国に居住する個人からのいかなる名目の補助・寄付・援助などを受けることが禁止され

たこともあって，その活動を停止せざるを得ない状況におい込まれた。

一方， 1910年代後半から発行されてきた日本語新聞もまた，ナショナリゼーション政策

の影 を受けることになった。 1937年7月ブラジル政府は外国語新聞・雑誌取締規則を公布

した。邦字新聞主要三紙が日刊になるのは1938年後半からで この当時の植民地社会では新

聞をはじめ文芸活動などが益々隆盛を.-めていたが， 1939年9月以降，第三次世界大戦へ拡

大する様相が強くなると，記事検閲制 社説主要記事などのブラジル語訳添付ー←ブラジル語

格l併設へと規制が厳格化されていき， 1941年 8 月には外国語新，~Il発行禁止令が公布され，日

本語新聞はついに約四半世紀に及ぶ活動の幕を閉じることになったのである O

以上のような，一連のプロセスを通じて，移民は自らの「国語」やその教育機関，報道機

関を失うことになった。子弟を日本民族=臣民として育て上げることの困難さ，情報の欠如，

日本民族として生きることの困 さ こうしたファクターから日本移民の間では日本ないし

帝国主義的拡張政策の結果，植民地化した土地への「帰国」への希望が急激に増加した。 1939

年のノロエステ，パウリスタ延長線「同胞現 告jによると当時の移民の85%帰国を

希望しているように，二つの国家ナショナリズムのく狭間〉において， i"~中の暗い時代へと

移行していくのである O

1941年12月7日(ブラジル時間)太平洋戦争が勃発し，翌年 1月末にはリオデジャネイロ

で汎米外相会議が開催，ブラジルを含む10ヶ国は枢軸国との経済断交を決議，ブラジル政府

はさらに l月29日対枢軸国との国交断絶を決定した。この前日にはすでに在リオ帝国大使館，

在サンパウロ総領事館など在外公館は閉鎖され，一夜にして移民は在外公館を通じての日本

(42)移民70年史編さん委員会篇前掲書 74-75頁 1938年11月には，国語による子弟教育が不可能なブラジ
ルでは民族の発展はないとして，北支への進出のための資三支給をサンパウロ総領事館に嘆願するという
エピソードも起こった。
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とのつながりを断たれた。 42年 l月にはサンパウロ州政府保安局は敵性国民となった日・独

・伊三国人に対して，以下のような取締令を公布告示している O

ブラジルの日・独・伊との国交断絶に当たり，本ナ卜|居住当該国民に対し，以下の事項を禁止する

1.如何なる者も当該国々語にて記されたものを頒布すること

2 当該国々歌を唱し，あるいは演奏すること

3 当該国独特の敬礼をなすこと

4. 多数集合の場あるいは公衆一 τにおいて，当該国々語を使用すること

5. 当該国政府要人の肖像を人 ャまる処，あるいは公衆に展示すること

6 保安局より発給の通行許可 Salvo Conduto)なくして， 地域から他地域に旅行すること

7 私宅内といえども，私的祝祭の名義をもって集合すること

8 公衆の場に於いて国1時局に関し，討論あるいは意見の交換をなすこと

9. 以前に正当な許可書を取得しているとも，武器を使用すること，また武器弾薬あるいは爆弾

製造に使用し得べきものを売買すること

10.保安局に予告なくして，転居すること

11.自己保有の飛行機を使用すること

12.保安局より許与される特別許可証なくして空路旅行すること

42年 1月の対枢軸国との国交断絶により， I敵性国民」となった日本人移民たちは戦時中，

上記のような生活上の様々な制約を受けることになったが，こうした状況の中で，移民の唯

一のコミュニケーション手段であった日本語は家庭内のみで使用可能なものに制隈されたの

であった O

2. 戦後日系社会における日本語を巡る状況とその変化

2.1. 永住戦術の析出/戦後日系社会の再編一1950年代

1930年代から 1945年までの一連のナショナリゼーション政策と第二次世界大戦の開戦から

終戦に至る時期は日本移民とその子弟にとって，大きな激動の時代であった。特に戦時中は

「日本人j として生きることに「敵性国人」ゆえに様々な制約が謀せられることになったが，

その一方，日本移民の大半が従事していた農業部門は戦禍の外側にあったために好景気とな

り，この時期に多くの移民たちが財産を形成し，戦後における経済的社会的上昇の地歩を/"

くことができた。この財産形成，第二次世界大戦における日本敗戦による帰還すべき祖国の

喪失感，そして外国人同化政策のなかで「ブラジル国民j として成長してきた二世の存在な

どの状況の変化が，それまでの日本移民の生活戦術を大きく転換させることになった。終戦
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直後の在伯同胞社会に発生した「勝ち負け問題」を経て，日本移民のなかにブラシ、ルへの永

住という意識が醸成され，高められていった。

ブラジルへの永住をめぐる語りは集合的なレベルから個人のレベルまで数多く存在してい

るが，パウリスタ新聞社編『コロニア戦後十年史~ (1956)では「日本語j能力の低下ない

し喪失という側面から，永住(定住)に至る心理状況が以下のように語られている。

「…コロニアに定住の傾向が著しいのは， つは過ぐる大戦の結末がもたらした現象といえるか

も知れぬが，それよりも，コロニア自体が永住か帰国かの問題に当面して，何れかに決定せねばな

らぬ状態におかれたときに，あの戦争の結末がきて移民の永住を決定的ならしめた，という方が当

っているであろう。というのは，錦衣帰郷を夢みて，子供の教育を怠っている聞にも子女は成長し

た。たんに成長しただけではなく，ブラジル的な要素を吸収して，ブラジル的に成長したo 親は老

け込んだだけではなく，戦時中の繊口令も崇ったのか，漢字を忘れたのはもとより，フやラジル語を

混ぜずに標準語のニッポン語もなかなか話せぬ状態となり，これではブラジル的な息子や娘を連れ

て，ブラジルぼけした人間が生存競争の激しい母国に帰ることもどうか，と内心は多くの移民が考

えはじめた頃に戦争の結末がやってきた」

この言説では，自らが話す 「ニッポ ン語」が日本の日本語と対比されて，こうした日本語

話者ではブラジル化した子弟を伴って母国日本へ帰国しでも日本では到底生存競争に勝てな

いと，自らのニッポン語を否定的に捉えられ，それが永住(定住)の動機 とされている O 少

なくとも，終戦後から50年代前半の時期までは，後に見るような自らの話す「ニッポン語」

を積極的に意味づけ， 新たに析出されてくるアイデンテイティを構成するシンボルの一つに

まで昇華してはいなかった。

戦争直後から50年代前半の時期，日系社会は，多くの戦勝派一勝組団体や負組一認識派に

よる時局認識運動の組織化など「勝負問題Jをめぐる組織化を中核 としながら，再生への道

を歩みはじめた。そして， I勝負問題jと密接に関連したかたちで，日本語新聞が，復刊・

創刊されていった。 1946年10月にサンパウロ新聞が，そして同年中に南米時事，伯刺西爾時

報も復刊され，さらに翌47年 l月には「時局認識」を標携したパウリスタ新聞が創刊され，
(43) 

日本語共同体も再生されていった。 日本語新聞が創刊ないし復刊すると，その印刷設備など

を利用するかたちで，勝組，負組を対象とする雑誌 たとえば「時代J，I光輝(の ち輝

(43)戦後期に大きな影響力をもった日伯毎日新聞は1949年1月創刊されている。 1950年時点の日系社会にお
ける刊行物は1951年度版パウリスタ年鑑(パウリスタ新聞社)に掲載されている。それによれば，パウリ
スタ新聞，サンパウロ新聞，ブラジル中外新聞，昭和新聞，アサイ新報，よみもの，子供の友，ニュース，
サンパウローマガジン，大地，養鶏生活，木陰，榔子樹，時代，ピラチニンガ会報，広野の星，進路学生
会機関誌，晩の星，睦，ブラジルの自然，童話絵本，革新などがあった。
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号)J， I断」などーや子供向け雑誌「子供の友J，一般雑誌「よみものJ(月刊)，短詩型雑

誌「榔子樹J(短歌)， I木蔭J(俳句)，農村向け雑誌「大地 (Terra)Jなどが次々に創刊さ

れ，日本語共同体は急速に復活されていった。

一方， 1938年に停止した日本語教育は日本語共同体の再生よりも少し遅れて復活した。日

本語新聞が戦後すぐに創刊(復刊)されたのに対して，なぜ日本語教育がなかなか再開され

なかったのか。その事由は，伯国日本語学校連合会の機関誌 「幾山河」によると， (1)母

国の地位転換によるコロニアとしての自重， (2) 時局をめぐるコロニア内部の対立，

(3 )日語教育反対論の台頭， (4)非合法的再開に対する自粛という四つをあげ，特に最
(叫)

後の理由を主因としている。

外国語教育を規制した従来の，教育令は1947年11月の新教育令の施容によって緩和され，

まだ制約は存在するものの，正規の手続きを踏めば日本語学校開設が可能となった。この法

的規制緩和を受けて， 1948年以降，日本語学校が「伯国公認日本語学緩」として開校されは

じめた。

「伯国公認日本語学校」は1954年 7月の時点では，三十校近くに達した。公認日本語学校

数の増加を条件にして1950年代半ばにはその連合会=統合組織創設の気運が生まれた。この

連合会創設の発起人となったのは森根亀吉であり，森根の呼びかけにより， 1954年 7月に第

1回サンパウロ州公認日語小学校連絡会議がサンパウ口市に開校していたドン・ベードロ 2

世日本語学校において開催された。 I幾山河Jによると，この連絡会議の開催は戦前，総領

事館監督のもとに文教普及会が中核となって実施された日本語教育にかわって「戦後はコロ

ニア自体の力によって日語教育を実施しなければならないという決意」のもとに開催された

ものであった。そして， 1955年 1月には，サンパウロ市ドン ・ベードロ 2世日本語学校で， 25 

校の経営者，教師などが参会し，聖州公認日語学校連合会創立総会(以下日学連と呼称す

る)が開催され，連合会が設置された。

50年代前半という時期は日系社会において発生した勝負けをめぐる対立が収束し，サンパ

ウ口市創立400年祭に，ブラジル社会(市役所)から日系社会としての参加を要請されると

(44)伯国日本語学校連合会編 『幾山河(全伯日語教育史)J 1966 サンパウロ 111頁
(45) 1947年11月26日付け「サンパウロ州の教育に関する法令17698号」の第二章「私立学校令一指導と監督

」によると，小学校準備科，保育園，幼稚園，小学校(初等学校)，中学準備科，語学科，科学科の運営
を行なうには教育局に登録を行なわねばならないと規定されている。その登録に必要な願書およびその願
書とともに提出すべき書類に関しては第106条，第107条において規定されている

(46) 日本語学校公認は1947年11丹発布のサンパウロ州教育令第17698号の規定によって行なわれる。この公認
手続きは伯園公認日本語学校進合会が行なっていた。公認手続きの基本は日語教師検定試験 (毎年7月)
に受かった教師が存在するかどうかであったようだ。

(47)伯園日本語学校連合会 1966 115頁 この連絡会議での協議事項は(1)教授法発表 (学習指導及ぴ
訓育) (2)父兄との連絡(又は学校と家庭) (3)教師に対する待遇の問題 (4)授業中の教師の態度
( 5)教育令の研究 (6)教育上の連絡機関較置の研 (7)当局に対する公認学校の義務 (8)学校行事

開催の件(9)学童誌刊行(10)感想文又は研究発表，であった。
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いう外部からの「日系社会」の存在認知を受ける ブラジル・ナショナリズムという「亡

霊jから解放された時期に当っており，日系社会の再編が活発化していた時期であった。日

系社会の中核的団体であるサンパウロ日本文化協会(現在のブラジル日本文化協会)は1955

年に， 400年祭日系協力委員会を母体として組n化され，翌日年には，サンパウロ日本文化

協会内に，日系ブラジル人に対する日本文化の普及を目的とする日本文化普及会(日本語普

及部をその下部組織として含む)が創立された。さらに， 1964年には日学連と日本語教育界
(岨)

を二分する勢力となったブラジル日本語普及会が創立されている。

50年代における日本語教育の復活には，日本語教育理念の検討という問題が随伴し，日本

語教育をめぐる教育理念に関する議論も 1950年代半ば頃から活発化していった。この議論は

同化論とブラジルへの永住戦術に基づきながら，二世たちを「伯主日従」主義に従って，い

かに「優秀なる伯国市民」として養成していくかを目指していくかを巡って展開された O こ

の議論は実は，日本人一世たちがブラジルへ永住することの意味や意義を，理想、型としての

二世像モデルを通じて了解する，自己集団のブラジル在住性の確認するための営為でもあっ

た。

この議論を通じて，日本人，日本精神を醸成する手段としての「国語j教育モデルととも

に，新たに「丈化伝承」手段主しての日本語教育モデルが析出されることになる。教育理念

をめぐる議論の最大のイデオローグはアンドウ・ゼ、ンパチであった O アンドウは1958年に

『二世とニッポン語問題』という小冊子を自費出版し，そのなかで新たな二世像モデルと戦

前の国家主義的な側面が払拭された「丈化伝承」手段としての日本語(教育)モデルを唱え

ている O

「日系コロニアが二世との密接な協力の上に築かれてこそ，ニッポン民族がブラジルへ移住した

ことが意義のあるものとなりうるのだ。そして一世と二世とのつながりを密、接にして，その協力を

完全にするためには，何よりも必要なものはコトパである。しかもそのコトパは一世のもっすぐれ

た才能，技術，また一世の母国ニッポンのいい文化を二世を通じてブラジルに伝えるために，ニッ

ポン語でなければならない。このように考える時，二世の立場はたんに，よいブラジル人であると

いうだけではすまされないものがある。二世はブラジルを母国とする立派なプラジレイロであると

ともに，一世の気持を理解し，ニッポンの文化に深い関心をもっニッポン人の子どもであることに

(48) このブラジル日本語普及会は日学連が「勝組」系団体とすれば，どちらかと言えば「負組」系日本語教
師の組流であった。ブラジル日本語普及会は1978年に文化協会日本文化普及会と合併して，日イ白文化連盟
(Alianca Cultural Brasil-Japao)がリ立された。この組織は対ブラジルへの日本文化普及を目的とする
ものでった O
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アンドウの，この二世モデルと文化伝承手段としての日本語(教育)モデルは，のちにア

ンドウ自身がリーダーとなった日本語教育会議やそこから派生した日系社会独自のコロニア

語日本語教科書編下事業を支える(意味づける)理念となっている O

しかしながら，同化と永住主竺を条件とする伯主日従主義による日系子弟教育(理念)モ

デル，文化伝承手段としての日本語モデルは当時の日系社会において卓越するものではあっ

たが，決して唯一のモデルといつわけではなかった O この当時，少数ながら，同化を基本的

な立場とした日本語(教育)不要論が存在していた O この日本語(教育)不要論は「日本語

有害論j と「児童の負担過重論Jとに大別することができる。前者はブラジル社会への完全

な同化を通じての(高学歴取得による)社会的経済的な上昇にとって，日本語習得はポルト

ガlレ語習得を遅らせる(鈍らせる)ものであり，ブラジル人としての二世層の，ブラジル社

会での活日にとって有害なものであると主張するものである O 一方，後者はブラジル社会に

進出を遂げる三世にとって完全なポルトガル語習得とそれを通じての高学歴取得が肝要で、あ

るが，その過程において日本語を習得させようとするのは二世にかなり大きな負担を強いる

ことになるという主張であった。しかしながら，こうした日本語不要論は当時の日系社会に

おいては同化主義的な思潮が強固であったにもかかわらず，受け入れられることはほとんど

なかった。

2匪 2圃 〈コ口ニア〉アイデンティティの構築と日系知識人による『コ口二アJ語の発見 (1950

年代半は‘~)

祖国喪失感，自らの話す「日本語j と日本の日本語との差異などは祖国日本への帰還を否

定するファクターとしてね能したが， 50年代前半にはまだ，戦前の「在伯同胞社会」ゃ「在

伯邦人」といった自己同一化(アイデンテイティ)に代わる新たなアイデンテイティやその

シンボツレなどは析出されてはいなかった O

ブラシ、ルへの永住/在住を条件とする， Iブラジルの日本人」という，新たなアイデンテ

イテイが析出され始めるのは50年代後半から60年代前半にかけての頃であった。この時期，

自らのく名乗り〉として「コロニアJIコロニア人j という呼称が選択され，この呼称を通

じて「ブラジルの日本人Jという自己が主張されるようになった。「コロニア」という言葉

はこの新しい自己規定を表象するために，新たに創造されたことばではなく，地域的な日本

人共同体を指示するポルトガル語をカタカナ表記によって利用してきたものであるが，それ

(49) アンドウゼンパチ『二世とニッポン語問題j(私家版) 1958 
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に新たな意味を付与し，エスニツク・シンボルとして選択し， Iブラジルの日本人Jという

自己を表象するために利用したものであった o IコロニアJというポルトガル語起源の言葉

について，パウリスタ新聞社編『コロニア五十年の歩み.1 (1958) では次のように述べられ

ている O

「題名についた「コロニア」という言葉は，コロニアには関係のない読者には耳慣れない字句か

もしれないが，実はこのコロニアという言葉そのものが，われわれ日系社会で生活するものの姿を

あらわしている。『在伯日本人』といい， r在留民』といい，或いは『在イ白同胞』という使い古され

た言葉はすでにブラジルの日系人の実態とは程遠いものになってしまった。午後何かの機会に使わ

れはじめた「コロニアJという言葉は，それこそコロニア特有のもろもろのニュアンスを含んで，

今ではちょっと訳語のない言葉となってしまった。宣訳すれば「日本人とその子孫が形成し営んで

いる社会Jと言えるのかも知れないが，コロニアという語は，その本来の語意からすら離れて，い
(50) 

までは訳しょうもないものであるJ

日系人の，この新しいく名乗り〉が析出される上で重要な状況の変化は，戦時中の好景気

による農業部門での財産形成， Iブラジル人として成長をむげたJ子供の存在，第二次世界

大戦における日本の敗戦による祖国喪失感などからブラジルへの永住という新しい生活戦術

が析出されたことである。

ブラジルへの永住戦術の析出に際して，重要な契機となった一つのファクターは戦災同胞

救段活動であった。前山によれば，この戦災同胞救援活動が担った意味はまず第一に，この

運必は日系社会に起こった勝ち・負け派閥闘争に終止符をうち，すべての日系人を一つの調

和をもち，統合された構造に再編成する契機となったこと，第二に最終的に移民とその子孫

たちが出自社会日本への帰日心を捨て，日本人アイデンテイティを改編十る契機を与えたこ

と，であったと解釈されている。前述のファクターやこの運動を通仁て，日本人移民間に

「ブラジルへの永住j という戦術が明確に析出され，その結果として.戦前の在伯同胞社会

在伯邦人社会というアイデンテイテイから「正規のブラジルの仁成メンバー」である「コロ

ニア人JIコロニアj という新しいアイデンテイティが構築されることになったのである。

この新しいアイデンティフイケーションのプロセスは一方において自らを「日本の日本人」

と自らを差異化しつつ，他方において「人種J的にブラジル人一般とも差異化をはかろうと

(50)パウリスタ新聞社編『コロニア五十年の歩み』序文 1958 サンパウロ
(51)この名乗りと「ブラジル社会の正規のメンバー」という自己認識の醸成にあたって，サンパウ口市役所
からのサンパウ口市創立400年祭への日系人の参加婆務もた/;:契機となっている。この外部からの日系社
会の認知は日系人にとって大きな自信回復の契弘、り~f::'.と色は'"'違いない。



ブラジル日系人の「日本語」を巡る状況と言説 145 

する二重の差異化の過程であり，その結果，自らを「ブラジル社会の正規のメンバーとして

の日本人JIブラジルの日本人」として規定，位置付けていこうとするものであった了)

50年代末から60年代初頭における日系人を巡る状況の変化としてさらに指摘しなければな

らないのは，ブラジルの国家観や国民観がこの時期に大きく転換したことである。 1950年代

前半までは，戦前からのナショナリズムとそれに基づく「混血」を通巳ての同化主義的な国

家・国民観が卓越していたが，こうした国家観は，多くの研究者が指摘するように， 60年代

から文化多元主義的な国家観，あるいは「多様性の統合j という国家観へと大きく変貌を遂

げた。前山はこうしたファクターを背景に，自らの日系性から遠ざかっていた日系二世たち

が自らのオリジンへと回帰するようになったと表現しているが こうした国造りのパラダイ

ムの転換も「ブラジルの日本人j という人種的民族的なアイデンテイティ創出に強く関わっ

ていたといえるだろう。

「コロニアJIコロニア人」アイデンテイティは言語領域においては，自らが日常生活の

中で話す言葉，即ち，それまで「ポルトガル語交じりの日本語JI日伯混成語」と呼ばれて

きた生活言語をめぐって，それに新たなレッテル= Iコロニア語jを貼り， I日本の日本

語」から自らの「日本語」とを差異化し，それへの自己同一化というプロセスを通じて立ち

上げられた。日系知識人やジャーナリストらによる， Iコロニア語」に関する論考が出現す

るようになるのは1950年代半ば頃からで，例えば， 1956年にアンドウゼンパチは自らが主宰

する雑誌「エスペランサJ第 3号に「コロニア語」と題する論考を，また同年日系歴史家佐

c常蔵は著書『ブラジルの風味』のなかに「コロニア語の解剖」という論考をそれぞ、れ発表

している O その後，数多くの「コロニア語」を巡る論考が丈学雑誌，新聞などを中心に発表

されるようになり，知識人たちは自らの話す日本語の特徴，その現状や将来などに関して活

(日)

発な議論を展開していった。こうした論考，議論を通じて，コロニア知識人たちによって，

(52) この新たなアイデンテイテイ析出のブラジル側ファクターをみると，ブラジルの国家観が同化に基づく
国民国家の構築から，多文化主計に基づく国家の建設へ50年代にドラスティックに変化したことが挙げら
れるだろう。

(53) この時期における「コロニア語」に関して言及している主要な論考には次のようなものがある
1951年アンドウゼンパチ，半田知雄，山城ジョゼー，三i畢哲明，古谷雅之，野上修二「二世と日本語の問

J r時代Jl3号
----， ，ぜ一臣，鈴木悌一，古野菊生，斎 志，増田秀一「コロニアの日本語(座談会)J r時代J14号
1952年半田知雄「ブラジルにおける日本語の運命Jr時代J15号
1956年アンドウゼンパチ「コロニア語JrエスベランサJ3号
1956年 佐藤常蔵 「コロニア語の角1-:~U J rブラジルの風味J 東京
1958年アンドウゼンパチ『二世とニッポン語問題J 自家版
1966年アンドウゼンパチ「コロニアにおける日本語の運命Jrコロニア文学J2号
1970年 半田知雄，鈴木悌一，野尻アントニオ，鈴木正威「伝承に耐え得る日本語「コロニア日本語」の
現状と将来Jrコロニア文学J12号
1972年 「日本語会話に取り入れられたポルトガル語Jrコロニア文学J17号
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「コロニア語jが発見されていったのである。

コロニア知識人の中で， Iコロニア語」に関して最も網羅的体系的な記述分析を行ってい

るのは半田知雄である。半田は「ブラジルにおける日本語の運命j という土曜会機関誌『時

代」に発表した論考の中で，ブラジルにおける日本語を「何よりもまず，労働移民の使用す

るコトパ」と規定し，そののちに「移民の生活とコトパJI生活様式の変化とコトパの単純

化JIコトパの単純化における方言の影響JI階級の一時的消滅とコトパの単純化JI生活と

言語感覚の閣係JI日本語に対する刺激の不足JI階級，層，圏のコトパJIブラジル語の日

本語化」といった側面から，自らが所属する集団の言語=コロニア語の特徴について詳細に

論じている。半田の「コロニア語」論を詳細に見ることはできないものの，いくつかの中心

的な特質は，次のように整理することができる。即ち， (1)生活文化の差異から日本的な

ものと「赴きを異にする」ものからブラジル語が日本語を駆逐して用いられるようになる

( 2 )生活が変化し，自然的社会的環境が変化すると，それに適合した名称がブラジル語か

ら借用される o (3) 自然的環境の差，即ち，おおらかなブラジルの自然，変化の少ない気

候なども影響して，精神生活が単純なものとなり，こまかい言葉のニュアンスが失われてい

く， (4)標準語がつねに言語の本流として全国民に教えられている日本と違って，ブラジ

ルにはコトパのよりどころがなく，まず一般に通じない方言が捨て去られ，ついでむずかし

い日本語の名称がつかわれなくなる(5 )移民社会の過去においては生活様式の単純化，経

済的水準の同一化から階級や身分関係を表すコトパがはぶかれ，或はそれらをあまり強くひ

びかせない他のコトパ，日本語或はブラジル語に代えられていく， (6) 時が経過するにつ

れて，ブラジル語を混ぜた方が自然であり，親しみを感じるよつになる。…ブラジル語がま

じると共に敬語はほとんど捨てられていく。否，敬語のつかい方のややこしさのために，ブ

ラジル語が代用されるのだとも云える o (7)ブラジルの生活や文化現象を日本語でとらえ

るとぼやけるが，ブラジル語でとらえると急に生き生きとしたイメージが生まれる。鍬と云

うよりエンシャーダのほうがはっきりするし，豆よりもフェイジョン，おいわいよりもフェ

スタという具合， (8) 移民社会の経済的発展と地方的な特色によって，階級や層や地方的

特色のある社会圏が生まれるようになると，ブラジル語の混入の割合も異なってくるし，そ

れぞれのグループなりサークルなりに通用する日本語を話すようになる。その方向は一般的

にはブラジル語の方への傾斜である o (9) 日常の日本語会話にブラジル語がまじるから日

本語がわすれられて逆にブラジル語が上手になるかといえば決してそうではなく，ブラジル

(54) ブラジルの「コロニア語jに関して，日本圏内において日本人によって言及された，ごく初期の論考に
産婦人科医太田典礼による「ブラジル邦人の言語生活J(1959)がある。太田は自身の日系社会における生
活体験をもとに，ブラジル日系社会の言語生活を紹介している。太田はまた戦前，戦後におけり日本語教
育事情を概観し，移民先で日本語が云々されるのは一世が存在している間だけのことで，いずれは消滅し
ていく運命にあると感想を述べている。
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語を日本語化する O

また，戦後，ブラジル日系社会を代表する知識人の一人であったアンドウゼンパチは「コ

ロニア語」に関して，次のように記している O

「…こんな明治大正的なコロニヤに一つ，母国ニッポンをしりめにかけて，すばらしく進歩して

いるものがあるのに気付いているものは少ない。それはコロニヤのニッポン語である o コロニヤの

ニッポン語はくずれているとか，ガラがわるいとかいうが，必ずしもそうとばかりはいえない。

コロニアをつくっているものは，みんな，同じように移民としてきたもので，目ウエだ目下だの

というややこしい身分カンケイがなかった。だからそんなところでは，バカ=テイネイな言葉や相

手をみさげたようなコトパはきえていって，みんな平等(ビョウドウ)の立場で話ができるから，

しぜんデモクラチコなものになる o 大いに民主化したというニッポンで，民主化の根本になるコト

パづかいが，いっこうデモクラチコでなく，あいかわらず¥明治，大正時代のままで，目上のもの

には，バカ=テイネイで，目下のものにはオウヘイなコトバがつかわれているのは，ニッポンの民
(56) 

主化が，まだ ほんものでないしようこだJ(アンドウゼンパチ『コロニヤ語j) 

「…もともと同町語である母国と祖国という語に，このようなちがった概念を持たせた使い方は，

まだ，いっぱん二世の聞には普及していないが，二世にとって，ブラジルは生まれ育った母国，日

本は両親や祖先の国，すなわち祖国という考え方は面白いo このような誤解も，ひっきょう，ある

必要から生まれたもので，いちがいに，一笑して葬り去るのはどうかと思う O コロニアの日本語は

日本のそれとちがってもいい。それが必然的な言葉の運命というものなのだJ(アンドウゼンパチ

「コロニア評論 コロニアにおける日本語の運命J)

アンドウの第一の言説は「コロニア語(日本語)Jの特徴の一つである敬語，丁寧語，謙

譲語表現の欠如(ないし脆弱化)を，移民社会が平等な民主化した社会であることと関連づ

け，しかもそれをこツポン社会と対比することで，ニッポン社会よりも有利なポジションに

自ら(コロニア社会)を位置付けたものであり，第二は日本のコンテキストでは同義語であ

る母国と祖国という語棄に，新たな意味を付与し利用するということがまさにコロニアの日

本語であり， Iコロニアの日本語」は日本の日本語と「違ってもいい」のであると主張する

ものである。以上のように半田にしろ，アンドウにしろ，両者は「コロニア語」と日本の日

本語との対比を通じて(コロニア語の発見を通じて)，自らの集団の独自性，あるいは日本

の日本人との差異化を共通の内容とするものであった。

(55)半田知雄「ブラジルにおける日本語の運命」土曜会編『時代j 7頁-21頁
(56) アンドウゼンパチ「コロニア誇Jrエスベランサj 3号 1956年
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半田やアンドウ以外の，コロニア知九人たちもまた， Iコロニア語」を別のやり方で「発

見」していく。それらはたとえば，パタタ (Batata)，ミーリョ (Milho)，エンシャーダ

(Enxada) ，ムダンサ (Mudanca) などの語棄は日本語の同義語が存在するにもかかわら

ず，ポルトガル語から借用され続けていることの意味，あるいは翻訳不可能性を問題にする

という点で共通している。

例えば，ブラジル日系人の聞で頻繁に使われるポルトガル語にムダンサがある。ムダンサ

は日本語に翻訳すれば円|越し，移転」などとなろうが，ムダンサは日本語に同義語がある

にもかかわらず，ブラジル日系人はこの借用語を使い続けている。何故，ブラジル日系人間

で，日本語に同義語があるにもかかわらず，ムダンサという借用語が使われつづけているの

か。コロニアの知識人たちは，この意味を，釈していくのである。

ムダンサに関しては多くの記述がなされてきたし，このコトパは川柳のテーマなどにも頻

去に取り上げられている。

例えば，白雲堂というペンネームで「百姓とムダンサ」という投稿文が三回にわたっ

て， 1949年 3月の日伯毎日新聞に連載されているが，白雲堂によるムダンサの記述の一部を

引用したのが次の文章である。

「カミニョン(トラック)の上に家具一切，コルション(マットレス)から空き箱，エンシャー

ダ(:秋)は勿論，犬猫，ニワトリまでつんで，その上には一張羅を着飾った子供たちが並び，途中

のベントウまで用意して住みなれた村をあとに『それでは皆さん長いことお世話になりましたばい。

さようなら jrお互い様だったよ o おいらもすぐにあとから行くけんな，元気でやってくんろ』一

寸涙っぽい場面を見せるが，カミニヨンが動き出してしまうと， r風と共にさりぬ』で悲しいこと

は，いっぺんに吹き飛んでしまう。上に乗っている子供たちはカミニョンに乗っていること，その

ものがうれしいのである」

また， 1929年の『農業のブラジルJI 11月号の川柳コーナーではムダンサがテーマのーっと

され，そこには次のような川柳が掲載されている。

ムダンサの数をかぞへて年をしり

ムダンサの娘ばかりに晴着着せ

ムダンサの数自慢して古参J ムダンサをやめた御陰で土地が買へ

ムダンサの度に味噌桶もてあま L 暦の佳い日にムダンサ雨が降り

この当時の日本人移民の行動は短期的な出稼ぎ戦術は中長期的な出稼ぎ戦術に変化してい

(57)白雲堂「百姓とムダンサJ1949年 3 月 11 日 ~4 月 7 日付け日伯毎日新聞随時連載， 3月11日付け



ブラジル日系人の「日本語jを巡る状況と言説 149 

たが， I錦衣帰国」のための金儲けという目的を捨て去ったわけではなかった。移民たちは

少しでも賃金，労働条件がよい所に移動したし，利益の上がる生産物を求めての移動も繰り

返していくことになる。ムダンサは1920年代以降に隆盛を極める「植民地J(ムラ)から少

しでも条件の良い場所へと移動をすることであり，大いなる期待に胸を膨らませた，移民の

「ノ、l/Jの日の行事であった。ムダンサには新しい耕地での幸運(金儲け)を期待して，大

安吉日が選ばれ，娘や妻はこの「ハレ」の日の行事のために晴着を作り(あるいは縫い)そ

れを着ての移動であった。すでにこの当時は，初期移民ではブラジル生活も長くなり，当時

の新来移民は「構成」家族ではない「本物の家族JL成による移住をおこなっており，多く

の家財道具(財産)や生活必需品(味噌樽)などがムダンサのたびに大きな問題ともなった。

繰り返されたムダンサがブラジルでの初期移民の人生の時間の一つのメルクマールとなり，

ムダシサばかりをして結局金が儲からなかったという後悔の念などもムダンサをめぐる心情

を後に醸成するようになる。こうした植民地時代の，移民の集合的体験や心情をムダンサと

いう，ポルトガル語からの借用語は背負わされて，使用されているのであり，この意味で日

本語への翻訳，日本語 (51っ越し)での代替は不可能であるとコロニア知識人たちには認識

されたのである。同様の解釈はムダンサばかりではなく，コジーニャ (cozinha)，メーザ

(mesa) ，ミーリョ (mirho) などにおいてもなされている O 例えば，半田は「コジーニャ

をお勝手というと日本臭がつよくなってブラジル生活があらわれにくいし，テーブルという
(58) 

よりメーサ、の方が目に見えるようだ」と記しているし，鈴木信男も 1965年4月7日付けパウ

リスタ新聞において「ミーリョか玉萄黍か」という論考を発表し， ミーリョという語句に含

まれる移民としての独自の心情の存在から，ミーリョは玉局黍には代替不可能であると主張

している。

社会言語学者比嘉正範は「コロニア語」におけるポルトガル語からの借用を，日本語に対

応概念がないために必要な外来語と，対応概念があるのに使われる言語の効率から云えば不

必要な外来語とに二分している。そして，比嘉は後者に関して，仲間意識という心理的な必
(59) 

要性のために借用が起こっているのではないかと推測している。日本語に対応概念があるに

もかかわらずに日本語に置きかえられないボルトフゲル語にはすでに述べてきたように，ミー

リヨ，ムダンサ，エンシャーダといった語粂のほかに，オニブス (Onibus:ノTス)，ポン

(Pao:パン)，カフェー (Cafe:コーヒー)，パタタ (Batata:じゃがいも)，アルモッソ

(Almo号o 昼食)，ジャンタ (Janta(r):夕食)，トマテ (Tomate:トマト)，ケージョ

(Queijo :チーズ)，メトロ (Metro:地下鉄)，コジーニャ (Cozi吐la:台所)，カーマ

(58)半田知雄「ブラジル日系社会における日本語の問題(2 ) J r言語生活Jl347号。 1980年11月 58頁
(59) 比嘉正範「ブラジルにおける日本人汚住者の言語適応」筑波大学『ラテンアメリカ研究~ 4号 1982 
153~ 179ページ
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(同)

(Cama:ベッド)，など多くの生活用語があるという。また鈴木英夫はブラジルの日本語

を「コロニア共通語」と「コロニア方言」とに区別することを提起している。鈴木は，日系

人がどうしても日本の日本語には翻訳(代替)できないと感じる語葉のはいった「コロニア

語」を「共通語J，日系人のなかには不必要だと感じる語棄の入ったものを「方言」と呼ん

でいる。鈴木の場合，ポルトガル語からの借用語だけを問題にしているのではなく，日系社

会独自の語葉・語法(たとえば j μ，岡県，同航，着伯，出聖，直来，配耕，転耕，

退耕など)も含めて考察の対象にしているのだが，鈴木の二分法によれば，とれまで挙げて

きたミーリヨ，ムダンサ，オニブスなどは日系社会独自と共に語柔「コロニア共通語」の語

葉ということにある O

コロニア知識人たちにとって，こうした区分はどうでもよいことであるのだが，彼等はんす

木のいう「コロニア共通語」というものを考察(体系的なものではないが)の対象にすえ，

「コロニア共通語jの背後にブラジルという異質な文化・社会仁造との，様々な交渉の中か

ら醸成されてきた心情や集合的な記憶や歴史的体三などの独自性とそれゆえの翻訳不可能性

を問題にしながら，自ら(の集団)を日本の日本語から派生したが，それとは『異なる言

葉』を話す集団(あるいは「コロニアJ1コロニア人」というシンボル)と自己同一化 (Iden

tification) し，言語的なアイデンテイティを析出してきたのである。

2.3. コロニア語による工スニック日本語教育運斗」一一-/ ， --'-， =l，J (1960年代~70年

代初頭)

2.3.1. エスニック日本語教育運動

ブラジルへの永住を条件として析出された「コロニア」アイデンテイテイは言語領域にお

いては，生活言語としての「ポルトガル語交じりの日本語」に『コロニア語(コロニア日本

語)jというレッテルを貼り，日本の日本語との対比を通じて「ブラジルの日本人」忌団の

言語として，日本の日本語から自らを切り離していくというフロロセス(営為)であった。こ

うして，ブラジルにおいて「コロニア語jが発見されたのであるが，自集団のアイデンテイ

ティ= 1ブラジルの日本人」のシンボルとしての「コロニア語」は言説のレベルを超えて，

ブラジル日系社会の日本語教育の中に取り込まれていった。換言すれば，この時期の日本語

教育は実はコロニア語による「エスニツク日本語教育」であり，日系ブラジル人 (1エスニ

ツク日本人J) というべき主体を創造するものであった。あるいは，生活言語(及び記述言

(60) 1980年にはブラジル日系人の短歌運動の集大成として『コロニア万葉集』が出版されているが，この書
の317頁から322頁にかけて，掲載短歌に用いられているポルトガル語の語棄を「コロニア慣用語註解」と
して，掲載している。ここに掲 tしであるポルトガル語からの借用語は日系ブラジル人が日常生活のなか
で用いる主要なポルトガル語語棄とみなしでもそう間違いではあるまい。コロニア万葉集刊行委員会編
『コロニア万 斗 1980 サンパウロ
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語)としての「コロニア語』と日本語の一体化とも捉えることができるだろう。

戦後日系社会における日本語教科書編集刊行運動はアンドウゼ、ンパチの提唱によって1958

年に創設された「日本語教育会議]における協議に開始される O しかし，日本語教育会議に

おける編集刊行作業は組織の脆弱さや経済面で挫折，中断された。その後， 1959年(5月)

に，日本の帝国書院社長の来伯と協力方の申し出により再開され(61)日伯文化普及会の中に

「日本語教科書刊行委員会J(委員長山本喜誉司) (以下，刊行委員会と略す)が組織され，
(62) 

役員や編集委員が決定され， 1959年11月からサンパウロ日本文化協会図書館内に事務所を置

き，編集事業を開始， 1961年 4月末に全八巻の編集を完了した。そして発行元の日伯文化普

及会は1963年，第一期日語教科書全八巻に対する認可を，サンパウロ州学務局に申請，認可
(63) 

を受けた。

刊行委員会は「日本語教科書刊行会の状況」というパンフレットを1959年に配布している。

このパンフレットによれば，教科書発行の基本的理念は文化伝承モデルに基づいたもので，
(臼)

アンドウの影響を強くうけたものとなっている O また，この教科書は「日系児童は純粋のブ

ラジル人であり，ブラジルの栄光をになう運命のもとにおかれて」おり，日本人育成のため

の教科書は適切ではなく，学校での教科書として用いることは法的に禁止されているため

「その欠陥を補うとともにブラジルの国情と，コロニアの実情に即した教科書」でかつ「外

国語教科書として学務局の認可を得たもの」を目指すとされている O 教科書の中心思想とし

ては， Iブラジルの国民性の上にたって，コロニア独自の精神をつちかい，ブラジルの繁栄

のために挺身する人物jを育てることを目的としており，このために「童話，伝記など日本

人の独自な行動を強調したものはさけJI概念化されたいわゆる日本精神」は排除されたも
(66) 

のとなっているのが特徴である。

こうした目的のために，内容は「ブラジル(コロニアを含む)，日本及び世界に教材を求

(61)日本語教科書の編集及び出版費用に閣しては帝国書院がヲ1き受け，刊行は日伯文化普及会の名によって
行なうことになった。また，コロニアの総意に叶うものを作るために各邦字新聞社の編集長，各地方の教
育界代表者，書籍商組合代表者を委員に推薦して協力を求めた。

(62)編集委員は移民文学者武本由夫(専任編集委員 )をはじめ，半田知雄，下石一郎，永田泰三，佐治常
蔵，アンドウゼンパチ(在日本)，宮尾進，須貝富美子，横山トミ子などであった O

(63)外国語の教授に使用する十!':も 1947年11月26日「サンパウロ州の教育に関する法令17698号」の第112
条から第115条において，規制されている。

(64)パンフの日語教育の必要性に関する箇所を要約的に示すと次のようになる。「わたしたちのコロニアを
栄えさせるためには，経済的にも，文化的にも一世二世三世がしっかりと結ばれ，互いに力を合わせるこ
とが緊要であるが，協力は理解し合うことから始まり，理解はコトパがよく通じあう所に生れる O ここに
日本語を二世三世に学ばせる第一の理由がある。日系子弟は将来東洋文化と西欧文化とをおりまぜ、て，ブ
ラジル文化の開花に力をつくす有力分子でありたいと思うが，それには日本のすぐれた文化と技能を充分
に吸収してもらわなければならない。その第一歩は日本語習得からである」

(65)教科書自体はサンパウロ州学務局の認可を受けて公認となったものの，日本語教師は資格をもたない非
合法教師が圧倒的に多かった。日本語教師としての資格はサンパウロ州の j~;合，検定試験に合格すること
が必要で三あるが，検定試験に合格した教師は全体の18%程度にすぎず。 8割以上が非合法的教師であった。

(66) 日本語教科書刊行委員会「日本語教科書刊行会の状況」伯国日語学校連合会編『幾山河 1966 サン
パウロ 73頁 ~80頁
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め，童話，伝記，児童作品，文芸，社会，科学その他あらゆる分野jを含むものとし，特に

「ブラジルの歴史的人物の業績を取り入れ」たり， iブラジルへの愛情，日系人としての自

覚と正しい誇りをもたせたいという意図からブラジルへの移住 コロニアの歴史なども入れ

てjあるのが特徴となっている。また この教科Jでは「既にコロニア日本語化していると

思われるブラジル語は低学年に限りそのままかたかなで入れ」られているのも特徴である O

こうした事例として， r日本語(5 ).1に掲載されている「ぼくたちの村 ー パイネイラ

の下でJ (29頁 ~33頁)を引用しておこう。

「ぼくたちの村の 入り口に，大きなパイネイラがあります。このパイネイラの下に

立つと，村を 見わたす ことができます。

ゆるい波がたの おかが， いくつも 重なり合って遠くまでつづいて います。

だいたい，カフェザ、ルや パストですが，ざっ作地も あちこちに あります。

ところどころに，赤いかわら屋根の家が見えます。村の 中ほどに見える大きな た

て物は，学校と 会かんと 組合の そうこです。

今，西の方で けむりの上がっているのはれんが工場です。北がわのマットの そば

には，せいざい所も 見えています。

この村は，四十年前七家族の 日本人が作ったのです。

その ころ，このへんはマットでした O

村を作った人たちは，道を ひらきながら マットの 中を進んでいったのです。

木の下に たてた小屋に住み，朝から ばんまで命がけではたらきました。

木を切りたおしてやき，士を ほりおこし，畑に していったのです。

年よりや 子どもたちまで，まっ黒になって はたらきつづけました。こう して，だんだん

村が作られ て いったのです。

村には，今，六十四家族の 人が住んでいます。ブラジル人と 日本人がなかよく くら

しています。日本人の 中には，さいしょに こ の 村 を 作 っ た 人 も いますが，近ごろ

日本から 来た人も います。前には百家族以上に なった ことがありました。また

三十家族ぐらいに へったことも ありました O

村の入り口に立っているパイネイラは，いちばんはじめに村を作った人が植

えたのです。

(67)このために，この教科書の挿絵にもブラジルの風物や習慣などが描かれている。この挿絵はコロニアの
画家や美術関係の人々が描いている。

(68) この章は一。パイネイラの下で，ほか 三。大切な村のもの，三。村の入植祭，四。村を作った人，の
四つの文章から構成されている。また日本語 (5)では，この日系杜会に関する記述のほか，ブラジルに
関するものとしてはアマゾンの魚，アマゾンだより，サンパウロ見物，パンデイラの話が掲載されている。
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夏には，青い葉を大きく ひろげて，すずしいかげを作ります。

秋には，えだいっぱい きれいな花を さかせます。

パイネイラは ぼくたちの村の番人です。じっと 村を 守って きたのです。

むかしは，之と主や工と之がのろのろ 歩き回るのも みたでしょう O つらい ことも 楽

しい ことも 村におこった ことは，みんな知っているでしょう O

パイネイラの下に立っていると，いろいろな むかし話を 聞かせて くれるような気

が、します」

この「ぼくたちの村jという文章には，パイネイラ (Paineira:パンヤ科の木)，カフェ

ザル (Cafezal:コーヒー農1':'畑)，パスト (Pasω:牧場)，マット (Matω:森林，森)，

オンサ (Onca:豹)，アンタ(Anta:猿)といったポルトガル語名詞が借用されているが，

この借用語の存在とともに，この文章が描いている「ぼくたちの村」が伝えている情緒，イ

メージ，心情などはブラジルでの経， ，や日本移民の生活戦術などの知識なしには本当には理

解できないものであろう。換言すれば，日本の日本人は日本語としてはこの文章を理解でき

るだろうが，この文章への心情的一体化の感情を醸成することはないであろう O

この第一期日語教科書全八巻が完成すると直ちに高学年用教科書四巻の刊行事業が一年間

の期間で日語教科書刊行委員会によって実施され， 1964年には完成している。 この教科書

は刊行直後から，日本語学校において従来の教科書にとって代わり始め， 1963年日本語普及
(70) 

会が実施した「日系ブラジル人に対する日語教育実情調査J結果によると，コロニア教科書

の使用状況は55%となり，コロニア教科書と柳田教科書の併用34%を加えると実に90%近く

の日本語学校がコロニア教科書を利用するようになっていた。

1964年に完成をみたコロニア版日本語教科書は短期間のうちに，ブラジルの日本語教育界

に広く普及していったもものの，この「コロニア語J教科書に対する批判がなかったわけで

(69) この当時の日本語学校のモデルを，日本語普及会 l査結果から描くと以下のようになる。
。教師 一名
O生徒 約四十名
O教師授業時間
。生徒受講時間
O授業方式
O日本語以外の科目

0学校行事

一日四時間~六時間まで 50，6% 
一日二時間~三時間まで 58，0% 
超式 100% 
図 ・工作 58，4% 
音 唱歌 48，6% 
学会 49，8% 
運会 46，9% 

(70) 日本語普及会編『日系ブラジル人に対する日語教育実情調査(1963年)j 伯国日語学校連合会編前掲
書 80頁-106頁

(71) このコロニア教科書と柳田教科書の併用は第二期中等用教科書がまだ未刊であったために過渡的に見ら
れた現象であった。

(72) 時-，'山一『吃直後の日系社会においては戦前の国定教科書の継続的使用が行なわれ，やがてそれが柳
田日 とって代わられた O この調査時に戦前固定教科書を引き続き使用している学校も 5校存
在している。
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はなかった O 批判の代表的なものは， I外国語としての日本語教育J，I日本の日本語J=真

正なる日本語という立場からのものであった。日本語普及会の教科書編纂者船津薩作が1965

年6月23日付け「パウリスタ新聞jに発表した「ブラジル語と日本文字表記」という投稿

(船津の投稿では小学校低学年では生活感覚のなかに深く入り込んでいるポルトガル語に関

してはそのままカタカナで表記し，高学年でその日本語対訳を行なっていくというポジショ

ンが取られていた)に対して，田中敬吾が7月14日付け「パウリスタ新聞」に「ブラジル語

の借用について」という論考を投稿し，話し言葉でなんであれ，教育においては純粋な日本

語を扱うのは自明であり，日本語はブラジルの子ども達にとっては外国語なのだから「正し

い外国語」を教えなければならないと批判を行なっている O

こうした議論が「コロニア版日本語教科書」改訂の動きを醸成していったが，この改訂の

動きに大きな影響力を与えたのは1969年3月，サンパウロ大学東洋語学科に最初の客員教授

として，国立国語研究所から赴任した野元菊雄であった。野元は多くのブラジルの日本語や

日本語教育に関する発言を行っている。たとえば1969年『言語生活j(12月号)の「ブラジ

ルの日本語」という論考では，ブラジルにおける二世以下の日本語を対象に考察を行ってい

るが，野元は音声，アクセントに続いて語 いて.f 選作品目ーから事例を引きつ

つ「外来語を沢山とり入れることができるのは日本語の生命力を現すものと思うから，この

こと自身は非難すべきではないと考えるが，日本の日本語のことは常に頭に置いて，日本で

はどう使うかを教えるべきだろう。たとえば，オニブスといったのでは日本語にならない。
(百)

パスといってもらいたい」とコロニア語教科? を批判し， I今，日本語学校で大多数 (96%

という)が採用しているのは，サンパウロ州教F)<局公認のいわゆる『コロニア版日本語教科

書Jl 12冊で，ブラジルで1959年から編集を始め， 1961年以後発行されたものだ。これは大変

このようなポル bガル語からの外来語が多い。 ーニブス式日本語だ。これをもう少し整理し

ようと改訂を考えているらしいのは大いにわカ止を得lたものだ。このように標準的な日本語

を教育しないとせっかく日本語で:よ:いても，日本語を話す人の多数派である日本の日本人に

理解できないことになるおそれがある」と述べている。

この野元と同質の議論はやはりサンパウロ大学に客員教授として赴任にした鈴木英夫によ

っても展開されている O 既に紹介したように，鈴木はブラジルの日本語を「コロニア共通

語」と「コロニア方言」とに区別することを提起している O この鈴木の提起は日伯毎日新聞

1979年2月6，8日付けに掲載された須田子徳の「コロニア語は方言」という投稿に触発さ

れて行われたもので，鈴木は「ブラジル語はポルトガル語の変容したものであり，アメリカ

語はイギリス語が変容したものですが，コロニア語の場合は，単なる日本語の変容の段階に

(73)野元菊雄「ブラジルの日本語Jr言語生活 1969年12月号 67頁 75頁 69頁
(74)野元前掲論文 1969 70頁
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止まるか，それともブラジル語への同化が一段と進んで，もはや日本語とは言えない段階に

まで変質してしまうか，その点に問題があるからです」と懸念を表明しコロニア語の消滅を

止揚するためには日本語教育領域でどのように対応すべきかを論じている O 鈴木によれば，

「問題は，日系社会公認の，コロニア共通語を日本語教育の中に持ち込むかどうかでありま

す」とされ，以下のような立場を表明している O

「日本語教育の目標を，日本人にも分る日本語を習得させることに置くならば，日本語や日本式

外来語に置き換えられるものは，日本語教育に持ち込むのを差し控えた方が良いのではないかと私

は思います。ただ，コロニア共通語を教えることを目標とするのなら，問題は別です。その場合で

も，入門期の幼児にポ系外来語を教えることには問題があります。というのは，ポ系外来語を持ち

込むことによって，日本語とブラジル語との体系の違いが， a-'昧になる恐れがあるからです。また，

ポ系外来語を，コロニア共通語の中にどんどん取り入れて行くことは，日本語の変質を招く恐れも

あると思いますj

守木の主張は日本語教育の目標如何であるが，究極的にはコロニア共通語も日本語教育の

中に持ち込むべきではないというものであろう。野元にしろ，鈴木にしろ，日本の日本語と

の関係において，日本人にも分る日本語を教えるということが主張されているのであり，こ

うした日本の研究者の言説の影響をも強くうけるかたちで， Iコロニア(日本)語」による

エスニツク日本語教育モデルは否定され，日本語教育の目標としての「真正なる日本語jと

生活言語・記述言語としての「コロニア(日本)語」へと再び剥離のプロセスを歩むように

なるのである。後述するように，日本語をめぐるニ方向への分岐は1970年代になって日本語

に関する専門家派遣などによって，日本語教育環境の 4 備が図られるようになって，明確な

姿を現すことになった O

乙3.2. 工スニック日本文学運動

「コロニア語」の「発見」を条件する，コロニア語によるエスニック「日本語j教科書編

...，~;とそれによるエスニツク日本語教育の実践とともに， 1960年代以降，コロニア語を巡って

はもう一つの重要な実践が存在している O それはエスニツク日本文学運動である。勿論，短

詩型文学や散文などの創作活動は日本語新聞や雑誌の発行とともに，すでに戦前期から展開

されてきていたが，戦後， Iコロニアjアイデンテイティを条件として，移民としての歴史

的体験や心情を，文学という表現形式を用いて描いていこうとする明確な意図をもって庁

(75) この鈴木の主張に関して，日系人から， iコロニア語jが外来語の借用によって「乱れた言語」となっ
ているというのであれば， i日本の日本語における外来語の氾濫j というミ実はどうなのか，やはり日本語
の乱れであれ，この意味で日本の研究者がこうした評価をするのは納得できないという主旨の批判が寄せ
られしている O
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たな地平にたって実践されるようになった。

この文学運動の中核的主張は「コロニア文学の土着性(独自性)Jというものであった。こ

の土着性は一方において，その文学におけるテーマや題材などに求められ，他方において，

「コロニア語j という記述言語に求められた。このような目標をもって， 1965年に結成され

たのがコロニア文学会(初代会長鈴木悌一)であった。この団体は1966年から1977年にかけ

て文芸誌『コロニア文学Jを刊行していった。このコロニア文学運動の中で，記述言語とし

ての「コロニア語jにこだわった「作家」に前山隆がいる。前山は意識的に「コロニア語」

を用いながら， í トマテとコンピュータ」という戯曲を 1972年『コロニア文学~ 18号誌上に

発表し，この作品によって， 1968年ブラジル日本文化協会が創設した「コロニア文学賞」を

受賞した。前山は『コロニア文学J18号のなかで 「トマテとコンピュータ縁起」という作

品解説を行っているが，この解説丈には前山の，そしてコロニア文学会のもつ記述言語とし

ての「コロニア語」に対する眼差しが鮮明に現れている。

「“コロニア人"などと称していながら，自立的な脚本創作の活動もなしに，日本直来または直

訳のやくざ芝居，母物人情劇， ドタバタ寸劇jばかりやっているのでは，コロニア六十年の歴史を

云々しながら，うら淋しい話である。なんとか自律的なコロニア演劇つまりコロニアの問題をテー

マとして，コロニア人によって創作され，演技するものと観るものとが自らの生きる問題を共に考

えるよすがともなり，同時に娯楽をも提供しうるコロニア土着劇といったものが出て来ないものか

と，ぼくはしばしば考えていた・

コロニアには，日本語を中核において喋るものと，ポルトガル語を中核においてしゃべるものが

ある。しかし，程度の差はあれ，大体みんな，多少とも両語を聞きわけ，喋る。実生活において j

は，これらの両語を巧妙にこねあげ，使いわけて，コミュニケーションが成立している o 単に言葉

が“崩れて"混じっているのではない。生きていくうえでのストラテジー(戦術)として，われわ

れは故意に混ぜ，苦労して両語をこねあげているのである。その結果今こうしてコロニアで流通し

ているものを，コロニア語;という。

こういったコロニア六十年史のJ大の文化遺産たる"コロニア語"を除いて，日本語を中核に使

用する人口とポルトガル語を中核に使用する人口， 世と二世，日本人会会員と青年会会員，親と

子の両方に同時に訴えをもちうる戯曲を書くべき言葉はないのであるトマテとコンピュータ"

は，このような考えのもとに，コロニア語で書かれたものであ2・・」

コロニア丈学会を中心とするエスニック文学運動に触発され 1960年代後半からコロニア

(76)前山隆「トマテとコンピュータ戸起Jrコロニア文学』第四号 サンパウロ 1972 
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語の自覚的使用による表現活動が活発化し， 日系人の注目すべき文学作品，自イ云，漫画，生

活史などの出版物が数多く刊行されるようになった。こうした出版物のなかには， 1981年の

梶本北民による『フ守ラジル季寄せJや同年出版の，コロニア万葉集刊行委員会編『コロニア

万葉集』など，ブラジル日系社会において活発に展開されている短詩型文学運動分野からの

ものや，半田による『移民の生活の歴史j(1970年)，沼田信ーによる，一連の「信ちゃんの

移民シリーズ」などの移民の生活史に関する記述など記述言語としての「コロニア語」研究

にとって重要な作品群が数多く含まれている。

2.4. グローパル化とブラジルの「日本語J-I継承語」から「外国語」ヘ/アカデミア

における「コ口二ア語」の発見 (1970年代以降)

1960年代から70年代にかけて，ブラジルにおける「日本語」は日本語教育という領域にお

けるコロニア諸によるエスニツク日本語教育モデルの脆弱化，生活言語・記述言語としての

コロニア語の隆盛というこ方向への分岐が明白になり始めた。そして，この傾向は1960年代

末から生成され，ブラジル・日本双方の高度経済成長などとも相侠って活発化した，ブラジ

ル日系社会と日本とのあいだの，日本語・日本文化(特に文学)のトランスナショナルな教

育格造のなかで，より鮮明なものとなっていった。この構造を通じて，日本からの日本語教

育専門家や研究者の派遣，日本への日系教師・学生の研修留学など，国際交流基金や国際協

力事業団といった政府系機関を介在させた形態における，本格的な日本語教育，研究体制が

確立されていった。そして，こうした日本語教育の専門化や本格的な研究の展開によって，

ブラジルにおける「日本語」に関する言説は一方においては日本語教育という場と，他方に

おいてはアカデミアという世界に制限され，日系社会内においてはその重要性を喪失し，

「コロニア語」は専ら生活言語 記述言語となっていった。

2.4.1. アカデミアによる「コ口ニア語」の発見

1960年代末からの，こうした動向，特にブラジルにおける日本語研究という領域での動向

一筆者のいうアカデミアという世界 に関しては山東 [2003J が手際よく，二つの時期に区

分し整理している。山東は1970年代を「研究者派遣による国語学・言語学的研究の時期J，1980 

年代を「社会言語学的研究・日本語教育学的観点からの研究の時期」とに区分し，前者を

「日本語日本文学関係の研究者が客員教授や日本語講師としてブラジルに派遣されることが

多くなった O これに伴って，ブラジル日系人の日本語についての注目が，随想的なものだけ

ではなく，学術的な見地からもなされる」ようになった時期，そして， トランスナショナル

な教育システムの整備を条件として， 1980年代以降には①ブラジル日系人研究者による日本

語研究の出現，②ブラジル日系人の日本語そのものや，ブラジルにおける日本語教育という

両面からの研究が展開されるよつになったと整理している。こうしたトランスナショナルな
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ノ，'，.. 1'造の確立を条件に1970年代以降，アカデミアの世界で「コロニア語」が発見されていくこ
(77) 

とになるのである。

日本からの専門家の中で印象記を越えて，ブラジルの日本語に関して初めて言及したのは

野元菊雄である。野元は1969年「ブラジルの日本語」という『言語生活.112月号に掲載した

論考の中で，二世以下が話す H本語に関して，①音声，②アクセント，③語葉，④文法，⑤

表現法という 5つの側面から，その特椴を概観している。このすべてを紹介することはでき

ないが，丈j去の特徴について野元の論考を要約すれば， (1)打消しの助動詞には「ん」が

晴好されること(2) i起きるjの命令形が「起きろjではなく「起きれ」が北海道ほどで

はないがブラジルでも使用されていること(3 )女性のことばが全くないこと(4 )九州出

身移民が多いことで，その方言が文法面で影響を与えていること，などを若干の事例を提示

しながら説明している。こうして，野元以降，日本から派遣された研究者やブラジルの日系

言語学者たちが「コロニア語jを発見していったのである O

アカデミアによる「コロニア語」の発見はその初期においては，まがりなりにもブラジル

日系社会(のインテリ知識人)との接点を保有していた。例えば，最初のサンパウロ大学客

員教授となった野元や鈴木などは講演や邦字新聞への投稿などを通じて白ら「発見」した

「コロニア語jに関する知見や将来の展望などを発表し，ブラジル日系社会のインテリ層に

影響を及ぼしていた。

この時期における言語学者による言説の中で もっともブラジル日系社会の知識人・リー

ダ一層に影響を及ぼしたのは，その言語的特.(ではなく， iコロニア語」の将来を巡るもの

であった。この言説は概ね悲観ゐ?あり，早三 世の消はとともに消え去る運命になるとい

うものであった。この「消滅の危機」に瀕したコロニア語という認識は当時， 日系社会の知

i人やリーダーたちがもっ自らの「社会jや日系二，三世のアイデンテイティ(日系人意

し)に対する展望と一致し，それを強化する機能を果していった。

日系社会の知識人やリーダーたちはこうした「消滅の語り」を背景に，一方において，自

らの「社会」や移民としての体験や経験を「救出」する目的で，移民史・資料の保存，記録

の運動を組織し，他方において，自らの「社会」や子弟のアイデンテイティ醸成にとって必

須と認識されていた日本語教育の充実や拡大を唱えていった。前者は集合的なレベルでは，

「ブラジル移民史料館Jの建設を結果し 個別的には一世や準二世という日本語(コロニア

(77)社会言語学，日本語学などの言語学的領域の中で，どのようにくコロニア語〉が発見されていったのか
に関しては，言語学領域の専門家による研究史的立理が行なわれることが期待されよう。

(78) 日系社会のインテリ知識層の反応は概ね否定的なものであった。しかし，ブラジルの日本語におけるポ
語系外来語の多用が[日本語の変容]という観点から論じられると，それが日本語の乱れであると認識さ
れ，日本の日本語の英語系外来語の氾濫批判へと向けられるというように，体系的になされていたわけで
はなかった O
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語)運用者による「自分史」の出版を流行させることになった O そして，後者は複数存在し

た日本語教育中央機関の統合 「日本語普及センター」という統括的機関の創設やそこを中

心とするトランスナショナルな日本語教師養成システムの構築などを結果することになった。

しかしながら，こうした動きの中で， Iコロニア語」は日系社会内部において「自らの丈

化il産」として記録-保存する運動として結実することはなかった。このことの背景には日

本との交流が活発化する中で， Iコロニア語J=乱れた日本語，非公式的(非真正な)日。本

語という認識が深く浸透じていたという事実が存在しているのかもしれない。「コロニア

語jの記録・保存運動は社会言語学領域において，言語接触論や消滅危機言語という学問的

なパラダイムが出現し， しかもトランスナショナルな専門家派遣システムを通じて，ブラジ

ル日系人の専門家が育成されて，アカデミアの領域において80年代以降に展開されることに

なるのである O

ブラジルの日本語の社会言語学的研究が専門化の度合いを深めていくにつれ，専門家の用

いる「言語」とブラジル日系社会との聞の断絶が深まり，しかもその発表媒体がアカデミア

の専門雑誌に移行し，さらにブラジル日系人研究者の論考が専らポルトガル語で発表される

ようになると，アカデミアと日系社会との「言語」をめぐる交渉はほとんどなくなり，アカ

デミアとブラジル日系社会との接点は「ブラジルにおける日本語教育」という領域に限定さ

れるようになっていった。

2.4.2.、 日本語の位打 「継承語」から「外国語」へのシフト

1950年代後半から60年代初頭にかけて， Iコロニア語」による教科書製作運動を展開し，

エスニック日本語教育を推進してきた日本語教育領域では， 70年代以降， トランスナショナ

ルな教師養成システム(日本からの日本語教育専門家の派遣，日系人教師の日本研修など)

が確立されるに従い， rコロニア語」は完全に忘れられた存在になっていった。

すでに1970年代後半から80年代において， ブラジルの日系家庭における日本語は消滅し

つつあり，このプロセスは不可逆的なものであるという認識が強くなり始めていた O 日系家

庭からの日本語の消失は日本語教育の基本的なパラダイムを「継承諾としての日本語j教育

から， I外困語としての日本語jへと大きくシフトさせる要因として作用し，他方におい

て， 1970年代から盛んになる移民一世を中心とした訪日旅行や80年代半ばから発生する日本

への「出稼ぎ」体験や， トランスナショナルな日本語教育構造の中で，日本の日本語の真正

性を認知した日本語教育教師などから，自らの話す「コロニア語」と「日本の日本語」との

ディスコミュニケーション，あるいは自らの話す「コロニア語jに対して， I古めかしさJ

(79)例えば，久山 (2000) ではブラジリアの一世を対 に，日本語におけるポルトガル語借用について，音
声音頭的統合や形態的統合，統語的統合といった多面的な分析を行っているが，この重要な知見はその学
術用語の使用や発表媒体が日本の専門雑誌ということで，ブラジル日系社会へと還元されてはいない。
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「遅れた日本語JI乱れた日本語」というレッテルを貼ることなどを通じて(グローパルな

状況の中での中央一周縁のパワー関係とも関連するが)， I日本の日本語」を「真正なものJ，

「正しいもの」とするような認識を日系社会に広く流布させるように作用していったのであ

る。

ブラジルにおける日本語教育のパラダイム，モデルとその変化を示したのが図表4である。

図表4 ブラジルにおける日本語教育のパラダイムの変化 (1950一現在)

-1950-1970年代

パラダイム

日本語教育理念

主体

-1980年代以降

移行の諸ファクター

①家庭ドメインから日本語の消失

②コロニアネ士会の求心力低下 etc

継承諾としての日本語 外国語としての日本語

(前者から後者に移行しつつも並存)

〈文化伝承〉モデル

日系人(特に子供)

〈丈化普及〉モデル

非日系人-日系人成人

〈文化伝承モデル〉

幼児・年少者情緒教育-継承語教育

日本語柄引ラダイム=外聞としての日本語→ 同 人 子 弟

(教授法・教材などの技術)

〈文化普及モデル〉

一非日系人・日系成人

1950年代から70年代にかけて，日系社会内には，それまで主流であった「継承諾としての

日本語教育J(<丈化伝承〉モデルによる)というパラダイムに代わって，新らたに「外国

語としての日本語教育J(<文化普及〉モデルによる)というパラダイムが家庭内使用言語

としての日本語の縮小，日本ブームによる非日系人による日本語学習熱などの状況の変化に

随伴して，徐々に台頭してきた。そして80年代に入り， I外国語としての日本語jパラダイ

ムが卓越するようになった。しかしながら，このことがブラジル日系社会から継承諾教育に

基づくく丈化伝承〉モデルを消失させたわけではなかった。「外国語としての日本語j教育

というパラダイムはブラジルにおいては，日本語教授法といった技術論や日本語学習環境の

整備などとして認識されるわけではなかった。そこには常に「ブラジルにおける日本語教育
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(80) 

の特殊性J，より端的にいえば「ブラジル日系社会の存在」あるいは「日系児童の存在」を

前提にした，移民後連綿として実践されてきたアイデンティテイの模索、(エスニック日本

人)という閣題が，強弱の差はあるものの随伴されているのである O

現在の状況を要約的に言えば，ブラジルにおける「外国語としての日本語」というパラダイ

ムは一方の極に rl文化伝承」手段としての日本語」というエスニック日本人モデルと密接

に関わる心情的モデルを，他方の極には「丈化普及手段としての日本語』という日系性を超

越した技術的モデルとを配置しながら，その双方のモデルを強弱の差はあるものの内包する

ものであるということができょう。

おわりに

本稿においては，ブラジルへの日本移民が開始された1908年から現在までの約 l世紀聞に

おける， I日本語」を巡る動向や主要言説を，主に史・資料を材料にしながら概観すること

を試みてきたが，本稿での記述や考察はあくまで筆者が現時点において持っている「見取り

図」にすぎない。

移民とともにブラジルに「旅」した日本語は，移民をめぐる様々な状況の変化の中で，あ

るときは「国民」形成の手段，またあるときは日本文化を伝承し，日系人としてのアイデン

テイティを醸成する手段として，日本の日本語ゃくブラジル語〉との様々な交渉を通じて，

意味づけられ，ある機能を果たしてきた。「日本語」はいずれにせよ，日本を離れた日本人

やその子弟たちが，その起源と離れた状況において，一方においてはその起源との紐帯や連

続性を通じて，自らのアイデンテイティや共同性の支えとして，他方においては起源との亀

裂や切り離しなどを通じて，新しい生活世界や文化のあり方を創造する上での，一つの有力

な実践の道具(手段)であり続けてきた。

筆者はブラジル日系人の「日本語」を巡る営為を通時的に再構成するという課題や「コロ

ニア共通語」の研究はブラジ、ル移民や日系人の心情 あるいは精神史の理解にとって重要か

っ有効であると考えている。本稿はブラジル移民や日系人の精神史研究， I心情の人類学」

的研究への，筆者なりのささやかな，最初のステップである。

(80) ブラジルにおける日本語教育の特殊性をめぐる議論は1980年代以降の「世界における日本語ブーム」と
いう現象とも密接に関わっている。日系社会の日本語教育分野の指導者たちは，世界の日本語学習者数の
動向などとブラジルにおける日本語学習者の動向とを対比することなどを通じて，ブラジルにおける日系
社会の存在の特殊性が，当地における日本語学習の停滞や衰退に関連していると分析， I外国語としての日
本語」ゃ「文化普及手段としての日本語」というパラダイムへと自らのポジションを傾斜させていった。
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[ブラジル日系人の言語生活嗣査票] 6 )ご結婚はされていますかっ

1.未婚 2.既婚 3.雄婚 ，死別 4.その他

調査日 ・ 年月日

調査地.

インブ オーマント氏名 .

調査員氏名 .

間査開始時間 : 時 分

6 -A) (設問6で 12 結婚Jr 3 雌婚死別」と答えた方)配偶者の方は何世ですか?

1.一世 2.二世 3 三世 4.非日系人 5.混血

[三世以下のケース父 世 / 母 世]

7)現在の刷業は何ですかっ(*退職されている場合， 退職前の職業は何でしたか ?) 

J (* [個人属性 1 共通項目 社会的属性1
1)あなたの性別を教えてく ださい。

l 男 2.女 8) 日本の学校には行きましたか?行った場合は最後に通った学校も教えてください。

1.はい[

2 )あなたはいつお生まれになりましたか ワ

年 月日]

2 いいえ

9 )ブラジルの学校には行きましたか ワ行った場合は最後に通った学校も教えてく ださ

3 )あなたは何世ですか?

l 一世 2 三世 3 三世 4.四世以下 5.混血

[二世以下のケース .父 世 /母 世]

しミ。

1 はい[

2 いいえ

4)あなたの国絡を教えてください。

l 日本 2 ブラジル 3 二1fI国籍 4.帰化 5.その他[

[個人属性2 一世のみの項目 言語生活史1
10)あなたはいつブラジルに渡航されま Lたかっ

[19 年]

5 )どこでお生まれになりましたかっ

都道府県] 11)あなたが移住した ときの家族構成を教えてください。

[Estado de Municipio de 植民地

5 -A)そこには何歳までお住まいでしたか っ

歳]

12)あなたが移住した当初，ブラ ジルにはどのくらい滞在する計画でしたか っ

[期間:

刈，
J
W
刊
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」で
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対
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ロ
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叫
附
除
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副
岨
山
附
川
明
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13)あなたが最初に入植されたのはどこですか?

[Estado de Municipio de 植民地

14)あなたが最初に入植されたところには日本人移民がたくさんいましたか?

1.はい 2.いいえ

14-A) (設問14で「しはいjと答えた方)その入植地にはどのくらいの日本人が

住んでいましたか?

人ないし家族]

15)あなたが移住した当初，ガイジン(ブラジル人)と接することはありましたかっ

l はい 2 いいえ

15-A) (設問15で 11.はい」と答えた方)それはどのようなガイジン(ブラジル

人)とどのようなjご会にでしたか?

16)あなたは移住する前，ポルトガル語がある程度わかりましたか?

l.はい 2.いいえ

17)あなたは移住した当初，ポルトガル語を使いましたか?

1.はい 2.いいえ

17-A) (設問17で 11.はい」と答えた方)それはどのような人とどのような機会

でしたか?

18)あなたは大人になったあとにポルトガル語を習ったことがありますかっ N
q
q
 1.はい 2.いいえ

18-A) (設問18で 11.はい」と答えた方)どういうところで習いましたか?

18-B) (設問18で 11.はいJと答えた方)どのくらいの期間習いましたか?

[問'

18-C) (設問18で Il.はいjと答えた方)なぜポルトガル語を習ったのですか?

19)あなたは日本へ「デカセギ」に行ったことがありますか?ある場合はどのくらいの

期間かも教えてください。

1.ある[期間.

2.ない

20) (子供移民・青年移民の場合)あなたは移住後，日本学校に通ったことがあります

かつ

l.はい 2.いいえ

20-A) (設問20で 11.はいJと答えた方)学校を運営していたのはどういう i関

や体でしたかっ

20-B) (設問20で Il.はいjと答えた方)学校にはどのくらい通いましたか?

[期間:



20-C) (設問20で Il.はい」と答えた方)学校には週に何回通いましたかっ

[週回]

20-D) (設問20で 11 はいIと答えた方)学校ではどういうことを勉強して，ど

ういう行事がありましたか?

[個人属性2 二世以下のみの項目 言語生活史]

21)あなたが生まれたのは農村ですか都会ですか?農村生まれの方の場合，何才まで農

中すにいましたかっ

l.農村[ 才まで 2 都会

22)あなたが子供のころ，家庭ではどのようなことばを話していましたかっ

1. 日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3 日本語とポルトガル語半々

4 ポルトガル語のほうが日本語より多い

5. ボルトカル語のみ

23)あなたが学校に入る前ともだちとはどのようなことばを使って話していましたかっ

l.日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3. 日本語とポルトガル語半々

4. ポルトガル語のほうが日本語より多い

5 ポルトガル語のみ

24)あなたは日本(語)学校に通ったことがありますかっ

l.はい 2 いいえ

24-A) (設問24で Il.はい」と答えた方)学校を運営していたのはとういう機関

や団イ本でしたか?

24-B) (設問24で 11 はい」と答えた方)学校にはどのくらい通いましたか?

[期間

24ー C) (設問24で Il.はい」と答えた方)学校には週に何回通いましたかワ

[週回]

24ー D) (設問24で Il.はい」と答えた方)学校ではどういうことを勉強して，ど

ういう行事がありましたか?

25)あなたは大人になったあとに日本語を習ったことがありますか?

1 はい 2.いいえ

25-A) (設問25で Il.はい」と答えた方)どういうところで習いましたか?

25-B) (設問25で Il.はいjと答えた方)とのくらいの期間習いましたかっ

[期間

リ
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，
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い
と
γ
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澗
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U
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25ー c) (設問25で Il.はい」と答えた方)なぜ日本語を習ったのですかっ

26)あなたは日本へ「デカセギ」に行ったことがありますかつある場合はどのくらいの、

期間かも教えてください。

l ある[期間:

2. ない

[家庭での言語使用]

27)あなたは現在どなたと同居していますか?

28)あなたは家族の方にたいして，どのようなことばで話しかけますかっ

l.日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3. 日本語とポルトガル語半々

4. ポルトガル語のほうが日本語より多い

5.ポルトガル語のみ

6.その他

夫/妻 123456 [ J [日系/非日系]

子供 123456 [ J [日系/非日系]

孫 123456 [ J [日系/非日系]

父 123456 [ J [日系/非日系]

母 123456 [ J [日系/非日系]

婿/嫁 123456 [ J [日系/非日系]

兄弟姉妹 123456 [ J [日系/非日系]

N
G

∞
 

祖父

祖母

その他

123456 [ 

123456 [ 

123456 [ 

][日系/非日系]

][日系/非日系]

J [日系/非日系]

29)あなたは家族の方から，どのようなことばで話しかけられますかっ

l.日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3. 日本語とポルトガル語半々

4. ポルトガル語のほうが日本語より多い

5 ポルトガル語のみ

6. そのイ也

夫/妻 123456 [ J [日系/非日系]

子供 123456 [ J [日系/非日系]

孫 123456 [ J [日系/非日系]

父 123456 [ J [日系/非日系]

母 123456 [ J [日系/非日系]

婿/嫁 123456 [ J [日系/非日系]

兄弟姉妹 123456 [ J [日系/非日系]

祖父 123456 [ J [日系/非日系]

祖母 123456 [ J [日系/非日系]

その他( 123456 [ J [日系/非日系]

30)夕食の席など家族全員が揃うときは，みなさん主にどのようなことばで話します

7がつ

l.日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3. 日本語とポルトガル語半々

4.ポルトガル語のほうが日本語より多い

5 ポルトガル語のみ



31)あなたのお宅では NHK海外放送を見ることができますか?

1. はい 2.いいえ

32)あなたのお宅では日本のデカセギ以外の三戚とつきあいがありますかっ

1.ある 2.ない

32-A) (設問32で 11 ある」と答えた方)どのような手段で交際していますか?

1.手紙 2.電話 3 電子メイル 4 その他[

32-B) (設問32で 11 ある」と答えた方)どのくらいの頻度で，連絡を取り合っ

ていますか?

1.月ごと 2.半年ごと 3.年ごと 4.数年ごと

33)あなたのお宅では新聞や雑誌を定期購読していますか?定期購読している場合は誌

名など具体的に教えてください。そして誰古ぎ読むのかも教えてください。

ユ [誌名・ J [誰が

2. [誌名 J [誰が・

3. [誌名 J [誰が'

4. [誌名 J [誰が・

5. [誌名 J [誰が:

[メティア・娯楽と言語使用]

34)あなたは NHKの海外放送を見ますかっ

O. NHKがない

l よくみる

2 ときどきみる

3.ほとんどみない

4 まったくみない

35)あなたは日本のビデオをよく見ますか?

。ビデオはない

1. よくみる

2 ときどきみる

3 ほとんどみない

4. まったくみない

35-A) (設問35で 11.よくみる」か 12. ときどきみるjと答えた方)どのよう

な番組がとくに好きなのか教えてください。

1.時代劇

2. ドラマ

3.ニュース

4. ドキュメンタリ←

5. その他[

36)あなたはプラジ、ルのテレビ番組をよくみますか?

l よくみる

2 ときどきみる

3 ほとんどみない

4. まったくみない

36-A) (設問36で 11.よくみるjか 12. ときどきみる」と答えた方)どのよう

な番組がとくに好きなのか教えてください。

1.ノヴエラ ドラマ

2 二ユース

3 ドキュメンタリ←

4.その他[
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37)あなたはブラジルの日系テレビ番組をみますか?

1.よくみる

2. ときどきみる

3. ほとんどみない

4. まったくみない

38)あなたは NHK短波放送や日系ラジオを聞きますか?

1 よくきく

2. ときどききく

3. ほとんどきかない

4. まったくきかない

39) あなたは日本語の新聞を読みますか?

0 新聞をとっていない

1.よく読む

2. ときどき読む

3. ほとんど読まない

4. まったく読まない

40)あなたはポルトガル語の新聞を読みますか?

。新聞をとっていない

1.よく読む

2 ときどき読む

3.ほとんど5売まない

4. まったく読まない

41)あなたは日本の歌を聴きますか?

1.よくきく

2. ときどききく

3. ほとんどきかない

4. まったくきかない

41-A) (設問41で 11目よくきく」か 12. ときどききく jと答えた方)どのよう

な歌を聞くのか教えてください。

42)あなたはカラオケに行きますか?

1.よく行く

2. ときどき行く

3. ほとんど行かない

4. まったく行かない

42-A) (設問42で 11.よく行く」か 12. ときどき行く」と答えた方)どのよう

な歌を歌うのか拭えてください。

[職 J社会での言鰭使用]

43)あなたは仕事上，日本語を話すことはありますか?ある場合，どのような機会に話

すのか教えてください。

l 話す u会:

2 話さない

ド司

、司。



44)あなたは仕事上，ポルトガル語を話すことはありますか?ある場合，どのようなね

会に話すのが教えてください。

l.話す[機会:

2.話さない

45)あなたはi 主の日系団体の集まりや会合によく参加しますか?

l.参加 2.参加しない

45-A) (設問45で i1 参加する」と答えた方)それはどのような団体ですかワ

(複数回答あり)

l 文化協会・自治会村会

2 老人会

ム五年青q
u
 

4 婦人会

5 文芸ースポーツ 娯楽など趣味の会[

6. その他[

45-B) (設問45で 1 1.参加する」と答えた方)そこではどのようなことばを使っ

ていますか?

1.日本語のみ

2 日本語のほうがポルトガル語より多い

3 日本語とポルトガル語半々

4 ポルトガル語のほうが日本語より多い

5. ポルトガル語のみ

l設問45-A唯一欄 l 

46) ともだちのなかに日系人は多いですかワ

0 ともだちはいない

l ほとんど日系人

2. 日系人のほうが非日系人より多い

3 日系人と非日系人半々

4.非日系人のほうが日系人より多い

5 ほとんど非日系人

46-A) (設問46で 1-4と答えた方)日系人のともだちとはどのようなことばを使

って話しますかっ

l.日本語のみ

2 日本語のほうがポルトガル語より多い

3. 日本語とポルトガル語半々

4. ポルトガル語のほうが日本語より多い

5. ポルトガル語のみ

47)あなたの宗教を教えてください。(複数回答あり)

48)あなたは宗教の集会や活動にはよく参加しますかっ

l 参加する 2 参加しない

48-A) (設問48で Il.参加する」と答えた方)そこではどのようなことばを使つ

ていますかワ

l 日本語のみ

2. 日本語のほうがポルトガル語より多い

3 日本語とポルトガル語半々

4. ポルトガル語のほうが日本語より多い

5 ポルトガル語のみ
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[日本語能力及びポルトガル--...・#臨1

49)あなたはどのくらい日本語が話せますかワ

l よく話せる

2.だいたい話せる

3.少ししか話せない

4. まったく話せない

政治や経済などのむずかしい話

仕事の話

日常の会話

家庭での話

あいさつやかんたんなことば

l 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 

l 2 3 4 

l 2 3 4 

50)あなたはどのくらい日本語を聞いてわかりますかっ下にあげたものそれぞれについ

て教えてください

l. よくオコかる

2.だいたいわかる

3.少ししかわからない

4目まったくわからない

ラジオのニュース

テレピのニュース

テレピドラマ

家庭での話

あいさつやかんたんなことば

1 2 3 4 

1 2 3 4 

l 2 3 4 

l 2 3 4 

l 2 3 4 

51)あなたはどのくらい日本語が読めますかワ下にあげたもの，それぞ、れについて教え

てください。

l.よく E売める

2 だいたい読める

3.少ししか読めない

4. まったく読めない

新聞や本 l 2 3 4 

仕事の書類 1 2 3 4 

雑誌や漫画 l 2 3 4 

ともだちゃ親戚からの手紙 1 2 3 4 

近所からの回覧やお知らせ l 2 3 4 

ちらしや看板 l 2 3 4 

52)あなたはどのくらい日本語が書けますか?下にあげたもの，それぞれについて教え

てください。

l.よく書ける

2.だいたい書ける

3.少ししか書けない

4. まったく書けない

一仕事の書類

仕事相手への手紙

ともだちゃ親戚への手紙

日記

かんたんなメモ

53)あなたはどのくらいポルトガル語が話せますかワ

l.よく話せる

2.だいたい話せる

3.少ししか話せない

4. まったく話せない

政治や経済などのむずかしい話

仕事の話

日 常 の 会 話

家庭での話

あいさつやかんたんなことば

l 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 

l 2 3 4 

l 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 

1 2 3 4 
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54)あなたはどのくらいポルトガル語を聞いてわかりますか?

1.よくわ由、る

2.だいたいわかる

3.少ししかわからない

4 まったくわからない

ラジオのニュース l 2 3 4 

テレビのニユ←ス l 2 3 4 

テレビドラマ(ノヴエヴ) 2 3 4 

家庭での話 l 2 3 4 

あいさつやかんたんなことば 2 3 4 

55) あなたはどのくらいポルトガル語が読めますかっ

1.よく読める

2. だ、いたい読ゆる

3 少ししか読めない

4 まったく読めない

新聞や本 l 2 3 4 

仕事の書 1 1 2 3 4 

雑誌や漫画 1 2 3 4 

ともだちゃ親戚からの手紙 l 2 3 4 

近所からの回覧やお知らせ l 2 3 4 

ちらしや看板 l 2 3 4 

56)あなたはどのくらいポルトガル語がかけますかワ

1.よく書ける

2.だいたい書ける

3 少ししか書けない

4 まったく書けない

仕事の害額 l 2 3 4 

仕事相手への手紙 l 2 3 4 

ともだちゃ'U戚への手紙 l 2 3 4 

日記 l 2 3 4 

かんたんなメモ l 2 3 4 

[日本語教育及びポルトガル語教育:~::J

57)あなたはこれから日本語を習いたいと思いますかっ

l はい 2.いいえ

57-A) (設問57で 11 はい」と答えた方)その理由を教えてください。

1.就職につながるから

2. いまの仕事や専門に必要だから

3.世界や日本の最新情報を知ることができるから

4. 日系人として祖先のことばを知っておきたいから

5 日本文化に興味があるから

6 日本語教師になりたいから

7. その他[

58)あなたはお子さんやお孫さんに日本語を習わせたいですか?

1.ぜひ習わせたい

2 本人が希望するなら習わせたい

3 習わせるつもりはない

4 わからない

58-A) (設問58で 11.ぜひ習わせたい」か 12 本人が希望するなら」と答えた

方)その理由を教えてください。

1. ..職につながるから

2 家業に必要だ、から
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3.世界や日本の最新情報を知ることができるから

4. 日系人として祖先のことばを知っておくのは当然だから

5 日本文化に興味をもってほしいから

6 その他[

59)あなたは日系人の若い世代が日本語を学ぶことが必要だと思いますか?

l 必要がある

2.本人の希望次第

3.必要はない

4. わからない

60)地域の日本語学習の環境について，あなたはどのような問題があると思いますかっ

1.日本語を学習するメリットがない

2.いまのブラジルでは日本の影響力が少ない

3. 日本語学校や日本語教師のレベルの問題

4. 日常的につかう似会がない

5. 日系人の親が子供の日本語教育に心ではない

6. 日本語がむずかしい

7 その他[

61) 日系人なら日本語が話せるのは当然だという意見がありますが，あなたは同意しま

すか，同意しませんか?またその理由も教えてください。

1.同意する [理由:

2 同意しない[理由:

3. わからない

[訪日経験(デカ と首鼠二月]

62)あなたは訪日経験がありますかつある場合は何回訪日したかも教えてください。

1.ある[ 回 2.ない

[以下は，設問62で r1.ある」と答えた訪日経験がある人のみの項目I

63)あなたはどのような目的で訪日したのですか?

1 .1，)1光

2 親戚訪問

3 仕事・ビジネス

4.デカセギ

5.留学・研修

6.その他[

64)あなたの日本語は日本で通じましたかワ

1.十分通じた

2.まあまあ通じた

3.少しだけ通じた

4.通じなかった

5. わからない

65)ブラジルで話される日本語と日本の日本語とのちがいにとまと、ったことはありまし

たかつあった場合はどういうととろがちがったのか，どういうことにとまと守ったの

か具体的に教えてください。

l あった

具体的に

2.なかった

ド町4
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[コ口ニア穏をめぐる意識]

67)あなたは家族や日系人の友人と話すとき，日本語とポルトガル語を混ぜることはあ

りますか 7

1.ある 2. ない

66)あなたは日本に住んだことがありますか?ある場合は，どのくらい，どこに住んだ

のか事文えてください。

l ある[期間:

2. ない

都道府県]J [ 

3.わからない

68)あなたは日本語とポルトガル語を混ぜてつかうことをどう思いますか?
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66-A) (設問66で r1.ある」と答えた方)どのような目的で住んだのですかっ

1.仕事ーピジネス

2. デカセギ

3.留学研修

4 そのイ也[

これで質問はれわりです。長いあいだご協力ありがとうございました(謝礼品)。
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66-B) (設問66で 11.ある」と答えた方)日本に住んでみて，日本語を勉弘した

いと思いましたか?

l 勉強したいと思った

2 勉強したいとは思わなかった

3.わからない
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調査終了時間:

調査所要時間:66-C) (設問66で 11.あるjと答えた方)日本に住んでみて，日本語は上達しま

したかっ

l かなりよ達した

2 少し上達した

3.ほとんど上達しなかった

4 わからない

どちらと

録音状況:良好不良[問題点

インフォーマントの態度:協力(積極)的 非協力(消極)的
もいえい

ーマントの日本語能力:問題なし・まあまあ・問題あり[インフ

ト、-
、与
<:n 

どちらともいえない談話収ーの適性 向いている あまり向いていない
調査員の感想:

66-D) (設問66で r1.ある」と答えた方)日本に住んでみて，日本や日本人に対

するイメージは変わりましたかっ

l.良くなった

2 悪くなった

3 変わらないが， 日本や日本人のことを客 J的に見るようになった

4 わからない
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[1ブラジル日系人の蓄語生活調査票」実施マニュアル一言語生活調査・調査員トレーニング用ー]

1. 目的

この調査票はサンパウロ州スザノ市福博村及ぴ同州ミランドポリス郡アリアンサ移住地に

おける日系人の言語生活の特徴を，実態と意識という側面から捉えることを目的として作成

されたものである O また，同調査票には，方向づけられた (Direcionado)談話収録を目指

す設問項目も盛り込まれており，談話収録調査の一環もなすものである O

2.対象

本調査票は両地点において予め世代，年齢などを指標にして抽出された個人を対象にアプ

リケーシ ョンされるものである O

3.調査票の構成

調査票は以下のような構成となっている O

1 )調査票の最初と最後には，調査者が調査日時，調査地，インフォーマント名，調査開

始時刻(最初の部分)，インフォーマント連絡先(住所，電話)，調査終了時刻，調査所要

時間(最後の部分)などを記入する箇所がもうけられている O

2 )調査票の最後尾には「備考」欄として， 調査実施時の状況(第三者の存在，その影響，

録音状況，インフォーマントの調査に対する態度，インフォーマントの日本語能力)を調査

員が観察し記入する箇所や後に実施する談話収録の対象者として適切かどうか，また，適切

だとすれば，どのような話題について談話収録すれば，良質のデータが収集される可能性が

あるかなど，インタビューの過程での観察や回答などを留意して記入する箇所がもうけられ

ている。(この箇所は被調査者の前で記入するのではなく，調査終了後，調査票の清書(そ

の日のうちに実施する)の際に記入する。)

3 )調査設問項目には，対象者すべてを対象とするもの(設問 1から 9まで，設問27から

68まで)，対象者が一世の場合のみに設問する項目(設問10から20)，対象者が二世以下の場

合のみに設問する項目(設問21から26)がある。

4 )調査項目及び対象者は以下のとおりである。

図表1 調査票の構成-設問-対象者

設問の範囲専 設問番号とその内容 対象者

①社会的属性 1 .性別， 2.生年月日， 3.世代 4. 国 すべての被調査者
籍 5.誕生地 6.婚姻上の地位， 7.職
業 8.学歴(日本)， 9.学歴(ブラジル)

②言語を中心とした生 10.渡航年， 11.移住時の家族構成， 12 当初 一世のみ
活史(1 ) のブラジル滞在期間(予定)， 13.最初の入植

地， 14.最初の入植地における日本人， 15. ガ
イジンとの接触， 16.移住前のポルトガル語の
知識， 17.移住直後のポルトガル語使用，
18.成人後のポルトガル語学習 19.日本への
デカセギ， 20. 日本(語)学校通学経験
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③言語を中心とした生 21. 誕生地一(農村/都会)， 22. 子供時の家 二世以下
活史 (2) 庭内使用言語，23 学齢期以前 の友人との会

話，24. 日本(語)学校への通学，25. 成人後
の日本語学習， 26.デカセギ体験

④家庭での言語使用 27.同居世帯員 ，28.家族に対する使用言語， 29. すべての被調査者
家族が調査対象者 に対して使う 言語， 30.家
族団らん時の言語，31. NHK海外放送視聴装
笹， 32 日本の親戚と の交際，33. 家庭で定期
購読している新聞，雑誌

⑤言語使用 メディア 34. NHK海外放送，35. 日本のビデオ， 36. すべての被調査者
-娯楽ドメイン ブラジルのテレビ番組， 37. ブラジルの日系テ

レピ番組， 38. NHK短波や日系 ラジオ， 39. 
日本語の新聞， 40. ポルトガル語の新聞， 41. 
日本の歌， 42.カラオケ

⑤言語使用 職場・地 43. 仕事での日本語使用， 44. 仕事でのボルト すべての被調査者
域社会ドメイン ガル語使用， 45. 地域の日系団体の会合や活動

への参加と使用言語， 46. 友人の構成と使用言
語，47.宗教帰属， 48.宗教の活動への参加状
況と使用言語

⑦日本語能力 (自己申 49. 日本語会話，50. 日本語聴解，51. 日本語 すべての被調査者
告/意識) 読解，52. 日本語審 く

③ポルトガル語能力 53. 会話， 54.聴解，55. 読解， 56. 書く すべての被調査者
(自己申告/意識)

①日本語教育意識 57. 日本語学習希望， 58.子供・孫へ日本語を すべての被調査者
習わせたいか。 59. 若い日系人の 日本語学習の
必要性， 60. 地域の 日本語学 習をめ ぐる問
題， 61. 日系人が日本語を話すのは当然という
意見への態度

⑬訪日経験と言語意識 62. 訪日経験，63.訪日目的， 64.日本で日本 すべての被調査者
語は通じたか，65. ブラジルの日本語と日本の
日本語，66 日本への居住-理由 ・日本語学習
希望，日本語の上達， 日本のイメ ージ

⑪コロニア語をめぐる 67. 日本語とポルトガル諾を混ぜるか， 68. 日 すべての被調査者
意識 本語とポルトガル語を混ぜることに対する意見

以上のよう に，調査票は①個人的属性一被調査者の個人的属性，言語を 中心とした生活史，

②言語使用実態一家庭での日本語使用実態， ドメ イン (メディア/娯楽/職場/地域) にお

ける言語使用実態，日本語 ・ポルトガル語能力実態，①言語に対する意識ー 日本語教育意識，

訪問経験と 言語意識，コロニア語に対する意識(実態も含む)，から構成されている。

4 )調査票の設問一 回答形式は①選択肢方式と②自 由回答方式とを基本と している 。②自

由回答方式 を採用した設問は回答の範鳴がかなり多様と なる と予想される調査項目及ぴ意見

や考えを 聞 くことを目的とするものである O

5 )設問によっては， 関連質問を続けて行なうものも ある。例えば設問18についてみる と，

成人後にポル トガル語を習っ たことがあるか ?を質問，11 はい」と回答 した場合には，

続けて，どういうところで習ったか(l8-A)，どのくらいの期間習ったか(l8-B) と質問

していくという構造になっている。このような場合には で 「設問18で 11. は



「ブラジル日系人の言語生活調査票」実施マニュアル 179 

い」と答えた方Jというかたちで続けて回答する者を特定してある。

6 )自 由回答， 選択肢回答の設問を問わず，複数回答が予想できる設聞が存在しているO

例えば，設問45(地域の日系団体の集まりや集会への参加)関連の45-Aや，設問48(宗教

帰属)などはこうした例である。

4.調査実施

本調査票は調査員が被調査者(調査対象者)に対して所定の質問をし，被調査者が回答す

るというかたちで行なわれるのが理想である o 調査者はまず調査目的を被調査者に述べると

ともに，この調査から得られたデータは研究目的以外には利用しないこと ，プライパシーに

は十二分に留意する点を強調する。そして，調査員と被調査者とのやり取りを録音したい旨

を伝え，了承を得る。

5. 設聞の解説

設問によ っては聞き方が複雑なものがある。ここではこれらについてどのように聞いてい

くのかを示す。

① |設問 3 (世代)1

「あなたは何世ですか」という設問に対して， I私は父は一世，母は二世ですが・・・何

世になりますか」といった回答が出てくる可能性があります。ブラジルの日系社会では父一

世，母二世のようなケースは 「三世」 と算定するのが一般的ですが，日本政府はこうした場

合には 「二世Jと規定しています。ここでは 両親の世代帰属が異なる場合には，日本政府

方式のように，少ない世代の方+1世代とすることにします。つまり父二一世，母=二世の

場合には，一世+1=二世とします。 一世の場合には問題ありませんが，二世以下では「お

とうさんもおかあさんも一世ですか」といった具合に確認していくのがいいでしょう。両親

の世代帰属が異なる場合には 「備考」あるいは「メモ」というかたちで，設間近くのスペー

スに，あるいはカード(調査対象者と設聞を特定した)に，その実態について覚書をつけて

ください。

②|設問 4 (国籍)1

国籍は問題ないかもしれませんが，日系人がイタリア系人やドイツ系人と結婚している場

合など，配偶者側の国籍を取得しているケースがありますので，留意してください。また，

戦前の二世の場合，親が領事館に出生届を提出，日本国籍も取得している「二重国籍j者も

多く存在していますので留意してください。また，デカセギ帰国者の中には，日本国籍への

帰化者やその手続きを行なっている者もいるかもしれません。
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①|設問 5 (誕生地)1

日本人(=一世)の場合には，出身都道府県名を，三世以下の場合には州，ムニシピオ，

そして植民地(移住地)を聞きます。二世以下のケースでは，両親や祖父母(父方母方あり

ます)の誕生地も聞いておき，スペースに「覚書Jiメモ」として記載しておいてください。

また， 5-Aでは誕生地に何歳まで住んでいたのかを設問します。言語環境の通時的な変化

をみようとすると，誕生後の移動先とそこでの居住年数を調べる必要があります。もし，可

能ならば設問してください O 但し，移民としてかなり移動を行っていると予想されます。

CDI設問 6 (婚姻王百面1sL)1

教会ないし登記役場に届出がなくとも実質的に配偶関係にあるケース(内縁関係)も多い

と思われます。その場合には， i既婚」と類別してください。また，設問 6-Aでは，既婚，

1"1 .死別の場合に，配偶者の世代を特定してください。世代のコ定は設問 3と同じです。さ

らに，再婚の場合も存在すると思われます。これは既婚と類別されますが，再婚である状況

がわかるように「メモ」ないし「覚書」をお願いします。

⑤|設問 7 (J~業)

職業分類は非常に難しいので，ここではなるべく具体的にし業，仕事の内容，勤め先での

就業上の地位，勤め先の主要な事業内容などをfT問して，記入してください。この設問は後

に範時化します。

⑥|設両8. 9.. ¥事歴)1

日本，ブラジルとも学制が時代により変化しています。設問 8は日本での学歴ですが，日

本で学校に行ったかどうかをまず質問し，その後でどこまで(例えば尋常高等小学校何年ま

でとか)と聞いてください。ブラジルの場合も同れに聞きます。一世の場合でも，子供移民

の場合には双方で学校に行っている可能性がありますし，二世の場合でも日本に帰国して，

日本の学歴を有している個人もいる可能性がありますから こうした状況に留意してくださ

しミ。

⑦|設問15(ガイジンとの接触)1

アリアンサ移住地の場合には，日本から直接，アリアンサに入植したケースが多いと予想

されますが，福博の場合には，どこかのコーヒ}農場(耕地) fニ配耕され，その後移動した

ケースが多いでしょう。コーヒー耕地では，多様な国籍の移民(特にヨーロッパ移民)，元

黒人奴隷やその子や孫，さらには「カボクロ」と呼ばれたブラジル人労働者，さらにはパト
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ロンなどのブラジル人などと接触している可能性が高いです。このあたりに留意してくださ

い。またコーヒー耕地では venda(売庖)とか，週末とか，就労中とか，色々な機会に「ガ

イジン」と接触した可能性があります。

③辰五1117(れ住当初のポルトガル語の使用)1

設問15とも関連していますが，移住初期の生活(就労及び日常生活)の中で，どのような

折にポルトガル語を使ったかを質問するものです。教会とか学校とか，町での買い物とか，

労働の時とか，色々な状況が考えられます。

⑨|設問18(成人後のポルトガル語学習)1

「大人」という概念が難しいですが，十八歳を一応の基準と考えてください。

⑮ 1設問20(日本学校への通学体験)1

特tこ戦前期においては(福博村の場合)，移動が活発でしたから，移動先ごとに日本語学

校に通った経験のある個人もいるかもしれません。つまり複数回答になりますが，こうした

場合に留意してください。 20-Dの設問は，学校で習っていた教科(日本語だけを習って

いたわけではありません)や学校行事(正確には学校行事ではないですが，天長節，運動会，

などなど)などを質問するものです。学校生活に関しては，かなり話が聞けると思われます。

⑪[設問10から設問20まで|

言語をめぐる生活史(一世の場合)の設問10から設問20までは，統計処理をするものもあ

りますが，むしろ，言語をめぐるライフヒストリーを聞くという内容になっています。これ

らの設問は，ライフヒストリー領域における談話収録という意図(目的)もあわせもったも

のです。話者によりますが，これらの質問をする中で，話者が積極的に話したい，あるいは

こういう話を聞いたらよく話してくれそうだ，といったことがあったら，設問にこだわるこ

となく，柔軟に，詳しく聞いていってもらいたいと思います。但し，調査票調査ですから，

時間配分を十分に考慮してください。

⑫|設問21-設問261

設問21から26は二世以下のみを対象としたものです。一世の場合に比べて，選択肢方式が

多くなっています。日本(語)学校通学の設問は一世と同様です。「大人」は十八歳を目安

にしてください。設問26はデカセギの有無を問うものですが，これは後の[訪日経験(デカ

セギ経験)と言語意識] (設問62-設問66) とも関連しますので，この設問に続いて，設問
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62から66までを質問するのも良いかも知れません。

⑬|設問27(同居世帯員) I 

ここでは現在，誰と同居しているかを具体的に質問します。家族だけではなく，非親族関

係者(例えば知人や友人，あるいは使用人など)が同居している可能性もありますから留意

してください O

⑭|設問28(家族への話しかけの言語)I I設問29(家族からの話しかけの言語)I 

この二つの設問は同居を問わない家族と被iJ査者との間の言語使用の実態をみるものです。

調査票には様々な親族関係者(続き柄)が出現していますが，家族の続柄のところにO

(丸)をつけ，調査票の 1~ 4の遅択肢で話しかけの言語を聞き，その番号のところにO

(丸)をつけてください。その他( )はこれら以外の親族関係者ないし非親族関係者用で

内で続き柄，関係を特定し，その上で言語使用実態を聞きます。設問29は設問28の

逆で，家族から話しかけられる言語について聞くものです。また，両設問では，その家族が

日系か非日系かをそれぞれ聞いてください。祖父母，兄弟姉妹，婿/嫁はこの範時に複数の

人聞が含まれる可能性があるので，その点はを使って，具体的な状況を書き込ん

でください。書ききれない場合には，カード(後述)に記入してください。

⑮|設問32寸]ヨ本在住親戚との交際)I 

ここでいう親戚とは「日本在住のデカセギ以外の親戚」ということになります。ブラジル

からデカセギに行っている子供，兄弟姉妹，叔父叔母などは除外することにします。

⑮|設問33(定期 !している新聞・雑誌)I 

話者の家庭で定期購読している新聞，雑誌を具体的に聞きます。その名称で言語は特定で

きます。そして，誰がこれらの新聞，雑誌を読むのか続けて質問してください。日本語の新

聞はサンパウロ新聞，日系新聞があります。また日系新聞でもポルトガル語の JornalNipo-

Brasilといったポルトガル語の新聞もあります。

⑪|設問37寸ヲラジルの日系子予ビ番組)I 

ブラジルの日系テレビ番組には RosaMiakeという女性が司会をする番組(有料 TV)が

あります。
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⑬|設問38 (ラジオ)I 

日系ラジオ番組には，パウロ宮城と瀬名波美恵子が進行役を務める番組があります(ラジ

オ・ニッケイといいます)この放送の主要な聴取者はモジやスザノ地域の二世であるといわ

れています。この番組はパウロのポル語と美恵子の日本語の掛け合いのようなかたちで進行

されています。

⑬|設問42(カラオケ)I 

この設問はカラオケに行きますかというものですが，スザノ市福博村の場合には，スザノ

市内や隣接するモジ市内，あるいはサンパウ口市内にカラオケ庖があり，そうした場に出か

ける人も多いと思います。一方，アリアンサの場合には，こうした施設は存在せず，むしろ，

地域の文化協会の「カラオケ部」などにカラオケをやりに行くことが多いのだろうと推測さ

れます。また，自宅にカラオケセットを所有するお宅も多いことが予想されます。このあた

りの状況も念頭に置いてください。

設問41，42では 1，2と回答された方に続けて， Iどのような歌を聞きますか?J (設問41

A)， Iどのような歌を歌いますか?J (設問42-A) と設問します。 演歌，ポップス，唱歌，

民謡などの範噂ないし，歌手が回答として返ってくるだろうと思われます。

@ I設問43(職場での日本語使用)I I設問44(職場でのポルトガル語使用)I 

この二つの設聞は職場あるいは仕事上の言語使用を質問するものです。今回の調査地は近

郊能村と奥地農村地域であり，基本的に農業者が多いと思われます。農業という家業の場合，

仕事上，接触するのは雇用している労働者への指示，生産物の販売時，生産を巡る肥料や道

具等の購入時，農業共同組合の集まりのとき，フェイラのとき(スザノ市福博村の場合，生

産者が Feiranteとして市内やサンパウ口市のフェイラ(青空市)の販売者となるケースも

あるかもしれません。この場合には顧客や同業者などとの接触の機会などもあります)など

が考えられます。また，スザノ市の場合には，農業の傍ら，スザノ市内で自営業(商業な

ど)を営んでいるケースや特に青壮年層の場合には，スザノ市内の事業所や会社に勤めてい

る質全労働者のケースも多く存在しています。これらに関しては，使用人，顧客や仕入れ業

者との接触，同業者との接触，会社 事業所の同僚や顧客，上司とのやりとりなどの機会が

言語使用の場面と考えられます(勿論，これはあくまで一つのリファレンスにすぎません)。

調査員はそれぞれのケースで，柔軟に，かつ詳細に場面における言語使用を聞き取ってくだ

さい。
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@ I設問45(日系団体の活動への参加と言語使用)I 

この設聞は調査対象者が地域の日系団体の集まりや会合に参加するかどうか，そして参加

する場合には，その場でどのような言語が使用されているかを質問するものです。ここで留

意するのは複数回答がある可能性があるということです。特に，世帯主や主婦の場合には，

ムラの自治会(総会)や老人会，婦人会，趣味の会など多様な団体の催しゃ会合に出席する

機会があるでしょう O この点に留意し，調査対象者が関わる日系団体とその集まり，そこで

の言語使用を詳細に聞き取ってください。スペース的に記入が困難な場合には，訊査対象者

や設聞を特定したカードなどに その情報を記ヒマ 二査票に添付してください。

@ I設問48(宗教と言語使用)I 

この設聞は信仰する宗教とその宗教の活動への参加状況，そしてその活動における言語使

用の実態を質問するものですが，ここでも複数回答に留意してください。例えば，イエの宗

教と個人の信仰とが異なる場合があります。イエとしては仏教だが，自分はカトリック教と

いったケースです。この場合には，仏教的場面とカトリック的場面の二場面における言語使

用が予想されます。アリアンサの場合にはプロテスタント系キリスト教の信者が多いと思わ

れますが，その場合，集会や活動の主要なものはミサ，日曜学校などがあるでしょう。

@I設問49~設問56 (百平語・ポjレトガル語能力意識)1 

この一連の設問はf ，，.ャ者の日本語及びポルトガル語の自己能力に関する評価(意識)

を設問するものです。図表内のそれぞれの場合に よく，だいたい，少し，まったくという

選択肢で，その能力を聞いていきます。

⑫|設問57(日本語学習希望)I 

この設問は将来，日本語を学びたいと思うかどうかを質問するものです。そして， Iは

い」と回答した人に対してはその事由も聞いていきます (57-A) この設問は選択肢ですが，

回答は「三つまでJの複数回答にしたいと思います。制限をつけない複数回答の場合には，

往々にして「すべて」の理由にu(丸)がついてしまう懸念があるからです。

@I設問詔(子や孫入日本語を習わせること)1

58-Aの設問は⑫同様に 「三つまで」の複数回答にしたいと思います。

@J I設問60(日本語学習環境の問題)I 

この設問の回答も「三つまで」の複数回答にしたいと思います。「その他jの場合には，
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これまでのケースもそうですが，具体的に「その他」の内容を記入してください。

@I設問62(訪日経験)1 1設問63(目的)1 1設問64 (訪日時日本語通じたか)1

1設問65(ブラジルの日本語と日本の日本語との違い)1

この一連の設問はこれまでの訪日経験の有無，回数，目的，そして訪日時に調査対象者が

話す日本語が通じたかどうかなどを質問するものです。訪日にはデカセギも含めます。設問

63は複数回答です。設問65は戸惑いや違いがあったと思った場合，それはどのような違いだ

ったのか，なぜ戸惑ったのかを具体的に聞き取るものです。デカセギ現象発生以降，かなり

の日系人がこうした状況に直面していますが，その具体的な状況，内容などはほとんど明ら

かになっていません。調査員は可能な限り詳細にケースを収集してください。書ききれない

場合には，カードを使って記入してください。

@I設問66 (日本在住体験と日本語)1 

住むという概念をどのように規定するか難しいですが，ここでは一回の訪日で三ヶ月以上

滞在したケースを居住したということにします。三ヶ月は日本政府が発行する観光査証の期

間に相当します。

@I設問68(コロニア語の認識)1

この設問は日本語とポルトガル語の混在を，それぞれの個人がどのようにみなしているか

を質問するものです。肯定的な見方，否定的な見方など様々な意見が出ると思います。可能

な隈り詳細に聞き取ってください。アイデンテイティなどとも関連する設問です。

@最後は匿豆~ですが，これは調査時の状況，インフォーマントの態度・能力，談話収録

の適性，調査員の感想、などを記入するもので，インフォーマントには可能な限りみせないよ

うに気をつけてください。その場で記入するのではなく，清書の際に記入するのがよいでし

ょっ O

6.調査票の記入

面接調査の時には往々にして，きれいに(他人が読めるという意味)記入できません。調

査時の記入は「下書き」で，調査票は調査時の宿舎などに帰ってから，清書することになる

でしょう。清書は録音テープなどを参照しながら行なうケースもあるでしょう。自由回斗方

式の設聞は可能な限り，調査対象者が言ったように記入してください。出来る限り自分のこ

とばに置き換えないようにしながら記入してください。また，調査中に，色々な疑問や問題
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が出現してくると思います。その際には，調査に同行するコーディネーターや夜に行なうミ

ーテイングの際に，疑問や問題をどんどん出し，その解決方(あるいは開き方の検討など)

を一緒に模索することにします。記入済みの調査票はコーデイネーターに提出します。コ←

デイネーターは記入された調査票を検討し，もし不備，疑問な点があれば，調査員に改めて

その箇所の再司査を依頼することがあります。

7.調査時閤

調査票は比較的設問数が多く，しかもライフヒストリー的な設問もあるので，時聞がかか

ることが予想されます。一回の調査時間は被調査者の協力姿勢にも左右されますが，最大で

も2時間程度が限度かと思います。 MDや録音テープの録音時間は最大80-'90分程度ですか

ら，前後の挨拶や調査の説明などの部分を差しヲ|いて，質問自体は80~90分ほどに収まるの

がよいと思います。勿論，臨機応変に対応するのが基本です。

8.録音機の操作に関して

録音機の操作に関しては，録音マニュアルを事前に読み，予め個人的にテストをしていた

だきたいと思います。

9. カードの利用について

調査票に記入できない情報を書き込みます。いつ，誰からの情報か，その情報を得たのは

誰か，そして情報の内容がカードに盛り込まれます。調査票の設問を行う過程で，その設問

に関連した質問や回答が出てくるものです。そうした情報は積極的にカードを使って残して

ください。勿論，インタビューの場で，カードを作るのではなく，そのときにはフィールド

ノートに，その情報を記入しておき，宿に帰ってから調査票を清書する際に，カード作成も

行います。
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{言語生活調査データ]

し言語生活調査のデータは， fj査票の項目に対応させて掲九している。

2.第 1次データの提示闘は，下記の通ちである。

(1)アリアンサ移住託一世 (2)アリアンサ移住区二世

(3)アリアンサ移生広三世 (4)スザノ福薄村地区 一世

(5)スザノ福博村地区ニ世 (6)スザノ福博村地区三世

なお，被調査者の並べ方は， 言である。

3.言語生一寸査票の項目番号j願(1-68)に提示し，項自の内容は仁略表記してい

る。

4. i旦し， ... Jj;1項目のうち以下の自由回答の項自に関しては，上記の(1)"-' (6) 

の各鋼所の最後にまとめて提示する。毘答のない場合は空払!のままにした。

f15-A， 17-A， 18-A， 18-C， 20-A， 20-D， 20-DJ (以上一世のみ項目〉

f24一九 24-D，24-D， 25-A， 25-CJ (以上ニ・三世のみ項目)

f41一九 42---A，43， 44， 61， 61， 65， 68J (全世代共通項呂)

5.第1次デ}タの読み方

CI被調査者一瓦の iBA1 M99 -79Jは， iBrasil (ブラジル)Alianca (アリアンサ

移住区)1 (世代)Male (男性)99 (年岱)---79 (通し番号)Jを表し，恨む

の fSJは fSuzano(スザノ福博村)Jの意味である。

②毘答を数値・記号イむした場合は，下に凡併を弐せている。

③毘答のなかの記号 fNJは，さまざまな事情により無回答または不明/不適切

な関答など，半せん?不可能な場合である。なお，第 2次データにおいてもこの

記号を採用している。

@屈託のなかのにJは f該当せずJの:.!;:J合で，回答の必要がない場合を表す。

なお，第 2次データにおいてもこの記号を採用している。

⑤スペースの都合上，ポルトガル語を「ポル語Jと略した箇所がある O
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言語生活調査 第v欠データ (1)アリアンサ一世

( )内は日本以外の場合
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(1)アリアンサ一世

f槍jは通学経験なし

lョ単身

2"銀世代以上を含む家族

3=銀世代以上を含まない家族
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(1)アリアンサ一世

〔凡例} r~~吋 lbいいえ
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(1)アリアンサ一世
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(1)アリアンサ一世

1..日本語

2=S本箱のほうが多い

3=日本語とポ/レ絡が半々

4=ポル路のほうが多い

ぉポルトガノレ符



言語生活調査第 l次デ←タ

(1)アリアンサ一世

1=日本跨

2=B本路のほうが多い

3=日本mとポノレmが半々

4=ポノレ妬のほうが多い

5=ポルトガノレ錆
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(1)アリアンサ一世

f*JはR血統せずのケース 1=時代劇

2=ドラマ

3=エユース

4=ドキュメンタリ}

5=その他(番組名)
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(1)アジアンサ一役

。定もって/とってない

1=よく聞く/続む

2=ときどき聞く/読む

3司王とんど聞かない/絞まない

4=まったく聞かなu、/務まなし、
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(1)アリアンサ一世

1=日本fli
2=日本踏のほうが多い

3=日本l!iとポノレ語が半々

4=ポノレlIiのほうが多い

5=ポルトガノレlIi
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(1)アリアンサ ー散

。おともだちはいない 11=日本膳

1=ほとんど日 系人 12=日本籍のほうが多い

2=日系人のほうが多い 13=日本誌とポノレ陪が半々

3=日系人と非 日系人が半々 14=ポノレ誇のほうが多い

4ぉ非日系人のほうが多い 15=ポノレトガノレ語

5吋まとんど非日系人
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(1)アリアヘンサ一世

2=だいたいできる

3=少ししかできない

4=まったくできない



言語生活調査第 1次データ

wアリアンサ一世

2=だいたいできる

3=少ししかできない

4=まったくできない
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(1)アリアンサ}世

2=だいたいできる

3=少ししかできない

4認まったくできない



言語生活調査第 l次データ

(1)アジアンサー設

2=だいたいできる

3=少ししかできない

4=まったくできなL、
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(1)アリアンサ一世

1=碇臓につながる

2=いまの仕事・専門に必要

3=~新情報知れる

4"，日系人の複先のことI'I

5=日本文化への興味

6=釘本語教師希望

7芯その他(具体o;J)

1=ぜひ習わせたい 11=就臓につながる

2=本人が希堕するなら!2=¥，、まの仕事・専門に必要

3=習わせるつもりなし 13=簸葱付帯報知れる

和日系人の祖先のことば

伝日本文化への興味

6=その他(具体例)



言語生活調査第 I次データ

(1)アリアンサ一役

bメリットがない

2=日本の影響力少ない

3=学校・教師のレベル問11
K日常的に使わない

5=銀が日本話教育に黙心でない

6=むずかしい

7=その他(具体例)
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(1)アリアンサ一世



言語生活調査第 l次データ

(1)アリアンサ一世

〔凡例〕

2=悪くなった

1=ある

2=ない

3おわからない

3=変わらないが，客観的になった
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(1)アリアンサー没(自由起答資料)

，夜や況日を利用して， 青年たち10人く・らいのグノレ}プを作って，ブラジル人

えていった.ブラジル人と交流したいという希望があった。ブラジノレの方曹やブ

ブラジル入社会に溶け込んでいった
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(1)アリアンサ一世(自由回答資料)

はなかったが，夜や祝日を利用して， 膏年たち10人ぐらいのグループを作って，

ブラジノレE置を覚えていった。ブテジノレ人と交流したし、とし、う希望があった.プテ，/，レの方官やブラ

ブラジfレ入社会に溶け込んでいった
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(1)アリアンサ一役(自応部答資料)
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(l)アリアンサ一役(自由回答資料)
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(1)アリアンサ一世(自由回答資料)
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(1)アリアンサ 一世(自治回答資料)

教会の日本人牧師

産業組合の事務所の人

家族と。卵を買いに来る日系人と

上役の人，組合の人，お客さんには一世二世が多い

夫の世

シ』

由
一
一

族

一
系

家

一
日

日本語のみ
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(1)アリアンサ一世(自由回答資料)
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(1)アリアンサ一世(自由回答資料)
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(1)アリアンサ一世(自由回答資料)



言語生活調査 第 1次デー タ 215 

(1)アリアンサ一世(自由回答資料)
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(1)アリアンサ一堂(密出回答資料)
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(2)アリアンサ二世
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(2)アリアンサ 二世

2=日本跨のほうが多い

3=日本篤とポノレ簡が半々

4=1わレ需のほうが多い

5=ポルトガノレ鰭
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(2)アリアンサ二世

「非自系jとは 11=日本語

3=~系家族 F非日系の配偶者Jの意味 !t.El本踏のほうが多い

4=拡大家主提 13=毘本書替とポノレ際が半々

5=単身 14=ポノレ懸のほうが多い

6=その他 15=ポルトガル諮
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(2)アリアンサニ役

h日本悟

ゐ日本書吾のほうが多い

3=日本陪とポノレ賂が半々

bポル鰭のほうが多い

5=ポルトガノレ官事
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(2)アリアンサ二世



222 

〔凡例〕

おほとんどみない

4=まったくみない

(2)アリアンサ二世

bもって/とってない

1=よく聞く/筏む

2=ときどき聞く/院む

3=ほとんど聞かない/続まない

hまったく間晶、なし、/院まない
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(2)アリアンサ 二役
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(2)アジアンサ 二世

。=民〉だちはb、ない 1=日本跨

h臼本語のほうが多い 11=ほとんど日系人 2=8本暦のほうが多い

同 縄と扮レ絡が半々!日系人のほうカ助 13=日補助レ船時々

3=日系人と非日系入学々 14=>J守ノレ需のほうが多い

14=非日系人のほうが多い 15=:ポノレトガル籍

5=ほとんど非日系人
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(2)アリアンサ二世

2=だいたいできる

3"少ししかできない

4=まったくできない

225 



226 

(2)アリアンサ二世

2=だいたいできる

3=少ししかできない

4=まったくできない
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(2)アリアンサ二世

Z思だいたいできる

3=少ししかできない

4=まったくできない
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